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守 谷 　 通
観音寺商工会議所 会頭

ご 挨 拶 　観音寺商工会議所は、昭和17年8月に山本壽雄翁を初代
会頭として創立され、本年で80年を迎えました。その間、
幾多の変遷を経ながら、地域の総合経済団体としての使命
である、商工業の総合的な改善発達と社会一般の福祉の増
進に資するため、多様な活動を行ってまいりました。特に
令和元年度には、本商工会館の耐震化工事と、エレベーター
設置を含めた全面改修工事を行い、利用者の利便性の向上
に努めてまいりました。併せて、観音寺市と災害に関する
協定を締結し、地域社会への貢献にも積極的に取り組んで
まいりました。
　これもひとえに、歴代会頭をはじめ先輩議員がどのよう
な時にあっても創立の理念を胸に、その英知と努力を積み
重ねられ、今日の観音寺商工会議所を築いて来られました
先人のご労苦に対しまして、深甚なる敬意を表するもので
あります。また同時に、本商工会議所活動を力強く支えて
いただきました会員各位、さらにはご指導、ご協力を賜り
ました関係機関に対しまして衷心より感謝申し上げます。
　さて、現下の経済状況は、コロナ禍という未曽有の事態
が発生し、社会経済が大きく変貌しております。また、昨
年からの物価の高騰や円安基調に加え、ロシアのウクライナ
侵攻が更なる資源高や金融・物流面で世界経済の混乱をも
たらしており、これまでになく先行き不透明な状況に直面
しております。
　こうした中、本商工会議所といたしましては、コロナ禍
の影響を受けた企業の皆様方に対し、経営相談等を通じ重
点的に支援してまいりました。今後も、地域経済の活力向
上を目指し、経営発達支援計画に基づく支援を関係機関の
協力のもとに取組み、企業の持続的発展のため、個々の企
業に寄り添った伴走型経営支援を推し進めてまいる所存で
あります。
　そして、この80周年の節目の年を新たな出発点として、
50年後100年後も企業や地域に必要とされる商工会議所を
目指し一丸となって、観音寺市が元気で活力ある地域とな
るよう、事業活動を展開してまいる所存であります。
　関係各位におかれましては、今後とも一層のご指導とご
鞭撻を賜りますよう、心からお願い申し上げ、創立80周年
の挨拶といたします。
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三村　明夫
日本商工会議所 会頭

祝　辞 　観音寺商工会議所が創立80周年を迎えられますことを、
心よりお祝い申しあげます。
　昭和17年の創立以来、常に地域のリーダーとして、商工
業の振興や地域経済社会の発展に大きく貢献されてこられ
ました。これも偏に、歴代、そして現在の役員・議員・会
員、青年部、女性会、そして事務局の皆様の弛まぬご尽力
の賜物と存じ、深く敬意を表します。
　さて、新型コロナウイルス感染症の影響が長引く中、昨
年来より、様々な要素が重なり資源価格の高騰が顕在化し
ていたところに、ロシアのウクライナ侵攻、円安、米国FRB
の利上げ等も重なり、多くの中小企業、そして地域経済に
大きな影響が及んでいます。
　しかしながら、これらの出来事は我々が多くのことを学
ぶきっかけにもなりました。何より、日本を再構築し、強
くて豊かな国を作り上げていかなければならないという危
機意識が共有されました。わが国は今、長年にわたる停滞
から変革への大転換期を迎えています。企業経営者も「安
定」から「成長」志向へと自らを切り替えることが求めら
れており、そのためには、企業も、商工会議所も、こうし
た大きな環境変化に対応し、覚悟をもって自己変革に挑戦
していかなければなりません。
　こうした中、観音寺商工会議所では、地域経済の好循環
の実現に向けて、関係団体と連携した商品券発行事業に長
年取り組まれているほか、定期的な創業セミナーの開催を
通じて、新たな地域企業の創出に貢献されており、誠に心
強い限りです。今後も、商工会議所が地域の中核となっ
て、地域の一層の発展に向けて大きな役割を果たされます
ことを期待しております。
　さて、日本商工会議所は今年、創立100周年を迎えました。
「地域とともに、未来を創る」をスローガンに、未来に向
けた新たな歩みを進めていく決意を胸に、新しい時代を皆
様とともに切り拓いてまいりたいと思います。
　観音寺商工会議所におかれましては、創立80周年を新た
な出発点として、守谷会頭を中心により一層結束を深めら
れ、積極的な活動の展開により、コロナ禍からの復興、そ
してさらに豊かで活力ある地域が創造されますことを衷心
よりご期待申しあげます。
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浜田　恵造
香川県知事

祝　辞 　観音寺商工会議所が創立80周年を迎えられましたことを、
心からお慶びいたします。
　観音寺商工会議所は、昭和17年に創立され、長い歴史と
伝統のもと、地域に密着した総合経済団体として、中小企
業、特に小規模事業者の様々な経営課題に対する相談・指
導を行うとともに、中心市街地の活性化、観光振興、青年
部・女性部活動など、幅広い活動を続けてこられ、地域産
業の振興と地域の活性化に大きく貢献されています。これ
も偏に、歴代の会頭をはじめ、役職員、並びに会員の皆様
方のたゆみないご尽力とご熱意の賜物であり、深く敬意を
表します。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大が経済活動や雇用
に大きな影響を及ぼす一方、頻発する大規模災害、急激な
人口減少と少子高齢化、グローバル化や I CTなどの技術
革新の進展など、内外の情勢が急速に変化する中、地方に
おいては、時代の変化に対応し、自らの選択と責任に基づ
き地域の発展を進めていく必要があります。
　県では、新型コロナウイルス感染症の影響に対し、雇用
の維持や事業の継続に向けた支援を行うなど、感染防止と
県経済や県民生活の回復の両立に取り組むとともに、香川
づくりの3つの基本方針である「安全と安心を築く香川」、
「新しい流れをつくる香川」、「誰もが輝く香川」に沿って、
香川県の将来の発展のための各種施策に積極的に取り組ん
でいます。
　こうした中、皆様方が、地域の中小企業等を支援するた
めの継続した活動はもとより、事業者の支援ニーズの多様
化に応じた、経営戦略に踏み込んだ伴走型の支援や、地域
活力の増進に向けた事業などにも取り組まれていることは、
誠に心強い限りです。どうか、記念すべき80周年を契機に、
会員相互の連携を強めて活動を一層充実され、私の生まれ
育った地元観音寺が一層、豊かで住みよい郷土となるよう、
大いにご尽力いただきたくお願い申し上げます。
　観音寺商工会議所の今後ますますのご発展と、皆様方の
ご健勝、ご活躍をお祈りして、お祝いの言葉といたします。
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佐伯 明浩
観音寺市長

祝　辞 　このたび、観音寺商工会議所が創立80周年を迎えられま
すことを、心からお喜び申しあげます。
　また、貴会議所におかれましては、日頃から本市の中小
企業振興はもとより、市政各般にわたる施策の推進に多大
なる御支援と御協力を賜り厚く御礼申しあげます。
　さて、観音寺商工会議所は、昭和17年8月の創設から今
日に至るまで、80年の長きにわたり地域における商工業振
興に全力を注がれ、地域経済の健全な発展に御尽力いただ
きました。これもひとえに、歴代会頭をはじめとする会員
皆様方の御尽力の賜物であり、衷心より深く敬意を表する
ものであります。
　現在、地域経済を取り巻く環境は急速に変化しており、
今般の新型コロナウイルス感染症が与える経済への影響
は、その最たるものであります。貴会議所におかれまして
は、影響を受けた企業者の事業継続や復活に向けて、経営
支援等のより一層の充実と強化を図ることに注力されてお
ります。今後も、本市の地域経済が健全な発展を図りなが
ら持続的に発展していくためには、貴会議所の果たす役割
が、ますます重要になってくるものと考えております。
　本市におきましては、令和3年3月に、第2期「観音寺市
中小企業振興計画」を策定し、本市の中小企業振興の方向
性を示した「観音寺市中小企業振興基本条例」に基づき定
めた基本理念の具現化を目指すべく、諸施策の一層の充実
に努めているところであります。そのような状況のもと、
より一層きめ細やかな中小企業者・小規模企業者支援を行
なっていくため、貴会議所の皆様方には、引き続き、経営
支援の相談役、地域経済社会の牽引役としてのお力添えを
賜りますようお願いいたします。
　結びに、貴会議所が創立80周年の節目を契機として、新
たな飛躍に向けて更に力強く歩まれることを御期待申しあ
げますとともに、会員皆様方の更なる御健勝と御活躍を心
よりお祈り申しあげまして、お祝いの言葉といたします。
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全国の商工会議所の会員数は 123 万（2022 年 4 月現在）を数えています。

　わが国最初の商工会議所である「商法会議所」は明治 11 年（1878 年）に東京、大阪、神戸で創立されました。 その後、
全国の主要都市に相次いで創立され、明治25 年（1892 年）に15の商業会議所がその連合体として「商業会議所連合会」
を結成しました。 そして大正 11 年（1922 年）6 月に「商業会議所連合会」を改編し、常設の機構・事務局を持つ「日本
商工会議所」が誕生しました。 それ以後、名称・組織の 変更など様々な変遷がありましたが、戦後の昭和29年（1954年）
に現行「商工会議所法」に基づき特別認可法人として改編され、今日に至っています。
　現在（2022 年 4 月時点）、全国で 515 の商工会議所がそれぞれの地域で活動しています。

　商工会議所は、『商工業の総合的な改善発達を図るとともに、社会一般の福祉の増進に資する』ことを目的としており、
地域の商工業の振興に力を注ぎ、国民経済の健全な発展に寄与するための地域総合経済団体であり、４つの大きな特徴
を持っています。

商工会議所の誕生と沿革

明治 11 年（1878 年）

明治 25 年（1892 年）

明治 35 年（1902 年）

大正 11 年（1922 年）

昭和 3 年（1928 年）

昭和 18 年（1943 年）

昭和 25 年（1950 年）

昭和 28 年（1953 年）

昭和 29 年（1954 年）

昭和 35 年（1960 年）

昭和 41 年（1966 年）

昭和 42 年（1967 年）

昭和 43 年（1968 年）

昭和 45 年（1970 年）

東京商法会議所創立（3月）
大阪商法会議所創立（8月）
神戸商法会議所創立（10 月）

商業会議所連合会創立（9月）

「商業会議所法」施行（7月）

商業会議所連合会の常設の機構・事務局を設置（事実上の日本商工会議所誕生）（6月）

「商工会議所法」施行（日本商工会議所として成立）（1月）

「商工経済会法」施行（6月）

「（社団法人）商工会議所法」施行（5月）

現「商工会議所法」施行（10 月）

現行法により日本商工会議所が特別認可法人に改編（6月）

経営改善普及事業発足

アジア商工会議所連合会（CACCI）発足

太平洋経済委員会（PBEC）発足

全国商工会議所婦人会連合会発足

商業近代化地域計画策定事業スタート

① 地域性 地域を基盤としている

② 総合性 会員はあらゆる業種・業態の商工業者から構成される

③ 公共性 公益法人として組織や活動などの面で強い公共性を持っている

④ 国際性 世界各国に商工会議所が組織されている
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会法」が施行され、当所も香川県商工経済会観音寺支部に改編されました。
　終戦による民主、自由主義の新たな国家体制となり「商工経済会法」は廃案。  全国的に自主的民間団体としての商工
会議所設立の気運が立ち上がり、昭和 22 年（1947 年）2月、「社団法人観音寺商工会議所」が三豊郡を区域として新生し
ました。 同年 11 月、管内地区と名称を統一し、「三豊商工会議所」に名称変更する等の経緯を経て、昭和 30 年（1955 年）
1月、観音寺市誕生を契機に、昭和 28 年（1953 年）施行された商工会議所法に基づく「観音寺商工会議所」が誕生し、現
在に至っています。
　星霜 80 年、西讃地域における経済、文化、観光の中心都市の経済団体としての業績を蓄積してきました。

昭和 48 年（1973 年）

昭和 53 年（1978 年）

昭和 58 年（1983 年）

昭和 62 年（1987 年）

昭和 63 年（1988 年）

平成 3 年（1991 年）

平成 5 年（1993 年）

平成 22 年（2010 年）

小企業等経営改善資金融資制度（マル経）発足

商工会議所 100 年記念行事を挙行

全国商工会議所青年部連合会（YEG）発足

全国商工会議所間ファクシミリ網本格稼働

パソコン通信ネットワーク開始
LOBO（商工会議所早期景気観測）調査開始

TOAS（トータルOAシステム）普及開始
チェンバーズカード発行

カリアック（商工会議所福利研修センター）開設

APEC中小企業サミット 2010 を開催

　観音寺商工会議所は、昭和 17 年（1942 年）8月 24 日付申請認可により創立されました。
昭和 16 年（1941 年）3月に設立発起人会を発会、観音寺町と隣接し自治体合併気運のあった、高室村、柞田村、常盤村の
1町3ケ村の区域、477 名の同意を得て、昭和 17 年 7 月 31 日の創立総会を経て、8月 1日認可申請書を提出、商工大臣、
岸伸介氏による認可にて誕生を見たものです。
設立同意書にある設立理由には、

「商工業の改善発達を企圖し商工業者の共存共栄を期する為に従来観音寺町の区域に観音寺商工會なる会員組織の団
体機関を有するも時運の趨勢と当地方商工業の進歩発達及び将来の動向を考慮するに際し現在の組織にては商工業者
共同の福利増進に遺憾の点少なからさるを以て当地方の現況に対応したる施設の商工機関として法規に基く商工会議
所の設立を必要とする所以なり」

とあり、県への創立内伺資料や、創立総会の資料からも、昭和 15 年（1940 年）
当時観音寺町は、西讃地方の鉄道、自動車道、海運等これら交通の要衝として、 
貨物の一大集積地であり、 観光都市としても夏季の琴弾公園内有明浜海水
浴場は東洋一と称され、京阪神及び各学校その他団体の保健修養道場として
旅客が多数往来していました。
　また、紡績、製粉、化学工業、その他新化学工業等、工業都市としての施設も
進出しつつあり将来の発展が大いに期待できたことから、 産業経済他全般、
密接不離な関係にある 1町 3ケ村を区域とした、産業経済ブロックを形成し、 
その共存共栄を図るため、 商工業者を取巻く様々な課題に対応できる機能
が充実した指導機関、 商工会議所の創立を熱望したと書かれています。
　太平洋戦争突入直前から開戦時期という、特殊な時代背景ではありますが、
創立当時の資料からは、先人経済人の地域発展への強い思いが伺えます。
　しかし創立 1年後、戦局に対応した統制経済に対応するための「商工経済

観音寺商工会議所の沿革

き　と

すうせい
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会法」が施行され、当所も香川県商工経済会観音寺支部に改編されました。
　終戦による民主、自由主義の新たな国家体制となり「商工経済会法」は廃案。  全国的に自主的民間団体としての商工
会議所設立の気運が立ち上がり、昭和 22 年（1947 年）2月、「社団法人観音寺商工会議所」が三豊郡を区域として新生し
ました。 同年 11 月、管内地区と名称を統一し、「三豊商工会議所」に名称変更する等の経緯を経て、昭和 30 年（1955 年）
1月、観音寺市誕生を契機に、昭和 28 年（1953 年）施行された商工会議所法に基づく「観音寺商工会議所」が誕生し、現
在に至っています。
　星霜 80 年、西讃地域における経済、文化、観光の中心都市の経済団体としての業績を蓄積してきました。

《観音寺商工会議所  組織年表》
　
　※明治 44 年（1911 年）5月 25 日　観音寺商工會　創立
　※昭和 15 年（1940 年）3月総会にて商工会議所設立へ議決

昭和 17 年（1942 年）

昭和 18 年（1943 年）

昭和 21 年（1946 年）

昭和 22 年（1947 年）

昭和 25 年（1950 年）

昭和 28 年（1953 年）

昭和 30 年（1955 年）
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観音寺商工会議所創立総会　※昭和 17 年 8 月 1 日申請

観音寺商工会議所認可　創立

観音寺商工会議所　議員初選挙　　会頭  山本 壽雄

商工経済会法施行　全国の商工会議所一斉に解散

香川県商工経済会観音寺支部に改編

商工経済会法廃止

香川県商工経済会観音寺支部解散

社団法人観音寺商工会議所に改組新生（管内、三豊郡）
昭和 21 年 11 月 16 日申請　　会頭　請川 卓

観音寺商工會設立（管内、観音寺町）

社団法人三豊商工会議所に改称　（管轄地区との名称一致）
昭和 22 年 11 月 25 日申請　　会頭　山本 壽雄

社団法人商工会議所法施行

定款変更承認　商工会議所法に基づく三豊商工会議所
会頭　守谷 秋藏

現商工会議所法施行

観音寺市誕生、( 観音寺町、高室村、常盤村　柞田村合併 )

観音寺商工会議所に改組　昭和 29 年 12 月 19 日　臨時会員総会
昭和 30 年 1 月 5 日申請　　会頭　白川 房次郎

年 月 日 内　　　　　　容

　観音寺商工会議所は、昭和 17 年（1942 年）8月 24 日付申請認可により創立されました。
昭和 16 年（1941 年）3月に設立発起人会を発会、観音寺町と隣接し自治体合併気運のあった、高室村、柞田村、常盤村の
1町3ケ村の区域、477 名の同意を得て、昭和 17 年 7 月 31 日の創立総会を経て、8月 1日認可申請書を提出、商工大臣、
岸伸介氏による認可にて誕生を見たものです。
設立同意書にある設立理由には、

「商工業の改善発達を企圖し商工業者の共存共栄を期する為に従来観音寺町の区域に観音寺商工會なる会員組織の団
体機関を有するも時運の趨勢と当地方商工業の進歩発達及び将来の動向を考慮するに際し現在の組織にては商工業者
共同の福利増進に遺憾の点少なからさるを以て当地方の現況に対応したる施設の商工機関として法規に基く商工会議
所の設立を必要とする所以なり」

とあり、県への創立内伺資料や、創立総会の資料からも、昭和 15 年（1940 年）
当時観音寺町は、西讃地方の鉄道、自動車道、海運等これら交通の要衝として、 
貨物の一大集積地であり、 観光都市としても夏季の琴弾公園内有明浜海水
浴場は東洋一と称され、京阪神及び各学校その他団体の保健修養道場として
旅客が多数往来していました。
　また、紡績、製粉、化学工業、その他新化学工業等、工業都市としての施設も
進出しつつあり将来の発展が大いに期待できたことから、 産業経済他全般、
密接不離な関係にある 1町 3ケ村を区域とした、産業経済ブロックを形成し、 
その共存共栄を図るため、 商工業者を取巻く様々な課題に対応できる機能
が充実した指導機関、 商工会議所の創立を熱望したと書かれています。
　太平洋戦争突入直前から開戦時期という、特殊な時代背景ではありますが、
創立当時の資料からは、先人経済人の地域発展への強い思いが伺えます。
　しかし創立 1年後、戦局に対応した統制経済に対応するための「商工経済
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商工会議所が行う事業

  ■ 金融・税制・交通・労働・教育等の改善や地域開発などについて会員の意見を
　 取りまとめ、国・県・市など関係機関に陳情・要望・建議して問題の解決を図る。

① 政策提言活動

  ■ 会報「かんおんじ商工だより」の発行（年 6回）
  ■ 特定商工業者名簿発行
  ■ LOBO調査（商工会議所早期景気観測）の実施

② 調査・広報事業

  ■ 各種共済制度
  ■ メンバーズビジネスローン・融資制度
  ■ 休業補償プラン
  ■ 優良従業員の表彰
  ■ 証明書の発給（原産地証明等）

③ 商工業振興事業

  ■ 日商主催全国共通検定試験（珠算検定、簿記検定等）

④ 検定試験

  ■ 観音寺商店街連合会
  ■ 観音寺青色申告会
  ■ 観音寺間税会
  ■ 三豊・観音寺経営者協会
  ■ 銭形まつり協賛会

⑤ 各種団体事務

⑥ その他事業

  ■ 銭形まつり実行委員会
  ■ 会議室貸館業務
  ■ 会頭杯争奪チャリティゴルフ大会
  ■ 事業所対抗ソフトボール大会
  ■ 観音寺市地域商品券発行事業

10



《役　　員》

《議員総会》

《常議員会》

《部　　会》

《委 員 会》

観音寺商工会議所では次の役員を置くこととなっています。各役員の人数と職務は次の通りです。
会　　頭　　  1 人 　商工会議所を代表し、職務を総理する
副 会 頭　　  3 人　会頭を補佐する
専務理事　　  1 人 　会頭および副会頭を補佐して庶務を掌理する
常 議 員　　22 人 　会頭の委任する事項に関する庶務を処理する
監　　事　　  3 人 　業務および経理を監査し、議員総会に報告する

次の 3種類の議員によって構成される最高意思決定機関です。
1 号議員　　34 人 　会員のうちから選挙した議員
2 号議員　　23 人 　部会員のうちから選任した議員
3 号議員　　  9 人 　会頭が会員のうちから選任した議員

議員のうちから選出された議員（常議員）によって組織され、議員総会に提出する事項、
議員総会より委任を受けた事項、緊急を要する事項などの決議をします。

事業の適切な改善発達を図るためにそれぞれの部会が設置されており、営んでいる
主要な事業の種類ごとにそれぞれの部会に所属します。

会議所運営のための重要事項を調査研究するためにそれぞれの委員会を設置しています。

相　談　役
会　　　頭

副　会　頭
専 務 理 事

事 務 局 長
常　議　員

顧　　　問

監　　　事

参　　　与 議　　　員 会　　　員

女　性　会

青　年　部

特定商工業者

３
号
議
員

２
号
議
員

１
号
議
員

庶
業
部
会

金
融
部
会
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子
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サ
ー
ビ
ス・
観
光
部
会

運
輸
交
通
部
会

水
産
部
会

食
品
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建
設
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会

工
業
部
会

商
業
部
会

会
員
増
強
特
別

委

員
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融
資
委
員
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表
彰
特
別
委
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会

事
業
委
員
会

総
務
委
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会

商
業
街
づ
く
り

特
別
委
員
会

健
康
維
持
支
援

事
業
連
絡
委
員
会

商
工
相
談
所

指　

導　

課

業　

務　

課

総　

務　

課

常
議
員
会

議
員
総
会

《観音寺商工会議所  組織図》

運営のしくみ
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KANONJI
CHAMBER OF
COMMERCE
AND INDUSTRY

歴代会頭・役員・議員
令和 4年（2022 年）8月現在



初代・三代

山本壽雄
二代

請川　卓
四代

守谷秋蔵
五代

白川房治郎

六代

近藤照男
七代

吉良義雄
八代

宮本　弘
九代

鴨田義文

十代

川崎慶一
十一代

藤田守男
十二代

松田芳夫
十三代

大谷一良

十四代

加藤義和
十五代

島　一
十六代

河田正行

歴代会頭
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守谷　通
四国物産㈱

須田雅夫
観音寺信用金庫

奥田拓己
㈱北四国グラビア印刷

山地武文
㈲山地会計事務所

細川俊一
㈱紀州屋

近藤秀夫
㈱コンテック

小西正幸
観音寺商工会議所

《会　頭》

《副会頭》

《専務理事》

《監　事》

㈱藤田商店
藤田尚　

役員・議員
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朝倉一郎
光工業㈱

上田善啓
（一般財）阪大微生物病研究会観音寺研究所

大久保健二
㈱総合開発

大倉健一
三和機械㈱

奥田章雄
㈱マルモ印刷

川上圭一
㈱小西商店

川崎隆三郎
讃岐煉瓦㈱

高城宗幸
高城合同事務所

田中正治
三豊運送㈱

藤村昭夫
共栄冷凍水産㈱

藤村良一
藤村工具㈱

河田圭一郎
西讃観光㈱

久保　正
㈱久保電機

越田達夫
川鶴酒造㈱

島　憲吾
島産業㈱

《常議員》
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真鍋　正
フレッシュショップ・トマトチェーン㈱

三浦聖人
三豊証券㈱

三谷利憲
協和開発㈱

森　崇博
㈲カーリンクエムズ

横田安男
㈱べっこや婦人用品店

吉岡龍示
㈱サムソン

石川義和
㈱石川組

井上富晴
㈱百十四銀行観音寺支店

植木茂智
㈱植木回漕店

宇賀淳一
㈱宇賀幸

秋山正宏
㈱三豊印刷

荒川　誠
㈱アラクス

石川利勝
㈱カンケン

《議　員》

役員・議員
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宇賀士郎
㈱宇賀

内海達士
㈲内海紙工業所

大西克明
㈱大西自動車工作所

大西圭二
西工業㈱

長船光生
西讃観光サービス㈱

織野雅夫
㈱オリノ板金工業所

香川政人
㈱香川鉄工所

片山　基
㈱環境デザイン

小西　誠
㈱原起苑

塩田将雄
㈱加喜屋

篠原光利
㈱三和

篠原嘉宏
㈱しのはら時計店

喜多和也
㈲喜多商店

吉良寿人
㈱吉良清商店

合田朝子
㈱南屋

後藤　豊
㈱しこく美装
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庄司三千雄
㈲庄栄不動産

白川良治
㈲白栄堂

高畠　啓
㈱メディアコム

谷口公洋
㈲タニーズ

筒井清次
観音寺グランドホテル

豊浦孝幸
㈲満久屋

仁田智之
㈱仁加屋

登　啓二
㈲のぼり屋

藤村勝己
香川アロー㈱

藤原隆志
㈲藤原米穀

三野輝男
㈱パブリック

三宅慎二
三宅産業㈱

林　知宏
㈱指寅タンス店

原　義武
㈱山屋

福島一弥
福弥蒲鉾㈱

福田伸夫
㈲本場かなくま餅福田

役員・議員
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森　正
㈱森卯平商店

山口慎一郎
㈲サンマック機販

山田大貴
㈱ヤマダ工芸

吉村行雄
㈱フードレック

河田正行
㈱河田タクシー

木下和洋
アオイ電子㈱観音寺工場

北野正一
四国フクスケ㈱

三好寿志
四国電力㈱観音寺営業所

森　公一
テーブルマーク㈱四国事業所

川崎正幸
㈱大和商會

合田耕三
㈱合田工務店

中村雅英
日本通運㈱観音寺事業課

《相談役》

《顧　問》
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安藤文晃
高松信用金庫観音寺支店

安藤康史
㈱伊予銀行観音寺支店

大谷康介
㈱オータニ

西村哲郎
㈱四国銀行観音寺支店

蜜石　宏
㈲有明高速印刷

毛利雅雄
㈲毛利商店

大西泰二
㈱中国銀行観音寺支店

大西洋三
㈲ヴォックス

久保忠士
㈱香川銀行観音寺支店

齋藤正志
三豊ケーブルテレビ放送㈱

中田晴順
㈲中田ボデー工作所

西岡政憲
㈲西岡家具店

藤田圭造
藤田㈱

堀川達郎
アクサ生命保険㈱観音寺

白井義樹
㈱白井組

尾崎清隆
加ト吉水産㈱

為廣憲幸
㈲中央塗料

中川　修
四国電力送配電㈱

高松支社 観音寺事業所

《参　与》

役員・議員
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事業の紹介



「セミナー・講習会に参加したい」
事業所の皆様の知識習得や経営改善のため、様々なセミナーや講習会を企画していますので、ぜひご参加ください。

「無料で専門家に相談したい」
それぞれの専門家を迎え、相談会を開催しています。 無料で相談できますので、お気軽にご利用ください。
また中小企業診断士や税理士の方にご協力いただき、1日無料相談会も実施しています。

商工会議所は頑張る経営者を応援します。

内　　容 日　　　　時 相　談　員

経営相談 随時　13：00～16：00 中小企業診断士

税務相談 奇数月第 4月曜日　13：00～16：00 山地会計事務所

法律相談 随時　※無料相談券を発行 専任弁護士

年金相談 偶数月第 2月曜日　10：00～15：00 観音寺信用金庫

経営者の皆さんのこんな悩みを解決します。 ぜひご相談ください！

・新入社員研修講座

・初級簿記講習会

・経営計画作成セミナー

・各種経営セミナー　等

経営計画作成セミナー 新入社員研修講座

軽減税率対策セミナー
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「有利な融資を受けたい」
資金繰りでお困りの際は、商工会議所までご相談ください。マル経融資の他、各種融資制度のご紹介をいたします。

  ■ マル経融資（小規模事業者経営改善資金融資制度）
　商工会議所の指導を受けて経営を改善し、商工会議所の推薦を受けて、日本政策金融公庫より
　無担保、無保証人、低利で融資を受けることができます。

「税務について詳しく知りたい」
青色申告は個人事業者にとって多くのメリットがあります。
商工会議所では青色申告をするためのお手伝いをしています。

  ■ 青色申告の仕方、帳簿のつけ方についての指導
  ■ 青色専従者給与等の源泉税納付指導、年末調整についての指導
  ■ 青色申告決算、確定申告についての相談や指導
  ■ 消費税についての相談や指導
  ■ 青色申告記帳代行サービス

貸付限度額 2，0 0 0 万円

返 済 期 間
運転資金　　7年以内
設備資金　  10 年以内

ご利用
いただける方

・従業員が、商業・サービス業では 5人以下、製造・建設業などでは 20 人以下の小規模事業者
・観音寺商工会議所の地区内で 1年以上事業を営む方
・商工会議所の経営指導を 6か月以上受けている方
・納期限の到来している所得税（法人税）、事業税、住民税、消費税を完納している方

※ご利用には諸条件があります。

決算・確定申告指導
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「労働保険の手続きがしたい」
商工会議所が労働保険事務組合を運営しており、労働保険に関する諸手続き等を事業主に代わって行っています。
ぜひ事務組合にご加入ください。

〈加入した場合のメリット〉

① 労働保険の申告・納税等の労働保険事務を事業主に代わって処理しますので事務の手間が軽減できます。
② 労働保険料の額にかかわらず年 3回に分割納付できます。
③ 労災保険に加入することができない事業主や家族従事者なども労災保険に特別に加入することができます。

〈加入できる方〉

常時使用する労働者数が次の事業所です。
① 小売、金融、保険、不動産業は 50 人以下。
② 卸売、サービス業は 100 人以下。 その他の事業は 300 人以下。

「各種共済を利用したい」
商工会議所のスケールメリットを活かし、会社役員や事業主の万一のための保障、節税対策、従業員の福利厚生等あら
ゆるニーズに応じた共済を提供しています。

この他にも個人情報漏えい賠償責任保険・休業補償プラン・火災共済など、各種共済制度をご用意しています。

割安な掛金（月額 1,000 円から）で幅広い保障を備えた、生命共済制度です。

銭形共済（16）

将来支払うべき退職金を計画的に積み立てることができる制度です。

特定退職金共済

小規模企業の個人事業主または会社等の役員が事業を廃止した場合や役員を退職した場合などに、積み立てた掛金に
応じた共済金を受け取れる、いわば「経営者の退職金制度」です。

小規模企業共済

連鎖倒産からあなたの会社を守ります。 不測の事態に直面された際、迅速に資金をお貸しする制度です。

経営セーフティ共済

PLリスクやそれ以外の賠償リスクに加え、物損害リスクや休業リスクなど総合的に補償します。

ビジネス総合保険
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「福利厚生を充実させたい」
会員事業所の福利厚生を充実させるため、健康診断や従業員表彰、各種スポーツ大会を開催しています。

健康診断事業
全国健康保険協会加入事業所を対象に受診料を補助して、健康診断事業を行っています。

永年勤続優良従業員表彰
従業員の定着、勤労意欲向上を目的として、事業主の推薦により従業員表彰式を開催しています。

スポーツ大会
健康増進と親睦を兼ねて、事業所対抗ソフトボール大会や会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会を開催しています。

「自社の経営を見直したい」
商工会議所では、経営計画の作成をお手伝いします。ぜひ、自社の経営計画作成にチャレンジしてみませんか？
お気軽にお問い合わせください！

〈経営計画を作るメリット〉

① 経営を行ううえで、意思決定の軸ができる。
② 目標と現実のギャップを認識できる。
③ 頭の中が整理され、課題が明確になる。
④ 社員や取引先、関係者からの信頼が高まる。

健康診断事業

会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会 事業所対抗ソフトボール大会
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青年部

役　職 氏　名 事業所名

会　長 林　　知宏 ㈱指寅タンス店

副会長 庄司　晃弘 ㈲庄栄不動産

副会長 秋山　昌己 ㈱カンショク

専務理事 筒井　正晴 森永牛乳昭和販売店

理　事 石山　裕之 ㈱宇賀商店

理　事 今宮　　翼 四国物産㈱

監　事 仁田　智之 ㈱仁加屋

監　事 三宅　　徹 栄自動車

〈目的〉

高度化し、多様化する商工会議所の一翼を担う者とし
て、流動的な経済環境に対処する事業活動、さらには、
組織の拡充に対するよりきめ細かい事業の展開など、
事業活動の充実・活性化を図り、もって観音寺市商工
業の発展に寄与することを目的とする。

第29代会長　林　知宏

〈創立〉

昭和 57 年（1982 年） 3 月 12 日

〈組織〉

〈事業〉

① 商工会議所の各部会・委員会等と会員間の情報交換の円滑化

② 会員の意見及び要望を聴取し、商工会議所の部会及び委員会への具申

③ 商工会議所事業に対する意見及び提案の提出

④ 商工会議所事務局との連携を密にし、商工業の経営改善への努力

⑤ 青年部会員相互の親睦を図り、自己啓発を図るための研修会の開催

⑥ その他、商工会議所の目的達成のため、必要と認める事業

かんおんじ感動体験博覧会 “かんぱく”（和菓子でアート） 銭形おどり復活

日本商工会議所青年部第 41回全国大会
SETOの都 香川たかまつ大会
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女性会

役　職 氏　名 事業所名

会　長 朝倉　　緑 光工業㈱

副会長 原　　るみ ㈱山屋

副会長 高城　尚子 高城合同事務所

副会長 三宅かおり ブリジェ ビューティサポート

副会長 豊岡　啓子 豊岡接骨院

顧　問 長船　真規 西讃観光サービス㈱

顧　問 藤村　恭子 香川アロー㈱

顧　問 合田　朝子 ㈱南屋

参　与 大塚　則子 ㈱大塚鉄工所

参　与 石川喜美代 ㈱石川組

理　事 田中　一世 田中時計店

理　事 細川佐千代 共楽湯

理　事 山地小百合 山地蒲鉾㈱

理　事 塩田　雅代 ㈱加喜屋 ブライダルコスチュームかぎや

監　事 山口　咲枝 エプロンママ

監　事 塩田千代子 ㈲今屋老舗

〈目的〉

会員相互の連携を密にすることにより、女性の立場か
ら商工業の振興、発展と社会福祉への増進に努めると
共に組織の強化に寄与することを目的としております。
またＩＴ情報化の時代を迎え、男女共同参画社会の中
にあって、女性の社会進出が増えてきた事をうけ、平成
13年に「TOMORROW会」
を設けました。色々な分野
において視野を広げる為、
勉強会や一般の方にも参
加していただける講演会
を開催し、会員の資質向上
と地域への貢献を目標に
掲げております。

第8代会長　朝倉　緑

〈創立〉

昭和 57 年（1982 年） 7 月 15 日

〈組織〉

〈事業〉

① 会員相互のレベルアップを図るための講習会の開催

② 全国商工会議所女性会連合会諸事業への参加

③ 会員相互の親睦事業開催

④ さくら茶会開催（コロナ禍においては、地域活性化マルシェ）

⑤ 福祉施設慰問

⑥ 四国八十八カ所世界遺産登録事業
　 お遍路さんの接待（コロナ禍においては、遍路道の清掃）

⑦ その他、本会の目的達成に必要な事業

創立 40周年記念チャリティーマルシェ

会員のつどい
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「銭形まつりを運営しています」
観音寺の夏のイベントといえば、銭形まつり！毎年、数万人の人出で賑わっています。
実は商工会議所が中心となって企画運営を行っています。

こんな取り組みも行っています！

「まだまだあります　あなたの力になれること」
他にも、事業者の皆様のために、地域の発展のために、様々な活動を行っています。
ぜひ、お気軽に商工会議所をご利用ください。

銭形おどり 銭形よさこい

香川県商工会議所議員大会 琴弾十日戎祭

海開き クリスマスの集い
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令和元年（2019年）12月初旬ごろ、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の第 1例目の感染者が報告されてから、瞬く
間に拡大し、パンデミックと言われる世界規模の大流行となりました。 海外渡航の制限、外出自粛、新しい生活様式が
始まり、人の交流自体がはばかられる時代となってしまいました。
観音寺市も例外ではなく、各種行事・イベントの中止や来客数の
減少により、大きな悪影響を及ぼしました。 そこで観音寺市の
中小企業の力となれるように、様々な取り組みを行いました。

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける
事業者への無料経営相談会の実施
新型コロナウイルス感染症の拡大により経営に影響を受けている
中小企業、小規模事業者の方へ向けた無料相談会を実施しました。 
ひと月に2回、相談員として中小企業診断士の方を会議所にお呼び
し、経営改善や資金繰り、各種支援施策の紹介などの相談に対応
いたしました。

観音寺市の飲食店を応援するプロジェクト

コロナ禍の取り組み

特に新型コロナウイルス感染症の影響が大きかった飲食店を経営する事業者の方々は、店舗内飲食での売上減少を
打破すべく、テイクアウト・デリバリー事業を開始されていました。 観音寺商工会議所でも何か力になれることは
ないか、という思いから市内飲食店、飲食料品取扱店等のテイクアウト・デリバリーの周知チラシを集め、市内企業
へ配布する企画を実施しました。

「地元応援 TEAM観音寺 ～KANメシ～」
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コロナ禍の取り組み

新型コロナウイルス感染症拡大による厳しい状況に、テイクアウトメニュー開発で立ち向かう飲食業界とステイホーム
で頑張る市民の利便性を図るため、タクシーによる貨物配送を認められた特例措置を利用したタクシーデリバリー
事業を始めました。 観音寺市内であれば商品代（1,000 円以上）+200 円でタクシーデリバリーが利用できる仕組みとし、
利用者の方からも好評をいただきました。

タクシーデリバリー  「 DELI  DELI  200 」

Go To Eatキャンペーンは、感染予防対策に取り組みながら頑張っている飲食店を応援し、食材を供給する農林漁業者
を応援するために農林水産省が行った事業で、プレミアム付き食事券の発行や飲食店で使えるポイントの付与など
が実施されました。 香川県でもGo To Eat キャンペーンが実施され、県民にプレミアム付き食事券の販売が行われ
ました。 そこで、市内はもとより、市外からも観音寺の飲食店を利用してもらうために、観音寺市内の絶景スポット
や飲食店情報を記載した絶景巡りツアーをイメージしたチラシを作成し、県内の食事券引換場所に配置しました。

KAGAWA Go To Eat　観音寺市内飲食店の周知用チラシ作成
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経営革新セミナー

政経懇談会

第87回通常議員総会（島会頭退任、河田新会頭就任）

第17回チャリティーさくら茶会（女性会30周年記念）

会頭就任披露宴

第50回事業所対抗ソフトボール大会

第88回通常議員総会

第46回かんおんじ銭形まつり

第43回会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会

健康診断支援事業

創立70周年記念式典

創立70周年記念行事

観音寺市元気地域商品券

第53回永年勤続優良従業員表彰

婚活事業（クリスマスの集い）

かんおんじ大せいもん払い

1

2

3

4

5

6

7

9

10

11

12

26

24

24

10

10

22

28

　16～

8

　26～

5

　29～

18

18

　24～

月 日 会議所の歩み 社会の動き

・　マグニチュード 9.0 の東日本大震災発生死者・行方
　不明者数は 2万人以上

・　児童養護施設に匿名で寄付を行う「タイガーマスク
　運動」が全国に広がる

・　任天堂初の3D携帯ゲーム機「ニンテンドー3DS」発売

・　ジャスコとサティが、一部店舗を除き、イオンの名称
　に統一される

・　東北新幹線で新幹線E5系電車がデビュー最速列車
　「はやぶさ」運行開始

・　上野動物園の 2頭のジャイアントパンダ、「リーリー」
　と「シンシン」の公開を開始

・　小笠原諸島がユネスコ世界自然遺産に登録

・　2011 FIFA女子ワールドカップドイツ大会で、
　サッカー日本女子代表が初優勝

・　地上デジタル放送に完全移行

・大規模地震対策の復興と対策について

・陸海空におけるインフラ整備の促進について

・高速自動車道の整備促進について

・本州四国連絡高速道路の通行料金等について

・財政政革並びに地方主権の推進について

・持続可能な社会保障制度の確立と税制の抜本的改革について

・循環型社会の構築について

・地球温暖化対策について

・新市民会館の幅広い利用並びに侵入道路等のインフラ整備

・観音寺競輪のサテライトとしての継続

意見活動

平成23年 2011年あ ゆ み
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経営革新セミナー

TOMORROW事業（女性会）

創立 70周年記念式典

会頭就任披露宴 クリスマスの集い
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Facebook活用講座

政経懇談会

Twitter活用講座

第89回通常議員総会

第18回チャリティーさくら茶会（女性会）

USTREAM今宵もはじまりました

第51回事業所対抗ソフトボール大会

第90回通常議員総会

第47回かんおんじ銭形まつり

第44回会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会

健康診断支援事業

夜のまちを楽しむイベント今宵もはじまりました

観音寺市元気地域商品券

議員視察研修

第54回永年勤続優良従業員表彰

婚活事業（クリスマスの集い）

2

3

4

5

6

7

9

10

11

12

6

23

10

22

1

4

27

27

　15～

13

　26～

30

　27～

6～7

16

24

月 日 会議所の歩み 社会の動き

・　格安航空会社ピーチ・アビエーション、
　ジェットスター・ジャパンが初就航

・　NTTドコモ PDCによる携帯電話サービスmova 終了

・　渋谷駅東口に駅直結の複合商業施設「渋谷ヒカリエ」
　が開業

・　東京スカイツリーが開業

・　ロンドンオリンピック開催、史上最多のメダル獲得

・　東京電力の家庭向け電気料金が値上げ

・　レスリングの吉田沙保里が国民栄誉賞受賞

・　ノーベル生理学・医学賞に京都大学教授山中伸弥が
　受賞

・　マイクロソフトのOS「Microsoft Windows 8」発売

・南海トラフ巨大地震対策の推進について

・景気対策並びに中小企業支援策の拡充について

・陸海空におけるインフラ整備の促進について

・四国地域の観光振興について

・水資源確保対策について

・行財政改革並びに地方主権の推進について

・持続可能な社会保障制度の確立と税制の抜本的改革について

・循環型社会の構築について

・新市民会館の幅広い利用並びに侵入道路等のインフラ整備

・25年瀬戸内国際芸術祭、伊吹島開催における交流人口増への取組み

・魅力ある街づくり、定住人口増への取組み

意見活動

平成24年 2012年あ ゆ み
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Facebook 活用講座

今宵も
はじまりました

議員視察研修（南信州）

創立 30周年記念さくら茶会（女性会）

政経懇談会

今宵もはじまりました
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ソーシャルメディアあれこれ活用セミナー

第91回通常議員総会

USTREAM今宵もはじまりました

第19回チャリティーさくら茶会（女性会）

第92回通常議員総会

第52回事業所対抗ソフトボール大会

第48回かんおんじ銭形まつり

第45回会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会

健康診断支援事業

観音寺市元気地域商品券

第55回永年勤続優良従業員表彰

婚活事業（クリスマスの集い）

3

4

6

7

9

10

11

12

14

26

　3～

7

25

30

13～15

12

24～27

　26～

22

22

月 日 会議所の歩み 社会の動き

・　元横綱大鵬、故納谷幸喜（享年72）の国民栄誉賞の授賞式

・　2013 ワールド・ベースボール・クラシック開催

・　新石垣空港（石垣島東部）が開港

・　東京メトロと都営地下鉄でメールやインターネット接続
　が使用可能

・　松江自動車道全線開通

・　JR グループのオレンジカードが販売終了

・　東京銀座にて歌舞伎座新開場

・　長嶋茂雄と松井秀喜に対する国民栄誉賞授与式挙行

・　テレビ放送における東京スカイツリーからの本放送開始

・　富士山が世界文化遺産に登録される

・　横浜みなとみらい地区で最大級となる商業施設
　「MARK IS みなとみらい」開業

・　直木賞に桜木紫乃の『ホテルローヤル』、芥川龍之介賞
　に藤野可織の『爪と目』が選出

・　田中将大が日本プロ野球新記録の開幕から 16 連続
　勝利投手

・　JR九州が豪華寝台列車『ななつ星in九州』の運行を開始

・　出雲大社と伊勢神宮がそろって遷宮

・陸海空におけるインフラ整備の促進について

・四国地域の観光振興について

・景気対策並びに中小企業等の活力強化について

・陸海空におけるインフラ整備の推進について

・四国の新幹線導入について

・四国地域の観光振興について

・伊方原子力発電所の安全・安定運転について

・観音寺市元気地域商品券事業について

・銭形まつりについて

・新市民会館の幅広い利用並びに侵入道路等のインフラ整備

意見活動

平成25年 2013年あ ゆ み
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ソーシャルメディアあれこれ活用セミナー 出雲 野外総会（女性会）

銭形まつり事業所対抗ソフトボール大会

永年勤続優良従業員表彰
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ICT活用講習会

沖縄国際映画祭地元CM優勝

第93回通常議員総会

第20回チャリティーさくら茶会（女性会）

USTREAM今宵もはじまりました

経営計画作成支援セミナー

第94回通常議員総会

第52回事業所対抗ソフトボール大会

第49回かんおんじ銭形まつり

Shop in shop事業

第46回会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会

健康診断事業

観音寺市元気地域商品券発行事業

第56回永年勤続優良従業員表彰

かんおんじ感動体験博覧会かんぱく

婚活事業（クリスマスの集い）

2

3

4

6

7

9

10

11

12

26

24

27

6

9

　24～

27

29

　19～

26

11

　29～

　25～

19

　26～

21

月 日 会議所の歩み 社会の動き

・　あべのハルカスが完成し、日本一高いビルとなる

・　ソチ冬季五輪開催、金 1個、銀 4個、銅 3個獲得

・　宇宙飛行士の若田光一が日本人初の
　国際宇宙ステーションの船長に就任

・　昼の長寿番組『笑っていいとも！』が放送終了

・　消費税が 5%から 8%に増税

・　ブラジルW杯開催、日本はグループリーグ敗退

・　高円宮家二女の典子女王と出雲大社神職千家国麿が婚約

・　富岡製糸場が世界文化遺産に登録

・　御嶽山が 7年ぶりに噴火し、50 人以上が死亡

・　赤崎勇・天野浩・中村修二の 3人がノーベル物理学賞
　を受賞

・　Apple の最新スマホ iPhone6 発売

・四国の新幹線導入について

・四国地域の観光振興について

・｢四国八十八箇所霊場と遍路路｣の世界遺産暫定一覧表記載について

・少子化・人口減少対策の推進について

・伊方原子力発電所の安全・安定運転について

・観光について

・空き家の有効利用と定住促進対策について

・観音寺市元気地域商品券事業について

・銭形まつりについて

意見活動

平成26年 2014年あ ゆ み
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SHOP IN SHOPICT 活用講習会

沖縄国際映画祭地元CM優勝

かんおんじ感動体験博覧会 “かんぱく”（青年部）

経営計画作成支援セミナー
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IT活用売上げアップ講座

第95回通常議員総会

USTREAM今宵もはじまりました

第21回チャリティーさくら茶会（女性会）

経営計画作成支援セミナー

第96回通常議員総会

第54回事業所対抗ソフトボール大会

観音寺市元気地域商品券発行事業

第50回かんおんじ銭形まつり

第47回会頭杯争奪戦チャリティーゴルフ大会

健康診断事業

かんおんじ感動体験博覧会かんぱく

議員視察研修（名古屋）

第57回永年勤続優良従業員表彰

婚活事業（クリスマスの集い）

3

4

6

8

9

11

12

27

　1～

5

　13～

27

28

　4～

18～19

10

　28～

　1～

　5～

19

20

月 日 会議所の歩み 社会の動き

・　北陸新幹線開業、東京 - 金沢間が 2時間半に

・　スマートウォッチ”Apple Watch”発売

・　横綱白鵬が史上最多優勝

・　大阪都構想を問う住民投票で反対多数

・　女子サッカーワールドカップで日本が準優勝

・　新国立競技場の建設計画をゼロベースで見直す事を表明

・　Windows 10 の無料アップグレードの提供を開始

・　第 8 回ラグビーワールドカップで日本が
　南アフリカから歴史的勝利

・　ノーベル医学･生理学賞を北里大特別栄誉教授の
　大村智氏が受賞

・　6 年ぶりの「シルバーウィーク」到来

・　マイナンバー制度がスタート

・　世界体操、日本男子が 37 年ぶり金

・　国産初のジェット旅客機、初飛行成功

・中小・小規模企業等の活力強化並びに景気対策について

・少子化・人口減少対策の推進について

・南海トラフ地震対策の推進について

・伊方原子力発電所の安全・安定運転について

・四国の新幹線導入について

・陸海空におけるインフラ整備の推進について

・四国地域の観光振興について

・｢四国八十八箇所霊場と遍路路｣の世界遺産暫定一覧表記載について

・観音寺市の入札制度について地元企業に対する一層の配慮について

・観音寺市の利子補給制度の充実について

・ふるさと納税の充実について

意見活動

平成27年 2015年あ ゆ み
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よるしるべ議員視察研修（名古屋）

健康診断事業

今宵もはじまりました

観音寺市元気地域商品券事業
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IT活用売上げアップ講座

第97回通常議員総会

USTREAM今宵もはじまりました

第22回チャリティーさくら茶会（女性会）

第98回通常議員総会

第55回事業所対抗ソフトボール大会

第51回かんおんじ銭形まつり

販促実施セミナーPOP編

販促実施セミナーチラシDM編

健康診断支援事業

第48回会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会

観音寺市元気地域商品券発行事業

かんおんじ感動体験博覧会かんぱく

第58回永年勤続優良従業員表彰

経営計画作成支援セミナー

婚活事業（クリスマスの集い）

3

4

6

7

8

9

10

11

12

24

25

　1～

3

21

26

16～17

25

8

　27～

29

　22～

　5～

25

6

18

月 日 会議所の歩み

・小規模企業等の活力強化並びに景気対策について

・少子化・人口減少対策の推進について

・南海トラフ地震対策の推進並びに豪災害対策の強化について

・伊方原子力発電所の安全・安定運転について

・四国の新幹線導入について

・陸海空におけるインフラ整備の推進について

・四国地域の観光振興について

・｢四国八十八箇所霊場と遍路路｣の世界遺産暫定一覧表記載について

・南海トラフ地震等大規模災害に対する防災・減災対策と協力体制づくりについて

・市・金融機関・商工会議所等関係機関との協力体制について

・銭形まつりの今後の運営体制について

・観光地・公共施設・店舗へのWi-Fiの設置について

・観音寺市各施策の広報周知について

・観音寺市利子補給制度の充実について

・観音寺市・三豊市合同就職説明会について

意見活動

・　マイナンバー制度の利用が開始

・　SMAP解散騒動

・　ポケモン GOの日本配信開始

・　JR 新宿駅南口地区にバスタ新宿がオープン

・　熊本県益城町にて震度７の地震が発生

・　主要国首脳会談が三重県の伊勢志摩で開催

・　イチロー選手が日米通算 4257 安打を達成

・　18 歳選挙権施行

・　リオデジャネイロパラリンピック開催

・　広島が 25 年ぶりにリーグ優勝

・　女子レスリングの伊調馨が国民栄誉賞を受賞

・　Apple から iPhone 7 が発売

・　新海誠監督のアニメーション映画「君の名は。」が大ヒット

社会の動き

平成28年 2016年あ ゆ み
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POPセミナー 会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会

銭形まつり

美容講習会 クリスマスの集い
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第99回通常議員総会

ディスプレイセミナー

第23回チャリティーさくら茶会（女性会）

第100回通常議員総会

第56回事業所対抗ソフトボール大会

第52回かんおんじ銭形まつり

プレスリリースセミナー

展示会出展セミナー

販売促進セミナー

第49回会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会

健康診断支援事業

観音寺市元気地域商品券発行事業

かんおんじ感動体験博覧会かんぱく

第59回永年勤続優良従業員表彰

創立35周年記念事業（女性会）

婚活事業（クリスマスの集い）

3

4

6

7

8

9

10

11

12

22

30～31

1

27

2

15～16

31

1

24

14

　26～

22

　4～

21

10

17

月 日 会議所の歩み 社会の動き

・　AppleからiPhone8と10周年記念モデルiPhoneXが発売

・　任天堂が新型ゲーム機「Nintendo Switch」を発売

・　稀勢の里が日本出身横綱としては1998年以来の横綱昇進

・　WBC2017 開幕、日本は準決勝敗退

・　レゴ公式テーマパーク「レゴランド」オープン

・　銀座最大級の商業施設「GINZA SIX」がオープン

・　藤井4段が29連勝、最多連勝記録を30年ぶりに更新へ

・　秋篠宮眞子さまが大学時代の同級生と婚約

・　早実・清宮が歴代高校新記録の高校通算111号ホームラン

・　松山英樹が全米 5勝目、賞金ランキング 1位に浮上

・　安室奈美恵が引退発表、ベストアルバムが大ヒット

・　お台場ガンダムがユニコーンガンダム（RX0）に交代

・　上野動物園の赤ちゃんパンダの名前が
　「シャンシャン」（香香）に決定

・　桐生祥秀が100mで日本人初の9秒台「9秒 98」を記録

・　日経平均株価が16日連続上昇、57年ぶりの歴代最長新記録

・各商工会議所管内の景況等の報告

・生産性向上のためのIT利活用について

・地域資源を生かした観光への取り組み

・四国の新幹線導入に向けた取組みの促進

・坂出北インターチェンジのフルインター化事業の早期完成

・｢四国八十八箇所霊場と遍路路｣の世界遺産暫定一覧表記載

・観光振興について

・観音寺港周辺の埋立地への工場誘致と周辺整備状況について

・産業人材・若手人材の育成について

・新規創業及び事業承継に対する支援の強化について

・新市民会館への大型車乗り入れ進入路の拡大について

意見活動

平成29年 2017年あ ゆ み
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決算・確定申告指導

事業所対抗ソフトボール大会

創立 35周年記念講演会（女性会）

銭形よさこい

市長と語る会（青年部）
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求人改善セミナー

クラウド会計セミナー

第101回通常議員総会

第24回チャリティーさくら茶会（女性会）

第57回事業所対抗ソフトボール大会

経理セミナー

第102回通常議員総会

軽減税率対策セミナー

第53回かんおんじ銭形まつり

第50回会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会

健康診断支援事業

議員視察研修（西日本総合展示場、唐戸市場、西条酒蔵等）

観音寺市元気地域商品券発行事業

臨時議員総会（会館改修工事予算承認）

第60回永年勤続優良従業員表彰

婚活事業（クリスマスの集い）

3

4

5

6

7

9

10

11

12

12

22

26

1

27

25

26

29

14～15

13

24

12～13

22

12

21

9

月 日 会議所の歩み 社会の動き

・　平昌五輪で日本は冬季五輪過去最高のメダル13個を獲得

・　大谷翔平がメジャーリーグで二刀流の活躍

・　FCバルセロナのイニエスタが年俸32億円でJリーグ移籍

・　是枝監督「万引き家族」がカンヌ最高賞に輝く

・　サッカーW杯で日本が決勝T進出

・　オウム真理教の松本死刑囚らに死刑執行

・　高校野球で金足農業が秋田県勢103年ぶりとなる決勝進出

・　予算300万円のB級映画「カメラを止めるな！」が大流行

・　テニスの大坂なおみが全米オープン女子シングルス優勝

・　9 月 16 日の沖縄ライブをもって安室奈美恵が引退

・　ゾゾタウン前澤氏が世界初の月旅行へ

・　築地市場が83年の歴史に幕を閉じ豊洲市場へ移転した

・市・金融機関・商工会議所等関係機関との協力体制について

・銭形まつりの今後の運営体制について

・ＢＣＰ（事業継続計画）並びに防災に対しての取組みについて

・各商工会議所管内の景況等の報告

・中小企業・小規模事業者の活力強化

・地方創生を実現するための地域潜在力の強化

・消費税率10％引上げと軽減税率導入に向けた対応

・四国の少子化・人口減少対策の推進

・南海トラフ地震等大規模災害に対する防災・減災対策の推進

・四国の新幹線導入に向けた取り組みの促進

・坂出北インターチェンジのフルインター化事業の早期完成

・｢四国八十八箇所霊場と遍路路｣の世界遺産暫定一覧表記載

意見活動

平成30年 2018年あ ゆ み
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求人セミナー

海開き

議員視察研修（九州）

軽減税率対策セミナー

美容講習会
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・中小・小規模企業等の活力強化並びに景気対策について

・少子化・人口減少対策の推進について

・南海トラフ地震対策の推進について

・伊方原子力発電所の安全・安定運転について

・四国の新幹線導入について

・陸海空におけるインフラ整備の推進について

・四国地域の観光振興について

・｢四国八十八箇所霊場と遍路路｣の世界遺産暫定一覧
　表記載について

・中小企業・小規模事業者の活力強化

・地方創生を実現するための地域潜在力の強化

・消費税率10％引上げと軽減税率導入に向けた対応

・四国の少子化・人口減少対策の推進

・四国の新幹線導入に向けた取り組みの促進

・坂出北インターチェンジのフルインター化事業の早期完成

・BCP（事業継続計画）並びに防災に対しての取組みについて

・各商工会議所管内の景況等の報告

・市・金融機関・商工会議所等関係機関との協力体制について

・銭形まつりの今後の運営体制について

意見活動

かんおんじ感動体験博覧会かんぱく

ビジネスアプリセミナー

接客改善セミナー

定着率・生産性向上セミナー

キャッシュレスセミナー

第103回通常議員総会

第25回チャリティーさくら茶会（女性会）

第58回事業所対抗ソフトボール大会

第104回通常議員総会

第54回かんおんじ銭形まつり

第51回会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会

経営講習会

健康診断支援事業

臨時議員総会（相談役・名誉顧問・顧問・参与委嘱）

ビジネススキルアップセミナー

第61回永年勤続優良従業員表彰

婚活事業（クリスマスの集い）

2

3

4

5

6

7

9

10

11

12

　2～

15

26

5

18

25

7

26

26

13～14

12

21

　24～

28

　6～

19

8

月 日 会議所の歩み 社会の動き

・　横綱稀勢の里が引退

・　天皇陛下、在位 30 年式典

・　はやぶさ 2、「りゅうぐう」着陸成功

・　イチロー引退、日米通算 4367 安打

・　新元号は「令和」

・　朝乃山が初優勝＝三役未経験者58年ぶり－大相撲夏場所

・　将棋・羽生九段、通算勝数単独 1位

・　G20 大阪サミット開催

・　サニブラウン日本新、9秒 97＝陸上男子100メートル

・　20 歳渋野、メジャー制覇＝全英女子ゴルフ

・　消費税 10％スタート

・　ベルリンの壁崩壊 30 年

・　NATO創設 70 年

平成31年／令和元年 2019年あ ゆ み
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ExcelCampチラシ

チャリティーさくら茶会（女性会）

キャッシュレスセミナーチラシ

パンストリート（SHOP IN SHOP）

パンストリート（SHOP IN SHOP）

かんおんじ感動体験博覧会 “かんぱく”（青年部）

49



・中小・小規模企業等の活力強化並びに景気対策について

・少子化・人口減少対策の推進について

・南海トラフ地震対策の推進並びに豪雨災害対策の強化について

・伊方原子力発電所の安全・安定運転について

・四国の新幹線導入について

・陸海空におけるインフラ整備の推進について

・四国地域の観光振興について

・｢四国八十八箇所霊場と遍路路｣の世界遺産暫定一覧表記載について

・構造的人手不足の克服に向けた中小企業・小規模事業者
　の付加価値・生産性向上支援

・民間主導による「地域活性化」の後押し

・坂出北インターチェンジのフルインター化事業の早期完成

・各商工会議所管内の景況等の報告

・生産性向上のためのIT利活用について

・地域資源を生かした観光への取り組み

・観光振興について

・中小・小規模企業支援並びに労働力確保に対する考え方について

・小規模事業者の事業継続力強化を支援する事業について

意見活動

小規模事業者伴走型支援推進事業GROW UP

ブランド力向上プロジェクト

最速Excel研修

第105回通常議員総会

連休中の新型コロナウイルスに関する経営相談窓口の設置

観音寺飲食店等応援企画「地元応援TEAM観音寺～KANメシ～」開始

持続化給付金申請サポート会場開設

タクシーデリバリー「DELI DELI 200」開始

第106回通常議員総会

家賃支援給付金申請サポート会場開設

KAGAWA Go To Eatキャンペーン開始

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業者への専門家経営相談会開始

第52回会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会

健康診断支援事業

観音寺市元気アップ商品券発行事業

第62回永年勤続優良従業員表彰

ネットショップ等活用セミナー

第26回チャリティーさくら茶会（女性会）

第59回事業所対抗ソフトボール大会

第55回かんおんじ銭形まつり

婚活事業（クリスマスの集い）

1

2

3

4

5

6

7

9

10

11

15

　30～

25

30

　29～

　15～

　19～

　1～

26

11

　1～

　2～

10

　28～

　26～

19

　26～

月 日 会議所の歩み 社会の動き

・　中国・武漢で新型肺炎発生

・　新型肺炎でクルーズ船が横浜港停泊

・　世界保健機関（WHO）新型コロナウイルス感染症を
　パンデミック（世界的な大流行）表明

・　韓国の「パラサイト」が最多 4冠＝米アカデミー賞

・　新型コロナウイルス、世界各地に広がる

・　国内感染者 2千人超＝新型コロナ

・　選抜高校野球、初の中止＝新型コロナ

・　新型コロナで緊急事態宣言

・　新型コロナ、世界の感染者 300 万人超える

・　民間初の有人宇宙船、打ち上げ成功

・　都知事選、小池氏が圧勝

・　「Go To トラベル」キャンペーン開始＝東京を除外

・　安倍首相が辞任表明

・　菅内閣が発足

・　大阪都構想、反対多数＝住民投票、大阪市は存続

・　大都市で時短・休業要請＝新型コロナ

・　英国でコロナ変異種

中 止

令和2年 2020年あ ゆ み
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KANメシ

会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会

DELI DELI 200

観音寺市元気アップ商品券事業

新入社員フォローアップ研修

Go to eat
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（１）新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた要望

　　１．事業継続への支援

　　２．需要喚起への支援

　　３．雇用維持への支援

　　４．基礎的な環境整備

（２）デジタルイノベーションの推進に関する要望

　　１．デジタル人材の育成・確保

　　２．中小企業の ICT利活用の促進

（３）人材確保・育成に関する要望

　　１．首都圏からの地方移住、ワーケーションの促進

　　２．外国人材の受入拡充の支援

　　３．雇用の流動性を高める施策の展開

（４）南海トラフ地震などの大規模災害に関する要望

　　１．迅速な救助救援活動の実施「四国８の字ネットワーク」
　　　　のミッシングリングの早期解消

　　２．四国新幹線の整備計画格上げに向けた調査の実施

　　３．港湾海岸整備予算の確保、防波堤・岸壁・護岸等の地震
　　　　津波対策、河川流域における水害への治水・利水対策、
　　　　港湾施設の耐震化及び液状化対策

　　４．地震及び津波の観測体制の強化

　　５．中小企業等へのBCP普及に向けた支援・導入促進、
　　　　半割れ、一部割れ等の影響や対策についての周知啓発

　　６．商工会議所の耐震化や建て替え等に対する支援

意見活動

令和2年度新入社員フォローアップ研修

組織力向上セミナー

第107回通常議員総会

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業者への専門家経営相談会開始

第108回通常議員総会

未来創造プロジェクト

健康診断支援事業

中小企業BCP策定セミナー

インボイス制度の概要と実務対応のポイント

観音寺市元気アップ商品券発行事業

議員視察研修（京都・大津）

第63回永年勤続優良従業員表彰

コロナ禍における施策活用と販路開拓の考え方

第27回チャリティーさくら茶会（女性会）

第60回事業所対抗ソフトボール大会

第53回会頭杯争奪チャリティーゴルフ大会

第56回かんおんじ銭形まつり

婚活事業（クリスマスの集い）

2

3

3

5

6

7

9

9

10

10

11

12

19

2・16

26

　6～

28

　29～

　27～

　28～

21・28

　26～

　13～

26

7

月 日 会議所の歩み 社会の動き

・　田中、8年ぶり楽天復帰＝プロ野球

・　バイデン米大統領就任

・　医療者ワクチン接種始まる＝新型コロナ

・　東京五輪組織委の新会長に橋本氏＝森氏が辞任

・　東日本大震災 10 年

・　聖火リレー、福島でスタート

・　松山がメジャー制覇＝マスターズゴルフ

・　大火砕流 30 年、犠牲者の冥福祈る＝雲仙・普賢岳噴火

・　大谷、球宴で二刀流＝大リーグ

・　東京オリンピック開幕

・　東京パラリンピックが開幕

・　菅内閣が総辞職

・　岸田内閣発足

・　眞子さま結婚＝小室さんと婚姻届、皇籍離脱

・　日本ハムの斎藤が引退＝プロ野球

・　西武の松坂が引退＝プロ野球

・　将棋の藤井聡太、最年少四冠

・　オミクロン株、国内初確認

・　前澤さん、ISS 到着＝日本の民間人初、宇宙旅行

中 止

令和3年 2021年あ ゆ み
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議員視察研修（京都）TOMORROW事業（女性会）

日本商工会議所青年部第 41回全国大会　SETOの都 香川たかまつ大会

創業セミナー

未来創造プロジェクト

53



KANONJI
CHAMBER OF
COMMERCE
AND INDUSTRY

創立 8 0 周年記念行事
令和 4年（2022 年）8月 26 日



創立80周年記念講演会

式典当日の 8月 26 日（金）午後 1時 30 分より、記念
講演会が開催された。 講師に Google（グーグル）日本
法人元代表取締役社長でもある、アレックス株式会社
代表取締役社長  辻野晃一郎氏をお招きし、「日本の
経営者が持つべき心構え～不確実な時代を勝ち抜く
ために必要な経営の思考とは～」と題して、今後経営
者に必要な考え方についてご講演いただいた。

55



創立80周年記念式典

令和 4年 8月 26 日（金）午後 3時 30 分より、観音寺グランドホテルにおいて、泉雅文香川県商工会議所連合会々長ほか
多数の来賓及び特別表彰の各被表彰者の方々が出席され、記念式典が執り行われた。 式典では歴代会頭表彰、永年勤続
議員表彰が行われ、今日までの被表彰者の方々の功績に対して守谷会頭から感謝の意を込めて、表彰状と記念品が贈られた。

56



永年勤続議員表彰

浜田香川県知事の祝辞

佐伯観音寺市長の祝辞

歴代会頭表彰

永年勤続議員表彰
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創立80周年記念祝賀会

記念式典の会場から部屋を移し、午後 5時より記念祝賀会を開催した。 開宴前には、サンドパフォーマーの田村祐子氏
による感動的なサンドアートが披露された。 その後、河田相談役の乾杯の音頭で祝賀会が開宴し、ご参加いただいた
皆様全員と創立 80 周年を盛大に祝うことができた。

愛媛県松山市出身のサンドパフォーマー、
田村祐子氏によるサンドアート。 「観音寺」
をテーマとした感動的なサンドアートが
披露され、一つ一つの絵が完成するたびに
大きな拍手がおくられた。

正副会頭・専務理事が祝賀会出席者をお出迎え

観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。
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守谷通会頭 祝賀会開宴の挨拶

創立 80周年記念事業 大久保健二式典委員の音頭で万歳三唱

河田正行相談役の音頭で祝賀会開宴の乾杯

須田雅夫副会頭の挨拶で祝賀会閉宴 正副会頭、会議所職員全員でお見送り

観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。
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創立 8 0 周年記念鼎談

開催日：令和 4 年（2022 年）8月 26 日（金）　

会　場：観音寺グランドホテル

出席者：浜田　恵造　　香川県知事（当時）

　　　　佐伯　明浩　　観音寺市長

　　　　守谷　　通　　観音寺商工会議所会頭

進行役：奥田　拓己　　観音寺商工会議所副会頭

観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。



創立80周年記念鼎談

テーマ：  観音寺商工会議所の役割

観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。

　昭和17年（1942年）8月24日に観音寺商工会議所が創立して80周年を迎えました。 昭和、平成の大合併を経て誕
生した現在の観音寺市。 当市の産業経済の発展に深く関わってきた観音寺商工会議所の歴史を振り返るとともに、今後
果たすべき役割や観音寺市の将来像について、浜田恵造香川県知事（当時）、佐伯明浩観音寺市長、守谷通観音寺商工会
議所会頭の３人に語り合っていただきました。
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観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。

奥田副会頭（進行役）
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観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。

浜田知事
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観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。

佐伯市長
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観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。

守谷会頭
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観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。
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観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。
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観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。
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開催日：令和 4 年（2022 年）９月９日（金）

会　場：観音寺商工会議所

出席者：川崎紗恵子さん　　株式会社大和商會取締役

　　　　高城　智子さん　　観音寺法律事務所代表弁護士

　　　　長船　雄祐さん　　西讃観光サービス株式会社常務取締役、みとよ青年会議所理事長

　　　　林　　知宏さん　　株式会社指寅タンス店代表取締役、観音寺商工会議所青年部会長

進行役：奥田　拓己　　　　観音寺商工会議所副会頭

観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。



観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。

大学から帰ってきた時、銭形まつりの踊りがなくなっ
ていることを知って、かなりショックを受けました。 
林さんもおっしゃっていた通り、やはり商店街の活気
がなくなってしまっていて、私も寂しく感じています。

川崎さん：
大和商會の川崎と申します。 弊社は電気機械機器の卸
小売業で、平成 9年（1997 年）まで上市町に会社と祖父
母の家がありました。 小学生の頃は、柳町商店街を毎
日、通学路として通っており、こうして振り返ってみる
と、商店街の風景が一番思い出されます。 柳町青柳商
店街は子ども心に本当に何でもあって、飲食店にはじ
まり、八百屋さん、パン屋さん、洋服屋さん、靴屋さ
ん・・・、仏壇仏具店もありました。 歩行者天国になっ
ていて、子どもたち数人で遊んでいたり、シルバーカー
を押したおばあちゃんがお店の人と話し込んでいる姿
など、そういう風景を毎日見ていました。 そこに行け
ば何でも手に入る、老若男女が集まれる場所だったな
と思います。 あとは高城さんと同じく、私もちょうさ
祭りや銭形まつりが大好きで毎年行っていました。

長船さん：
みとよ青年会議所の理事長で、西讃観光サービスの常
務取締役をしています。 私は自他共に認める観音寺大
好き人間です。 思い出というと、曽祖父が 100 歳まで
長寿を全うしたのですが、ほぼ毎日のように自転車で
「ちょっと街へ行ってくるわ」と出かけていました。 そ
の街というのが商店街のことで、ウインドウショッピ
ングをしたり、買い物をしたりしていました。 私自身
も商店街に都会的な雰囲気を感じていました。 また、
父親も JC（青年会議所）に所属していて、有明浜に砂の
像を作るイベントなどをしていましたが、子ども心に
も、あの世代の方々は生き生きとしていたと感じてい
ました。 あと、部活で琴弾八幡さんの石段をダッシュ
して駆け上っていたことや有明浜で好きな女の子に
告白したりしたことなど、町のいろんなところにいろ
んな思い出スポットがあります。

奥田進行役：
大学からしばらく県外で過ごされた方もいらっしゃ
いますが、やはり一番多感な頃に観音寺で過ごした思
い出は鮮明に覚えていらっしゃいますね。

業種ごとの現状と課題

奥田進行役：
皆さんの仕事についてお伺いします。 それぞれの業界
の現状と課題についてお願いします。

高城さん：
弁護士ということで少しマニアックな話になります
が、私は現在、観音寺市内に 8人いる弁護士の一人で
す。 十数年前は一人しかいなかったのですが、その後
8 人にまで増えました。 東京であれば、特許専門とか
医療専門、刑事専門などありますが、地方では何でも
できる人が求められる傾向にあります。
　課題として感じているのは、観音寺に弁護士がいる
こと自体知らないという方、またどういう時に弁護士
に相談すればいいか分からないという方がまだ多い
ことです。 弁護士としての存在や役割を、もっと積極
的に発信すべきと感じています。 なかなか実行できて
いないのですが・・・。
　また、裁判では現在も、FAXやメールでの提出は不
可で裁判所に直接提出しなければならない書類が多
い上、基本的に裁判所に実際に出頭する必要があるな
ど、他に比べてＩＴ化が遅れている、その結果依頼者
の方の負担も大きいままであると感じています。 現
在、コロナの影響もあって少しずつ改善されています
が、弁護士側からもより裁判のＩＴ化を求め、依頼者
の方にとってより利用しやすいものにしていかなけ
ればと考えています。
　観音寺に帰ってきた理由としては、他県で結婚し、
いずれ子育てをと考えた時に、観音寺が一番よいと考

えたからです。 治安が良いこと、温暖な気候で雨もあ
まり降らず、災害が少ないこと、公的教育が充実して
いることなどが主な要因です。 夫は他県出身なのです
が、それなりに気に入ってくれており安心しています。

川崎さん：
私は大学、就職と８年間東京で過ごしましたが、やは
り生まれ育った観音寺が好きなこと、祖父から父へと
受継がれた会社を私も一緒に手伝いたい。 という思い
から帰って参りました。 弊社は前述の通り電気機械機
器の卸小売業ですが、私たちの業界も人口と同じく高
齢化と若者離れが進んでおります。 特にメンテナンス
や修理といった業務は土日に出勤することがある上、
危険、汚い、きついと呼ばれる３Kの職種で、若者が敬
遠する傾向があります。 就職しても、職人になるまで
には時間がかかるので途中で挫折し辞めてしまうな
ど、後継者が育たないことが業界の大きな問題となっ
ています。 昨今、自動化や機械化が進んでおりますが、
中小企業では資金的に導入が難しい面もありますし、
技術面でもまだ機械には置き換えられない実情があ
ります。 やはりまだ人間の知恵や技術が必要です。 メ
ンテナンスや何かあった時に駆けつけ修理を行う者
の存在や技術はなくてはならないのです。

長船さん：
私は大学卒業後、東京の金融機関に勤めていましたが、
5年目に入るころ、もうすぐ30歳を迎えるにあたって、
「いよいよ本格的に大人の世界に入っていくな」と感
じました。 自分自身が気力も体力も充実して仕事がで

きるのは 60 歳までと考えた時、実家が商売していた
こともあり、自分で商売をするのもやりがいがあるの
では、と決断して帰ってきました。 今の時代、地方に身
を置いていても都会にいるのと遜（そん）色なく業務
ができる、あるいは地方にいる方がある部分アドバン
テージがあると感じたことも背景にあります。
　観光業にはインバウンドとアウトバウンドの２つの
側面があります。 インバウンドは外国人だけでなく、
日本国内からこの地域に来ていただくことも含まれま
す。 アウトバウンドはエリアの人口が減ると対象とな
るお客さんが減少しますが、インバウンドに関しては
日本中の各地、世界中の各地から来ていただく仕掛け
づくりをすれば需要が見込めます。 ただ、インフラ面
では京都のようにはいかない。 新しく観光インフラに
参入するリスクを取れる企業は少ないと思うので、現
存するインフラ資源の魅力をいかに発信していくかが
大切です。 それに興味を持った人が「ここに泊まりた
い」「これを食べたい、買いたい」と思ってもらう仕掛け
づくりができるかどうかだと思っています。 観光業を
インバウンド中心に組み立てようと思ったら、個々の
アイデアよりも、「この地域はこの方向で行こう」と合
意形成し、大きな枠組みを作る必要があると思います。 

林さん：
私はほぼ観音寺から出ていないのですが、大学卒業
後、徳島で修業をしました。 実家を継ぐことになった
ことの一つのきっかけはゼミの先生からカーテンの
仕事を勧められたことです。 私は商売が好きだったこ
ともあって、カーテンの仕事に就こうと思ったのです
が、父親が「まだ家では働かさない」と。 そのような時
に、今の店のモデルとなった、いろいろ教えていただ
いた店が徳島にあり、ちょうど従業員を探していたの
で、「鍛えてもらいなさい」と徳島に送り出されまし
た。 皆さんと違って、もともと家を継ぐことを決めた
上で観音寺を出た形でした。
　業界の現状・問題点は資材の高騰です。 建設業はみ
んな同じ環境だと思いますが、3年前に 2000 万円だっ
た家が今は 2800 万円かかる。 それくらい材料費が上
がってしまっているのですが、そうなると家を建てよ
うという人が減ってくるのでは、という危機感を持って
います。 もう一つは職人の高齢化です。 バブルの頃は内
装屋さんにも５～６人の職人がいました。 そこで一人

前にしてもらって独立するというのが形だったのです
が、今はどこも自分の食い扶持を稼ぐので精一杯。 そう
なると、一人親方ばかりで、高齢化も進む一方です。 若
い人たちは土日休みや社会保険への加入を優先させた
り、「安定」を望む傾向にあるので、職人の道を選ばない。 
時代の流れというか、考え方の違いを感じています。

地域の課題

奥田進行役：
観音寺市の現状について資料を見てみると、人口減
少、高齢化が進んでいることがわかります。 それに
伴って商店や企業の数も減っています。 第一次産業が
減って第三次産業が増えていますが、第一次産業も野
菜ではレタスやネギ、玉ねぎなどの生産量は県下では
断トツ１位で、漁業もイリコのおかげで１位です。 先
人が残してくれた産業がバランスよく残っている気
がしますが、皆さんはどう思われますか？

長船さん：
ネガティブな話になるかもしれませんが、食品加工業
ではかつてすごいトップランナーがいて、それに引っ
張られる形で周辺業種が多かったと思います。 今の事
業者数や出荷額などはその名残であって、10 年後、現
状を維持するだけでは右肩下がりになっている可能
性が高いと思います。 やはり、新しい分野や新しい産
業の育成が大切ではないでしょうか。 例えば、食品加
工業でも売り先を他に確保するとか、農業などもイチ
ゴやキウイなどの新しい品種に挑戦するなど、「次」を
考えた時、何か違うことにチャレンジすることが課題
ではないかと感じています。

川崎さん：
私はもっと地元企業の活用促進をしていくべきだと
思います。 地元企業の設備や資材調達はもちろんのこ
と、企業誘致で来てくださった企業や観音寺に社屋や
工場を建ててくださった県外企業も雇用にとどまら
ず、設備や資材調達で地元企業を使っていただければ
と思います。 現在は、全体的にいろいろなものを地元
で調達するという意識が低いと感じています。 その土
地、その地域でヒト・モノ・カネを回してほしいです。

長船さん：
誘致して来ている企業は固定資産税を含め、企業にメ
リットがあるから来ているだけで、地元貢献の意識は
薄いと思います。 行政は優良企業誘致に注力していま
すが、やはり「調達」という部分で地元を使ってもらわ
ないと・・・。

川崎さん：
企業誘致を雇用のスポットで終わらせるのではなく、
調達先も考えて長いスパンでヒト・モノ・カネを回
していけたらと思います。

奥田進行役：
地元の私たちも、地域外の会社よりも優れた技術や
サービス、価格競争力、またはその組み合わせを持つ
努力をする必要があります。

長船さん：
商工会議所設立の趣旨でもある「共存共栄」という
キーワードがありましたが、その部分の意識が少し薄
れてきているのかもしれません。 昔は地元の名士が町
のためにとやっていたことが、今はどこも自社を何と
か立ち行かせることで精いっぱいで、余裕がない感じ
です。 私自身、「進歩発達」のためにもっと奮起しない
といけないと感じていますが、商工会議所の設立の精
神をもう一度噛みしめるべきだと思います。
　物品を購入する時、若い人たちはネットで買うこと
がよくあると思いますが、中には信頼性の低い業者も

いて、値段は安いけれど品質も物も悪いというケース
もあります。 でも、顔見知りなら信頼感もあるので、そ
ういう意味でも地元購買をしてほしいと思います。

川崎さん：
ネット販売との価格差はあるかもしれません。 しかし、
それを埋めるようなアフターフォローなどの付加価値
を付けることで、地元企業を選んでもらえる、買っても
らえるようにしたいです。 商工会議所には、例えばです
が、地元で購入したら企業に優良ポイントや特典が付く
ようなシステムなどの開発とか。 伴走型支援の面は実
感できているので、今度は地元のヒト・モノ・カネを回
す仕組みづくりの支援をしていただきたいと思います。

長船さん：
基本的には地元の方々に、手の届く範囲で使っていた
だきたいのですが、どのように啓蒙啓発をしていくか
も課題です。

高城さん：
人口減少、高齢化のお話がありましたが、やはりこれに
どう対応するか、どう若者や子どもの世代つまりは子
育て世帯を増やすかという課題があると思います。
　現在私は観音寺で保育園児２人を育てていますが、
観音寺は、子育て世帯にとってもとても過ごしやすい
ところだと思います。 待機児童の問題もあまりありま
せんし、定員が限られてはいるものの、三豊総合病院で
病児保育も実施してもらっています。 本当は親が看護
できればよいのですが、有給等がない自営業者として
は病児保育が利用できるととても助かります。 第２子
以降の保育料だけでなく、チャイルドシートやおむつ
購入に対する市からの補助もあります。 ただ、それが
まだ十分外部に伝わりきっていない気がします。
　子育て環境が整っていることを発信する方法として
は、SNSなどの利用もあるでしょうが、子育て関係のイ
ベントを開催するという方法もあると思います。 それ
がニュースになれば、ああ、この地域ではこんな子育て
イベントがあるんだ、という事実だけでなく、この地域
は子育てを応援する土壌、雰囲気があるんだ、という
メッセージにもなると思いますので。 そこで観音寺に
興味を持ってもらえれば、自ら子育て環境を調べるよ
うになり、その結果魅力も伝わるかと思います。

　神奈川で暮らしている妹と、子育て環境のことで話
になることも多いのですが、よく妹から子育て環境の
充実ぶりについてうらやましがられます。 ただ、うら
やましがられつつ、ではなぜ地元に戻ってこないの
か、神奈川やなど他地域に出てしまったままなのかと
いうと、一番は雇用の問題のようです。 確かに都会に
比べれば有名企業は少ないかもしれませんが、企業規
模や企業名にこだわらず、お互い中身を見た良いマッ
チングができれば良いのかな、と思っています。

林さん：
商店街があった頃は、皆近所の商店で買い物をしたり
していましたが、今は大型スーパーやインターネット
の普及で、近所で買い物をする機会が少なくなってき
たと思います。 高齢化が進み、年配の方々が買い物す
るにも大変になってきているため、地元の企業がもっ
と頑張って大手にも負けないサービス等の確立がで
きれば良いかなと思います。

観音寺にどのような種をまくか、何を残すか

奥田進行役：
観音寺の現状を確認したところで、将来何を残してい
くか、どうありたいか考えていただきたいと思いま
す。 デジタル田園都市を目指す観音寺市としては、コ
ロナ禍でワーケーションにも注目が集まっている今
はピンチであり大チャンス。 山あり、海ありのロケー
ションの観音寺を成功事例にできたらと思います。 

ただ、就職面を考えると、中小企業でもいい会社はた
くさんあるのですが、それがなかなか採用に結びつい
ていないように感じます。

長船さん：
従来はいい大学に入って、いい会社に入れば成功だった
のが、それが必ずしも成功パターンではなくなってきて
います。 また、働き方改革で成果型の給与体系やダブル
ワークなど働き方も多様化しているので、今後は地域と
企業が接点を持っていかなければいけないと思います。

林さん：
仕事でいろいろな地域を見て思うことですが、観音寺
は分譲地が少ない。 企業誘致も必要ですが、定住人口
を増やすためにはまず、住む場所、住みたいと思う場
所が必要ではないかと思います。 高松市なら住宅が集
まって、その周辺に店が集まるという循環ができてい
ます。 人を誘致できるような分譲地を増やし、地元業
者を優先して利用するようなシステムをつくれば、地
域としてうまく回っていくような気がします。

奥田進行役：
空き家も多いので、貴重な瓦などを残したりするなど
リノベーションをうまく取り入れていけば。 柳町商店
街はかつてのメインストリートとは思えない状態で
すが、利便性はいいので、昭和レトロな感じを生かし
てアーケードを復活したりすれば、またかつてのにぎ
わいが戻ってくるのかもしれません。

長船さん：
どのような種をまくかという点では、観音寺は閉鎖
的・排他的と言われがちですが、本来は進歩と発達、
先進的な地域だったと思います。  JC も四国で 2 番目
にできたほどです。 西讃随一の商工業都市だったので
あれば、小規模事業者が多いことをネガティブにとら
えずに、新しいことを考えていくことが必要です。 
新規事業者をどれくらい呼び込めるか、どのよう
な支援ができるのかを考えていかなければなら
ないと思います。 現状維持では衰退していくの
で、新しいことにチャレンジしてく町にしていき
たい。 勢いのある地域では、トライアンドエラー
を許容するトレンドがあるような気がします。 

量的な価値を追求するよりも、質的な価値を追求して
持続的な発展を遂げたいと考えます。 もちろん、種を
まくという意味ではそれを実践していくのは私たち
のような若い世代である必要があると思います。

川崎さん：
地域や業種の枠を超えて新規事業を応援していくよ
うな土壌づくりをしていかなければいけないですね。

長船さん：
あらゆるものに対して地産地消をしていく発想は大
切にしていきたいです。 自分たちが笑顔で商売を続け
ていれば、子どもたちも継承していってくれるかもし
れません。

高城さん：
私は地元でお世話になっているのだから買い物は地
元でするような、何か観音寺のためになるような意識
付けを自分や家族で取り組んでいきたいと思います。 
その意識をどんどん広げていけたらいいな、と思いま
す。 また、子育て中ということもあり、子育て関連のイ
ベントや情報は比較的入って来やすいのですが、それ
を生かし、他地域で良い取り組みがあれば、観音寺で
も同じような取り組みができないか、提案・発言等を
していきたいと思っています。

川崎さん：
2030 年問題も重要だと思っています。 2030 年まであと
8 年。 高齢者に優しい地域かというとそうでもない。 買
い物難民も多いし、介護している人にとっても不便な面
があります。 乗り合いバス、特にコロナウイルスワクチン
接種にかかるバス運賃の無料化やタクシー配達代行支
援事業「DELI DELI 200」はすごくいい企画だと思いま
すが、高齢者は知らなかったり、ハードルが高い気がし
てあまり使ってもらえていない。 周知方法などを考え、
もっと高齢者の暮らしやすさを考えることが大切ではな
いかと思います。 健康で自分のことが自分でできる高
齢者を増やすような地域づくりも必要だと思います。

奥田進行役：
商工会議所に期待することは。

長船さん：
商工会議所には SNSなどをうまく活用して、情報発信
の起点になると同時に、先進的な取り組み事例も含め
て、ビジネス環境の基盤となる有益な知見を私たちに
示唆してくれる存在であってほしいです。

高城さん：
同じくです。 商工会議所のサポート制度や情報発信に
はいつも助けられています。 今後も期待しています。

川崎さん：
商売の町の支柱役として、今後もいろいろな企画をし
ていただきたいと思います。 そして、我々地元企業も
それに協力して参りましょう！

林さん：
私が期待することはやはり、県や市へさまざまな提言
を行っていただくことです。 日本商工会議所青年部も
毎年、親会に政策提言書を手渡し、国に対して政策提
言を行っております。 商工会議所青年部は、業種の垣
根を越えて活動ができる素晴らしい組織です。
　われわれ青年部も来年度以降、その立ち位置を活か
し幅広い世代、業種の方々の声を拾いながら、また同
時に佐伯市長をはじめ市議会、市職員の皆さまと意見
交換等をさせていただきながら、より良い観音寺市に
なるよう未来志向の政策提言を行ってまいりたいと
考えております。
　また、これを一過性ではなく、継続させていくこと
で、青年部の活動を見ていただけると共に、若い経営
者や地域のリーダーの発掘に繋がると考えます。 今後
とも、商工会議所と商工会議所青年部がうまく連携し
て、観音寺の街をより良くしていきたいと思いますの
で、お力添えのほどよろしくお願いいたします。

創立80周年記念座談会

テーマ：  未来創る物語を

生まれ育った観音寺の思い出

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年を記念して座談
会を開催いたします。 お集まりいただいた 4 名の皆さ
ん、ありがとうございます。 この座談会に先立ち、先
日、浜田恵造知事と佐伯明浩市長、守谷通会頭の 3人
に観音寺商工会議所が今後果たすべき役割や観音寺
市の将来像について鼎談していただきました。 それを
受けて、本日は若手リーダーの皆さんが考える観音寺
市の未来について、活発な意見交換ができればと思っ
ています。
　まずは自己紹介と、生まれ育った観音寺の思い出な
どをお聞かせください。

林さん：
現在、観音寺商工会議所青年部の会長をしています。 

勤務先は指寅タンス店で、道路拡張に伴って事務所を
中心市街地に移転しました。 幼少期の思い出はやはり
商店街のアーケードです。 商店街はすごく活気があっ
て、商店街の中ですべてが揃っていたような気がしま
す。 アーケードがなくなってしまった今、高松などよ
そのアーケードを見ると懐かしいと感じますし、現在
の商店街を見ると寂しい気持ちもあります。 街中で商
売をしていることもありますが、もっと街を活性化で
きたらいいな、と思っています。

高城さん：
弁護士をしています。 大学から東京に出て、就職も東京
で、その後秋田や福岡などに転勤し、結婚を機に 5年前
に観音寺に戻ってきました。 観音寺の思い出というと、
やはりお祭りです。 銭形まつりには毎年、踊りに参加し
ていましたし、秋祭りも友達と必ず行っていました。

　観音寺商工会議所創立80周年を祝い、次世代を担う若手リーダー4人に、それぞれの業種における現状と課題、
また観音寺商工会議所に期待する役割などについて話し合っていただきました。 生まれ育った町・観音寺にどの
ような種をまくか、何を残すか。 それぞれが描く観音寺市の「未来を創る物語」について考えてもらいました。
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観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。

大学から帰ってきた時、銭形まつりの踊りがなくなっ
ていることを知って、かなりショックを受けました。 
林さんもおっしゃっていた通り、やはり商店街の活気
がなくなってしまっていて、私も寂しく感じています。

川崎さん：
大和商會の川崎と申します。 弊社は電気機械機器の卸
小売業で、平成 9年（1997 年）まで上市町に会社と祖父
母の家がありました。 小学生の頃は、柳町商店街を毎
日、通学路として通っており、こうして振り返ってみる
と、商店街の風景が一番思い出されます。 柳町青柳商
店街は子ども心に本当に何でもあって、飲食店にはじ
まり、八百屋さん、パン屋さん、洋服屋さん、靴屋さ
ん・・・、仏壇仏具店もありました。 歩行者天国になっ
ていて、子どもたち数人で遊んでいたり、シルバーカー
を押したおばあちゃんがお店の人と話し込んでいる姿
など、そういう風景を毎日見ていました。 そこに行け
ば何でも手に入る、老若男女が集まれる場所だったな
と思います。 あとは高城さんと同じく、私もちょうさ
祭りや銭形まつりが大好きで毎年行っていました。

長船さん：
みとよ青年会議所の理事長で、西讃観光サービスの常
務取締役をしています。 私は自他共に認める観音寺大
好き人間です。 思い出というと、曽祖父が 100 歳まで
長寿を全うしたのですが、ほぼ毎日のように自転車で
「ちょっと街へ行ってくるわ」と出かけていました。 そ
の街というのが商店街のことで、ウインドウショッピ
ングをしたり、買い物をしたりしていました。 私自身
も商店街に都会的な雰囲気を感じていました。 また、
父親も JC（青年会議所）に所属していて、有明浜に砂の
像を作るイベントなどをしていましたが、子ども心に
も、あの世代の方々は生き生きとしていたと感じてい
ました。 あと、部活で琴弾八幡さんの石段をダッシュ
して駆け上っていたことや有明浜で好きな女の子に
告白したりしたことなど、町のいろんなところにいろ
んな思い出スポットがあります。

奥田進行役：
大学からしばらく県外で過ごされた方もいらっしゃ
いますが、やはり一番多感な頃に観音寺で過ごした思
い出は鮮明に覚えていらっしゃいますね。

業種ごとの現状と課題

奥田進行役：
皆さんの仕事についてお伺いします。 それぞれの業界
の現状と課題についてお願いします。

高城さん：
弁護士ということで少しマニアックな話になります
が、私は現在、観音寺市内に 8人いる弁護士の一人で
す。 十数年前は一人しかいなかったのですが、その後
8 人にまで増えました。 東京であれば、特許専門とか
医療専門、刑事専門などありますが、地方では何でも
できる人が求められる傾向にあります。
　課題として感じているのは、観音寺に弁護士がいる
こと自体知らないという方、またどういう時に弁護士
に相談すればいいか分からないという方がまだ多い
ことです。 弁護士としての存在や役割を、もっと積極
的に発信すべきと感じています。 なかなか実行できて
いないのですが・・・。
　また、裁判では現在も、FAXやメールでの提出は不
可で裁判所に直接提出しなければならない書類が多
い上、基本的に裁判所に実際に出頭する必要があるな
ど、他に比べてＩＴ化が遅れている、その結果依頼者
の方の負担も大きいままであると感じています。 現
在、コロナの影響もあって少しずつ改善されています
が、弁護士側からもより裁判のＩＴ化を求め、依頼者
の方にとってより利用しやすいものにしていかなけ
ればと考えています。
　観音寺に帰ってきた理由としては、他県で結婚し、
いずれ子育てをと考えた時に、観音寺が一番よいと考

えたからです。 治安が良いこと、温暖な気候で雨もあ
まり降らず、災害が少ないこと、公的教育が充実して
いることなどが主な要因です。 夫は他県出身なのです
が、それなりに気に入ってくれており安心しています。

川崎さん：
私は大学、就職と８年間東京で過ごしましたが、やは
り生まれ育った観音寺が好きなこと、祖父から父へと
受継がれた会社を私も一緒に手伝いたい。 という思い
から帰って参りました。 弊社は前述の通り電気機械機
器の卸小売業ですが、私たちの業界も人口と同じく高
齢化と若者離れが進んでおります。 特にメンテナンス
や修理といった業務は土日に出勤することがある上、
危険、汚い、きついと呼ばれる３Kの職種で、若者が敬
遠する傾向があります。 就職しても、職人になるまで
には時間がかかるので途中で挫折し辞めてしまうな
ど、後継者が育たないことが業界の大きな問題となっ
ています。 昨今、自動化や機械化が進んでおりますが、
中小企業では資金的に導入が難しい面もありますし、
技術面でもまだ機械には置き換えられない実情があ
ります。 やはりまだ人間の知恵や技術が必要です。 メ
ンテナンスや何かあった時に駆けつけ修理を行う者
の存在や技術はなくてはならないのです。

長船さん：
私は大学卒業後、東京の金融機関に勤めていましたが、
5年目に入るころ、もうすぐ30歳を迎えるにあたって、
「いよいよ本格的に大人の世界に入っていくな」と感
じました。 自分自身が気力も体力も充実して仕事がで

きるのは 60 歳までと考えた時、実家が商売していた
こともあり、自分で商売をするのもやりがいがあるの
では、と決断して帰ってきました。 今の時代、地方に身
を置いていても都会にいるのと遜（そん）色なく業務
ができる、あるいは地方にいる方がある部分アドバン
テージがあると感じたことも背景にあります。
　観光業にはインバウンドとアウトバウンドの２つの
側面があります。 インバウンドは外国人だけでなく、
日本国内からこの地域に来ていただくことも含まれま
す。 アウトバウンドはエリアの人口が減ると対象とな
るお客さんが減少しますが、インバウンドに関しては
日本中の各地、世界中の各地から来ていただく仕掛け
づくりをすれば需要が見込めます。 ただ、インフラ面
では京都のようにはいかない。 新しく観光インフラに
参入するリスクを取れる企業は少ないと思うので、現
存するインフラ資源の魅力をいかに発信していくかが
大切です。 それに興味を持った人が「ここに泊まりた
い」「これを食べたい、買いたい」と思ってもらう仕掛け
づくりができるかどうかだと思っています。 観光業を
インバウンド中心に組み立てようと思ったら、個々の
アイデアよりも、「この地域はこの方向で行こう」と合
意形成し、大きな枠組みを作る必要があると思います。 

林さん：
私はほぼ観音寺から出ていないのですが、大学卒業
後、徳島で修業をしました。 実家を継ぐことになった
ことの一つのきっかけはゼミの先生からカーテンの
仕事を勧められたことです。 私は商売が好きだったこ
ともあって、カーテンの仕事に就こうと思ったのです
が、父親が「まだ家では働かさない」と。 そのような時
に、今の店のモデルとなった、いろいろ教えていただ
いた店が徳島にあり、ちょうど従業員を探していたの
で、「鍛えてもらいなさい」と徳島に送り出されまし
た。 皆さんと違って、もともと家を継ぐことを決めた
上で観音寺を出た形でした。
　業界の現状・問題点は資材の高騰です。 建設業はみ
んな同じ環境だと思いますが、3年前に 2000 万円だっ
た家が今は 2800 万円かかる。 それくらい材料費が上
がってしまっているのですが、そうなると家を建てよ
うという人が減ってくるのでは、という危機感を持って
います。 もう一つは職人の高齢化です。 バブルの頃は内
装屋さんにも５～６人の職人がいました。 そこで一人

前にしてもらって独立するというのが形だったのです
が、今はどこも自分の食い扶持を稼ぐので精一杯。 そう
なると、一人親方ばかりで、高齢化も進む一方です。 若
い人たちは土日休みや社会保険への加入を優先させた
り、「安定」を望む傾向にあるので、職人の道を選ばない。 
時代の流れというか、考え方の違いを感じています。

地域の課題

奥田進行役：
観音寺市の現状について資料を見てみると、人口減
少、高齢化が進んでいることがわかります。 それに
伴って商店や企業の数も減っています。 第一次産業が
減って第三次産業が増えていますが、第一次産業も野
菜ではレタスやネギ、玉ねぎなどの生産量は県下では
断トツ１位で、漁業もイリコのおかげで１位です。 先
人が残してくれた産業がバランスよく残っている気
がしますが、皆さんはどう思われますか？

長船さん：
ネガティブな話になるかもしれませんが、食品加工業
ではかつてすごいトップランナーがいて、それに引っ
張られる形で周辺業種が多かったと思います。 今の事
業者数や出荷額などはその名残であって、10 年後、現
状を維持するだけでは右肩下がりになっている可能
性が高いと思います。 やはり、新しい分野や新しい産
業の育成が大切ではないでしょうか。 例えば、食品加
工業でも売り先を他に確保するとか、農業などもイチ
ゴやキウイなどの新しい品種に挑戦するなど、「次」を
考えた時、何か違うことにチャレンジすることが課題
ではないかと感じています。

川崎さん：
私はもっと地元企業の活用促進をしていくべきだと
思います。 地元企業の設備や資材調達はもちろんのこ
と、企業誘致で来てくださった企業や観音寺に社屋や
工場を建ててくださった県外企業も雇用にとどまら
ず、設備や資材調達で地元企業を使っていただければ
と思います。 現在は、全体的にいろいろなものを地元
で調達するという意識が低いと感じています。 その土
地、その地域でヒト・モノ・カネを回してほしいです。

長船さん：
誘致して来ている企業は固定資産税を含め、企業にメ
リットがあるから来ているだけで、地元貢献の意識は
薄いと思います。 行政は優良企業誘致に注力していま
すが、やはり「調達」という部分で地元を使ってもらわ
ないと・・・。

川崎さん：
企業誘致を雇用のスポットで終わらせるのではなく、
調達先も考えて長いスパンでヒト・モノ・カネを回
していけたらと思います。

奥田進行役：
地元の私たちも、地域外の会社よりも優れた技術や
サービス、価格競争力、またはその組み合わせを持つ
努力をする必要があります。

長船さん：
商工会議所設立の趣旨でもある「共存共栄」という
キーワードがありましたが、その部分の意識が少し薄
れてきているのかもしれません。 昔は地元の名士が町
のためにとやっていたことが、今はどこも自社を何と
か立ち行かせることで精いっぱいで、余裕がない感じ
です。 私自身、「進歩発達」のためにもっと奮起しない
といけないと感じていますが、商工会議所の設立の精
神をもう一度噛みしめるべきだと思います。
　物品を購入する時、若い人たちはネットで買うこと
がよくあると思いますが、中には信頼性の低い業者も

いて、値段は安いけれど品質も物も悪いというケース
もあります。 でも、顔見知りなら信頼感もあるので、そ
ういう意味でも地元購買をしてほしいと思います。

川崎さん：
ネット販売との価格差はあるかもしれません。 しかし、
それを埋めるようなアフターフォローなどの付加価値
を付けることで、地元企業を選んでもらえる、買っても
らえるようにしたいです。 商工会議所には、例えばです
が、地元で購入したら企業に優良ポイントや特典が付く
ようなシステムなどの開発とか。 伴走型支援の面は実
感できているので、今度は地元のヒト・モノ・カネを回
す仕組みづくりの支援をしていただきたいと思います。

長船さん：
基本的には地元の方々に、手の届く範囲で使っていた
だきたいのですが、どのように啓蒙啓発をしていくか
も課題です。

高城さん：
人口減少、高齢化のお話がありましたが、やはりこれに
どう対応するか、どう若者や子どもの世代つまりは子
育て世帯を増やすかという課題があると思います。
　現在私は観音寺で保育園児２人を育てていますが、
観音寺は、子育て世帯にとってもとても過ごしやすい
ところだと思います。 待機児童の問題もあまりありま
せんし、定員が限られてはいるものの、三豊総合病院で
病児保育も実施してもらっています。 本当は親が看護
できればよいのですが、有給等がない自営業者として
は病児保育が利用できるととても助かります。 第２子
以降の保育料だけでなく、チャイルドシートやおむつ
購入に対する市からの補助もあります。 ただ、それが
まだ十分外部に伝わりきっていない気がします。
　子育て環境が整っていることを発信する方法として
は、SNSなどの利用もあるでしょうが、子育て関係のイ
ベントを開催するという方法もあると思います。 それ
がニュースになれば、ああ、この地域ではこんな子育て
イベントがあるんだ、という事実だけでなく、この地域
は子育てを応援する土壌、雰囲気があるんだ、という
メッセージにもなると思いますので。 そこで観音寺に
興味を持ってもらえれば、自ら子育て環境を調べるよ
うになり、その結果魅力も伝わるかと思います。

　神奈川で暮らしている妹と、子育て環境のことで話
になることも多いのですが、よく妹から子育て環境の
充実ぶりについてうらやましがられます。 ただ、うら
やましがられつつ、ではなぜ地元に戻ってこないの
か、神奈川やなど他地域に出てしまったままなのかと
いうと、一番は雇用の問題のようです。 確かに都会に
比べれば有名企業は少ないかもしれませんが、企業規
模や企業名にこだわらず、お互い中身を見た良いマッ
チングができれば良いのかな、と思っています。

林さん：
商店街があった頃は、皆近所の商店で買い物をしたり
していましたが、今は大型スーパーやインターネット
の普及で、近所で買い物をする機会が少なくなってき
たと思います。 高齢化が進み、年配の方々が買い物す
るにも大変になってきているため、地元の企業がもっ
と頑張って大手にも負けないサービス等の確立がで
きれば良いかなと思います。

観音寺にどのような種をまくか、何を残すか

奥田進行役：
観音寺の現状を確認したところで、将来何を残してい
くか、どうありたいか考えていただきたいと思いま
す。 デジタル田園都市を目指す観音寺市としては、コ
ロナ禍でワーケーションにも注目が集まっている今
はピンチであり大チャンス。 山あり、海ありのロケー
ションの観音寺を成功事例にできたらと思います。 

ただ、就職面を考えると、中小企業でもいい会社はた
くさんあるのですが、それがなかなか採用に結びつい
ていないように感じます。

長船さん：
従来はいい大学に入って、いい会社に入れば成功だった
のが、それが必ずしも成功パターンではなくなってきて
います。 また、働き方改革で成果型の給与体系やダブル
ワークなど働き方も多様化しているので、今後は地域と
企業が接点を持っていかなければいけないと思います。

林さん：
仕事でいろいろな地域を見て思うことですが、観音寺
は分譲地が少ない。 企業誘致も必要ですが、定住人口
を増やすためにはまず、住む場所、住みたいと思う場
所が必要ではないかと思います。 高松市なら住宅が集
まって、その周辺に店が集まるという循環ができてい
ます。 人を誘致できるような分譲地を増やし、地元業
者を優先して利用するようなシステムをつくれば、地
域としてうまく回っていくような気がします。

奥田進行役：
空き家も多いので、貴重な瓦などを残したりするなど
リノベーションをうまく取り入れていけば。 柳町商店
街はかつてのメインストリートとは思えない状態で
すが、利便性はいいので、昭和レトロな感じを生かし
てアーケードを復活したりすれば、またかつてのにぎ
わいが戻ってくるのかもしれません。

長船さん：
どのような種をまくかという点では、観音寺は閉鎖
的・排他的と言われがちですが、本来は進歩と発達、
先進的な地域だったと思います。  JC も四国で 2 番目
にできたほどです。 西讃随一の商工業都市だったので
あれば、小規模事業者が多いことをネガティブにとら
えずに、新しいことを考えていくことが必要です。 
新規事業者をどれくらい呼び込めるか、どのよう
な支援ができるのかを考えていかなければなら
ないと思います。 現状維持では衰退していくの
で、新しいことにチャレンジしてく町にしていき
たい。 勢いのある地域では、トライアンドエラー
を許容するトレンドがあるような気がします。 

量的な価値を追求するよりも、質的な価値を追求して
持続的な発展を遂げたいと考えます。 もちろん、種を
まくという意味ではそれを実践していくのは私たち
のような若い世代である必要があると思います。

川崎さん：
地域や業種の枠を超えて新規事業を応援していくよ
うな土壌づくりをしていかなければいけないですね。

長船さん：
あらゆるものに対して地産地消をしていく発想は大
切にしていきたいです。 自分たちが笑顔で商売を続け
ていれば、子どもたちも継承していってくれるかもし
れません。

高城さん：
私は地元でお世話になっているのだから買い物は地
元でするような、何か観音寺のためになるような意識
付けを自分や家族で取り組んでいきたいと思います。 
その意識をどんどん広げていけたらいいな、と思いま
す。 また、子育て中ということもあり、子育て関連のイ
ベントや情報は比較的入って来やすいのですが、それ
を生かし、他地域で良い取り組みがあれば、観音寺で
も同じような取り組みができないか、提案・発言等を
していきたいと思っています。

川崎さん：
2030 年問題も重要だと思っています。 2030 年まであと
8 年。 高齢者に優しい地域かというとそうでもない。 買
い物難民も多いし、介護している人にとっても不便な面
があります。 乗り合いバス、特にコロナウイルスワクチン
接種にかかるバス運賃の無料化やタクシー配達代行支
援事業「DELI DELI 200」はすごくいい企画だと思いま
すが、高齢者は知らなかったり、ハードルが高い気がし
てあまり使ってもらえていない。 周知方法などを考え、
もっと高齢者の暮らしやすさを考えることが大切ではな
いかと思います。 健康で自分のことが自分でできる高
齢者を増やすような地域づくりも必要だと思います。

奥田進行役：
商工会議所に期待することは。

長船さん：
商工会議所には SNSなどをうまく活用して、情報発信
の起点になると同時に、先進的な取り組み事例も含め
て、ビジネス環境の基盤となる有益な知見を私たちに
示唆してくれる存在であってほしいです。

高城さん：
同じくです。 商工会議所のサポート制度や情報発信に
はいつも助けられています。 今後も期待しています。

川崎さん：
商売の町の支柱役として、今後もいろいろな企画をし
ていただきたいと思います。 そして、我々地元企業も
それに協力して参りましょう！

林さん：
私が期待することはやはり、県や市へさまざまな提言
を行っていただくことです。 日本商工会議所青年部も
毎年、親会に政策提言書を手渡し、国に対して政策提
言を行っております。 商工会議所青年部は、業種の垣
根を越えて活動ができる素晴らしい組織です。
　われわれ青年部も来年度以降、その立ち位置を活か
し幅広い世代、業種の方々の声を拾いながら、また同
時に佐伯市長をはじめ市議会、市職員の皆さまと意見
交換等をさせていただきながら、より良い観音寺市に
なるよう未来志向の政策提言を行ってまいりたいと
考えております。
　また、これを一過性ではなく、継続させていくこと
で、青年部の活動を見ていただけると共に、若い経営
者や地域のリーダーの発掘に繋がると考えます。 今後
とも、商工会議所と商工会議所青年部がうまく連携し
て、観音寺の街をより良くしていきたいと思いますの
で、お力添えのほどよろしくお願いいたします。

生まれ育った観音寺の思い出

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年を記念して座談
会を開催いたします。 お集まりいただいた 4 名の皆さ
ん、ありがとうございます。 この座談会に先立ち、先
日、浜田恵造知事と佐伯明浩市長、守谷通会頭の 3人
に観音寺商工会議所が今後果たすべき役割や観音寺
市の将来像について鼎談していただきました。 それを
受けて、本日は若手リーダーの皆さんが考える観音寺
市の未来について、活発な意見交換ができればと思っ
ています。
　まずは自己紹介と、生まれ育った観音寺の思い出な
どをお聞かせください。

林さん：
現在、観音寺商工会議所青年部の会長をしています。 

勤務先は指寅タンス店で、道路拡張に伴って事務所を
中心市街地に移転しました。 幼少期の思い出はやはり
商店街のアーケードです。 商店街はすごく活気があっ
て、商店街の中ですべてが揃っていたような気がしま
す。 アーケードがなくなってしまった今、高松などよ
そのアーケードを見ると懐かしいと感じますし、現在
の商店街を見ると寂しい気持ちもあります。 街中で商
売をしていることもありますが、もっと街を活性化で
きたらいいな、と思っています。

高城さん：
弁護士をしています。 大学から東京に出て、就職も東京
で、その後秋田や福岡などに転勤し、結婚を機に 5年前
に観音寺に戻ってきました。 観音寺の思い出というと、
やはりお祭りです。 銭形まつりには毎年、踊りに参加し
ていましたし、秋祭りも友達と必ず行っていました。
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観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。

大学から帰ってきた時、銭形まつりの踊りがなくなっ
ていることを知って、かなりショックを受けました。 
林さんもおっしゃっていた通り、やはり商店街の活気
がなくなってしまっていて、私も寂しく感じています。

川崎さん：
大和商會の川崎と申します。 弊社は電気機械機器の卸
小売業で、平成 9年（1997 年）まで上市町に会社と祖父
母の家がありました。 小学生の頃は、柳町商店街を毎
日、通学路として通っており、こうして振り返ってみる
と、商店街の風景が一番思い出されます。 柳町青柳商
店街は子ども心に本当に何でもあって、飲食店にはじ
まり、八百屋さん、パン屋さん、洋服屋さん、靴屋さ
ん・・・、仏壇仏具店もありました。 歩行者天国になっ
ていて、子どもたち数人で遊んでいたり、シルバーカー
を押したおばあちゃんがお店の人と話し込んでいる姿
など、そういう風景を毎日見ていました。 そこに行け
ば何でも手に入る、老若男女が集まれる場所だったな
と思います。 あとは高城さんと同じく、私もちょうさ
祭りや銭形まつりが大好きで毎年行っていました。

長船さん：
みとよ青年会議所の理事長で、西讃観光サービスの常
務取締役をしています。 私は自他共に認める観音寺大
好き人間です。 思い出というと、曽祖父が 100 歳まで
長寿を全うしたのですが、ほぼ毎日のように自転車で
「ちょっと街へ行ってくるわ」と出かけていました。 そ
の街というのが商店街のことで、ウインドウショッピ
ングをしたり、買い物をしたりしていました。 私自身
も商店街に都会的な雰囲気を感じていました。 また、
父親も JC（青年会議所）に所属していて、有明浜に砂の
像を作るイベントなどをしていましたが、子ども心に
も、あの世代の方々は生き生きとしていたと感じてい
ました。 あと、部活で琴弾八幡さんの石段をダッシュ
して駆け上っていたことや有明浜で好きな女の子に
告白したりしたことなど、町のいろんなところにいろ
んな思い出スポットがあります。

奥田進行役：
大学からしばらく県外で過ごされた方もいらっしゃ
いますが、やはり一番多感な頃に観音寺で過ごした思
い出は鮮明に覚えていらっしゃいますね。

業種ごとの現状と課題

奥田進行役：
皆さんの仕事についてお伺いします。 それぞれの業界
の現状と課題についてお願いします。

高城さん：
弁護士ということで少しマニアックな話になります
が、私は現在、観音寺市内に 8人いる弁護士の一人で
す。 十数年前は一人しかいなかったのですが、その後
8 人にまで増えました。 東京であれば、特許専門とか
医療専門、刑事専門などありますが、地方では何でも
できる人が求められる傾向にあります。
　課題として感じているのは、観音寺に弁護士がいる
こと自体知らないという方、またどういう時に弁護士
に相談すればいいか分からないという方がまだ多い
ことです。 弁護士としての存在や役割を、もっと積極
的に発信すべきと感じています。 なかなか実行できて
いないのですが・・・。
　また、裁判では現在も、FAXやメールでの提出は不
可で裁判所に直接提出しなければならない書類が多
い上、基本的に裁判所に実際に出頭する必要があるな
ど、他に比べてＩＴ化が遅れている、その結果依頼者
の方の負担も大きいままであると感じています。 現
在、コロナの影響もあって少しずつ改善されています
が、弁護士側からもより裁判のＩＴ化を求め、依頼者
の方にとってより利用しやすいものにしていかなけ
ればと考えています。
　観音寺に帰ってきた理由としては、他県で結婚し、
いずれ子育てをと考えた時に、観音寺が一番よいと考

えたからです。 治安が良いこと、温暖な気候で雨もあ
まり降らず、災害が少ないこと、公的教育が充実して
いることなどが主な要因です。 夫は他県出身なのです
が、それなりに気に入ってくれており安心しています。

川崎さん：
私は大学、就職と８年間東京で過ごしましたが、やは
り生まれ育った観音寺が好きなこと、祖父から父へと
受継がれた会社を私も一緒に手伝いたい。 という思い
から帰って参りました。 弊社は前述の通り電気機械機
器の卸小売業ですが、私たちの業界も人口と同じく高
齢化と若者離れが進んでおります。 特にメンテナンス
や修理といった業務は土日に出勤することがある上、
危険、汚い、きついと呼ばれる３Kの職種で、若者が敬
遠する傾向があります。 就職しても、職人になるまで
には時間がかかるので途中で挫折し辞めてしまうな
ど、後継者が育たないことが業界の大きな問題となっ
ています。 昨今、自動化や機械化が進んでおりますが、
中小企業では資金的に導入が難しい面もありますし、
技術面でもまだ機械には置き換えられない実情があ
ります。 やはりまだ人間の知恵や技術が必要です。 メ
ンテナンスや何かあった時に駆けつけ修理を行う者
の存在や技術はなくてはならないのです。

長船さん：
私は大学卒業後、東京の金融機関に勤めていましたが、
5年目に入るころ、もうすぐ30歳を迎えるにあたって、
「いよいよ本格的に大人の世界に入っていくな」と感
じました。 自分自身が気力も体力も充実して仕事がで

きるのは 60 歳までと考えた時、実家が商売していた
こともあり、自分で商売をするのもやりがいがあるの
では、と決断して帰ってきました。 今の時代、地方に身
を置いていても都会にいるのと遜（そん）色なく業務
ができる、あるいは地方にいる方がある部分アドバン
テージがあると感じたことも背景にあります。
　観光業にはインバウンドとアウトバウンドの２つの
側面があります。 インバウンドは外国人だけでなく、
日本国内からこの地域に来ていただくことも含まれま
す。 アウトバウンドはエリアの人口が減ると対象とな
るお客さんが減少しますが、インバウンドに関しては
日本中の各地、世界中の各地から来ていただく仕掛け
づくりをすれば需要が見込めます。 ただ、インフラ面
では京都のようにはいかない。 新しく観光インフラに
参入するリスクを取れる企業は少ないと思うので、現
存するインフラ資源の魅力をいかに発信していくかが
大切です。 それに興味を持った人が「ここに泊まりた
い」「これを食べたい、買いたい」と思ってもらう仕掛け
づくりができるかどうかだと思っています。 観光業を
インバウンド中心に組み立てようと思ったら、個々の
アイデアよりも、「この地域はこの方向で行こう」と合
意形成し、大きな枠組みを作る必要があると思います。 

林さん：
私はほぼ観音寺から出ていないのですが、大学卒業
後、徳島で修業をしました。 実家を継ぐことになった
ことの一つのきっかけはゼミの先生からカーテンの
仕事を勧められたことです。 私は商売が好きだったこ
ともあって、カーテンの仕事に就こうと思ったのです
が、父親が「まだ家では働かさない」と。 そのような時
に、今の店のモデルとなった、いろいろ教えていただ
いた店が徳島にあり、ちょうど従業員を探していたの
で、「鍛えてもらいなさい」と徳島に送り出されまし
た。 皆さんと違って、もともと家を継ぐことを決めた
上で観音寺を出た形でした。
　業界の現状・問題点は資材の高騰です。 建設業はみ
んな同じ環境だと思いますが、3年前に 2000 万円だっ
た家が今は 2800 万円かかる。 それくらい材料費が上
がってしまっているのですが、そうなると家を建てよ
うという人が減ってくるのでは、という危機感を持って
います。 もう一つは職人の高齢化です。 バブルの頃は内
装屋さんにも５～６人の職人がいました。 そこで一人

前にしてもらって独立するというのが形だったのです
が、今はどこも自分の食い扶持を稼ぐので精一杯。 そう
なると、一人親方ばかりで、高齢化も進む一方です。 若
い人たちは土日休みや社会保険への加入を優先させた
り、「安定」を望む傾向にあるので、職人の道を選ばない。 
時代の流れというか、考え方の違いを感じています。

地域の課題

奥田進行役：
観音寺市の現状について資料を見てみると、人口減
少、高齢化が進んでいることがわかります。 それに
伴って商店や企業の数も減っています。 第一次産業が
減って第三次産業が増えていますが、第一次産業も野
菜ではレタスやネギ、玉ねぎなどの生産量は県下では
断トツ１位で、漁業もイリコのおかげで１位です。 先
人が残してくれた産業がバランスよく残っている気
がしますが、皆さんはどう思われますか？

長船さん：
ネガティブな話になるかもしれませんが、食品加工業
ではかつてすごいトップランナーがいて、それに引っ
張られる形で周辺業種が多かったと思います。 今の事
業者数や出荷額などはその名残であって、10 年後、現
状を維持するだけでは右肩下がりになっている可能
性が高いと思います。 やはり、新しい分野や新しい産
業の育成が大切ではないでしょうか。 例えば、食品加
工業でも売り先を他に確保するとか、農業などもイチ
ゴやキウイなどの新しい品種に挑戦するなど、「次」を
考えた時、何か違うことにチャレンジすることが課題
ではないかと感じています。

川崎さん：
私はもっと地元企業の活用促進をしていくべきだと
思います。 地元企業の設備や資材調達はもちろんのこ
と、企業誘致で来てくださった企業や観音寺に社屋や
工場を建ててくださった県外企業も雇用にとどまら
ず、設備や資材調達で地元企業を使っていただければ
と思います。 現在は、全体的にいろいろなものを地元
で調達するという意識が低いと感じています。 その土
地、その地域でヒト・モノ・カネを回してほしいです。

長船さん：
誘致して来ている企業は固定資産税を含め、企業にメ
リットがあるから来ているだけで、地元貢献の意識は
薄いと思います。 行政は優良企業誘致に注力していま
すが、やはり「調達」という部分で地元を使ってもらわ
ないと・・・。

川崎さん：
企業誘致を雇用のスポットで終わらせるのではなく、
調達先も考えて長いスパンでヒト・モノ・カネを回
していけたらと思います。

奥田進行役：
地元の私たちも、地域外の会社よりも優れた技術や
サービス、価格競争力、またはその組み合わせを持つ
努力をする必要があります。

長船さん：
商工会議所設立の趣旨でもある「共存共栄」という
キーワードがありましたが、その部分の意識が少し薄
れてきているのかもしれません。 昔は地元の名士が町
のためにとやっていたことが、今はどこも自社を何と
か立ち行かせることで精いっぱいで、余裕がない感じ
です。 私自身、「進歩発達」のためにもっと奮起しない
といけないと感じていますが、商工会議所の設立の精
神をもう一度噛みしめるべきだと思います。
　物品を購入する時、若い人たちはネットで買うこと
がよくあると思いますが、中には信頼性の低い業者も

いて、値段は安いけれど品質も物も悪いというケース
もあります。 でも、顔見知りなら信頼感もあるので、そ
ういう意味でも地元購買をしてほしいと思います。

川崎さん：
ネット販売との価格差はあるかもしれません。 しかし、
それを埋めるようなアフターフォローなどの付加価値
を付けることで、地元企業を選んでもらえる、買っても
らえるようにしたいです。 商工会議所には、例えばです
が、地元で購入したら企業に優良ポイントや特典が付く
ようなシステムなどの開発とか。 伴走型支援の面は実
感できているので、今度は地元のヒト・モノ・カネを回
す仕組みづくりの支援をしていただきたいと思います。

長船さん：
基本的には地元の方々に、手の届く範囲で使っていた
だきたいのですが、どのように啓蒙啓発をしていくか
も課題です。

高城さん：
人口減少、高齢化のお話がありましたが、やはりこれに
どう対応するか、どう若者や子どもの世代つまりは子
育て世帯を増やすかという課題があると思います。
　現在私は観音寺で保育園児２人を育てていますが、
観音寺は、子育て世帯にとってもとても過ごしやすい
ところだと思います。 待機児童の問題もあまりありま
せんし、定員が限られてはいるものの、三豊総合病院で
病児保育も実施してもらっています。 本当は親が看護
できればよいのですが、有給等がない自営業者として
は病児保育が利用できるととても助かります。 第２子
以降の保育料だけでなく、チャイルドシートやおむつ
購入に対する市からの補助もあります。 ただ、それが
まだ十分外部に伝わりきっていない気がします。
　子育て環境が整っていることを発信する方法として
は、SNSなどの利用もあるでしょうが、子育て関係のイ
ベントを開催するという方法もあると思います。 それ
がニュースになれば、ああ、この地域ではこんな子育て
イベントがあるんだ、という事実だけでなく、この地域
は子育てを応援する土壌、雰囲気があるんだ、という
メッセージにもなると思いますので。 そこで観音寺に
興味を持ってもらえれば、自ら子育て環境を調べるよ
うになり、その結果魅力も伝わるかと思います。

　神奈川で暮らしている妹と、子育て環境のことで話
になることも多いのですが、よく妹から子育て環境の
充実ぶりについてうらやましがられます。 ただ、うら
やましがられつつ、ではなぜ地元に戻ってこないの
か、神奈川やなど他地域に出てしまったままなのかと
いうと、一番は雇用の問題のようです。 確かに都会に
比べれば有名企業は少ないかもしれませんが、企業規
模や企業名にこだわらず、お互い中身を見た良いマッ
チングができれば良いのかな、と思っています。

林さん：
商店街があった頃は、皆近所の商店で買い物をしたり
していましたが、今は大型スーパーやインターネット
の普及で、近所で買い物をする機会が少なくなってき
たと思います。 高齢化が進み、年配の方々が買い物す
るにも大変になってきているため、地元の企業がもっ
と頑張って大手にも負けないサービス等の確立がで
きれば良いかなと思います。

観音寺にどのような種をまくか、何を残すか

奥田進行役：
観音寺の現状を確認したところで、将来何を残してい
くか、どうありたいか考えていただきたいと思いま
す。 デジタル田園都市を目指す観音寺市としては、コ
ロナ禍でワーケーションにも注目が集まっている今
はピンチであり大チャンス。 山あり、海ありのロケー
ションの観音寺を成功事例にできたらと思います。 

ただ、就職面を考えると、中小企業でもいい会社はた
くさんあるのですが、それがなかなか採用に結びつい
ていないように感じます。

長船さん：
従来はいい大学に入って、いい会社に入れば成功だった
のが、それが必ずしも成功パターンではなくなってきて
います。 また、働き方改革で成果型の給与体系やダブル
ワークなど働き方も多様化しているので、今後は地域と
企業が接点を持っていかなければいけないと思います。

林さん：
仕事でいろいろな地域を見て思うことですが、観音寺
は分譲地が少ない。 企業誘致も必要ですが、定住人口
を増やすためにはまず、住む場所、住みたいと思う場
所が必要ではないかと思います。 高松市なら住宅が集
まって、その周辺に店が集まるという循環ができてい
ます。 人を誘致できるような分譲地を増やし、地元業
者を優先して利用するようなシステムをつくれば、地
域としてうまく回っていくような気がします。

奥田進行役：
空き家も多いので、貴重な瓦などを残したりするなど
リノベーションをうまく取り入れていけば。 柳町商店
街はかつてのメインストリートとは思えない状態で
すが、利便性はいいので、昭和レトロな感じを生かし
てアーケードを復活したりすれば、またかつてのにぎ
わいが戻ってくるのかもしれません。

長船さん：
どのような種をまくかという点では、観音寺は閉鎖
的・排他的と言われがちですが、本来は進歩と発達、
先進的な地域だったと思います。  JC も四国で 2 番目
にできたほどです。 西讃随一の商工業都市だったので
あれば、小規模事業者が多いことをネガティブにとら
えずに、新しいことを考えていくことが必要です。 
新規事業者をどれくらい呼び込めるか、どのよう
な支援ができるのかを考えていかなければなら
ないと思います。 現状維持では衰退していくの
で、新しいことにチャレンジしてく町にしていき
たい。 勢いのある地域では、トライアンドエラー
を許容するトレンドがあるような気がします。 

量的な価値を追求するよりも、質的な価値を追求して
持続的な発展を遂げたいと考えます。 もちろん、種を
まくという意味ではそれを実践していくのは私たち
のような若い世代である必要があると思います。

川崎さん：
地域や業種の枠を超えて新規事業を応援していくよ
うな土壌づくりをしていかなければいけないですね。

長船さん：
あらゆるものに対して地産地消をしていく発想は大
切にしていきたいです。 自分たちが笑顔で商売を続け
ていれば、子どもたちも継承していってくれるかもし
れません。

高城さん：
私は地元でお世話になっているのだから買い物は地
元でするような、何か観音寺のためになるような意識
付けを自分や家族で取り組んでいきたいと思います。 
その意識をどんどん広げていけたらいいな、と思いま
す。 また、子育て中ということもあり、子育て関連のイ
ベントや情報は比較的入って来やすいのですが、それ
を生かし、他地域で良い取り組みがあれば、観音寺で
も同じような取り組みができないか、提案・発言等を
していきたいと思っています。

川崎さん：
2030 年問題も重要だと思っています。 2030 年まであと
8 年。 高齢者に優しい地域かというとそうでもない。 買
い物難民も多いし、介護している人にとっても不便な面
があります。 乗り合いバス、特にコロナウイルスワクチン
接種にかかるバス運賃の無料化やタクシー配達代行支
援事業「DELI DELI 200」はすごくいい企画だと思いま
すが、高齢者は知らなかったり、ハードルが高い気がし
てあまり使ってもらえていない。 周知方法などを考え、
もっと高齢者の暮らしやすさを考えることが大切ではな
いかと思います。 健康で自分のことが自分でできる高
齢者を増やすような地域づくりも必要だと思います。

奥田進行役：
商工会議所に期待することは。

長船さん：
商工会議所には SNSなどをうまく活用して、情報発信
の起点になると同時に、先進的な取り組み事例も含め
て、ビジネス環境の基盤となる有益な知見を私たちに
示唆してくれる存在であってほしいです。

高城さん：
同じくです。 商工会議所のサポート制度や情報発信に
はいつも助けられています。 今後も期待しています。

川崎さん：
商売の町の支柱役として、今後もいろいろな企画をし
ていただきたいと思います。 そして、我々地元企業も
それに協力して参りましょう！

林さん：
私が期待することはやはり、県や市へさまざまな提言
を行っていただくことです。 日本商工会議所青年部も
毎年、親会に政策提言書を手渡し、国に対して政策提
言を行っております。 商工会議所青年部は、業種の垣
根を越えて活動ができる素晴らしい組織です。
　われわれ青年部も来年度以降、その立ち位置を活か
し幅広い世代、業種の方々の声を拾いながら、また同
時に佐伯市長をはじめ市議会、市職員の皆さまと意見
交換等をさせていただきながら、より良い観音寺市に
なるよう未来志向の政策提言を行ってまいりたいと
考えております。
　また、これを一過性ではなく、継続させていくこと
で、青年部の活動を見ていただけると共に、若い経営
者や地域のリーダーの発掘に繋がると考えます。 今後
とも、商工会議所と商工会議所青年部がうまく連携し
て、観音寺の街をより良くしていきたいと思いますの
で、お力添えのほどよろしくお願いいたします。

生まれ育った観音寺の思い出

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年を記念して座談
会を開催いたします。 お集まりいただいた 4 名の皆さ
ん、ありがとうございます。 この座談会に先立ち、先
日、浜田恵造知事と佐伯明浩市長、守谷通会頭の 3人
に観音寺商工会議所が今後果たすべき役割や観音寺
市の将来像について鼎談していただきました。 それを
受けて、本日は若手リーダーの皆さんが考える観音寺
市の未来について、活発な意見交換ができればと思っ
ています。
　まずは自己紹介と、生まれ育った観音寺の思い出な
どをお聞かせください。

林さん：
現在、観音寺商工会議所青年部の会長をしています。 

勤務先は指寅タンス店で、道路拡張に伴って事務所を
中心市街地に移転しました。 幼少期の思い出はやはり
商店街のアーケードです。 商店街はすごく活気があっ
て、商店街の中ですべてが揃っていたような気がしま
す。 アーケードがなくなってしまった今、高松などよ
そのアーケードを見ると懐かしいと感じますし、現在
の商店街を見ると寂しい気持ちもあります。 街中で商
売をしていることもありますが、もっと街を活性化で
きたらいいな、と思っています。

高城さん：
弁護士をしています。 大学から東京に出て、就職も東京
で、その後秋田や福岡などに転勤し、結婚を機に 5年前
に観音寺に戻ってきました。 観音寺の思い出というと、
やはりお祭りです。 銭形まつりには毎年、踊りに参加し
ていましたし、秋祭りも友達と必ず行っていました。
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観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。

大学から帰ってきた時、銭形まつりの踊りがなくなっ
ていることを知って、かなりショックを受けました。 
林さんもおっしゃっていた通り、やはり商店街の活気
がなくなってしまっていて、私も寂しく感じています。

川崎さん：
大和商會の川崎と申します。 弊社は電気機械機器の卸
小売業で、平成 9年（1997 年）まで上市町に会社と祖父
母の家がありました。 小学生の頃は、柳町商店街を毎
日、通学路として通っており、こうして振り返ってみる
と、商店街の風景が一番思い出されます。 柳町青柳商
店街は子ども心に本当に何でもあって、飲食店にはじ
まり、八百屋さん、パン屋さん、洋服屋さん、靴屋さ
ん・・・、仏壇仏具店もありました。 歩行者天国になっ
ていて、子どもたち数人で遊んでいたり、シルバーカー
を押したおばあちゃんがお店の人と話し込んでいる姿
など、そういう風景を毎日見ていました。 そこに行け
ば何でも手に入る、老若男女が集まれる場所だったな
と思います。 あとは高城さんと同じく、私もちょうさ
祭りや銭形まつりが大好きで毎年行っていました。

長船さん：
みとよ青年会議所の理事長で、西讃観光サービスの常
務取締役をしています。 私は自他共に認める観音寺大
好き人間です。 思い出というと、曽祖父が 100 歳まで
長寿を全うしたのですが、ほぼ毎日のように自転車で
「ちょっと街へ行ってくるわ」と出かけていました。 そ
の街というのが商店街のことで、ウインドウショッピ
ングをしたり、買い物をしたりしていました。 私自身
も商店街に都会的な雰囲気を感じていました。 また、
父親も JC（青年会議所）に所属していて、有明浜に砂の
像を作るイベントなどをしていましたが、子ども心に
も、あの世代の方々は生き生きとしていたと感じてい
ました。 あと、部活で琴弾八幡さんの石段をダッシュ
して駆け上っていたことや有明浜で好きな女の子に
告白したりしたことなど、町のいろんなところにいろ
んな思い出スポットがあります。

奥田進行役：
大学からしばらく県外で過ごされた方もいらっしゃ
いますが、やはり一番多感な頃に観音寺で過ごした思
い出は鮮明に覚えていらっしゃいますね。

業種ごとの現状と課題

奥田進行役：
皆さんの仕事についてお伺いします。 それぞれの業界
の現状と課題についてお願いします。

高城さん：
弁護士ということで少しマニアックな話になります
が、私は現在、観音寺市内に 8人いる弁護士の一人で
す。 十数年前は一人しかいなかったのですが、その後
8 人にまで増えました。 東京であれば、特許専門とか
医療専門、刑事専門などありますが、地方では何でも
できる人が求められる傾向にあります。
　課題として感じているのは、観音寺に弁護士がいる
こと自体知らないという方、またどういう時に弁護士
に相談すればいいか分からないという方がまだ多い
ことです。 弁護士としての存在や役割を、もっと積極
的に発信すべきと感じています。 なかなか実行できて
いないのですが・・・。
　また、裁判では現在も、FAXやメールでの提出は不
可で裁判所に直接提出しなければならない書類が多
い上、基本的に裁判所に実際に出頭する必要があるな
ど、他に比べてＩＴ化が遅れている、その結果依頼者
の方の負担も大きいままであると感じています。 現
在、コロナの影響もあって少しずつ改善されています
が、弁護士側からもより裁判のＩＴ化を求め、依頼者
の方にとってより利用しやすいものにしていかなけ
ればと考えています。
　観音寺に帰ってきた理由としては、他県で結婚し、
いずれ子育てをと考えた時に、観音寺が一番よいと考

えたからです。 治安が良いこと、温暖な気候で雨もあ
まり降らず、災害が少ないこと、公的教育が充実して
いることなどが主な要因です。 夫は他県出身なのです
が、それなりに気に入ってくれており安心しています。

川崎さん：
私は大学、就職と８年間東京で過ごしましたが、やは
り生まれ育った観音寺が好きなこと、祖父から父へと
受継がれた会社を私も一緒に手伝いたい。 という思い
から帰って参りました。 弊社は前述の通り電気機械機
器の卸小売業ですが、私たちの業界も人口と同じく高
齢化と若者離れが進んでおります。 特にメンテナンス
や修理といった業務は土日に出勤することがある上、
危険、汚い、きついと呼ばれる３Kの職種で、若者が敬
遠する傾向があります。 就職しても、職人になるまで
には時間がかかるので途中で挫折し辞めてしまうな
ど、後継者が育たないことが業界の大きな問題となっ
ています。 昨今、自動化や機械化が進んでおりますが、
中小企業では資金的に導入が難しい面もありますし、
技術面でもまだ機械には置き換えられない実情があ
ります。 やはりまだ人間の知恵や技術が必要です。 メ
ンテナンスや何かあった時に駆けつけ修理を行う者
の存在や技術はなくてはならないのです。

長船さん：
私は大学卒業後、東京の金融機関に勤めていましたが、
5年目に入るころ、もうすぐ30歳を迎えるにあたって、
「いよいよ本格的に大人の世界に入っていくな」と感
じました。 自分自身が気力も体力も充実して仕事がで

きるのは 60 歳までと考えた時、実家が商売していた
こともあり、自分で商売をするのもやりがいがあるの
では、と決断して帰ってきました。 今の時代、地方に身
を置いていても都会にいるのと遜（そん）色なく業務
ができる、あるいは地方にいる方がある部分アドバン
テージがあると感じたことも背景にあります。
　観光業にはインバウンドとアウトバウンドの２つの
側面があります。 インバウンドは外国人だけでなく、
日本国内からこの地域に来ていただくことも含まれま
す。 アウトバウンドはエリアの人口が減ると対象とな
るお客さんが減少しますが、インバウンドに関しては
日本中の各地、世界中の各地から来ていただく仕掛け
づくりをすれば需要が見込めます。 ただ、インフラ面
では京都のようにはいかない。 新しく観光インフラに
参入するリスクを取れる企業は少ないと思うので、現
存するインフラ資源の魅力をいかに発信していくかが
大切です。 それに興味を持った人が「ここに泊まりた
い」「これを食べたい、買いたい」と思ってもらう仕掛け
づくりができるかどうかだと思っています。 観光業を
インバウンド中心に組み立てようと思ったら、個々の
アイデアよりも、「この地域はこの方向で行こう」と合
意形成し、大きな枠組みを作る必要があると思います。 

林さん：
私はほぼ観音寺から出ていないのですが、大学卒業
後、徳島で修業をしました。 実家を継ぐことになった
ことの一つのきっかけはゼミの先生からカーテンの
仕事を勧められたことです。 私は商売が好きだったこ
ともあって、カーテンの仕事に就こうと思ったのです
が、父親が「まだ家では働かさない」と。 そのような時
に、今の店のモデルとなった、いろいろ教えていただ
いた店が徳島にあり、ちょうど従業員を探していたの
で、「鍛えてもらいなさい」と徳島に送り出されまし
た。 皆さんと違って、もともと家を継ぐことを決めた
上で観音寺を出た形でした。
　業界の現状・問題点は資材の高騰です。 建設業はみ
んな同じ環境だと思いますが、3年前に 2000 万円だっ
た家が今は 2800 万円かかる。 それくらい材料費が上
がってしまっているのですが、そうなると家を建てよ
うという人が減ってくるのでは、という危機感を持って
います。 もう一つは職人の高齢化です。 バブルの頃は内
装屋さんにも５～６人の職人がいました。 そこで一人

前にしてもらって独立するというのが形だったのです
が、今はどこも自分の食い扶持を稼ぐので精一杯。 そう
なると、一人親方ばかりで、高齢化も進む一方です。 若
い人たちは土日休みや社会保険への加入を優先させた
り、「安定」を望む傾向にあるので、職人の道を選ばない。 
時代の流れというか、考え方の違いを感じています。

地域の課題

奥田進行役：
観音寺市の現状について資料を見てみると、人口減
少、高齢化が進んでいることがわかります。 それに
伴って商店や企業の数も減っています。 第一次産業が
減って第三次産業が増えていますが、第一次産業も野
菜ではレタスやネギ、玉ねぎなどの生産量は県下では
断トツ１位で、漁業もイリコのおかげで１位です。 先
人が残してくれた産業がバランスよく残っている気
がしますが、皆さんはどう思われますか？

長船さん：
ネガティブな話になるかもしれませんが、食品加工業
ではかつてすごいトップランナーがいて、それに引っ
張られる形で周辺業種が多かったと思います。 今の事
業者数や出荷額などはその名残であって、10 年後、現
状を維持するだけでは右肩下がりになっている可能
性が高いと思います。 やはり、新しい分野や新しい産
業の育成が大切ではないでしょうか。 例えば、食品加
工業でも売り先を他に確保するとか、農業などもイチ
ゴやキウイなどの新しい品種に挑戦するなど、「次」を
考えた時、何か違うことにチャレンジすることが課題
ではないかと感じています。

川崎さん：
私はもっと地元企業の活用促進をしていくべきだと
思います。 地元企業の設備や資材調達はもちろんのこ
と、企業誘致で来てくださった企業や観音寺に社屋や
工場を建ててくださった県外企業も雇用にとどまら
ず、設備や資材調達で地元企業を使っていただければ
と思います。 現在は、全体的にいろいろなものを地元
で調達するという意識が低いと感じています。 その土
地、その地域でヒト・モノ・カネを回してほしいです。

長船さん：
誘致して来ている企業は固定資産税を含め、企業にメ
リットがあるから来ているだけで、地元貢献の意識は
薄いと思います。 行政は優良企業誘致に注力していま
すが、やはり「調達」という部分で地元を使ってもらわ
ないと・・・。

川崎さん：
企業誘致を雇用のスポットで終わらせるのではなく、
調達先も考えて長いスパンでヒト・モノ・カネを回
していけたらと思います。

奥田進行役：
地元の私たちも、地域外の会社よりも優れた技術や
サービス、価格競争力、またはその組み合わせを持つ
努力をする必要があります。

長船さん：
商工会議所設立の趣旨でもある「共存共栄」という
キーワードがありましたが、その部分の意識が少し薄
れてきているのかもしれません。 昔は地元の名士が町
のためにとやっていたことが、今はどこも自社を何と
か立ち行かせることで精いっぱいで、余裕がない感じ
です。 私自身、「進歩発達」のためにもっと奮起しない
といけないと感じていますが、商工会議所の設立の精
神をもう一度噛みしめるべきだと思います。
　物品を購入する時、若い人たちはネットで買うこと
がよくあると思いますが、中には信頼性の低い業者も

いて、値段は安いけれど品質も物も悪いというケース
もあります。 でも、顔見知りなら信頼感もあるので、そ
ういう意味でも地元購買をしてほしいと思います。

川崎さん：
ネット販売との価格差はあるかもしれません。 しかし、
それを埋めるようなアフターフォローなどの付加価値
を付けることで、地元企業を選んでもらえる、買っても
らえるようにしたいです。 商工会議所には、例えばです
が、地元で購入したら企業に優良ポイントや特典が付く
ようなシステムなどの開発とか。 伴走型支援の面は実
感できているので、今度は地元のヒト・モノ・カネを回
す仕組みづくりの支援をしていただきたいと思います。

長船さん：
基本的には地元の方々に、手の届く範囲で使っていた
だきたいのですが、どのように啓蒙啓発をしていくか
も課題です。

高城さん：
人口減少、高齢化のお話がありましたが、やはりこれに
どう対応するか、どう若者や子どもの世代つまりは子
育て世帯を増やすかという課題があると思います。
　現在私は観音寺で保育園児２人を育てていますが、
観音寺は、子育て世帯にとってもとても過ごしやすい
ところだと思います。 待機児童の問題もあまりありま
せんし、定員が限られてはいるものの、三豊総合病院で
病児保育も実施してもらっています。 本当は親が看護
できればよいのですが、有給等がない自営業者として
は病児保育が利用できるととても助かります。 第２子
以降の保育料だけでなく、チャイルドシートやおむつ
購入に対する市からの補助もあります。 ただ、それが
まだ十分外部に伝わりきっていない気がします。
　子育て環境が整っていることを発信する方法として
は、SNSなどの利用もあるでしょうが、子育て関係のイ
ベントを開催するという方法もあると思います。 それ
がニュースになれば、ああ、この地域ではこんな子育て
イベントがあるんだ、という事実だけでなく、この地域
は子育てを応援する土壌、雰囲気があるんだ、という
メッセージにもなると思いますので。 そこで観音寺に
興味を持ってもらえれば、自ら子育て環境を調べるよ
うになり、その結果魅力も伝わるかと思います。

　神奈川で暮らしている妹と、子育て環境のことで話
になることも多いのですが、よく妹から子育て環境の
充実ぶりについてうらやましがられます。 ただ、うら
やましがられつつ、ではなぜ地元に戻ってこないの
か、神奈川やなど他地域に出てしまったままなのかと
いうと、一番は雇用の問題のようです。 確かに都会に
比べれば有名企業は少ないかもしれませんが、企業規
模や企業名にこだわらず、お互い中身を見た良いマッ
チングができれば良いのかな、と思っています。

林さん：
商店街があった頃は、皆近所の商店で買い物をしたり
していましたが、今は大型スーパーやインターネット
の普及で、近所で買い物をする機会が少なくなってき
たと思います。 高齢化が進み、年配の方々が買い物す
るにも大変になってきているため、地元の企業がもっ
と頑張って大手にも負けないサービス等の確立がで
きれば良いかなと思います。

観音寺にどのような種をまくか、何を残すか

奥田進行役：
観音寺の現状を確認したところで、将来何を残してい
くか、どうありたいか考えていただきたいと思いま
す。 デジタル田園都市を目指す観音寺市としては、コ
ロナ禍でワーケーションにも注目が集まっている今
はピンチであり大チャンス。 山あり、海ありのロケー
ションの観音寺を成功事例にできたらと思います。 

ただ、就職面を考えると、中小企業でもいい会社はた
くさんあるのですが、それがなかなか採用に結びつい
ていないように感じます。

長船さん：
従来はいい大学に入って、いい会社に入れば成功だった
のが、それが必ずしも成功パターンではなくなってきて
います。 また、働き方改革で成果型の給与体系やダブル
ワークなど働き方も多様化しているので、今後は地域と
企業が接点を持っていかなければいけないと思います。

林さん：
仕事でいろいろな地域を見て思うことですが、観音寺
は分譲地が少ない。 企業誘致も必要ですが、定住人口
を増やすためにはまず、住む場所、住みたいと思う場
所が必要ではないかと思います。 高松市なら住宅が集
まって、その周辺に店が集まるという循環ができてい
ます。 人を誘致できるような分譲地を増やし、地元業
者を優先して利用するようなシステムをつくれば、地
域としてうまく回っていくような気がします。

奥田進行役：
空き家も多いので、貴重な瓦などを残したりするなど
リノベーションをうまく取り入れていけば。 柳町商店
街はかつてのメインストリートとは思えない状態で
すが、利便性はいいので、昭和レトロな感じを生かし
てアーケードを復活したりすれば、またかつてのにぎ
わいが戻ってくるのかもしれません。

長船さん：
どのような種をまくかという点では、観音寺は閉鎖
的・排他的と言われがちですが、本来は進歩と発達、
先進的な地域だったと思います。  JC も四国で 2 番目
にできたほどです。 西讃随一の商工業都市だったので
あれば、小規模事業者が多いことをネガティブにとら
えずに、新しいことを考えていくことが必要です。 
新規事業者をどれくらい呼び込めるか、どのよう
な支援ができるのかを考えていかなければなら
ないと思います。 現状維持では衰退していくの
で、新しいことにチャレンジしてく町にしていき
たい。 勢いのある地域では、トライアンドエラー
を許容するトレンドがあるような気がします。 

量的な価値を追求するよりも、質的な価値を追求して
持続的な発展を遂げたいと考えます。 もちろん、種を
まくという意味ではそれを実践していくのは私たち
のような若い世代である必要があると思います。

川崎さん：
地域や業種の枠を超えて新規事業を応援していくよ
うな土壌づくりをしていかなければいけないですね。

長船さん：
あらゆるものに対して地産地消をしていく発想は大
切にしていきたいです。 自分たちが笑顔で商売を続け
ていれば、子どもたちも継承していってくれるかもし
れません。

高城さん：
私は地元でお世話になっているのだから買い物は地
元でするような、何か観音寺のためになるような意識
付けを自分や家族で取り組んでいきたいと思います。 
その意識をどんどん広げていけたらいいな、と思いま
す。 また、子育て中ということもあり、子育て関連のイ
ベントや情報は比較的入って来やすいのですが、それ
を生かし、他地域で良い取り組みがあれば、観音寺で
も同じような取り組みができないか、提案・発言等を
していきたいと思っています。

川崎さん：
2030 年問題も重要だと思っています。 2030 年まであと
8 年。 高齢者に優しい地域かというとそうでもない。 買
い物難民も多いし、介護している人にとっても不便な面
があります。 乗り合いバス、特にコロナウイルスワクチン
接種にかかるバス運賃の無料化やタクシー配達代行支
援事業「DELI DELI 200」はすごくいい企画だと思いま
すが、高齢者は知らなかったり、ハードルが高い気がし
てあまり使ってもらえていない。 周知方法などを考え、
もっと高齢者の暮らしやすさを考えることが大切ではな
いかと思います。 健康で自分のことが自分でできる高
齢者を増やすような地域づくりも必要だと思います。

奥田進行役：
商工会議所に期待することは。

長船さん：
商工会議所には SNSなどをうまく活用して、情報発信
の起点になると同時に、先進的な取り組み事例も含め
て、ビジネス環境の基盤となる有益な知見を私たちに
示唆してくれる存在であってほしいです。

高城さん：
同じくです。 商工会議所のサポート制度や情報発信に
はいつも助けられています。 今後も期待しています。

川崎さん：
商売の町の支柱役として、今後もいろいろな企画をし
ていただきたいと思います。 そして、我々地元企業も
それに協力して参りましょう！

林さん：
私が期待することはやはり、県や市へさまざまな提言
を行っていただくことです。 日本商工会議所青年部も
毎年、親会に政策提言書を手渡し、国に対して政策提
言を行っております。 商工会議所青年部は、業種の垣
根を越えて活動ができる素晴らしい組織です。
　われわれ青年部も来年度以降、その立ち位置を活か
し幅広い世代、業種の方々の声を拾いながら、また同
時に佐伯市長をはじめ市議会、市職員の皆さまと意見
交換等をさせていただきながら、より良い観音寺市に
なるよう未来志向の政策提言を行ってまいりたいと
考えております。
　また、これを一過性ではなく、継続させていくこと
で、青年部の活動を見ていただけると共に、若い経営
者や地域のリーダーの発掘に繋がると考えます。 今後
とも、商工会議所と商工会議所青年部がうまく連携し
て、観音寺の街をより良くしていきたいと思いますの
で、お力添えのほどよろしくお願いいたします。

生まれ育った観音寺の思い出

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年を記念して座談
会を開催いたします。 お集まりいただいた 4 名の皆さ
ん、ありがとうございます。 この座談会に先立ち、先
日、浜田恵造知事と佐伯明浩市長、守谷通会頭の 3人
に観音寺商工会議所が今後果たすべき役割や観音寺
市の将来像について鼎談していただきました。 それを
受けて、本日は若手リーダーの皆さんが考える観音寺
市の未来について、活発な意見交換ができればと思っ
ています。
　まずは自己紹介と、生まれ育った観音寺の思い出な
どをお聞かせください。

林さん：
現在、観音寺商工会議所青年部の会長をしています。 

勤務先は指寅タンス店で、道路拡張に伴って事務所を
中心市街地に移転しました。 幼少期の思い出はやはり
商店街のアーケードです。 商店街はすごく活気があっ
て、商店街の中ですべてが揃っていたような気がしま
す。 アーケードがなくなってしまった今、高松などよ
そのアーケードを見ると懐かしいと感じますし、現在
の商店街を見ると寂しい気持ちもあります。 街中で商
売をしていることもありますが、もっと街を活性化で
きたらいいな、と思っています。

高城さん：
弁護士をしています。 大学から東京に出て、就職も東京
で、その後秋田や福岡などに転勤し、結婚を機に 5年前
に観音寺に戻ってきました。 観音寺の思い出というと、
やはりお祭りです。 銭形まつりには毎年、踊りに参加し
ていましたし、秋祭りも友達と必ず行っていました。
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観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。

大学から帰ってきた時、銭形まつりの踊りがなくなっ
ていることを知って、かなりショックを受けました。 
林さんもおっしゃっていた通り、やはり商店街の活気
がなくなってしまっていて、私も寂しく感じています。

川崎さん：
大和商會の川崎と申します。 弊社は電気機械機器の卸
小売業で、平成 9年（1997 年）まで上市町に会社と祖父
母の家がありました。 小学生の頃は、柳町商店街を毎
日、通学路として通っており、こうして振り返ってみる
と、商店街の風景が一番思い出されます。 柳町青柳商
店街は子ども心に本当に何でもあって、飲食店にはじ
まり、八百屋さん、パン屋さん、洋服屋さん、靴屋さ
ん・・・、仏壇仏具店もありました。 歩行者天国になっ
ていて、子どもたち数人で遊んでいたり、シルバーカー
を押したおばあちゃんがお店の人と話し込んでいる姿
など、そういう風景を毎日見ていました。 そこに行け
ば何でも手に入る、老若男女が集まれる場所だったな
と思います。 あとは高城さんと同じく、私もちょうさ
祭りや銭形まつりが大好きで毎年行っていました。

長船さん：
みとよ青年会議所の理事長で、西讃観光サービスの常
務取締役をしています。 私は自他共に認める観音寺大
好き人間です。 思い出というと、曽祖父が 100 歳まで
長寿を全うしたのですが、ほぼ毎日のように自転車で
「ちょっと街へ行ってくるわ」と出かけていました。 そ
の街というのが商店街のことで、ウインドウショッピ
ングをしたり、買い物をしたりしていました。 私自身
も商店街に都会的な雰囲気を感じていました。 また、
父親も JC（青年会議所）に所属していて、有明浜に砂の
像を作るイベントなどをしていましたが、子ども心に
も、あの世代の方々は生き生きとしていたと感じてい
ました。 あと、部活で琴弾八幡さんの石段をダッシュ
して駆け上っていたことや有明浜で好きな女の子に
告白したりしたことなど、町のいろんなところにいろ
んな思い出スポットがあります。

奥田進行役：
大学からしばらく県外で過ごされた方もいらっしゃ
いますが、やはり一番多感な頃に観音寺で過ごした思
い出は鮮明に覚えていらっしゃいますね。

業種ごとの現状と課題

奥田進行役：
皆さんの仕事についてお伺いします。 それぞれの業界
の現状と課題についてお願いします。

高城さん：
弁護士ということで少しマニアックな話になります
が、私は現在、観音寺市内に 8人いる弁護士の一人で
す。 十数年前は一人しかいなかったのですが、その後
8 人にまで増えました。 東京であれば、特許専門とか
医療専門、刑事専門などありますが、地方では何でも
できる人が求められる傾向にあります。
　課題として感じているのは、観音寺に弁護士がいる
こと自体知らないという方、またどういう時に弁護士
に相談すればいいか分からないという方がまだ多い
ことです。 弁護士としての存在や役割を、もっと積極
的に発信すべきと感じています。 なかなか実行できて
いないのですが・・・。
　また、裁判では現在も、FAXやメールでの提出は不
可で裁判所に直接提出しなければならない書類が多
い上、基本的に裁判所に実際に出頭する必要があるな
ど、他に比べてＩＴ化が遅れている、その結果依頼者
の方の負担も大きいままであると感じています。 現
在、コロナの影響もあって少しずつ改善されています
が、弁護士側からもより裁判のＩＴ化を求め、依頼者
の方にとってより利用しやすいものにしていかなけ
ればと考えています。
　観音寺に帰ってきた理由としては、他県で結婚し、
いずれ子育てをと考えた時に、観音寺が一番よいと考

えたからです。 治安が良いこと、温暖な気候で雨もあ
まり降らず、災害が少ないこと、公的教育が充実して
いることなどが主な要因です。 夫は他県出身なのです
が、それなりに気に入ってくれており安心しています。

川崎さん：
私は大学、就職と８年間東京で過ごしましたが、やは
り生まれ育った観音寺が好きなこと、祖父から父へと
受継がれた会社を私も一緒に手伝いたい。 という思い
から帰って参りました。 弊社は前述の通り電気機械機
器の卸小売業ですが、私たちの業界も人口と同じく高
齢化と若者離れが進んでおります。 特にメンテナンス
や修理といった業務は土日に出勤することがある上、
危険、汚い、きついと呼ばれる３Kの職種で、若者が敬
遠する傾向があります。 就職しても、職人になるまで
には時間がかかるので途中で挫折し辞めてしまうな
ど、後継者が育たないことが業界の大きな問題となっ
ています。 昨今、自動化や機械化が進んでおりますが、
中小企業では資金的に導入が難しい面もありますし、
技術面でもまだ機械には置き換えられない実情があ
ります。 やはりまだ人間の知恵や技術が必要です。 メ
ンテナンスや何かあった時に駆けつけ修理を行う者
の存在や技術はなくてはならないのです。

長船さん：
私は大学卒業後、東京の金融機関に勤めていましたが、
5年目に入るころ、もうすぐ30歳を迎えるにあたって、
「いよいよ本格的に大人の世界に入っていくな」と感
じました。 自分自身が気力も体力も充実して仕事がで

きるのは 60 歳までと考えた時、実家が商売していた
こともあり、自分で商売をするのもやりがいがあるの
では、と決断して帰ってきました。 今の時代、地方に身
を置いていても都会にいるのと遜（そん）色なく業務
ができる、あるいは地方にいる方がある部分アドバン
テージがあると感じたことも背景にあります。
　観光業にはインバウンドとアウトバウンドの２つの
側面があります。 インバウンドは外国人だけでなく、
日本国内からこの地域に来ていただくことも含まれま
す。 アウトバウンドはエリアの人口が減ると対象とな
るお客さんが減少しますが、インバウンドに関しては
日本中の各地、世界中の各地から来ていただく仕掛け
づくりをすれば需要が見込めます。 ただ、インフラ面
では京都のようにはいかない。 新しく観光インフラに
参入するリスクを取れる企業は少ないと思うので、現
存するインフラ資源の魅力をいかに発信していくかが
大切です。 それに興味を持った人が「ここに泊まりた
い」「これを食べたい、買いたい」と思ってもらう仕掛け
づくりができるかどうかだと思っています。 観光業を
インバウンド中心に組み立てようと思ったら、個々の
アイデアよりも、「この地域はこの方向で行こう」と合
意形成し、大きな枠組みを作る必要があると思います。 

林さん：
私はほぼ観音寺から出ていないのですが、大学卒業
後、徳島で修業をしました。 実家を継ぐことになった
ことの一つのきっかけはゼミの先生からカーテンの
仕事を勧められたことです。 私は商売が好きだったこ
ともあって、カーテンの仕事に就こうと思ったのです
が、父親が「まだ家では働かさない」と。 そのような時
に、今の店のモデルとなった、いろいろ教えていただ
いた店が徳島にあり、ちょうど従業員を探していたの
で、「鍛えてもらいなさい」と徳島に送り出されまし
た。 皆さんと違って、もともと家を継ぐことを決めた
上で観音寺を出た形でした。
　業界の現状・問題点は資材の高騰です。 建設業はみ
んな同じ環境だと思いますが、3年前に 2000 万円だっ
た家が今は 2800 万円かかる。 それくらい材料費が上
がってしまっているのですが、そうなると家を建てよ
うという人が減ってくるのでは、という危機感を持って
います。 もう一つは職人の高齢化です。 バブルの頃は内
装屋さんにも５～６人の職人がいました。 そこで一人

前にしてもらって独立するというのが形だったのです
が、今はどこも自分の食い扶持を稼ぐので精一杯。 そう
なると、一人親方ばかりで、高齢化も進む一方です。 若
い人たちは土日休みや社会保険への加入を優先させた
り、「安定」を望む傾向にあるので、職人の道を選ばない。 
時代の流れというか、考え方の違いを感じています。

地域の課題

奥田進行役：
観音寺市の現状について資料を見てみると、人口減
少、高齢化が進んでいることがわかります。 それに
伴って商店や企業の数も減っています。 第一次産業が
減って第三次産業が増えていますが、第一次産業も野
菜ではレタスやネギ、玉ねぎなどの生産量は県下では
断トツ１位で、漁業もイリコのおかげで１位です。 先
人が残してくれた産業がバランスよく残っている気
がしますが、皆さんはどう思われますか？

長船さん：
ネガティブな話になるかもしれませんが、食品加工業
ではかつてすごいトップランナーがいて、それに引っ
張られる形で周辺業種が多かったと思います。 今の事
業者数や出荷額などはその名残であって、10 年後、現
状を維持するだけでは右肩下がりになっている可能
性が高いと思います。 やはり、新しい分野や新しい産
業の育成が大切ではないでしょうか。 例えば、食品加
工業でも売り先を他に確保するとか、農業などもイチ
ゴやキウイなどの新しい品種に挑戦するなど、「次」を
考えた時、何か違うことにチャレンジすることが課題
ではないかと感じています。

川崎さん：
私はもっと地元企業の活用促進をしていくべきだと
思います。 地元企業の設備や資材調達はもちろんのこ
と、企業誘致で来てくださった企業や観音寺に社屋や
工場を建ててくださった県外企業も雇用にとどまら
ず、設備や資材調達で地元企業を使っていただければ
と思います。 現在は、全体的にいろいろなものを地元
で調達するという意識が低いと感じています。 その土
地、その地域でヒト・モノ・カネを回してほしいです。

長船さん：
誘致して来ている企業は固定資産税を含め、企業にメ
リットがあるから来ているだけで、地元貢献の意識は
薄いと思います。 行政は優良企業誘致に注力していま
すが、やはり「調達」という部分で地元を使ってもらわ
ないと・・・。

川崎さん：
企業誘致を雇用のスポットで終わらせるのではなく、
調達先も考えて長いスパンでヒト・モノ・カネを回
していけたらと思います。

奥田進行役：
地元の私たちも、地域外の会社よりも優れた技術や
サービス、価格競争力、またはその組み合わせを持つ
努力をする必要があります。

長船さん：
商工会議所設立の趣旨でもある「共存共栄」という
キーワードがありましたが、その部分の意識が少し薄
れてきているのかもしれません。 昔は地元の名士が町
のためにとやっていたことが、今はどこも自社を何と
か立ち行かせることで精いっぱいで、余裕がない感じ
です。 私自身、「進歩発達」のためにもっと奮起しない
といけないと感じていますが、商工会議所の設立の精
神をもう一度噛みしめるべきだと思います。
　物品を購入する時、若い人たちはネットで買うこと
がよくあると思いますが、中には信頼性の低い業者も

いて、値段は安いけれど品質も物も悪いというケース
もあります。 でも、顔見知りなら信頼感もあるので、そ
ういう意味でも地元購買をしてほしいと思います。

川崎さん：
ネット販売との価格差はあるかもしれません。 しかし、
それを埋めるようなアフターフォローなどの付加価値
を付けることで、地元企業を選んでもらえる、買っても
らえるようにしたいです。 商工会議所には、例えばです
が、地元で購入したら企業に優良ポイントや特典が付く
ようなシステムなどの開発とか。 伴走型支援の面は実
感できているので、今度は地元のヒト・モノ・カネを回
す仕組みづくりの支援をしていただきたいと思います。

長船さん：
基本的には地元の方々に、手の届く範囲で使っていた
だきたいのですが、どのように啓蒙啓発をしていくか
も課題です。

高城さん：
人口減少、高齢化のお話がありましたが、やはりこれに
どう対応するか、どう若者や子どもの世代つまりは子
育て世帯を増やすかという課題があると思います。
　現在私は観音寺で保育園児２人を育てていますが、
観音寺は、子育て世帯にとってもとても過ごしやすい
ところだと思います。 待機児童の問題もあまりありま
せんし、定員が限られてはいるものの、三豊総合病院で
病児保育も実施してもらっています。 本当は親が看護
できればよいのですが、有給等がない自営業者として
は病児保育が利用できるととても助かります。 第２子
以降の保育料だけでなく、チャイルドシートやおむつ
購入に対する市からの補助もあります。 ただ、それが
まだ十分外部に伝わりきっていない気がします。
　子育て環境が整っていることを発信する方法として
は、SNSなどの利用もあるでしょうが、子育て関係のイ
ベントを開催するという方法もあると思います。 それ
がニュースになれば、ああ、この地域ではこんな子育て
イベントがあるんだ、という事実だけでなく、この地域
は子育てを応援する土壌、雰囲気があるんだ、という
メッセージにもなると思いますので。 そこで観音寺に
興味を持ってもらえれば、自ら子育て環境を調べるよ
うになり、その結果魅力も伝わるかと思います。

　神奈川で暮らしている妹と、子育て環境のことで話
になることも多いのですが、よく妹から子育て環境の
充実ぶりについてうらやましがられます。 ただ、うら
やましがられつつ、ではなぜ地元に戻ってこないの
か、神奈川やなど他地域に出てしまったままなのかと
いうと、一番は雇用の問題のようです。 確かに都会に
比べれば有名企業は少ないかもしれませんが、企業規
模や企業名にこだわらず、お互い中身を見た良いマッ
チングができれば良いのかな、と思っています。

林さん：
商店街があった頃は、皆近所の商店で買い物をしたり
していましたが、今は大型スーパーやインターネット
の普及で、近所で買い物をする機会が少なくなってき
たと思います。 高齢化が進み、年配の方々が買い物す
るにも大変になってきているため、地元の企業がもっ
と頑張って大手にも負けないサービス等の確立がで
きれば良いかなと思います。

観音寺にどのような種をまくか、何を残すか

奥田進行役：
観音寺の現状を確認したところで、将来何を残してい
くか、どうありたいか考えていただきたいと思いま
す。 デジタル田園都市を目指す観音寺市としては、コ
ロナ禍でワーケーションにも注目が集まっている今
はピンチであり大チャンス。 山あり、海ありのロケー
ションの観音寺を成功事例にできたらと思います。 

ただ、就職面を考えると、中小企業でもいい会社はた
くさんあるのですが、それがなかなか採用に結びつい
ていないように感じます。

長船さん：
従来はいい大学に入って、いい会社に入れば成功だった
のが、それが必ずしも成功パターンではなくなってきて
います。 また、働き方改革で成果型の給与体系やダブル
ワークなど働き方も多様化しているので、今後は地域と
企業が接点を持っていかなければいけないと思います。

林さん：
仕事でいろいろな地域を見て思うことですが、観音寺
は分譲地が少ない。 企業誘致も必要ですが、定住人口
を増やすためにはまず、住む場所、住みたいと思う場
所が必要ではないかと思います。 高松市なら住宅が集
まって、その周辺に店が集まるという循環ができてい
ます。 人を誘致できるような分譲地を増やし、地元業
者を優先して利用するようなシステムをつくれば、地
域としてうまく回っていくような気がします。

奥田進行役：
空き家も多いので、貴重な瓦などを残したりするなど
リノベーションをうまく取り入れていけば。 柳町商店
街はかつてのメインストリートとは思えない状態で
すが、利便性はいいので、昭和レトロな感じを生かし
てアーケードを復活したりすれば、またかつてのにぎ
わいが戻ってくるのかもしれません。

長船さん：
どのような種をまくかという点では、観音寺は閉鎖
的・排他的と言われがちですが、本来は進歩と発達、
先進的な地域だったと思います。  JC も四国で 2 番目
にできたほどです。 西讃随一の商工業都市だったので
あれば、小規模事業者が多いことをネガティブにとら
えずに、新しいことを考えていくことが必要です。 
新規事業者をどれくらい呼び込めるか、どのよう
な支援ができるのかを考えていかなければなら
ないと思います。 現状維持では衰退していくの
で、新しいことにチャレンジしてく町にしていき
たい。 勢いのある地域では、トライアンドエラー
を許容するトレンドがあるような気がします。 

量的な価値を追求するよりも、質的な価値を追求して
持続的な発展を遂げたいと考えます。 もちろん、種を
まくという意味ではそれを実践していくのは私たち
のような若い世代である必要があると思います。

川崎さん：
地域や業種の枠を超えて新規事業を応援していくよ
うな土壌づくりをしていかなければいけないですね。

長船さん：
あらゆるものに対して地産地消をしていく発想は大
切にしていきたいです。 自分たちが笑顔で商売を続け
ていれば、子どもたちも継承していってくれるかもし
れません。

高城さん：
私は地元でお世話になっているのだから買い物は地
元でするような、何か観音寺のためになるような意識
付けを自分や家族で取り組んでいきたいと思います。 
その意識をどんどん広げていけたらいいな、と思いま
す。 また、子育て中ということもあり、子育て関連のイ
ベントや情報は比較的入って来やすいのですが、それ
を生かし、他地域で良い取り組みがあれば、観音寺で
も同じような取り組みができないか、提案・発言等を
していきたいと思っています。

川崎さん：
2030 年問題も重要だと思っています。 2030 年まであと
8 年。 高齢者に優しい地域かというとそうでもない。 買
い物難民も多いし、介護している人にとっても不便な面
があります。 乗り合いバス、特にコロナウイルスワクチン
接種にかかるバス運賃の無料化やタクシー配達代行支
援事業「DELI DELI 200」はすごくいい企画だと思いま
すが、高齢者は知らなかったり、ハードルが高い気がし
てあまり使ってもらえていない。 周知方法などを考え、
もっと高齢者の暮らしやすさを考えることが大切ではな
いかと思います。 健康で自分のことが自分でできる高
齢者を増やすような地域づくりも必要だと思います。

奥田進行役：
商工会議所に期待することは。

長船さん：
商工会議所には SNSなどをうまく活用して、情報発信
の起点になると同時に、先進的な取り組み事例も含め
て、ビジネス環境の基盤となる有益な知見を私たちに
示唆してくれる存在であってほしいです。

高城さん：
同じくです。 商工会議所のサポート制度や情報発信に
はいつも助けられています。 今後も期待しています。

川崎さん：
商売の町の支柱役として、今後もいろいろな企画をし
ていただきたいと思います。 そして、我々地元企業も
それに協力して参りましょう！

林さん：
私が期待することはやはり、県や市へさまざまな提言
を行っていただくことです。 日本商工会議所青年部も
毎年、親会に政策提言書を手渡し、国に対して政策提
言を行っております。 商工会議所青年部は、業種の垣
根を越えて活動ができる素晴らしい組織です。
　われわれ青年部も来年度以降、その立ち位置を活か
し幅広い世代、業種の方々の声を拾いながら、また同
時に佐伯市長をはじめ市議会、市職員の皆さまと意見
交換等をさせていただきながら、より良い観音寺市に
なるよう未来志向の政策提言を行ってまいりたいと
考えております。
　また、これを一過性ではなく、継続させていくこと
で、青年部の活動を見ていただけると共に、若い経営
者や地域のリーダーの発掘に繋がると考えます。 今後
とも、商工会議所と商工会議所青年部がうまく連携し
て、観音寺の街をより良くしていきたいと思いますの
で、お力添えのほどよろしくお願いいたします。

生まれ育った観音寺の思い出

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年を記念して座談
会を開催いたします。 お集まりいただいた 4 名の皆さ
ん、ありがとうございます。 この座談会に先立ち、先
日、浜田恵造知事と佐伯明浩市長、守谷通会頭の 3人
に観音寺商工会議所が今後果たすべき役割や観音寺
市の将来像について鼎談していただきました。 それを
受けて、本日は若手リーダーの皆さんが考える観音寺
市の未来について、活発な意見交換ができればと思っ
ています。
　まずは自己紹介と、生まれ育った観音寺の思い出な
どをお聞かせください。

林さん：
現在、観音寺商工会議所青年部の会長をしています。 

勤務先は指寅タンス店で、道路拡張に伴って事務所を
中心市街地に移転しました。 幼少期の思い出はやはり
商店街のアーケードです。 商店街はすごく活気があっ
て、商店街の中ですべてが揃っていたような気がしま
す。 アーケードがなくなってしまった今、高松などよ
そのアーケードを見ると懐かしいと感じますし、現在
の商店街を見ると寂しい気持ちもあります。 街中で商
売をしていることもありますが、もっと街を活性化で
きたらいいな、と思っています。

高城さん：
弁護士をしています。 大学から東京に出て、就職も東京
で、その後秋田や福岡などに転勤し、結婚を機に 5年前
に観音寺に戻ってきました。 観音寺の思い出というと、
やはりお祭りです。 銭形まつりには毎年、踊りに参加し
ていましたし、秋祭りも友達と必ず行っていました。
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観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。

大学から帰ってきた時、銭形まつりの踊りがなくなっ
ていることを知って、かなりショックを受けました。 
林さんもおっしゃっていた通り、やはり商店街の活気
がなくなってしまっていて、私も寂しく感じています。

川崎さん：
大和商會の川崎と申します。 弊社は電気機械機器の卸
小売業で、平成 9年（1997 年）まで上市町に会社と祖父
母の家がありました。 小学生の頃は、柳町商店街を毎
日、通学路として通っており、こうして振り返ってみる
と、商店街の風景が一番思い出されます。 柳町青柳商
店街は子ども心に本当に何でもあって、飲食店にはじ
まり、八百屋さん、パン屋さん、洋服屋さん、靴屋さ
ん・・・、仏壇仏具店もありました。 歩行者天国になっ
ていて、子どもたち数人で遊んでいたり、シルバーカー
を押したおばあちゃんがお店の人と話し込んでいる姿
など、そういう風景を毎日見ていました。 そこに行け
ば何でも手に入る、老若男女が集まれる場所だったな
と思います。 あとは高城さんと同じく、私もちょうさ
祭りや銭形まつりが大好きで毎年行っていました。

長船さん：
みとよ青年会議所の理事長で、西讃観光サービスの常
務取締役をしています。 私は自他共に認める観音寺大
好き人間です。 思い出というと、曽祖父が 100 歳まで
長寿を全うしたのですが、ほぼ毎日のように自転車で
「ちょっと街へ行ってくるわ」と出かけていました。 そ
の街というのが商店街のことで、ウインドウショッピ
ングをしたり、買い物をしたりしていました。 私自身
も商店街に都会的な雰囲気を感じていました。 また、
父親も JC（青年会議所）に所属していて、有明浜に砂の
像を作るイベントなどをしていましたが、子ども心に
も、あの世代の方々は生き生きとしていたと感じてい
ました。 あと、部活で琴弾八幡さんの石段をダッシュ
して駆け上っていたことや有明浜で好きな女の子に
告白したりしたことなど、町のいろんなところにいろ
んな思い出スポットがあります。

奥田進行役：
大学からしばらく県外で過ごされた方もいらっしゃ
いますが、やはり一番多感な頃に観音寺で過ごした思
い出は鮮明に覚えていらっしゃいますね。

業種ごとの現状と課題

奥田進行役：
皆さんの仕事についてお伺いします。 それぞれの業界
の現状と課題についてお願いします。

高城さん：
弁護士ということで少しマニアックな話になります
が、私は現在、観音寺市内に 8人いる弁護士の一人で
す。 十数年前は一人しかいなかったのですが、その後
8 人にまで増えました。 東京であれば、特許専門とか
医療専門、刑事専門などありますが、地方では何でも
できる人が求められる傾向にあります。
　課題として感じているのは、観音寺に弁護士がいる
こと自体知らないという方、またどういう時に弁護士
に相談すればいいか分からないという方がまだ多い
ことです。 弁護士としての存在や役割を、もっと積極
的に発信すべきと感じています。 なかなか実行できて
いないのですが・・・。
　また、裁判では現在も、FAXやメールでの提出は不
可で裁判所に直接提出しなければならない書類が多
い上、基本的に裁判所に実際に出頭する必要があるな
ど、他に比べてＩＴ化が遅れている、その結果依頼者
の方の負担も大きいままであると感じています。 現
在、コロナの影響もあって少しずつ改善されています
が、弁護士側からもより裁判のＩＴ化を求め、依頼者
の方にとってより利用しやすいものにしていかなけ
ればと考えています。
　観音寺に帰ってきた理由としては、他県で結婚し、
いずれ子育てをと考えた時に、観音寺が一番よいと考

えたからです。 治安が良いこと、温暖な気候で雨もあ
まり降らず、災害が少ないこと、公的教育が充実して
いることなどが主な要因です。 夫は他県出身なのです
が、それなりに気に入ってくれており安心しています。

川崎さん：
私は大学、就職と８年間東京で過ごしましたが、やは
り生まれ育った観音寺が好きなこと、祖父から父へと
受継がれた会社を私も一緒に手伝いたい。 という思い
から帰って参りました。 弊社は前述の通り電気機械機
器の卸小売業ですが、私たちの業界も人口と同じく高
齢化と若者離れが進んでおります。 特にメンテナンス
や修理といった業務は土日に出勤することがある上、
危険、汚い、きついと呼ばれる３Kの職種で、若者が敬
遠する傾向があります。 就職しても、職人になるまで
には時間がかかるので途中で挫折し辞めてしまうな
ど、後継者が育たないことが業界の大きな問題となっ
ています。 昨今、自動化や機械化が進んでおりますが、
中小企業では資金的に導入が難しい面もありますし、
技術面でもまだ機械には置き換えられない実情があ
ります。 やはりまだ人間の知恵や技術が必要です。 メ
ンテナンスや何かあった時に駆けつけ修理を行う者
の存在や技術はなくてはならないのです。

長船さん：
私は大学卒業後、東京の金融機関に勤めていましたが、
5年目に入るころ、もうすぐ30歳を迎えるにあたって、
「いよいよ本格的に大人の世界に入っていくな」と感
じました。 自分自身が気力も体力も充実して仕事がで

きるのは 60 歳までと考えた時、実家が商売していた
こともあり、自分で商売をするのもやりがいがあるの
では、と決断して帰ってきました。 今の時代、地方に身
を置いていても都会にいるのと遜（そん）色なく業務
ができる、あるいは地方にいる方がある部分アドバン
テージがあると感じたことも背景にあります。
　観光業にはインバウンドとアウトバウンドの２つの
側面があります。 インバウンドは外国人だけでなく、
日本国内からこの地域に来ていただくことも含まれま
す。 アウトバウンドはエリアの人口が減ると対象とな
るお客さんが減少しますが、インバウンドに関しては
日本中の各地、世界中の各地から来ていただく仕掛け
づくりをすれば需要が見込めます。 ただ、インフラ面
では京都のようにはいかない。 新しく観光インフラに
参入するリスクを取れる企業は少ないと思うので、現
存するインフラ資源の魅力をいかに発信していくかが
大切です。 それに興味を持った人が「ここに泊まりた
い」「これを食べたい、買いたい」と思ってもらう仕掛け
づくりができるかどうかだと思っています。 観光業を
インバウンド中心に組み立てようと思ったら、個々の
アイデアよりも、「この地域はこの方向で行こう」と合
意形成し、大きな枠組みを作る必要があると思います。 

林さん：
私はほぼ観音寺から出ていないのですが、大学卒業
後、徳島で修業をしました。 実家を継ぐことになった
ことの一つのきっかけはゼミの先生からカーテンの
仕事を勧められたことです。 私は商売が好きだったこ
ともあって、カーテンの仕事に就こうと思ったのです
が、父親が「まだ家では働かさない」と。 そのような時
に、今の店のモデルとなった、いろいろ教えていただ
いた店が徳島にあり、ちょうど従業員を探していたの
で、「鍛えてもらいなさい」と徳島に送り出されまし
た。 皆さんと違って、もともと家を継ぐことを決めた
上で観音寺を出た形でした。
　業界の現状・問題点は資材の高騰です。 建設業はみ
んな同じ環境だと思いますが、3年前に 2000 万円だっ
た家が今は 2800 万円かかる。 それくらい材料費が上
がってしまっているのですが、そうなると家を建てよ
うという人が減ってくるのでは、という危機感を持って
います。 もう一つは職人の高齢化です。 バブルの頃は内
装屋さんにも５～６人の職人がいました。 そこで一人

前にしてもらって独立するというのが形だったのです
が、今はどこも自分の食い扶持を稼ぐので精一杯。 そう
なると、一人親方ばかりで、高齢化も進む一方です。 若
い人たちは土日休みや社会保険への加入を優先させた
り、「安定」を望む傾向にあるので、職人の道を選ばない。 
時代の流れというか、考え方の違いを感じています。

地域の課題

奥田進行役：
観音寺市の現状について資料を見てみると、人口減
少、高齢化が進んでいることがわかります。 それに
伴って商店や企業の数も減っています。 第一次産業が
減って第三次産業が増えていますが、第一次産業も野
菜ではレタスやネギ、玉ねぎなどの生産量は県下では
断トツ１位で、漁業もイリコのおかげで１位です。 先
人が残してくれた産業がバランスよく残っている気
がしますが、皆さんはどう思われますか？

長船さん：
ネガティブな話になるかもしれませんが、食品加工業
ではかつてすごいトップランナーがいて、それに引っ
張られる形で周辺業種が多かったと思います。 今の事
業者数や出荷額などはその名残であって、10 年後、現
状を維持するだけでは右肩下がりになっている可能
性が高いと思います。 やはり、新しい分野や新しい産
業の育成が大切ではないでしょうか。 例えば、食品加
工業でも売り先を他に確保するとか、農業などもイチ
ゴやキウイなどの新しい品種に挑戦するなど、「次」を
考えた時、何か違うことにチャレンジすることが課題
ではないかと感じています。

川崎さん：
私はもっと地元企業の活用促進をしていくべきだと
思います。 地元企業の設備や資材調達はもちろんのこ
と、企業誘致で来てくださった企業や観音寺に社屋や
工場を建ててくださった県外企業も雇用にとどまら
ず、設備や資材調達で地元企業を使っていただければ
と思います。 現在は、全体的にいろいろなものを地元
で調達するという意識が低いと感じています。 その土
地、その地域でヒト・モノ・カネを回してほしいです。

長船さん：
誘致して来ている企業は固定資産税を含め、企業にメ
リットがあるから来ているだけで、地元貢献の意識は
薄いと思います。 行政は優良企業誘致に注力していま
すが、やはり「調達」という部分で地元を使ってもらわ
ないと・・・。

川崎さん：
企業誘致を雇用のスポットで終わらせるのではなく、
調達先も考えて長いスパンでヒト・モノ・カネを回
していけたらと思います。

奥田進行役：
地元の私たちも、地域外の会社よりも優れた技術や
サービス、価格競争力、またはその組み合わせを持つ
努力をする必要があります。

長船さん：
商工会議所設立の趣旨でもある「共存共栄」という
キーワードがありましたが、その部分の意識が少し薄
れてきているのかもしれません。 昔は地元の名士が町
のためにとやっていたことが、今はどこも自社を何と
か立ち行かせることで精いっぱいで、余裕がない感じ
です。 私自身、「進歩発達」のためにもっと奮起しない
といけないと感じていますが、商工会議所の設立の精
神をもう一度噛みしめるべきだと思います。
　物品を購入する時、若い人たちはネットで買うこと
がよくあると思いますが、中には信頼性の低い業者も

いて、値段は安いけれど品質も物も悪いというケース
もあります。 でも、顔見知りなら信頼感もあるので、そ
ういう意味でも地元購買をしてほしいと思います。

川崎さん：
ネット販売との価格差はあるかもしれません。 しかし、
それを埋めるようなアフターフォローなどの付加価値
を付けることで、地元企業を選んでもらえる、買っても
らえるようにしたいです。 商工会議所には、例えばです
が、地元で購入したら企業に優良ポイントや特典が付く
ようなシステムなどの開発とか。 伴走型支援の面は実
感できているので、今度は地元のヒト・モノ・カネを回
す仕組みづくりの支援をしていただきたいと思います。

長船さん：
基本的には地元の方々に、手の届く範囲で使っていた
だきたいのですが、どのように啓蒙啓発をしていくか
も課題です。

高城さん：
人口減少、高齢化のお話がありましたが、やはりこれに
どう対応するか、どう若者や子どもの世代つまりは子
育て世帯を増やすかという課題があると思います。
　現在私は観音寺で保育園児２人を育てていますが、
観音寺は、子育て世帯にとってもとても過ごしやすい
ところだと思います。 待機児童の問題もあまりありま
せんし、定員が限られてはいるものの、三豊総合病院で
病児保育も実施してもらっています。 本当は親が看護
できればよいのですが、有給等がない自営業者として
は病児保育が利用できるととても助かります。 第２子
以降の保育料だけでなく、チャイルドシートやおむつ
購入に対する市からの補助もあります。 ただ、それが
まだ十分外部に伝わりきっていない気がします。
　子育て環境が整っていることを発信する方法として
は、SNSなどの利用もあるでしょうが、子育て関係のイ
ベントを開催するという方法もあると思います。 それ
がニュースになれば、ああ、この地域ではこんな子育て
イベントがあるんだ、という事実だけでなく、この地域
は子育てを応援する土壌、雰囲気があるんだ、という
メッセージにもなると思いますので。 そこで観音寺に
興味を持ってもらえれば、自ら子育て環境を調べるよ
うになり、その結果魅力も伝わるかと思います。

　神奈川で暮らしている妹と、子育て環境のことで話
になることも多いのですが、よく妹から子育て環境の
充実ぶりについてうらやましがられます。 ただ、うら
やましがられつつ、ではなぜ地元に戻ってこないの
か、神奈川やなど他地域に出てしまったままなのかと
いうと、一番は雇用の問題のようです。 確かに都会に
比べれば有名企業は少ないかもしれませんが、企業規
模や企業名にこだわらず、お互い中身を見た良いマッ
チングができれば良いのかな、と思っています。

林さん：
商店街があった頃は、皆近所の商店で買い物をしたり
していましたが、今は大型スーパーやインターネット
の普及で、近所で買い物をする機会が少なくなってき
たと思います。 高齢化が進み、年配の方々が買い物す
るにも大変になってきているため、地元の企業がもっ
と頑張って大手にも負けないサービス等の確立がで
きれば良いかなと思います。

観音寺にどのような種をまくか、何を残すか

奥田進行役：
観音寺の現状を確認したところで、将来何を残してい
くか、どうありたいか考えていただきたいと思いま
す。 デジタル田園都市を目指す観音寺市としては、コ
ロナ禍でワーケーションにも注目が集まっている今
はピンチであり大チャンス。 山あり、海ありのロケー
ションの観音寺を成功事例にできたらと思います。 

ただ、就職面を考えると、中小企業でもいい会社はた
くさんあるのですが、それがなかなか採用に結びつい
ていないように感じます。

長船さん：
従来はいい大学に入って、いい会社に入れば成功だった
のが、それが必ずしも成功パターンではなくなってきて
います。 また、働き方改革で成果型の給与体系やダブル
ワークなど働き方も多様化しているので、今後は地域と
企業が接点を持っていかなければいけないと思います。

林さん：
仕事でいろいろな地域を見て思うことですが、観音寺
は分譲地が少ない。 企業誘致も必要ですが、定住人口
を増やすためにはまず、住む場所、住みたいと思う場
所が必要ではないかと思います。 高松市なら住宅が集
まって、その周辺に店が集まるという循環ができてい
ます。 人を誘致できるような分譲地を増やし、地元業
者を優先して利用するようなシステムをつくれば、地
域としてうまく回っていくような気がします。

奥田進行役：
空き家も多いので、貴重な瓦などを残したりするなど
リノベーションをうまく取り入れていけば。 柳町商店
街はかつてのメインストリートとは思えない状態で
すが、利便性はいいので、昭和レトロな感じを生かし
てアーケードを復活したりすれば、またかつてのにぎ
わいが戻ってくるのかもしれません。

長船さん：
どのような種をまくかという点では、観音寺は閉鎖
的・排他的と言われがちですが、本来は進歩と発達、
先進的な地域だったと思います。  JC も四国で 2 番目
にできたほどです。 西讃随一の商工業都市だったので
あれば、小規模事業者が多いことをネガティブにとら
えずに、新しいことを考えていくことが必要です。 
新規事業者をどれくらい呼び込めるか、どのよう
な支援ができるのかを考えていかなければなら
ないと思います。 現状維持では衰退していくの
で、新しいことにチャレンジしてく町にしていき
たい。 勢いのある地域では、トライアンドエラー
を許容するトレンドがあるような気がします。 

量的な価値を追求するよりも、質的な価値を追求して
持続的な発展を遂げたいと考えます。 もちろん、種を
まくという意味ではそれを実践していくのは私たち
のような若い世代である必要があると思います。

川崎さん：
地域や業種の枠を超えて新規事業を応援していくよ
うな土壌づくりをしていかなければいけないですね。

長船さん：
あらゆるものに対して地産地消をしていく発想は大
切にしていきたいです。 自分たちが笑顔で商売を続け
ていれば、子どもたちも継承していってくれるかもし
れません。

高城さん：
私は地元でお世話になっているのだから買い物は地
元でするような、何か観音寺のためになるような意識
付けを自分や家族で取り組んでいきたいと思います。 
その意識をどんどん広げていけたらいいな、と思いま
す。 また、子育て中ということもあり、子育て関連のイ
ベントや情報は比較的入って来やすいのですが、それ
を生かし、他地域で良い取り組みがあれば、観音寺で
も同じような取り組みができないか、提案・発言等を
していきたいと思っています。

川崎さん：
2030 年問題も重要だと思っています。 2030 年まであと
8 年。 高齢者に優しい地域かというとそうでもない。 買
い物難民も多いし、介護している人にとっても不便な面
があります。 乗り合いバス、特にコロナウイルスワクチン
接種にかかるバス運賃の無料化やタクシー配達代行支
援事業「DELI DELI 200」はすごくいい企画だと思いま
すが、高齢者は知らなかったり、ハードルが高い気がし
てあまり使ってもらえていない。 周知方法などを考え、
もっと高齢者の暮らしやすさを考えることが大切ではな
いかと思います。 健康で自分のことが自分でできる高
齢者を増やすような地域づくりも必要だと思います。

奥田進行役：
商工会議所に期待することは。

長船さん：
商工会議所には SNSなどをうまく活用して、情報発信
の起点になると同時に、先進的な取り組み事例も含め
て、ビジネス環境の基盤となる有益な知見を私たちに
示唆してくれる存在であってほしいです。

高城さん：
同じくです。 商工会議所のサポート制度や情報発信に
はいつも助けられています。 今後も期待しています。

川崎さん：
商売の町の支柱役として、今後もいろいろな企画をし
ていただきたいと思います。 そして、我々地元企業も
それに協力して参りましょう！

林さん：
私が期待することはやはり、県や市へさまざまな提言
を行っていただくことです。 日本商工会議所青年部も
毎年、親会に政策提言書を手渡し、国に対して政策提
言を行っております。 商工会議所青年部は、業種の垣
根を越えて活動ができる素晴らしい組織です。
　われわれ青年部も来年度以降、その立ち位置を活か
し幅広い世代、業種の方々の声を拾いながら、また同
時に佐伯市長をはじめ市議会、市職員の皆さまと意見
交換等をさせていただきながら、より良い観音寺市に
なるよう未来志向の政策提言を行ってまいりたいと
考えております。
　また、これを一過性ではなく、継続させていくこと
で、青年部の活動を見ていただけると共に、若い経営
者や地域のリーダーの発掘に繋がると考えます。 今後
とも、商工会議所と商工会議所青年部がうまく連携し
て、観音寺の街をより良くしていきたいと思いますの
で、お力添えのほどよろしくお願いいたします。

生まれ育った観音寺の思い出

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年を記念して座談
会を開催いたします。 お集まりいただいた 4 名の皆さ
ん、ありがとうございます。 この座談会に先立ち、先
日、浜田恵造知事と佐伯明浩市長、守谷通会頭の 3人
に観音寺商工会議所が今後果たすべき役割や観音寺
市の将来像について鼎談していただきました。 それを
受けて、本日は若手リーダーの皆さんが考える観音寺
市の未来について、活発な意見交換ができればと思っ
ています。
　まずは自己紹介と、生まれ育った観音寺の思い出な
どをお聞かせください。

林さん：
現在、観音寺商工会議所青年部の会長をしています。 

勤務先は指寅タンス店で、道路拡張に伴って事務所を
中心市街地に移転しました。 幼少期の思い出はやはり
商店街のアーケードです。 商店街はすごく活気があっ
て、商店街の中ですべてが揃っていたような気がしま
す。 アーケードがなくなってしまった今、高松などよ
そのアーケードを見ると懐かしいと感じますし、現在
の商店街を見ると寂しい気持ちもあります。 街中で商
売をしていることもありますが、もっと街を活性化で
きたらいいな、と思っています。

高城さん：
弁護士をしています。 大学から東京に出て、就職も東京
で、その後秋田や福岡などに転勤し、結婚を機に 5年前
に観音寺に戻ってきました。 観音寺の思い出というと、
やはりお祭りです。 銭形まつりには毎年、踊りに参加し
ていましたし、秋祭りも友達と必ず行っていました。

高
城 

智
子 

さ
ん

75



観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。

大学から帰ってきた時、銭形まつりの踊りがなくなっ
ていることを知って、かなりショックを受けました。 
林さんもおっしゃっていた通り、やはり商店街の活気
がなくなってしまっていて、私も寂しく感じています。

川崎さん：
大和商會の川崎と申します。 弊社は電気機械機器の卸
小売業で、平成 9年（1997 年）まで上市町に会社と祖父
母の家がありました。 小学生の頃は、柳町商店街を毎
日、通学路として通っており、こうして振り返ってみる
と、商店街の風景が一番思い出されます。 柳町青柳商
店街は子ども心に本当に何でもあって、飲食店にはじ
まり、八百屋さん、パン屋さん、洋服屋さん、靴屋さ
ん・・・、仏壇仏具店もありました。 歩行者天国になっ
ていて、子どもたち数人で遊んでいたり、シルバーカー
を押したおばあちゃんがお店の人と話し込んでいる姿
など、そういう風景を毎日見ていました。 そこに行け
ば何でも手に入る、老若男女が集まれる場所だったな
と思います。 あとは高城さんと同じく、私もちょうさ
祭りや銭形まつりが大好きで毎年行っていました。

長船さん：
みとよ青年会議所の理事長で、西讃観光サービスの常
務取締役をしています。 私は自他共に認める観音寺大
好き人間です。 思い出というと、曽祖父が 100 歳まで
長寿を全うしたのですが、ほぼ毎日のように自転車で
「ちょっと街へ行ってくるわ」と出かけていました。 そ
の街というのが商店街のことで、ウインドウショッピ
ングをしたり、買い物をしたりしていました。 私自身
も商店街に都会的な雰囲気を感じていました。 また、
父親も JC（青年会議所）に所属していて、有明浜に砂の
像を作るイベントなどをしていましたが、子ども心に
も、あの世代の方々は生き生きとしていたと感じてい
ました。 あと、部活で琴弾八幡さんの石段をダッシュ
して駆け上っていたことや有明浜で好きな女の子に
告白したりしたことなど、町のいろんなところにいろ
んな思い出スポットがあります。

奥田進行役：
大学からしばらく県外で過ごされた方もいらっしゃ
いますが、やはり一番多感な頃に観音寺で過ごした思
い出は鮮明に覚えていらっしゃいますね。

業種ごとの現状と課題

奥田進行役：
皆さんの仕事についてお伺いします。 それぞれの業界
の現状と課題についてお願いします。

高城さん：
弁護士ということで少しマニアックな話になります
が、私は現在、観音寺市内に 8人いる弁護士の一人で
す。 十数年前は一人しかいなかったのですが、その後
8 人にまで増えました。 東京であれば、特許専門とか
医療専門、刑事専門などありますが、地方では何でも
できる人が求められる傾向にあります。
　課題として感じているのは、観音寺に弁護士がいる
こと自体知らないという方、またどういう時に弁護士
に相談すればいいか分からないという方がまだ多い
ことです。 弁護士としての存在や役割を、もっと積極
的に発信すべきと感じています。 なかなか実行できて
いないのですが・・・。
　また、裁判では現在も、FAXやメールでの提出は不
可で裁判所に直接提出しなければならない書類が多
い上、基本的に裁判所に実際に出頭する必要があるな
ど、他に比べてＩＴ化が遅れている、その結果依頼者
の方の負担も大きいままであると感じています。 現
在、コロナの影響もあって少しずつ改善されています
が、弁護士側からもより裁判のＩＴ化を求め、依頼者
の方にとってより利用しやすいものにしていかなけ
ればと考えています。
　観音寺に帰ってきた理由としては、他県で結婚し、
いずれ子育てをと考えた時に、観音寺が一番よいと考

えたからです。 治安が良いこと、温暖な気候で雨もあ
まり降らず、災害が少ないこと、公的教育が充実して
いることなどが主な要因です。 夫は他県出身なのです
が、それなりに気に入ってくれており安心しています。

川崎さん：
私は大学、就職と８年間東京で過ごしましたが、やは
り生まれ育った観音寺が好きなこと、祖父から父へと
受継がれた会社を私も一緒に手伝いたい。 という思い
から帰って参りました。 弊社は前述の通り電気機械機
器の卸小売業ですが、私たちの業界も人口と同じく高
齢化と若者離れが進んでおります。 特にメンテナンス
や修理といった業務は土日に出勤することがある上、
危険、汚い、きついと呼ばれる３Kの職種で、若者が敬
遠する傾向があります。 就職しても、職人になるまで
には時間がかかるので途中で挫折し辞めてしまうな
ど、後継者が育たないことが業界の大きな問題となっ
ています。 昨今、自動化や機械化が進んでおりますが、
中小企業では資金的に導入が難しい面もありますし、
技術面でもまだ機械には置き換えられない実情があ
ります。 やはりまだ人間の知恵や技術が必要です。 メ
ンテナンスや何かあった時に駆けつけ修理を行う者
の存在や技術はなくてはならないのです。

長船さん：
私は大学卒業後、東京の金融機関に勤めていましたが、
5年目に入るころ、もうすぐ30歳を迎えるにあたって、
「いよいよ本格的に大人の世界に入っていくな」と感
じました。 自分自身が気力も体力も充実して仕事がで

きるのは 60 歳までと考えた時、実家が商売していた
こともあり、自分で商売をするのもやりがいがあるの
では、と決断して帰ってきました。 今の時代、地方に身
を置いていても都会にいるのと遜（そん）色なく業務
ができる、あるいは地方にいる方がある部分アドバン
テージがあると感じたことも背景にあります。
　観光業にはインバウンドとアウトバウンドの２つの
側面があります。 インバウンドは外国人だけでなく、
日本国内からこの地域に来ていただくことも含まれま
す。 アウトバウンドはエリアの人口が減ると対象とな
るお客さんが減少しますが、インバウンドに関しては
日本中の各地、世界中の各地から来ていただく仕掛け
づくりをすれば需要が見込めます。 ただ、インフラ面
では京都のようにはいかない。 新しく観光インフラに
参入するリスクを取れる企業は少ないと思うので、現
存するインフラ資源の魅力をいかに発信していくかが
大切です。 それに興味を持った人が「ここに泊まりた
い」「これを食べたい、買いたい」と思ってもらう仕掛け
づくりができるかどうかだと思っています。 観光業を
インバウンド中心に組み立てようと思ったら、個々の
アイデアよりも、「この地域はこの方向で行こう」と合
意形成し、大きな枠組みを作る必要があると思います。 

林さん：
私はほぼ観音寺から出ていないのですが、大学卒業
後、徳島で修業をしました。 実家を継ぐことになった
ことの一つのきっかけはゼミの先生からカーテンの
仕事を勧められたことです。 私は商売が好きだったこ
ともあって、カーテンの仕事に就こうと思ったのです
が、父親が「まだ家では働かさない」と。 そのような時
に、今の店のモデルとなった、いろいろ教えていただ
いた店が徳島にあり、ちょうど従業員を探していたの
で、「鍛えてもらいなさい」と徳島に送り出されまし
た。 皆さんと違って、もともと家を継ぐことを決めた
上で観音寺を出た形でした。
　業界の現状・問題点は資材の高騰です。 建設業はみ
んな同じ環境だと思いますが、3年前に 2000 万円だっ
た家が今は 2800 万円かかる。 それくらい材料費が上
がってしまっているのですが、そうなると家を建てよ
うという人が減ってくるのでは、という危機感を持って
います。 もう一つは職人の高齢化です。 バブルの頃は内
装屋さんにも５～６人の職人がいました。 そこで一人

前にしてもらって独立するというのが形だったのです
が、今はどこも自分の食い扶持を稼ぐので精一杯。 そう
なると、一人親方ばかりで、高齢化も進む一方です。 若
い人たちは土日休みや社会保険への加入を優先させた
り、「安定」を望む傾向にあるので、職人の道を選ばない。 
時代の流れというか、考え方の違いを感じています。

地域の課題

奥田進行役：
観音寺市の現状について資料を見てみると、人口減
少、高齢化が進んでいることがわかります。 それに
伴って商店や企業の数も減っています。 第一次産業が
減って第三次産業が増えていますが、第一次産業も野
菜ではレタスやネギ、玉ねぎなどの生産量は県下では
断トツ１位で、漁業もイリコのおかげで１位です。 先
人が残してくれた産業がバランスよく残っている気
がしますが、皆さんはどう思われますか？

長船さん：
ネガティブな話になるかもしれませんが、食品加工業
ではかつてすごいトップランナーがいて、それに引っ
張られる形で周辺業種が多かったと思います。 今の事
業者数や出荷額などはその名残であって、10 年後、現
状を維持するだけでは右肩下がりになっている可能
性が高いと思います。 やはり、新しい分野や新しい産
業の育成が大切ではないでしょうか。 例えば、食品加
工業でも売り先を他に確保するとか、農業などもイチ
ゴやキウイなどの新しい品種に挑戦するなど、「次」を
考えた時、何か違うことにチャレンジすることが課題
ではないかと感じています。

川崎さん：
私はもっと地元企業の活用促進をしていくべきだと
思います。 地元企業の設備や資材調達はもちろんのこ
と、企業誘致で来てくださった企業や観音寺に社屋や
工場を建ててくださった県外企業も雇用にとどまら
ず、設備や資材調達で地元企業を使っていただければ
と思います。 現在は、全体的にいろいろなものを地元
で調達するという意識が低いと感じています。 その土
地、その地域でヒト・モノ・カネを回してほしいです。

長船さん：
誘致して来ている企業は固定資産税を含め、企業にメ
リットがあるから来ているだけで、地元貢献の意識は
薄いと思います。 行政は優良企業誘致に注力していま
すが、やはり「調達」という部分で地元を使ってもらわ
ないと・・・。

川崎さん：
企業誘致を雇用のスポットで終わらせるのではなく、
調達先も考えて長いスパンでヒト・モノ・カネを回
していけたらと思います。

奥田進行役：
地元の私たちも、地域外の会社よりも優れた技術や
サービス、価格競争力、またはその組み合わせを持つ
努力をする必要があります。

長船さん：
商工会議所設立の趣旨でもある「共存共栄」という
キーワードがありましたが、その部分の意識が少し薄
れてきているのかもしれません。 昔は地元の名士が町
のためにとやっていたことが、今はどこも自社を何と
か立ち行かせることで精いっぱいで、余裕がない感じ
です。 私自身、「進歩発達」のためにもっと奮起しない
といけないと感じていますが、商工会議所の設立の精
神をもう一度噛みしめるべきだと思います。
　物品を購入する時、若い人たちはネットで買うこと
がよくあると思いますが、中には信頼性の低い業者も

いて、値段は安いけれど品質も物も悪いというケース
もあります。 でも、顔見知りなら信頼感もあるので、そ
ういう意味でも地元購買をしてほしいと思います。

川崎さん：
ネット販売との価格差はあるかもしれません。 しかし、
それを埋めるようなアフターフォローなどの付加価値
を付けることで、地元企業を選んでもらえる、買っても
らえるようにしたいです。 商工会議所には、例えばです
が、地元で購入したら企業に優良ポイントや特典が付く
ようなシステムなどの開発とか。 伴走型支援の面は実
感できているので、今度は地元のヒト・モノ・カネを回
す仕組みづくりの支援をしていただきたいと思います。

長船さん：
基本的には地元の方々に、手の届く範囲で使っていた
だきたいのですが、どのように啓蒙啓発をしていくか
も課題です。

高城さん：
人口減少、高齢化のお話がありましたが、やはりこれに
どう対応するか、どう若者や子どもの世代つまりは子
育て世帯を増やすかという課題があると思います。
　現在私は観音寺で保育園児２人を育てていますが、
観音寺は、子育て世帯にとってもとても過ごしやすい
ところだと思います。 待機児童の問題もあまりありま
せんし、定員が限られてはいるものの、三豊総合病院で
病児保育も実施してもらっています。 本当は親が看護
できればよいのですが、有給等がない自営業者として
は病児保育が利用できるととても助かります。 第２子
以降の保育料だけでなく、チャイルドシートやおむつ
購入に対する市からの補助もあります。 ただ、それが
まだ十分外部に伝わりきっていない気がします。
　子育て環境が整っていることを発信する方法として
は、SNSなどの利用もあるでしょうが、子育て関係のイ
ベントを開催するという方法もあると思います。 それ
がニュースになれば、ああ、この地域ではこんな子育て
イベントがあるんだ、という事実だけでなく、この地域
は子育てを応援する土壌、雰囲気があるんだ、という
メッセージにもなると思いますので。 そこで観音寺に
興味を持ってもらえれば、自ら子育て環境を調べるよ
うになり、その結果魅力も伝わるかと思います。

　神奈川で暮らしている妹と、子育て環境のことで話
になることも多いのですが、よく妹から子育て環境の
充実ぶりについてうらやましがられます。 ただ、うら
やましがられつつ、ではなぜ地元に戻ってこないの
か、神奈川やなど他地域に出てしまったままなのかと
いうと、一番は雇用の問題のようです。 確かに都会に
比べれば有名企業は少ないかもしれませんが、企業規
模や企業名にこだわらず、お互い中身を見た良いマッ
チングができれば良いのかな、と思っています。

林さん：
商店街があった頃は、皆近所の商店で買い物をしたり
していましたが、今は大型スーパーやインターネット
の普及で、近所で買い物をする機会が少なくなってき
たと思います。 高齢化が進み、年配の方々が買い物す
るにも大変になってきているため、地元の企業がもっ
と頑張って大手にも負けないサービス等の確立がで
きれば良いかなと思います。

観音寺にどのような種をまくか、何を残すか

奥田進行役：
観音寺の現状を確認したところで、将来何を残してい
くか、どうありたいか考えていただきたいと思いま
す。 デジタル田園都市を目指す観音寺市としては、コ
ロナ禍でワーケーションにも注目が集まっている今
はピンチであり大チャンス。 山あり、海ありのロケー
ションの観音寺を成功事例にできたらと思います。 

ただ、就職面を考えると、中小企業でもいい会社はた
くさんあるのですが、それがなかなか採用に結びつい
ていないように感じます。

長船さん：
従来はいい大学に入って、いい会社に入れば成功だった
のが、それが必ずしも成功パターンではなくなってきて
います。 また、働き方改革で成果型の給与体系やダブル
ワークなど働き方も多様化しているので、今後は地域と
企業が接点を持っていかなければいけないと思います。

林さん：
仕事でいろいろな地域を見て思うことですが、観音寺
は分譲地が少ない。 企業誘致も必要ですが、定住人口
を増やすためにはまず、住む場所、住みたいと思う場
所が必要ではないかと思います。 高松市なら住宅が集
まって、その周辺に店が集まるという循環ができてい
ます。 人を誘致できるような分譲地を増やし、地元業
者を優先して利用するようなシステムをつくれば、地
域としてうまく回っていくような気がします。

奥田進行役：
空き家も多いので、貴重な瓦などを残したりするなど
リノベーションをうまく取り入れていけば。 柳町商店
街はかつてのメインストリートとは思えない状態で
すが、利便性はいいので、昭和レトロな感じを生かし
てアーケードを復活したりすれば、またかつてのにぎ
わいが戻ってくるのかもしれません。

長船さん：
どのような種をまくかという点では、観音寺は閉鎖
的・排他的と言われがちですが、本来は進歩と発達、
先進的な地域だったと思います。  JC も四国で 2 番目
にできたほどです。 西讃随一の商工業都市だったので
あれば、小規模事業者が多いことをネガティブにとら
えずに、新しいことを考えていくことが必要です。 
新規事業者をどれくらい呼び込めるか、どのよう
な支援ができるのかを考えていかなければなら
ないと思います。 現状維持では衰退していくの
で、新しいことにチャレンジしてく町にしていき
たい。 勢いのある地域では、トライアンドエラー
を許容するトレンドがあるような気がします。 

量的な価値を追求するよりも、質的な価値を追求して
持続的な発展を遂げたいと考えます。 もちろん、種を
まくという意味ではそれを実践していくのは私たち
のような若い世代である必要があると思います。

川崎さん：
地域や業種の枠を超えて新規事業を応援していくよ
うな土壌づくりをしていかなければいけないですね。

長船さん：
あらゆるものに対して地産地消をしていく発想は大
切にしていきたいです。 自分たちが笑顔で商売を続け
ていれば、子どもたちも継承していってくれるかもし
れません。

高城さん：
私は地元でお世話になっているのだから買い物は地
元でするような、何か観音寺のためになるような意識
付けを自分や家族で取り組んでいきたいと思います。 
その意識をどんどん広げていけたらいいな、と思いま
す。 また、子育て中ということもあり、子育て関連のイ
ベントや情報は比較的入って来やすいのですが、それ
を生かし、他地域で良い取り組みがあれば、観音寺で
も同じような取り組みができないか、提案・発言等を
していきたいと思っています。

川崎さん：
2030 年問題も重要だと思っています。 2030 年まであと
8 年。 高齢者に優しい地域かというとそうでもない。 買
い物難民も多いし、介護している人にとっても不便な面
があります。 乗り合いバス、特にコロナウイルスワクチン
接種にかかるバス運賃の無料化やタクシー配達代行支
援事業「DELI DELI 200」はすごくいい企画だと思いま
すが、高齢者は知らなかったり、ハードルが高い気がし
てあまり使ってもらえていない。 周知方法などを考え、
もっと高齢者の暮らしやすさを考えることが大切ではな
いかと思います。 健康で自分のことが自分でできる高
齢者を増やすような地域づくりも必要だと思います。

奥田進行役：
商工会議所に期待することは。

長船さん：
商工会議所には SNSなどをうまく活用して、情報発信
の起点になると同時に、先進的な取り組み事例も含め
て、ビジネス環境の基盤となる有益な知見を私たちに
示唆してくれる存在であってほしいです。

高城さん：
同じくです。 商工会議所のサポート制度や情報発信に
はいつも助けられています。 今後も期待しています。

川崎さん：
商売の町の支柱役として、今後もいろいろな企画をし
ていただきたいと思います。 そして、我々地元企業も
それに協力して参りましょう！

林さん：
私が期待することはやはり、県や市へさまざまな提言
を行っていただくことです。 日本商工会議所青年部も
毎年、親会に政策提言書を手渡し、国に対して政策提
言を行っております。 商工会議所青年部は、業種の垣
根を越えて活動ができる素晴らしい組織です。
　われわれ青年部も来年度以降、その立ち位置を活か
し幅広い世代、業種の方々の声を拾いながら、また同
時に佐伯市長をはじめ市議会、市職員の皆さまと意見
交換等をさせていただきながら、より良い観音寺市に
なるよう未来志向の政策提言を行ってまいりたいと
考えております。
　また、これを一過性ではなく、継続させていくこと
で、青年部の活動を見ていただけると共に、若い経営
者や地域のリーダーの発掘に繋がると考えます。 今後
とも、商工会議所と商工会議所青年部がうまく連携し
て、観音寺の街をより良くしていきたいと思いますの
で、お力添えのほどよろしくお願いいたします。

生まれ育った観音寺の思い出

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年を記念して座談
会を開催いたします。 お集まりいただいた 4 名の皆さ
ん、ありがとうございます。 この座談会に先立ち、先
日、浜田恵造知事と佐伯明浩市長、守谷通会頭の 3人
に観音寺商工会議所が今後果たすべき役割や観音寺
市の将来像について鼎談していただきました。 それを
受けて、本日は若手リーダーの皆さんが考える観音寺
市の未来について、活発な意見交換ができればと思っ
ています。
　まずは自己紹介と、生まれ育った観音寺の思い出な
どをお聞かせください。

林さん：
現在、観音寺商工会議所青年部の会長をしています。 

勤務先は指寅タンス店で、道路拡張に伴って事務所を
中心市街地に移転しました。 幼少期の思い出はやはり
商店街のアーケードです。 商店街はすごく活気があっ
て、商店街の中ですべてが揃っていたような気がしま
す。 アーケードがなくなってしまった今、高松などよ
そのアーケードを見ると懐かしいと感じますし、現在
の商店街を見ると寂しい気持ちもあります。 街中で商
売をしていることもありますが、もっと街を活性化で
きたらいいな、と思っています。

高城さん：
弁護士をしています。 大学から東京に出て、就職も東京
で、その後秋田や福岡などに転勤し、結婚を機に 5年前
に観音寺に戻ってきました。 観音寺の思い出というと、
やはりお祭りです。 銭形まつりには毎年、踊りに参加し
ていましたし、秋祭りも友達と必ず行っていました。
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観音寺市の発展を振り返って

奥田進行役：
本日は観音寺商工会議所創立 80 周年記念式典・懇親
会にご列席いただき、誠にありがとうございます。 ま
た、本商工会議所が果たしてきた役割をテーマにした
鼎談にもご参加いただいたこと、重ねて御礼申し上げ
ます。 
　早速ですが、鼎談では観音寺市の歴史を振り返ると
ともに、今後の地域活性化につながるご意見やご提案
を自由にご発言いただければと思います。 まず、高校
時代まで観音寺で過ごされた浜田知事と佐伯市長に、
当時の町の様子や思い出などをお伺いしたいと思います。

浜田知事：
80 周年誠におめでとうございます。 長きにわたって
観音寺市の発展を支えていただいた観音寺商工会議
所には本当に感謝しています。 私の幼い頃は、終戦後
から、だんだんと日本全体が復興していく高度成長期
で、観音寺の町も大変にぎわっていたように思います。 
柳町商店街では夜市があり、人々の肩と肩が触れ合う
ほどでした。 その周辺には映画館がいくつもありまし
た。 今は複合映画館が大半となっていて、当時のよう
な単独の映画館が非常に懐かしく思えます。 あとは有
明浜。 今も美観が保たれていますが、本当にきれいな
海です。 それから秋の太鼓台の祭り。 今も変わらず盛
んで、琴弾八幡宮の太鼓台の数は増えているようです。 

伝統にかける地域の皆さんの情熱には頭が下がる思
いです。

佐伯市長：
私からも創立 80 周年誠におめでとうございます。 心
からお喜び申し上げます。 私は高校 3 年生まで大野原
町で過ごしました。 思い出というと、知事もお話され
ていた柳町商店街で、土曜日の夜市は人がごった返し
ていました。 また、フードセンターには果物や野菜が
キレイに陳列されていて、チョコレートもいっぱいで、
観音寺というまちは非常に活気があって本当にすご
いな、と思ったことを今でも鮮明に覚えています。 幼
い頃には琴弾公園にサルやクジャクを見に行ったこ
と、有明浜や一の宮海岸で海水浴をしていたこと、寛
永通宝を初めて見た時に「こんなにすごいものがある
のだな」と、感動したことを思い出します。 上京する際
には必ず観音寺駅に行くのですが、行くたびにワクワ
クドキドキして、移動の拠点だと感じました。
　学生時代は柔道一筋の生活でしたが、青春の思い出
といえば八幡さん（琴弾八幡宮）。 一番上の階段まで走
り込むなど練習でよく使わせていただきました。 青春
の思い出がいっぱい詰まっています。

奥田進行役：
続いて、守谷会頭に商工会議所が設立に至った背景な
どについてご説明いただきたいと思います。

守谷会頭：
商工会議所の設立前の昭和 15 年（1940 年）頃の観音寺
の町はとてもにぎわっていて、西讃地方の交通の要衝
として貨物の一大集積地であり、紡績や製粉、化学工
業などの施設進出も始まっていました。 そのような状
況の中で、観音寺町と、高室（たかむろ）村、柞田（くに
た）村、常盤（ときわ）村の１町３カ村で産業経済ブ
ロックを形成し、商工業者を取り巻くさまざまな課題
に対応するため、商工会議所が設立されました。
　有明浜海水浴場はその頃、東洋一と称されるほど。 
子どもの頃は行くのが当たり前というくらいの場所
で、観光都市としても高い人気を誇っていました。

観音寺市商工会議所の果たしてきた役割

奥田進行役：
当会議所は 80 年にわたって西讃地域における経済、
文化、観光の中心都市の経済団体として、さまざまな
業績を残してきました。 観音寺市の産業経済の発展に、
当会議所が果たしてきた役割、またその存在意義はど
のようなものだったのでしょうか。

浜田知事：
観音寺商工会議所発足にあたっては、会頭のご説明の
通り、産業経済などで密接な関係にあった１町３ケ村
で産業経済ブロックを形成し、その共存共栄を図るた
めにスタートしたわけです。 以来、80 年の長きにわ
たって、地域に密着した総合経済団体として活動され
てきました。 商工会議所の経営指導員らが窓口相談や
巡回指導によって金融や税務、労働等に関する相談・
指導を行うとともに、専門家による相談会や各種講習
会の開催、会報誌やホームページを活用した施策情報・
地域情報の発信を行い、中小企業・小規模事業者の課
題解決を支援してこられました。
　近年は事業者の支援ニーズが多様化する中、経営戦
略に踏み込んだいわゆる「伴走型」の支援の役割も担
われており、経営状況の分析、事業者の経営計画策定

やその計画に従って行う事業実施の支援、さらには市
場調査支援、新商品の開発、販路開拓に寄与する事業
にも取り組まれています。
　昭和 40 年代から 50 年代にかけては、地元商店街と
連携し、土曜夜市や年末大売り出しを実施されるなど、
まちのにぎわいづくりに尽力されていました。 平成に
入りますと、商工会議所が事務局となって観音寺商店
街連合会を設立されるなど、商店街の振興と中心市街
の活性化にも大きく寄与されてきたと思います。 また、
観音寺最大の夏祭りである銭形まつりについても、昭
和 41 年（1966 年）に当時の観音寺商工会議所会頭が中
心となって始まったと伺っており、以降、実行委員会
事務局の役割を担われているほか、観音寺市大豊商工
会と共同でプレミアム商品券を発行して消費喚起に
取り組まれるなど、観光振興や地域振興にも大きく貢
献されてきました。
　その存在意義といたしましては、商工会議所は、地
域経済社会において重要な役割を担っている中小企
業・小規模事業者にとって身近な支援機関であるこ
とから、その活動は極めて重要であると考えています。 
特に近年は、グローバル化やデジタル化の加速など、
企業を取り巻く環境が急速に変化していることに加
え、新型コロナウイルス感染症の影響が依然として続
いていること、急速な原油価格の上昇・物価高騰や円
安によって経営環境が大きな形で変化していること
から、「伴走型」の支援を行う観音寺商工会議所の担う
役割はますます大きくなっていると思います。
　また、各種事業を通じて会員企業の連携強化、異業
種交流が図られており、青年部や女性会の活動によっ
て、若手経営者・後継者や女性経営者の資質向上と連
携推進が図られるなど、地域のリーダーとなる人材の
育成を通じて、地域社会の発展と地域活力の向上にも
貢献していただいています。 さらに、県や市に対して、
さまざまな要望や政策提言も行っていただいており、
県内各商工会議所の会頭らとの会合などで、地域に根
差した課題やニーズを行政に伝える役割も担ってい
ただいていると感じています。

佐伯市長：
観音寺商工会議所は言うまでもなく、地域の商工業者
で組織される地域総合経済団体です。 商工業者の意見
を集約し、地域社会の代弁者として意見を述べること

によって民間の活力を結集し、いろいろな政策提言や
要望活動を行ってこられました。 特にこの地域では中
小企業のサポート役として小規模事業者の経営力向
上や事業者の経営戦略など、より踏み込んだ各種事業
に取り組まれており、企業に寄り添った地域密着型の
商工会議所であると思っています。

　西讃地域における経済文化、そして観光の中心都市
である観音寺市の発展に寄与され、また業績も上げて
こられました。 この地域の経済を活性化し、雇用も生
み出すなど地域を盛り上げてきた本当に素晴らしい
団体の一つだと思っています。 観音寺商工会議所なく
して、この地域の経済発展はなかったと思います。 観
音寺市が未来へ持続可能なまちとして発展し続ける
ためにも、商工会議所はこの地域になくてはならない
存在です。 これからもしっかりと地域の中心、リーダー
として各方面へ提言を行うとともに、さまざまな事業
も進めていっていただければと思います。
　観音寺市の発展のために尽力されてきた守谷会頭
をはじめとする歴代会頭、会員の皆さまに敬意を表し
たいと思います。

守谷会頭：
観音寺商工会議所にはいろいろな役割がありますが、
特に３つの役割があります。 一つ目は「政策提言活動」
です。 地域総合経済団体として、全国の商工会議所の
ネットワークを活用した政策提言です。 これまで、「新
型コロナ対応の資金繰り支援や制度改善の要望」「事
業承継税制の抜本拡充」「中小企業のデジタル支援」な
ど多くの政策を実現してきました。 また、県知事と県
内各商工会議所会頭による懇談会を定期的に開催さ
せていただき、要望を述べたり、商工会議所の取り組
みに対して理解を深めていただいております。 観音寺
市に対しても、本商工会議所の部会から出された要望
等について意見交換会の場を持っていただきながら、
提言や要望活動を行っております。 近年では、コロナ
禍の中、疲弊した企業支援策の創設等の提言をしてい
くとともに「プレミアム付商品券の発行事業」や「タク
シーを使ってのデリバリーサービス事業」等、市のご

協力を得て実現しております。
　二つ目は「経営支援」で、企業への経営支援を通した
中小企業の活力強化に取り組んでおります。 経営指導
員を中心とした経営支援担当者が、巡回指導や窓口相
談の中で金融や税務、労働保険等に関する相談や指導
を行っておりますが、近年の我が国の経済社会の構造

的変化により、企業を取り巻く環境が急激に変化をし
ており、特に小規模事業者が売上げの減少等様々な問
題に直面しています。 これらを全面的にサポートする
ため、国より認定を受けた経営発達支援計画に基づき、
個々の企業の課題に対応した伴走型の支援に重点を
移し、事業計画策定支援や持続化補助金申請などを行
うとともに、新型コロナ対策として、国・県・市の様々
な支援メニューの申請サポート、融資を通じた支援等
に取り組んでおります。 また、創業支援として、創業塾
を開催し、フォローアップをしながら開業に向けての
支援を行っております。 これら、各企業のそれぞれ異
なった課題に対して向かい合い、寄り添いながら支援
していくことにより、商工会議所に対する信頼が高
まってきております。
　三つ目は「地域活性化」です。 中心市街地活性化とし
て、これまで、大型店の出店の際の調整や、商店街の道
路拡幅工事伴う再開発事業に参画してまいりました。 

昭和 55 年度の中心商店街の調査では、駅
通り商店街振興組合や柳町通商店街振興
組合等の中心商店街の商店数は約 220 店
舗ありました。 当時にはすでに、郊外スー
パーや商店街の中にショッパーズプラザ
ダイエーが出店しており、商店数も減少傾
向にあったようです。 また、ニチイショッ
ピングデパートが昭和 63 年（1988 年）に出
店が決まるなど、小売商業を取り巻く環境
は厳しさを増しておりました時期でもあ
りました。 ただ、浜田知事もおっしゃられ
ておりました通り、この頃はまだ商店街で
の土曜夜市では大勢の人が出歩き、大変な
にぎわいを見せておりましたし、歳末大売
出しである誓文払いなども他市町からも
抽選に来られるなど活気があったように
思います。 その後商店街の店舗数も減少
していくなど停滞が続いている中、平成 15
年度にＴＭＯ構想策定やＴＭＯ計画の実

施を主導し、そこから、商店街連合会に「まち中活性化
プロジェクト = リボーンドットケイ」が立ち上がり、
その活動の中から、商店街の既存店の空きスペースを
活用して異業種の事業者や新規開業希望者が入居し
て営業を行う「ショップインショップ」や各地の有名
店を商店街に招いて開催する「パンストリート」など

の事業を展開しており、現在も継続中です。 
観光面では、昭和 41 年（1966 年）に観音寺
商工会議所が主導して銭形まつりを開催
し、多くの来街者を呼び込むなど地域の活
性化につなげてまいりました。 この 2 年
間はコロナ禍ということもあり開催でき
ませんでしたが、今年度は無事に開催でき、
非常に喜んでいただきました。 また、有明
浜海水浴場での海開きの神事や海の家運
営についての調整や支援に関わるなど、地
域活性化に微力ながら協力できたのでは
ないかと自負しております。

現在の状況と観音寺市の将来像

奥田進行役：
長引くコロナ禍で、影響を受けた事業者も多いと思い
ます。 現在の観音寺市の産業・経済について、どのよ
うにお感じになっておられますか。 また地方や中小企
業にとってはピンチとチャンスが同時にやってきて
いると思われます。 今後、どのような活性化策が必要
と思われますか。 観音寺市の将来像などについてもお
聞かせください。

守谷会頭：
現在、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に加え、
円安基調や物価の高騰が企業経営に深刻なダメージ
を与えております。 このような中ではありますが、香
川県が造成を進めておられた凪瀬町の造成地に、三井
住友系の工場をはじめとした企業の進出が決定して
おり、雇用の創出をはじめ経済波及効果も見込めるこ
とから大いに期待しているところであります。 全国の
地方都市に共通することですが、観音寺市におきまし
ても人口減少が進む中で廃業する企業の増加や人手
不足からの雇用環境の悪化が大きな問題となってい
ると思います。 今後は、デジタルトランスフォーメー
ションに対応しつつ、中小企業の自己変革・生産性向
上に向けた支援にも力を入れていきたいと考えてお
ります。 ただ、佐伯市長の公約である、医療系大学の誘
致や中四国最大の道の駅の建設、観音寺駅の建て替え、
企業誘致等は、雇用の創出や観光客増にもつながるこ

とから、今後の市の発展に明るい材料であることから、
大いに期待するとともに、商工会議所といたしまして
も協力していきたいと考えております。

佐伯市長：
どの自治体も人口減少、少子高齢化が進んでいますが、
この右肩下がりをいかに緩やかにしていくか、が私た
ちの役割だと思っています。 移住定住の促進を行い、
人口の自然増加率・社会増加率アップを図っていか
なければならないと思っています。
　また、コロナ禍でありとあらゆる産業が疲弊してい
ることに加え、ロシア軍のウクライナ侵攻によって急
激な物価の高騰が起こっています。 この大きな二つの
影響を受けて、今までに経験したことのないような厳
しい状況になっていますが、この国が前に進むために
は地域が元気でなければなりません。 地域の元気には
地域経済の元気が必要で、地域経済を活性化させる意
味でも商工会議所が果たす役割は大きいと思います。 
　一方、白川前市長が推進してきた観音寺スマートイ
ンターチェンジの供用は令和 7 年度末に開始する予
定で工事が進んでいます。 また、凪瀬町の造成地には
県と一緒に優良な企業の誘致を進めていますが、さら
なる地域活性化が必要でないかと思っています。 その
ために、将来に向けて私が推進しているのが中四国最
大級の道の駅建設と観音寺駅の橋上化に伴う駅周辺

の整備、旧三豊工業高校跡地への４年制医療系大学の
誘致に伴う周辺整備の三大プロジェクトです。 これは
行政だけでなく、商工会議所や市民の皆さんとスクラ
ムを組み、一緒に推進していくことが大切だと感じて
います。 このような取り組みによって、観音寺市の将
来は明るく、夢と希望を持てるのではないかと思って
います。

浜田知事：
観音寺市は、西讃の中心商業都市であり、全国上位の
製造品出荷額を誇る冷凍食品関連企業や、紙・衛生用
品、炭素製品、ワクチン製造などの企業が立地してい
るほか、農林水産業やサービス業などさまざまな事業
者が地域経済を支えています。 製造業の事業者数、出
荷額等は日本経済全体の中で伸び悩んでいるところ
もありますが、さらに伸ばしていく必要があります。 
現在は、コロナ禍に加え、原油価格や物価の高騰など
に直面しており、今後は各事業者が、将来に向かって
生産性向上や新事業展開などに取り組んでいただけ
ればと思っております。
　県としては７月に省エネやコスト削減、生産性向上
につながる設備投資や、社会情勢の変化を乗り越える
ための新事業展開などの新しい挑戦に対して、幅広く
活用できる補助金を創設しています。 これはコロナ禍
を踏まえた施策ですが、従来の補助金に比べ、非常に
幅広く活用していただけるものです。
　これと並んで企業誘致の取り組みも重要であると
考えており、近年では、県が造成を進めていた観音寺
港三本松地区の埋立地において、県外からの進出とな
る三井住友建設鉄構エンジニアリング㈱、ビージェイ
テクノロジーズ㈱、大紀商事㈱を含めた５社の立地が
決定したところです。 こうした企業立地は、新たな雇
用の場の創出に加え、工場や設備の投資効果や地元企
業との新規取引などの経済波及効果も期待できます。 
こうした県、市の施策を効果的に進めるには、商工会
議所の役割が重要であり、今後も皆さまと一緒に知恵
を出し合って地域の経済活性化に取り組んでまいり
たいと考えています。　　　　　　　　　　　　　
　観音寺市においては、旧三豊工業高校跡地への４年
制大学開設に向けた動きを進めたり、令和３年度には
国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金」を活用した観光振興助成を実施したりするなど、

積極的に人口対策、地域経済活性化に向けて取り組ま
れており、さらに、「伊吹イリコ」や「らりるれレタス」
等の農水産物や「銭形砂絵」や「天空の鳥居」等の観光
資源など、地域の強みを活用した取り組みもされてい
ます。 今後もデジタルトランスフォーメーションに対
応しつつ、観音寺商工会議所が中心となって地元企業
や他の県内市町と連携して観音寺市の存在感をさら
に高めていくことができれば、人や企業が集まる元気
な都市が実現できると思っています。

これからの商工会議所の
役割と存在意義について

奥田進行役：
人口減少や地域活性化など、日本社会全体が抱える課
題に当市も直面しており、時代の変遷とともに、商工
会議所の役割、存在意義も変化してきていると思いま
す。 今後、当会議所にどのようなことを期待されます
か。 具体的な事業、変革が必要と思われることなどあ
りましたら、ご意見をお願いします。

浜田知事：
事業者の方々の支援ニーズが多様化している中、「商
工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関
する法律」が改正され、商工会議所には、これまでの
「経営改善支援」に加え、中小企業が一層の成長を遂げ
るための「経営発達支援」の役割も求められることと
なりました。 このため、商工会議所の経営指導員の方
には、事業者のニーズに的確に対応できる専門知識や
課題解決力が求められており、経営状況を分析し、そ
の結果に基づき、事業計画を策定するための指導や助
言を行う能力を強化していただく必要があると思い
ます。 現在、観音寺商工会議所においては、経営戦略に
踏み込んだ「経営発達支援計画」および自然災害に備
えた「事業継続力強化支援計画」を市と共同で策定さ
れておられます。 こうした計画に基づき、中小企業・
小規模事業者の持続的な発展を引き続き支援してい
ただきたいと考えています。
　また、コロナ禍において産業構造が急激に変化して
いる中、付加価値の高い製品・デジタル化や脱炭素化
といった新しい課題への取り組みも重要です。 業態転

換や新事業開拓、生産性向上など、力強い経営革新計
画を策定する事業者に対する支援についても、引き続
きお願いしたいと思います。
　さらに、急速な高齢化が進展して、経営者の高齢化
や後継者不足に伴う廃業、雇用喪失や産業の脆弱化も
課題となっています。 親族内承継や第三者承継などを
ワンストップで支援する「香川県事業承継・引継ぎ支
援センター」や観音寺商工会議所にも参画いただいて
いる「香川県事業承継ネットワーク」と連携しながら、
事業者が抱えるさまざまな課題を解決していきたい
と考えているので、引き続き協力をお願いします。
　観音寺商工会議所では人口減少や空き店舗の増加
といった課題を踏まえ、中心市街地活性化の取り組み
として、「ショップインショップ事業」や「観音寺パン
ストリート」といった非常にユニークな事業を展開さ
れており、特に「観音寺パンストリート」は１万人を超
える来場者を集める成功事例となっていると伺って
います。 引き続き、こうした地元発の、地域に根差した
事業にも積極的に取り組んでいただければと思います。

佐伯市長：
先ほども述べましたが、人口減少・少子高齢化が進む
につれ、商工会議所を取り巻く環境も非常に変化して
います。 経営者の高齢化に対し、事業継承をいかにス
ムーズに行うか、また後継者をどのように育てていく
のか等、今から取り組むべき課題が多いと思います。 
さまざまな機関の協力体制を構築しながら前に進め
ていくことが大切で、地域発展のためには商工会議所
の役割は非常に大きなものがあると思います。

　行政も同じですが、単独の商工会議所ではなく、広
域連携を進めていくことが重要です。交流人口を増や
すためにも観音寺市、三豊市、四国中央市などで広域
連携をしながらいろいろなアイデアを出し、テーマを
作って、大きく展開することが重要だと思います。 私
が推進する三大プロジェクトの一つ、道の駅建設につ
いてですが、先日、九州を視察してきました。 そこでは
単に地域の特産品を売るだけではなく、道の駅同士が
交流しながら互いに良いものを提供していました。 ま
たレストランも非常に充実していて、子どもの遊び場
やドッグラン、天然温泉を造っているところもありま
した。 中には１億円のトイレを売りにしている所があ
り、たくさんの人が訪れ、記念撮影をしていました。 や
はり今までにないような斬新なアイデアも大切だとい
うことを経済界も認識しなければならないと感じました。
　若い人たちが魅力に感じる情報通信関連産業の誘
致やベンチャー企業がこの地域に根付くような環境
整備なども重要ではないかと思っています。 若い人に
雇用の場を提供するだけでなく、若い人たちが休日に
集まれる場所も必要と思われ、そのような意味でも複
合型の中四国最大級の道の駅建設を目指したいと
思っています。 これも行政だけでは難しいので、商工
会議所に中心的な役割を担っていただきながら、農林
水産業関係者の皆さんはじめ、一次産業、二次産業、三
次産業すべての方々と連携を組み、ノウハウを共有し
ながら進めていきたいと思っています。
　また、観音寺市は故大平正芳元首相が生まれた地で
ありますが、大平元首相が数十年前に「田園都市国家
構想」というものを掲げられました。 現在は岸田文雄

首相になり、「デジタル田園都市国家構想」というもの
が打ち出されていますが、私も選挙期間を通じて「ゆ
とりと活力の田園都市・観音寺」を掲げています。 観
音寺市が他の地域の先頭に立って「田園都市・観音寺」
を作っていくためにはやはり商工会議所の存在が非
常に重要でありますし、行政と商工会議所、また農林
水産関係の皆さんが一心同体となって地域の発展に
尽くす姿勢が重要だと思っています。 将来、市民の皆
さんがこの地域に夢や希望、誇りを持ち、何よりもこ
の地域に住んで良かったと思えるまちづくりを推進
したいと思っています。 これからも商工会議所が私た
ちと一緒に、環境の変化や時代のニーズに的確・柔軟
に対応していっていただけると確信しております。

奥田進行役：
お二人のご意見を伺って、会頭の思い、決意をお聞か
せください。

守谷会頭：
浜田知事、佐伯市長からは非常に貴重なご意見をいた
だき、商工会議所といたしましても大きな変化を起こ
していく必要があるのでは、と感じております。 経営
環境の変化が激しい中、企業に対する支援や情報提供
も多様化しております。 課題解決に向けては、職員一
人一人の資質の向上が重要で、デジタル化への対応な

ども積極的に取り組んでいかなければならないと思
います。 少子高齢化・人口減少に伴う事業所数の減少、
また、人材不足等先行き不透明な状況だからこそ、原
点に立ち返り、企業や地域から信頼される商工会議所
でなければならないと思っております。 経営支援につ
いては、経営環境の変化が激しく、かつ不確実性の高
い近年においては、経営力そのものが問われてきてい
るため、何が課題であるかという課題の見極めが重要
であり、その課題解決という出口に向かい、事業者と
一体となった伴走型支援の重要性が増しております。 
また、デジタル化への対応や事業再構築の支援にも取
り組む必要があり、商工会議所の役割も多岐にわたり
かつ専門性も必要となることから、職員一人一人の資
質の向上に取り組んでまいりたいと思います。 また、
本商工会議所は令和元年に、利用者の皆さま方がより
安心・安全に、そして快適に利用していただけるよう
会館の耐震化工事を含めた改修並びにエレベーター
の設置工事を行いました。 それを機に観音寺市と緊急
時の避難場所提供に関する協定を県内で唯一、締結い
たしましたが、地域貢献を含めて会館の新たな使い道
となったと感じています。
　今年は80周年の節目の年であります。 今後100周年、
さらにその先に向かって、企業や地域に必要とされる
商工会議所を目指していきたいと思います。



Arcs
（株）R・Life
I．K．ダクト
（有）アイテム
アイリス美容室
アオイ電子（株）観音寺工場
美顔メディカル青い鳥
赤帽（有）観音寺軽運送
（株）秋澤好行
（株）秋山会計
秋山メンテナンス
アクサ生命保険（株）高松営業所観音寺分室
（株）アクティスガ
（有）アグリ
（有）亜光
（株）旭サッシ工業
（有）アサヒホーム
（株）味のちぬや
安宅 美穂
（株）accha
（有）アップルミント
（有）アドバンス農産
アミューズメントスペーステネシー
アモリ機工（株）
（有）綾鉄工所
荒木自動車
（株）アラクス
有明鶏肉店
（有）有明高速印刷
有明商店
有明設備
有明電化（株）
（株）ARFIS
（有）あんしん自動車
あんどう化粧品店
（株）安藤工業
（株）安藤工務店
（有）安藤商会
（株）アンファーム
あんま屋 かわはら
イーエルイー
（株）伊井工務店
いかづち
イケダ

池田さんさん教室
居酒屋  壹
IZAKAYA  わ心
居酒屋萬月
イシイ・建築設計事務所
（有）石井工作所
石井酒食品店
石川機工
石川金属工業（株）
（株）石川組
石川建築設計事務所
（有）イシカワ建販
（有）石川電気商会
（有）石川デンタルラボラトリ
（株）石川土建
石川美容室
石川博保
（有）いずみや調剤薬局
伊勢丸食品㈱
（有）礒野商店
礒野製袋加工所
（有）一京
いつくさ商事（株）
（株）イナダ
犬のびようしつ TAN・TAN
（有）井之川洋品店
ヘアーサロン イノシタ
（有）井下住環境企画
イノシタ理容所
（有）井元電気商会
伊吹漁業（協）
伊吹食品（株）
今井印刷所
（株）今井電気商会
（有）今西製菓
（資）今屋静香園
（有）今屋老舗
（株）伊予銀行観音寺支店
（合）入江こうじ製造所
入江鮮魚店
イロハタクシー（有）
（株）岩倉彩雲堂
岩倉勉司法書士事務所
岩倉由幸司法書士事務所

（有）岩田機工
岩田食料品店
ENGLISH NETWORK 21
（株）インテリア宮本
（株）植木回漕店
植木鮮魚店
植田食品
（有）魚繁
（有）魚為本店【百秀武道具店】
（有）ヴォックス
（株）宇賀
（有）宇賀印房
（株）宇賀幸
（株）宇賀商店
（有）宇賀寿一商店
（株）請川窯業
（有）内海紙工業所
うどん虎龍
うみべのかふぇ露
浦安商事（株）観音寺営業所
AIG 損害保険（株）中国四国地域事業部 高松支店
APEX国際（株）
（有）エコテック
（株）エコマスター
エスケーサービス（株）
（株）エスコート
N－Style Garden
戎海運（有）
エビス自動車修理工場
エビス食品（企）
エビス紙料（株）四国工場
（株）FUP
恵美美容院
（株）Mig
（株）MSC
エムティワイ森川（有）
（株）エリーゼント
エリ美容室
エル商事
尾池そろばん教室
大石 和代
大紀商事（株）観音寺工場
大喜多うどん
大喜多自動車

大喜多製綿所
（株）大阪屋
（有）大崎電機製作所
（株）オータニ
大谷水産
大谷包装（株）
大塚工務店
（株）大塚鉄工所
オート クラフト
（福）大豊福祉会
（有）大西会計事務所
フィッシングショップ オオニシ
（有）大西エンジニアリング
（株）大西グリーン
（有）おおにし酒みせ
（株）大西自動車工作所
大西手芸品店
大西珠算塾
（有）大西石油
大西接骨院
（株）大西設備工業
大西ソーイング
大西唯夫税理士事務所
大西鉄工所
（有）大西テント商会
おおにし塗装
大西不動産
大西モータース
（有）大畑忠久商店
大畑為治郎人形店
大平　薫
（有）大平プロダクション
（株）大船運輸
大矢鈑金塗装工業
大山グリーンガーデン
（株）大山工業
（有）岡崎オートサービス
（株）岡崎製作所
岡崎正義商店
岡崎嘉孝製綿所
岡食品
岡田石油（株）
岡田文具店
（有）荻田

（株）おぎた
荻田工務店
（株）荻田商店
荻田青果店
（株）荻田製菓
（有）荻田花店
Okibi
奥田印刷（有）
お食事処すずらん
事務機の小野
小野 容子
小畑タイヤ
オフィス レイズ
喫茶オリーブの木
オリエント通商（株）
（株）織鶴
（株）オリノ板金工業所
（株）カーオフィス タカシロ
CAR SHOP K’s
カーメイク フジムラ
（有）カーリンクエムズ
（有）開建築設計室
（株）快生堂
（株）KEIM
香川荒物店
香川アロー（株）
（株）香川銀行観音寺支店
香川県信用組合観音寺支店
香川建設工業
香川県農業協同組合 常磐支店
香川証券（株）観音寺支店
（株）香川ダイハツモータース観音寺店
（株）香川鉄工所
香川日産自動車（株）観音寺店
（株）香川フードサービス
（株）香川物流
（株）加喜屋
菓子工房K．
かじまや
美容室 KAZU
片山 満博
（株）片山食品
片山電気（株）
（有）カツミモータース

（有）カトウ商会
（有）加藤設備
（株）カトーサービス
加ト吉水産（株）
（株）カナエテクノス
（有）かなくま餅
カナマル産業（株）
（有）金子運送
金子海運（有）
（合）カネシン
フレッシュショップ カネチカ
（有）叶屋タンス店
cafe COCORO
カフェレストオリーブ
カマ喜 ri
観音寺市上市商店街振興組合
髪屋 Deco
kamiyuidokonin
亀野鉄工（有）
美容室 かりん
川上工芸社
川上整骨院
川崎化工（株）
（有）カワサキ商事
（有）河田建材店
（医）社団耕寿会河田歯科医院
河田商事（株）
（株）川田設備
（株）河田タクシー
川鶴酒造（株）
（有）川西呉服店
（株）川原メッキ工業所
（有）寛永製作所
かんぽの宿観音寺
観音寺信用金庫港支店
観音寺信用金庫南支店
観音寺信用金庫国道支店
観音寺信用金庫本店
観音寺信用金庫茂木支店
観音寺犬猫病院
観音寺衛生（企）
観音寺海産（株）
観音寺観光開発（株）
（有）観音寺急配社

観音寺漁業（協）
観音寺グランドホテル
観音寺ゴルフセンター
（株）観音寺サービスセンター
観音寺市柳町通商店街（振）
観音寺商店街（振）
かんおんじ整体院“佳”
（株）観音寺地方卸売市場
（福）観音寺福祉会老人保健施設はがみ苑
（公益社）観音寺法人会
観音寺法律事務所
（株）観音寺ボデー工作所
（株）環境デザイン
（株）カンケン
（株）カンショク
がん太鮨
冠野（株）
（株）喜井組
キーセンターくわな
（株）希光
（有）岸上ファーム
岸上洋装店
（有）キシデンキ
（株）キシモク
（株）岸本組
（株）紀州屋
紀州屋商事（有）
希昇ヘルスプラザ
北四国インテック（株）
（株）北四国グラビア印刷
（有）北四国消防設備保守センター
（有）喜多商店
（株）木谷仏壇観音寺支店
北野鉄工（有）
喫茶春日
割烹料理 旬味 吉左右
（株）ギフト館ふじむら
（有）キャスト
（株）求人タイムス社
共栄サービス
共栄冷凍水産（株）
（株）行天食品
業天電器
協道標識（株）

共楽湯
協和開発（株）
旭宝GROUP（株）
（株）吉良清商店
（有）桐野安全硝子観音寺
きりの洋装店
（株）喜和味
（株）空撮技研
（株）Quest
くすりの西原
くすりのレデイ観音寺店
（株）Goodメンハローズ大野原店
久保建設（株）
久保研磨機工（株）
（有）久保商店
（有）久保石油店
（有）久保田組
久保田自動車工業
クボタスタジオ
（株）久保電機
隈川鋼材（株）
倉田建設（株）
（有）クラフトなかつか
クリーニングショップふじた
（有）クリーン丸和
（株）クルール
黒川マリン商会（合）
黒島塗装
ファッションハウス・クロダ
寿司割烹くろだ（有）
（有）圭誠物流
（株）K-tec・ホールディングス・カンパニー 四国営業所
啓電社
ケイ内装
（有）ケーアンドケーカンパニー
ケーオーモータース
（株）ケーズデンキ観音寺店
KTプロデュース
（株）原起苑
現代設計
建築企画 wizBonn
（株）幸建
合田運送（有）
合田工機（株）

（株）合田工務店観音寺営業所
（有）合田住宅設備
合田商店
合田食料品店
（有）合田石材
合田農機（株）
（株）合田不動産観音寺営業所
（合）讃岐輪業
（有）光陽
（有）光洋設備
（株）KOGU
国土塗装
コジマ看板
（株）五星観音寺営業所
小僧寿司栄町店
五代会計事務所
スナック琴
（有）琴平蒲鉾製造所
寿屋商店
（株）小西
（有）小西組
（株）小西興発
（株）小西商店
（株）小西鉄工所
小西不動産（株）
（有）こまつ薬局
（株）五味興産
五味紙業
（株）五味設備
コモダ鉄工所
コヤ
（有）こやなぎ商店
小山音楽事務所
（有）コヤマデンキシステム
金剛禅総本山少林寺琴弾道院
コンセプト
（株）コンテック
（有）近藤モータース
近藤元茂商店
菜園おおのはら
（有）斎賀建築設計事務所
彩食健美 Hachi Bako
（有）さいとう
齋藤孵卵場

サイトー（株）
サイトリー（有）
サイプレスワークス（株）
サカイ部品
栄自動車
（株）坂口屋
坂本建設
佐川急便（株）
佐川食品（株）
ザグザグ観音寺店
Hair Produce さくら
佐々木 英之
（株）指寅タンス店
（株）定池組
（有）佐藤文具商会
讃岐蒲鉾（株）
さぬき管財（株）
讃岐金属（有）
讃岐設備工業
サヌキ畜産フーズ（株）観音寺工場
（有）さぬき鳥本舗
讃岐らんちゅう園
讃岐煉瓦（株）
讃岐煉瓦（株）観音寺自動車学校
（株）さぬきワールド
（株）サポート・アン
（株）サムソン
（株）サムソン四国中央メンテナンス
（株）サムソンテック
salon EMINAL
salon.a.o
salon 38
（有）サン
（有）三栄産業
（株）三輝
（株）讃久農園
（株）三協
三協衣料（株）
（公益財）産業雇用安定センター香川事務所
三協商事（株）三輪車
（株）三幸水商
讃州プラン
（株）三創
（有）サンテツ

（有）三徳堂
（有）三本松鉄工所
（有）サンマック機販
（株）サンラック
（株）三和
三和機械（株）
三和物流（株）
（株）シーアンドエム
CEサロン eight
（株）CAエンジニアーズ
（合）シーティエス
CB SHOP AOKI アオキホンダ
（株）ＪＡ香川県フードサービス
（有）ジェム
（有）汐沢製菓
シキシマ美容院
（株）四国大川
（株）四国銀行観音寺支店
四国鶏畜機材（有）
（株）四国自動車部品商会観音寺営業所
四国倉庫（株）
（株）四国中央レポート
四国電力（株）香川支店 営業部 観音寺営業所
四国電力送配電（株）高松支社観音寺事業所
四国人形（有）
（株）しこく美装
（有）四国ファーム
四国フクスケ（株）
（株）四国服装
四国物産（株）
四国山地食品（株）
システムプレビュー
（有）至誠堂
（有）七福
七宝紙器（株）
（有）七宝重機
（有）篠原工業
（有）篠原紙器工業所
（有）シノハラスポーツ
（株）しのはら時計店
シノブフーズ（株）四国工場
（株）CIVILE
ジブラルタ生命保険（株）高松支社 丸亀第二営業所
島産業（株）

（株）志満秀
志満秀本店
（株）しまむら
（有）清水銘木店
（有）清水モータース
社会保険労務士法人平井事務所
鷲永総建
宗教法人観音寺
シュクレシュクレ
（有）庄栄不動産
（有）正電管工
（株）将八
食堂グルーメ
（有）志らい
（株）白井組
（有）白井水道
（有）白梅旅館
白川指圧療術所
写真のシラカワ
白川水産（有）
カフェレスト城本
信栄（株）
SINX（株）
（有）シンタク
（有）シンタク技研
新タック化成（株）メディカル事業本部
新谷モータープール
（有）新日本テクノス
（株）瑞光
割烹 寿賀
（株）菅組観音寺営業所
（株）すぎむら
すし松
スターワート（有）
STEP．by STEP．
美容室 ステラ
ストレッチサービス（株）
住化農業資材（株）香川肥料工場
（株）住友電機工業
生活協同組合コープかがわコープ観音寺
（株）フェイスフル
セイコービル 黒川悦夫
（株）西讃赤松
西讃観光（株）

西讃観光サービス（株）
（有）西讃自動車
西讃ダイハツ（株）
（株）西部ファーマシー
瀬戸内興商（株）
瀬戸内塗装（有）
（株）せとうち福祉サービス
瀬戸うどん
瀬戸管材（株）
（株）瀬戸水産
（株）瀬戸製作所
銭形住宅産業（株）
銭形マルシェ（合）
ぜにや
SEVEN COLOR
（株）総合開発冷蔵事業部
（株）総合開発インフラ本部
（株）総合開発リネンサプライ事業部
創作工房どい
（株）双歩会
（株）ソーコ
十川 幸子
（株）曽川建設
（株）曽根工務店
損保ジャパン日本興亜（株）丸亀支社
（株）第一会館
第一生命保険（株）観音寺第一営業オフィス
ダイエークリーニング
ダイエレ
（株）ダイエレクトロニクス
（株）大建白蟻
大黒屋製菓（有）
大樹生命保険（株）観音寺営業部
（有）大障警備
大誠水産
（株）大創
（株）大地の響
大宝建設（株）
（有）だいや食品
大安
タイヤセンター（株）観音寺営業所
ダイレックス観音寺店
（株）大和商會
田岡法律事務所

髙井材木店
（有）タカオカ
（株）高岡冷機
高木薬品（株）
（株）高建巧房
髙嶋 唯裕
タカシマ計装
高城合同事務所
（株）たかせん ドコモショップ観音寺店
（株）タカタ
高田海産（株）
高田工業（有）
（株）高谷冷機
高野屋本店
（有）タカハシ
（有）高橋
高橋教育社
高橋啓二税理士事務所
高橋工業
（有）高橋弘文堂
（有）高橋銃砲火薬店
（有）高橋種苗園
高橋商店
（株）高橋総合不動産
高橋畜産（株）
高橋輪業
高畠建設（株）
高松信用金庫観音寺支店
（株）高松三越三越観音寺
寶田 憲弘（プルデンシャル生命保険㈱）
宝田電産（株）
多喜端建築設計事務所
（株）TAKUMA
（有）詫間海運
詫陸クレーン（有）
（有）田代商店
田代不動産（株）
（有）多田組
（株）多田物流
（有）タテイシ建設
たどつ屋商店
田中 観音寺店
（株）田中呉服店
田中整体

田中電設
田中時計店
（株）田辺会計事務所
（有）タニーズ
谷理容所
田渕左官
メガネ・宝石のタミヤ
為五郎
多もん
（株）樽本電気商会
ビューティサロン千花
ちぬた餅
（有）中央塗料
中央モータース
中華そば源平
（株）中国銀行観音寺支店
（株）超越商貿
（福）長寿の郷
（株）ツーアンドフォー
築山電気工事
津久茂醗酵所
（株）ツチダコーポレーション
土田電気商会
筒井工務店
筒井鉄工所
TNPK福田
テーブルマーク（株）四国事業所
デサロ・ジャパン（株）
寺田数学英語塾
（合）TERANGA
（有）デリ・ファクトリー
（有）デリカとんとん
（有）電興社
（有）土井鉄工
土井農園（株）
（株）土井農機商会
（株）東京海上日動パートナーズ中国四国高松支店 丸亀支社
（有）東豊開発
道楽の宇賀
十日屋商事（有）
十日屋本店
トーヨースギウエ（株）観音寺営業所
常磐建設（株）
（有）トキワ美粧院

（株）ときわモータース
特定非営利法人北四国スポーツクラブ
戸城商運
Dog salon Gypso
（合）ドットベース
トップス広告
（有）鳶正
（株）富商
トミダ建設
ヘアーサロン トモ
ともフラワースクール
豊岡接骨院
豊田水産（有）
豊田孝子税理士事務所
（株）トヨタ宝冠堂
Try EVO．company
（有）トラスト
ドラッグコスモス観音寺店
ドラッグコスモス坂本町店
（有）とらや
（株）ドリームホンダ
鶏つよし
（有）トレイジャー
toromocafe
とろも美容室
（有）とんかつの山岡
中川建設
中甚かまぼこ
（有）永田自動車
（有）中田ボデー工作所
長門屋
（株）中西設計
中村蒲鉾商事（株）
（有）中村土建
（株）中村板金
（株）中村ふとん店
理容 ナカヤマ
（株）中山
中山俊事務所
（株）ナンバー工芸
仁尾興産（株）
（株）仁加屋
（有）西岡家具店
西岡耳鼻咽喉科クリニック

（有）錦屋電気商会
西工業（株）
（有）西田オート
（株）西日本事務機
西野金陵（株）観音寺物流センター
西原染料紙店
西村ジョイ（株）観音寺店
（有）にしやま
（有）西山商店
西山内装
（株）日協堂医療器
日新製袋（株）
新田石油
新田鮮魚店
（株）日東自動車
日本通運（株）四国支店観音寺事業所
（株）日本総業
new birth
ネッツトヨタ高松（株）まつの木店
野口建築
希望インテリア
（有）野原時計店
（有）のぼり屋
パークドライ
（株）パークメディコム
（有）バイオクリーン四国
（合）ハイブリッジ
WEIMA JAPAN（株）
ハウス・イメージ
ハウゼン
（有）白栄堂
（医）壽愛会羽崎病院
（有）橋本農機商会
ハッピーワールド（協）
（株）バッファロー IT・ソリューションズ九州営業所松山出張所
（有）花梅
花水仙
（株）花嫁衣裳ことぶき
（株）パブリック
浜板金工業所
早川木型製作所
（有）バラエティマルタカ
原木型店
（株）原食肉店

（有）原田商店
（有）はりまや
特定非営利活動法人はるかぜ
ハレオハナ
（株）ハローズ
パンゲア（株）
（有）晩翠
（一般財）阪大微生物病研究会観音寺研究所
B－ironwork
ギャラリー雛
（有）美栄堂
東谷理容所
光工業（株）
久本家具店
ビジネスホテル観音寺
（株）日野薬局
特定非営利活動法人ひまわり
（有）ひめや計器商会
（株）百十四銀行観音寺支店
美容室 ぴゅあ
ビューティみえ
（有）ビューティサロントキワ
ヒューマンオート
美容室せら美
美容室 Noel
ひらお美容室
（有）平口竹材店
HIRAYAMA
ファーマシィ薬局観音寺
FineStyle 環境事業部
（株）フードレック
（株）FORUKA
（株）フォルムハウス
（有）福井鉄工
（株）福十
（株）福笑舎
福庄水産（株）
福田整体院
（株）福田薬局
福弥蒲鉾（株）
福弥本舗（株）
（株）フクヨー
藤井組
（有）藤井鉄工所

（株）富士印刷
藤岡設備（株）
フジガード（株）観音寺営業所
藤川旅館
藤急商運（株）
富士建設（株）観音寺営業所
富士事務所
富士車体
（有）藤石油店
藤田（株）
（有）ふじた
フジタ機器（株）
（有）藤田組
（株）藤田工務店
（株）藤田商店
（株）富士電算センター
藤村運輸（有）
藤村工具（株）
フジムラ商会
（株）藤村鐵工所
（株）フジムラフーズ
（有）藤村保険事務所
ふじや薬品（株）
藤原英語塾
藤原畳店
藤原文具（有）
（有）藤原米穀
藤原理容院
（有）ブチック人形館
ブライト英会話教室
プライム保険サービス
（有）プラスフーズ
（株）ブラン
ブリジェビューティーサポート
（株）Full Throttle
フレッシュハウス なかむら
フレッシュ・ショップトマトチェーン（株）観音寺店
（株）ふろーら
（株）フロンティア
ヘアーサロン.M.M合田
ヘアーサロン・センス
ヘア・サロン道
Hair Resort  KUBOYAMA PLUS
（有）平和土建

BAKERY COBBLE
（株）べっこや婦人用品店
（株）ヘルス
ベル美容室
（有）ベルワールドヤナギヤ
報国機工（株）
豊和工業（有）
（株）ホーコク製粉
ポーラ化粧品観音寺営業所
（株）北伸建設工業
（有）細川安心堂
（株）細川食品
細川佳男税理士事務所
ボタン木工所
（株）ホテルサニーイン
骨付鳥 参蔵
HORIZON
堀川鉄工所
portier
ほるもん屋とも八
本格手打ちうどんうまじ家
（有）本場かなくま餅福田
本間自転車
前川住宅（株）
前川満税理士事務所
前田工業
牧サッシ
（有）マキノ
牧野工務店
マキノ産業（株）
まきや
（有）満久屋
（株）政岡
正岡輪業商会
ます梅
（有）マスカワステン
増田海運（株）
松岡自動車工業
（有）松木建具店
マックスバリュー観音寺駅南店
松下住設
松葉屋
まつもと
松本建設（株）

松本鮮魚店
松本米穀店
まつり鉄工
真鍋（有）
マナベ進物店
真鍋石材店
（有）マナベ洋装店
マノ白衣店
まめ珈房
まるかめ商店
（株）丸観塗装
（有）マルク商店
丸島商事
（有）丸高製帽所
まるたく
（株）マルチュウペイント
（有）丸冨商会
（株）マルナカ観音寺店
（株）マルナカ八幡店
（株）マルナカ柞田店
マルニヤクリーニング
丸正クリーニング店
（株）マルモ印刷
まるや
（有）丸山防災
（株）マルヨシセンター観音寺店
（有）帝総建
みかわ工務店（株）
（株）實木
（有）三木屋商事
三田海運（有）
三谷 正義
三谷電機（株）
（株）みとよ
（株）三豊印刷
三豊運送（株）
（有）三豊衛生社
三豊ケーブルテレビ放送（株）
三豊建設（株）
（株）三豊自動車学校
三豊証券（株）
三豊造花装飾
（有）三豊中央観光バス
（株）ミトヨテクニカル

（株）南屋
（医）社団三野小児科医院
（有）三原汽船
三宅産業（株）
三宅石油（株）
（株）三宅設備
（株）宮武工業
（株）宮脇書店観音寺店
おしゃれハウスMew
三好建材店
三好重利商店
三好美容室
味楽留
美和建設（株）
きもの処むかい
向井製袋所
村上税理士事務所
（株）室本マリーナー
明治宅配センター藤原
（株）メディアコム
（有）芽実花
（株）メロンハウス
（有）毛利商店
毛利飼料（有）
もみほぐし すまいる
（有）森一誠堂
（株）森卯平商店
（株）森岡不動産
（株）モリカワ
森川ガーデン（株）
（株）森川商店
（株）森川ステンレス工芸
（株）森川釣具店
（株）もりしげ
森内科医院
森永牛乳昭和販売店
森のくまさん 2nd
（株）森の経営コンサルタント
（有）モリヒロ園芸
（有）森山電機
モリ理数塾
紋正堂
ビューティーサロン モン・レーブ
焼肉kitchenmatu

焼肉じゅじゅ庵
（株）弥久茂商事
（株）やこや
泰佳
（株）柳川製麺所
矢野 香子
矢野 泰久
（有）矢野硝子店
矢野製菓
矢野設備工業
（有）八幡タイヤ
ヤハタ美容室
（有）山内産業
（株）やまさエンジニアリング
山崎司法書士事務所
（有）山地会計事務所
（株）山下建設
（株）山商
（株）ヤマダ工芸
山地蒲鉾（株）
ヤマト衣料
（株）山徳
大和建設工業（株）
（有）ヤマニ薬局
山原庭苑
（有）山丸
山本 たま子
（有）山本ステンレス
（有）山本塗装
（株）山屋
YAMAYA steel coffee
ユーアイ経営
悠栄建設工業
（有）ユーキシステム
（株）ユーシー
（株）遊食房屋
遊々椿（株）
ユナイテッド（株）
（有）ヨコウチ
（有）横内食品
横山商店
（株）横山商店
横山商店
（株）横山商店

横山製作所
（有）ヨコヤマソーイング
横山芳雄石材
（株）ヨコレイ
（有）好川会計
（有）好川商運
好川電気設備
吉田住建
（有）吉田製菓
吉田米穀店
吉本武芳社会保険労務士事務所
割烹よしや
（株）四電工観音寺営業所
lounge愛
（株）RAKU
（株）楽宴
楽住
LAPUTA Motor Cycle Factory
（株）Regal Life
Reest hair ＆spa
リヴィエール
ricca
（有）リバティーハウス
（有）リフォーム三宅
隆栄商事（有）
（株）リュストレ
（株）RINGUEデザイン事務所
（有）ルネス
ローザ美容院
ワイエムマシン（株）
（株）ワイケーエス・オギタ
YKパッケージング（株）
若松家別館
若松家本館ワカマツヤ
脇建築
わくわくパソコン教室
メガネの和光
和田商店
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Arcs
（株）R・Life
I．K．ダクト
（有）アイテム
アイリス美容室
アオイ電子（株）観音寺工場
美顔メディカル青い鳥
赤帽（有）観音寺軽運送
（株）秋澤好行
（株）秋山会計
秋山メンテナンス
アクサ生命保険（株）高松営業所観音寺分室
（株）アクティスガ
（有）アグリ
（有）亜光
（株）旭サッシ工業
（有）アサヒホーム
（株）味のちぬや
安宅 美穂
（株）accha
（有）アップルミント
（有）アドバンス農産
アミューズメントスペーステネシー
アモリ機工（株）
（有）綾鉄工所
荒木自動車
（株）アラクス
有明鶏肉店
（有）有明高速印刷
有明商店
有明設備
有明電化（株）
（株）ARFIS
（有）あんしん自動車
あんどう化粧品店
（株）安藤工業
（株）安藤工務店
（有）安藤商会
（株）アンファーム
あんま屋 かわはら
イーエルイー
（株）伊井工務店
いかづち
イケダ

池田さんさん教室
居酒屋  壹
IZAKAYA  わ心
居酒屋萬月
イシイ・建築設計事務所
（有）石井工作所
石井酒食品店
石川機工
石川金属工業（株）
（株）石川組
石川建築設計事務所
（有）イシカワ建販
（有）石川電気商会
（有）石川デンタルラボラトリ
（株）石川土建
石川美容室
石川博保
（有）いずみや調剤薬局
伊勢丸食品㈱
（有）礒野商店
礒野製袋加工所
（有）一京
いつくさ商事（株）
（株）イナダ
犬のびようしつ TAN・TAN
（有）井之川洋品店
ヘアーサロン イノシタ
（有）井下住環境企画
イノシタ理容所
（有）井元電気商会
伊吹漁業（協）
伊吹食品（株）
今井印刷所
（株）今井電気商会
（有）今西製菓
（資）今屋静香園
（有）今屋老舗
（株）伊予銀行観音寺支店
（合）入江こうじ製造所
入江鮮魚店
イロハタクシー（有）
（株）岩倉彩雲堂
岩倉勉司法書士事務所
岩倉由幸司法書士事務所

（有）岩田機工
岩田食料品店
ENGLISH NETWORK 21
（株）インテリア宮本
（株）植木回漕店
植木鮮魚店
植田食品
（有）魚繁
（有）魚為本店【百秀武道具店】
（有）ヴォックス
（株）宇賀
（有）宇賀印房
（株）宇賀幸
（株）宇賀商店
（有）宇賀寿一商店
（株）請川窯業
（有）内海紙工業所
うどん虎龍
うみべのかふぇ露
浦安商事（株）観音寺営業所
AIG 損害保険（株）中国四国地域事業部 高松支店
APEX国際（株）
（有）エコテック
（株）エコマスター
エスケーサービス（株）
（株）エスコート
N－Style Garden
戎海運（有）
エビス自動車修理工場
エビス食品（企）
エビス紙料（株）四国工場
（株）FUP
恵美美容院
（株）Mig
（株）MSC
エムティワイ森川（有）
（株）エリーゼント
エリ美容室
エル商事
尾池そろばん教室
大石 和代
大紀商事（株）観音寺工場
大喜多うどん
大喜多自動車

大喜多製綿所
（株）大阪屋
（有）大崎電機製作所
（株）オータニ
大谷水産
大谷包装（株）
大塚工務店
（株）大塚鉄工所
オート クラフト
（福）大豊福祉会
（有）大西会計事務所
フィッシングショップ オオニシ
（有）大西エンジニアリング
（株）大西グリーン
（有）おおにし酒みせ
（株）大西自動車工作所
大西手芸品店
大西珠算塾
（有）大西石油
大西接骨院
（株）大西設備工業
大西ソーイング
大西唯夫税理士事務所
大西鉄工所
（有）大西テント商会
おおにし塗装
大西不動産
大西モータース
（有）大畑忠久商店
大畑為治郎人形店
大平　薫
（有）大平プロダクション
（株）大船運輸
大矢鈑金塗装工業
大山グリーンガーデン
（株）大山工業
（有）岡崎オートサービス
（株）岡崎製作所
岡崎正義商店
岡崎嘉孝製綿所
岡食品
岡田石油（株）
岡田文具店
（有）荻田

（株）おぎた
荻田工務店
（株）荻田商店
荻田青果店
（株）荻田製菓
（有）荻田花店
Okibi
奥田印刷（有）
お食事処すずらん
事務機の小野
小野 容子
小畑タイヤ
オフィス レイズ
喫茶オリーブの木
オリエント通商（株）
（株）織鶴
（株）オリノ板金工業所
（株）カーオフィス タカシロ
CAR SHOP K’s
カーメイク フジムラ
（有）カーリンクエムズ
（有）開建築設計室
（株）快生堂
（株）KEIM
香川荒物店
香川アロー（株）
（株）香川銀行観音寺支店
香川県信用組合観音寺支店
香川建設工業
香川県農業協同組合 常磐支店
香川証券（株）観音寺支店
（株）香川ダイハツモータース観音寺店
（株）香川鉄工所
香川日産自動車（株）観音寺店
（株）香川フードサービス
（株）香川物流
（株）加喜屋
菓子工房K．
かじまや
美容室 KAZU
片山 満博
（株）片山食品
片山電気（株）
（有）カツミモータース

（有）カトウ商会
（有）加藤設備
（株）カトーサービス
加ト吉水産（株）
（株）カナエテクノス
（有）かなくま餅
カナマル産業（株）
（有）金子運送
金子海運（有）
（合）カネシン
フレッシュショップ カネチカ
（有）叶屋タンス店
cafe COCORO
カフェレストオリーブ
カマ喜 ri
観音寺市上市商店街振興組合
髪屋 Deco
kamiyuidokonin
亀野鉄工（有）
美容室 かりん
川上工芸社
川上整骨院
川崎化工（株）
（有）カワサキ商事
（有）河田建材店
（医）社団耕寿会河田歯科医院
河田商事（株）
（株）川田設備
（株）河田タクシー
川鶴酒造（株）
（有）川西呉服店
（株）川原メッキ工業所
（有）寛永製作所
かんぽの宿観音寺
観音寺信用金庫港支店
観音寺信用金庫南支店
観音寺信用金庫国道支店
観音寺信用金庫本店
観音寺信用金庫茂木支店
観音寺犬猫病院
観音寺衛生（企）
観音寺海産（株）
観音寺観光開発（株）
（有）観音寺急配社

観音寺漁業（協）
観音寺グランドホテル
観音寺ゴルフセンター
（株）観音寺サービスセンター
観音寺市柳町通商店街（振）
観音寺商店街（振）
かんおんじ整体院“佳”
（株）観音寺地方卸売市場
（福）観音寺福祉会老人保健施設はがみ苑
（公益社）観音寺法人会
観音寺法律事務所
（株）観音寺ボデー工作所
（株）環境デザイン
（株）カンケン
（株）カンショク
がん太鮨
冠野（株）
（株）喜井組
キーセンターくわな
（株）希光
（有）岸上ファーム
岸上洋装店
（有）キシデンキ
（株）キシモク
（株）岸本組
（株）紀州屋
紀州屋商事（有）
希昇ヘルスプラザ
北四国インテック（株）
（株）北四国グラビア印刷
（有）北四国消防設備保守センター
（有）喜多商店
（株）木谷仏壇観音寺支店
北野鉄工（有）
喫茶春日
割烹料理 旬味 吉左右
（株）ギフト館ふじむら
（有）キャスト
（株）求人タイムス社
共栄サービス
共栄冷凍水産（株）
（株）行天食品
業天電器
協道標識（株）

共楽湯
協和開発（株）
旭宝GROUP（株）
（株）吉良清商店
（有）桐野安全硝子観音寺
きりの洋装店
（株）喜和味
（株）空撮技研
（株）Quest
くすりの西原
くすりのレデイ観音寺店
（株）Goodメンハローズ大野原店
久保建設（株）
久保研磨機工（株）
（有）久保商店
（有）久保石油店
（有）久保田組
久保田自動車工業
クボタスタジオ
（株）久保電機
隈川鋼材（株）
倉田建設（株）
（有）クラフトなかつか
クリーニングショップふじた
（有）クリーン丸和
（株）クルール
黒川マリン商会（合）
黒島塗装
ファッションハウス・クロダ
寿司割烹くろだ（有）
（有）圭誠物流
（株）K-tec・ホールディングス・カンパニー 四国営業所
啓電社
ケイ内装
（有）ケーアンドケーカンパニー
ケーオーモータース
（株）ケーズデンキ観音寺店
KTプロデュース
（株）原起苑
現代設計
建築企画 wizBonn
（株）幸建
合田運送（有）
合田工機（株）

（株）合田工務店観音寺営業所
（有）合田住宅設備
合田商店
合田食料品店
（有）合田石材
合田農機（株）
（株）合田不動産観音寺営業所
（合）讃岐輪業
（有）光陽
（有）光洋設備
（株）KOGU
国土塗装
コジマ看板
（株）五星観音寺営業所
小僧寿司栄町店
五代会計事務所
スナック琴
（有）琴平蒲鉾製造所
寿屋商店
（株）小西
（有）小西組
（株）小西興発
（株）小西商店
（株）小西鉄工所
小西不動産（株）
（有）こまつ薬局
（株）五味興産
五味紙業
（株）五味設備
コモダ鉄工所
コヤ
（有）こやなぎ商店
小山音楽事務所
（有）コヤマデンキシステム
金剛禅総本山少林寺琴弾道院
コンセプト
（株）コンテック
（有）近藤モータース
近藤元茂商店
菜園おおのはら
（有）斎賀建築設計事務所
彩食健美 Hachi Bako
（有）さいとう
齋藤孵卵場

サイトー（株）
サイトリー（有）
サイプレスワークス（株）
サカイ部品
栄自動車
（株）坂口屋
坂本建設
佐川急便（株）
佐川食品（株）
ザグザグ観音寺店
Hair Produce さくら
佐々木 英之
（株）指寅タンス店
（株）定池組
（有）佐藤文具商会
讃岐蒲鉾（株）
さぬき管財（株）
讃岐金属（有）
讃岐設備工業
サヌキ畜産フーズ（株）観音寺工場
（有）さぬき鳥本舗
讃岐らんちゅう園
讃岐煉瓦（株）
讃岐煉瓦（株）観音寺自動車学校
（株）さぬきワールド
（株）サポート・アン
（株）サムソン
（株）サムソン四国中央メンテナンス
（株）サムソンテック
salon EMINAL
salon.a.o
salon 38
（有）サン
（有）三栄産業
（株）三輝
（株）讃久農園
（株）三協
三協衣料（株）
（公益財）産業雇用安定センター香川事務所
三協商事（株）三輪車
（株）三幸水商
讃州プラン
（株）三創
（有）サンテツ

（有）三徳堂
（有）三本松鉄工所
（有）サンマック機販
（株）サンラック
（株）三和
三和機械（株）
三和物流（株）
（株）シーアンドエム
CEサロン eight
（株）CAエンジニアーズ
（合）シーティエス
CB SHOP AOKI アオキホンダ
（株）ＪＡ香川県フードサービス
（有）ジェム
（有）汐沢製菓
シキシマ美容院
（株）四国大川
（株）四国銀行観音寺支店
四国鶏畜機材（有）
（株）四国自動車部品商会観音寺営業所
四国倉庫（株）
（株）四国中央レポート
四国電力（株）香川支店 営業部 観音寺営業所
四国電力送配電（株）高松支社観音寺事業所
四国人形（有）
（株）しこく美装
（有）四国ファーム
四国フクスケ（株）
（株）四国服装
四国物産（株）
四国山地食品（株）
システムプレビュー
（有）至誠堂
（有）七福
七宝紙器（株）
（有）七宝重機
（有）篠原工業
（有）篠原紙器工業所
（有）シノハラスポーツ
（株）しのはら時計店
シノブフーズ（株）四国工場
（株）CIVILE
ジブラルタ生命保険（株）高松支社 丸亀第二営業所
島産業（株）

（株）志満秀
志満秀本店
（株）しまむら
（有）清水銘木店
（有）清水モータース
社会保険労務士法人平井事務所
鷲永総建
宗教法人観音寺
シュクレシュクレ
（有）庄栄不動産
（有）正電管工
（株）将八
食堂グルーメ
（有）志らい
（株）白井組
（有）白井水道
（有）白梅旅館
白川指圧療術所
写真のシラカワ
白川水産（有）
カフェレスト城本
信栄（株）
SINX（株）
（有）シンタク
（有）シンタク技研
新タック化成（株）メディカル事業本部
新谷モータープール
（有）新日本テクノス
（株）瑞光
割烹 寿賀
（株）菅組観音寺営業所
（株）すぎむら
すし松
スターワート（有）
STEP．by STEP．
美容室 ステラ
ストレッチサービス（株）
住化農業資材（株）香川肥料工場
（株）住友電機工業
生活協同組合コープかがわコープ観音寺
（株）フェイスフル
セイコービル 黒川悦夫
（株）西讃赤松
西讃観光（株）

西讃観光サービス（株）
（有）西讃自動車
西讃ダイハツ（株）
（株）西部ファーマシー
瀬戸内興商（株）
瀬戸内塗装（有）
（株）せとうち福祉サービス
瀬戸うどん
瀬戸管材（株）
（株）瀬戸水産
（株）瀬戸製作所
銭形住宅産業（株）
銭形マルシェ（合）
ぜにや
SEVEN COLOR
（株）総合開発冷蔵事業部
（株）総合開発インフラ本部
（株）総合開発リネンサプライ事業部
創作工房どい
（株）双歩会
（株）ソーコ
十川 幸子
（株）曽川建設
（株）曽根工務店
損保ジャパン日本興亜（株）丸亀支社
（株）第一会館
第一生命保険（株）観音寺第一営業オフィス
ダイエークリーニング
ダイエレ
（株）ダイエレクトロニクス
（株）大建白蟻
大黒屋製菓（有）
大樹生命保険（株）観音寺営業部
（有）大障警備
大誠水産
（株）大創
（株）大地の響
大宝建設（株）
（有）だいや食品
大安
タイヤセンター（株）観音寺営業所
ダイレックス観音寺店
（株）大和商會
田岡法律事務所

髙井材木店
（有）タカオカ
（株）高岡冷機
高木薬品（株）
（株）高建巧房
髙嶋 唯裕
タカシマ計装
高城合同事務所
（株）たかせん ドコモショップ観音寺店
（株）タカタ
高田海産（株）
高田工業（有）
（株）高谷冷機
高野屋本店
（有）タカハシ
（有）高橋
高橋教育社
高橋啓二税理士事務所
高橋工業
（有）高橋弘文堂
（有）高橋銃砲火薬店
（有）高橋種苗園
高橋商店
（株）高橋総合不動産
高橋畜産（株）
高橋輪業
高畠建設（株）
高松信用金庫観音寺支店
（株）高松三越三越観音寺
寶田 憲弘（プルデンシャル生命保険㈱）
宝田電産（株）
多喜端建築設計事務所
（株）TAKUMA
（有）詫間海運
詫陸クレーン（有）
（有）田代商店
田代不動産（株）
（有）多田組
（株）多田物流
（有）タテイシ建設
たどつ屋商店
田中 観音寺店
（株）田中呉服店
田中整体

田中電設
田中時計店
（株）田辺会計事務所
（有）タニーズ
谷理容所
田渕左官
メガネ・宝石のタミヤ
為五郎
多もん
（株）樽本電気商会
ビューティサロン千花
ちぬた餅
（有）中央塗料
中央モータース
中華そば源平
（株）中国銀行観音寺支店
（株）超越商貿
（福）長寿の郷
（株）ツーアンドフォー
築山電気工事
津久茂醗酵所
（株）ツチダコーポレーション
土田電気商会
筒井工務店
筒井鉄工所
TNPK福田
テーブルマーク（株）四国事業所
デサロ・ジャパン（株）
寺田数学英語塾
（合）TERANGA
（有）デリ・ファクトリー
（有）デリカとんとん
（有）電興社
（有）土井鉄工
土井農園（株）
（株）土井農機商会
（株）東京海上日動パートナーズ中国四国高松支店 丸亀支社
（有）東豊開発
道楽の宇賀
十日屋商事（有）
十日屋本店
トーヨースギウエ（株）観音寺営業所
常磐建設（株）
（有）トキワ美粧院

（株）ときわモータース
特定非営利法人北四国スポーツクラブ
戸城商運
Dog salon Gypso
（合）ドットベース
トップス広告
（有）鳶正
（株）富商
トミダ建設
ヘアーサロン トモ
ともフラワースクール
豊岡接骨院
豊田水産（有）
豊田孝子税理士事務所
（株）トヨタ宝冠堂
Try EVO．company
（有）トラスト
ドラッグコスモス観音寺店
ドラッグコスモス坂本町店
（有）とらや
（株）ドリームホンダ
鶏つよし
（有）トレイジャー
toromocafe
とろも美容室
（有）とんかつの山岡
中川建設
中甚かまぼこ
（有）永田自動車
（有）中田ボデー工作所
長門屋
（株）中西設計
中村蒲鉾商事（株）
（有）中村土建
（株）中村板金
（株）中村ふとん店
理容 ナカヤマ
（株）中山
中山俊事務所
（株）ナンバー工芸
仁尾興産（株）
（株）仁加屋
（有）西岡家具店
西岡耳鼻咽喉科クリニック

（有）錦屋電気商会
西工業（株）
（有）西田オート
（株）西日本事務機
西野金陵（株）観音寺物流センター
西原染料紙店
西村ジョイ（株）観音寺店
（有）にしやま
（有）西山商店
西山内装
（株）日協堂医療器
日新製袋（株）
新田石油
新田鮮魚店
（株）日東自動車
日本通運（株）四国支店観音寺事業所
（株）日本総業
new birth
ネッツトヨタ高松（株）まつの木店
野口建築
希望インテリア
（有）野原時計店
（有）のぼり屋
パークドライ
（株）パークメディコム
（有）バイオクリーン四国
（合）ハイブリッジ
WEIMA JAPAN（株）
ハウス・イメージ
ハウゼン
（有）白栄堂
（医）壽愛会羽崎病院
（有）橋本農機商会
ハッピーワールド（協）
（株）バッファロー IT・ソリューションズ九州営業所松山出張所
（有）花梅
花水仙
（株）花嫁衣裳ことぶき
（株）パブリック
浜板金工業所
早川木型製作所
（有）バラエティマルタカ
原木型店
（株）原食肉店

（有）原田商店
（有）はりまや
特定非営利活動法人はるかぜ
ハレオハナ
（株）ハローズ
パンゲア（株）
（有）晩翠
（一般財）阪大微生物病研究会観音寺研究所
B－ironwork
ギャラリー雛
（有）美栄堂
東谷理容所
光工業（株）
久本家具店
ビジネスホテル観音寺
（株）日野薬局
特定非営利活動法人ひまわり
（有）ひめや計器商会
（株）百十四銀行観音寺支店
美容室 ぴゅあ
ビューティみえ
（有）ビューティサロントキワ
ヒューマンオート
美容室せら美
美容室 Noel
ひらお美容室
（有）平口竹材店
HIRAYAMA
ファーマシィ薬局観音寺
FineStyle 環境事業部
（株）フードレック
（株）FORUKA
（株）フォルムハウス
（有）福井鉄工
（株）福十
（株）福笑舎
福庄水産（株）
福田整体院
（株）福田薬局
福弥蒲鉾（株）
福弥本舗（株）
（株）フクヨー
藤井組
（有）藤井鉄工所

（株）富士印刷
藤岡設備（株）
フジガード（株）観音寺営業所
藤川旅館
藤急商運（株）
富士建設（株）観音寺営業所
富士事務所
富士車体
（有）藤石油店
藤田（株）
（有）ふじた
フジタ機器（株）
（有）藤田組
（株）藤田工務店
（株）藤田商店
（株）富士電算センター
藤村運輸（有）
藤村工具（株）
フジムラ商会
（株）藤村鐵工所
（株）フジムラフーズ
（有）藤村保険事務所
ふじや薬品（株）
藤原英語塾
藤原畳店
藤原文具（有）
（有）藤原米穀
藤原理容院
（有）ブチック人形館
ブライト英会話教室
プライム保険サービス
（有）プラスフーズ
（株）ブラン
ブリジェビューティーサポート
（株）Full Throttle
フレッシュハウス なかむら
フレッシュ・ショップトマトチェーン（株）観音寺店
（株）ふろーら
（株）フロンティア
ヘアーサロン.M.M合田
ヘアーサロン・センス
ヘア・サロン道
Hair Resort  KUBOYAMA PLUS
（有）平和土建

BAKERY COBBLE
（株）べっこや婦人用品店
（株）ヘルス
ベル美容室
（有）ベルワールドヤナギヤ
報国機工（株）
豊和工業（有）
（株）ホーコク製粉
ポーラ化粧品観音寺営業所
（株）北伸建設工業
（有）細川安心堂
（株）細川食品
細川佳男税理士事務所
ボタン木工所
（株）ホテルサニーイン
骨付鳥 参蔵
HORIZON
堀川鉄工所
portier
ほるもん屋とも八
本格手打ちうどんうまじ家
（有）本場かなくま餅福田
本間自転車
前川住宅（株）
前川満税理士事務所
前田工業
牧サッシ
（有）マキノ
牧野工務店
マキノ産業（株）
まきや
（有）満久屋
（株）政岡
正岡輪業商会
ます梅
（有）マスカワステン
増田海運（株）
松岡自動車工業
（有）松木建具店
マックスバリュー観音寺駅南店
松下住設
松葉屋
まつもと
松本建設（株）

松本鮮魚店
松本米穀店
まつり鉄工
真鍋（有）
マナベ進物店
真鍋石材店
（有）マナベ洋装店
マノ白衣店
まめ珈房
まるかめ商店
（株）丸観塗装
（有）マルク商店
丸島商事
（有）丸高製帽所
まるたく
（株）マルチュウペイント
（有）丸冨商会
（株）マルナカ観音寺店
（株）マルナカ八幡店
（株）マルナカ柞田店
マルニヤクリーニング
丸正クリーニング店
（株）マルモ印刷
まるや
（有）丸山防災
（株）マルヨシセンター観音寺店
（有）帝総建
みかわ工務店（株）
（株）實木
（有）三木屋商事
三田海運（有）
三谷 正義
三谷電機（株）
（株）みとよ
（株）三豊印刷
三豊運送（株）
（有）三豊衛生社
三豊ケーブルテレビ放送（株）
三豊建設（株）
（株）三豊自動車学校
三豊証券（株）
三豊造花装飾
（有）三豊中央観光バス
（株）ミトヨテクニカル

（株）南屋
（医）社団三野小児科医院
（有）三原汽船
三宅産業（株）
三宅石油（株）
（株）三宅設備
（株）宮武工業
（株）宮脇書店観音寺店
おしゃれハウスMew
三好建材店
三好重利商店
三好美容室
味楽留
美和建設（株）
きもの処むかい
向井製袋所
村上税理士事務所
（株）室本マリーナー
明治宅配センター藤原
（株）メディアコム
（有）芽実花
（株）メロンハウス
（有）毛利商店
毛利飼料（有）
もみほぐし すまいる
（有）森一誠堂
（株）森卯平商店
（株）森岡不動産
（株）モリカワ
森川ガーデン（株）
（株）森川商店
（株）森川ステンレス工芸
（株）森川釣具店
（株）もりしげ
森内科医院
森永牛乳昭和販売店
森のくまさん 2nd
（株）森の経営コンサルタント
（有）モリヒロ園芸
（有）森山電機
モリ理数塾
紋正堂
ビューティーサロン モン・レーブ
焼肉kitchenmatu

焼肉じゅじゅ庵
（株）弥久茂商事
（株）やこや
泰佳
（株）柳川製麺所
矢野 香子
矢野 泰久
（有）矢野硝子店
矢野製菓
矢野設備工業
（有）八幡タイヤ
ヤハタ美容室
（有）山内産業
（株）やまさエンジニアリング
山崎司法書士事務所
（有）山地会計事務所
（株）山下建設
（株）山商
（株）ヤマダ工芸
山地蒲鉾（株）
ヤマト衣料
（株）山徳
大和建設工業（株）
（有）ヤマニ薬局
山原庭苑
（有）山丸
山本 たま子
（有）山本ステンレス
（有）山本塗装
（株）山屋
YAMAYA steel coffee
ユーアイ経営
悠栄建設工業
（有）ユーキシステム
（株）ユーシー
（株）遊食房屋
遊々椿（株）
ユナイテッド（株）
（有）ヨコウチ
（有）横内食品
横山商店
（株）横山商店
横山商店
（株）横山商店

横山製作所
（有）ヨコヤマソーイング
横山芳雄石材
（株）ヨコレイ
（有）好川会計
（有）好川商運
好川電気設備
吉田住建
（有）吉田製菓
吉田米穀店
吉本武芳社会保険労務士事務所
割烹よしや
（株）四電工観音寺営業所
lounge愛
（株）RAKU
（株）楽宴
楽住
LAPUTA Motor Cycle Factory
（株）Regal Life
Reest hair ＆spa
リヴィエール
ricca
（有）リバティーハウス
（有）リフォーム三宅
隆栄商事（有）
（株）リュストレ
（株）RINGUEデザイン事務所
（有）ルネス
ローザ美容院
ワイエムマシン（株）
（株）ワイケーエス・オギタ
YKパッケージング（株）
若松家別館
若松家本館ワカマツヤ
脇建築
わくわくパソコン教室
メガネの和光
和田商店
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Arcs
（株）R・Life
I．K．ダクト
（有）アイテム
アイリス美容室
アオイ電子（株）観音寺工場
美顔メディカル青い鳥
赤帽（有）観音寺軽運送
（株）秋澤好行
（株）秋山会計
秋山メンテナンス
アクサ生命保険（株）高松営業所観音寺分室
（株）アクティスガ
（有）アグリ
（有）亜光
（株）旭サッシ工業
（有）アサヒホーム
（株）味のちぬや
安宅 美穂
（株）accha
（有）アップルミント
（有）アドバンス農産
アミューズメントスペーステネシー
アモリ機工（株）
（有）綾鉄工所
荒木自動車
（株）アラクス
有明鶏肉店
（有）有明高速印刷
有明商店
有明設備
有明電化（株）
（株）ARFIS
（有）あんしん自動車
あんどう化粧品店
（株）安藤工業
（株）安藤工務店
（有）安藤商会
（株）アンファーム
あんま屋 かわはら
イーエルイー
（株）伊井工務店
いかづち
イケダ

池田さんさん教室
居酒屋  壹
IZAKAYA  わ心
居酒屋萬月
イシイ・建築設計事務所
（有）石井工作所
石井酒食品店
石川機工
石川金属工業（株）
（株）石川組
石川建築設計事務所
（有）イシカワ建販
（有）石川電気商会
（有）石川デンタルラボラトリ
（株）石川土建
石川美容室
石川博保
（有）いずみや調剤薬局
伊勢丸食品㈱
（有）礒野商店
礒野製袋加工所
（有）一京
いつくさ商事（株）
（株）イナダ
犬のびようしつ TAN・TAN
（有）井之川洋品店
ヘアーサロン イノシタ
（有）井下住環境企画
イノシタ理容所
（有）井元電気商会
伊吹漁業（協）
伊吹食品（株）
今井印刷所
（株）今井電気商会
（有）今西製菓
（資）今屋静香園
（有）今屋老舗
（株）伊予銀行観音寺支店
（合）入江こうじ製造所
入江鮮魚店
イロハタクシー（有）
（株）岩倉彩雲堂
岩倉勉司法書士事務所
岩倉由幸司法書士事務所

（有）岩田機工
岩田食料品店
ENGLISH NETWORK 21
（株）インテリア宮本
（株）植木回漕店
植木鮮魚店
植田食品
（有）魚繁
（有）魚為本店【百秀武道具店】
（有）ヴォックス
（株）宇賀
（有）宇賀印房
（株）宇賀幸
（株）宇賀商店
（有）宇賀寿一商店
（株）請川窯業
（有）内海紙工業所
うどん虎龍
うみべのかふぇ露
浦安商事（株）観音寺営業所
AIG 損害保険（株）中国四国地域事業部 高松支店
APEX国際（株）
（有）エコテック
（株）エコマスター
エスケーサービス（株）
（株）エスコート
N－Style Garden
戎海運（有）
エビス自動車修理工場
エビス食品（企）
エビス紙料（株）四国工場
（株）FUP
恵美美容院
（株）Mig
（株）MSC
エムティワイ森川（有）
（株）エリーゼント
エリ美容室
エル商事
尾池そろばん教室
大石 和代
大紀商事（株）観音寺工場
大喜多うどん
大喜多自動車

大喜多製綿所
（株）大阪屋
（有）大崎電機製作所
（株）オータニ
大谷水産
大谷包装（株）
大塚工務店
（株）大塚鉄工所
オート クラフト
（福）大豊福祉会
（有）大西会計事務所
フィッシングショップ オオニシ
（有）大西エンジニアリング
（株）大西グリーン
（有）おおにし酒みせ
（株）大西自動車工作所
大西手芸品店
大西珠算塾
（有）大西石油
大西接骨院
（株）大西設備工業
大西ソーイング
大西唯夫税理士事務所
大西鉄工所
（有）大西テント商会
おおにし塗装
大西不動産
大西モータース
（有）大畑忠久商店
大畑為治郎人形店
大平　薫
（有）大平プロダクション
（株）大船運輸
大矢鈑金塗装工業
大山グリーンガーデン
（株）大山工業
（有）岡崎オートサービス
（株）岡崎製作所
岡崎正義商店
岡崎嘉孝製綿所
岡食品
岡田石油（株）
岡田文具店
（有）荻田

（株）おぎた
荻田工務店
（株）荻田商店
荻田青果店
（株）荻田製菓
（有）荻田花店
Okibi
奥田印刷（有）
お食事処すずらん
事務機の小野
小野 容子
小畑タイヤ
オフィス レイズ
喫茶オリーブの木
オリエント通商（株）
（株）織鶴
（株）オリノ板金工業所
（株）カーオフィス タカシロ
CAR SHOP K’s
カーメイク フジムラ
（有）カーリンクエムズ
（有）開建築設計室
（株）快生堂
（株）KEIM
香川荒物店
香川アロー（株）
（株）香川銀行観音寺支店
香川県信用組合観音寺支店
香川建設工業
香川県農業協同組合 常磐支店
香川証券（株）観音寺支店
（株）香川ダイハツモータース観音寺店
（株）香川鉄工所
香川日産自動車（株）観音寺店
（株）香川フードサービス
（株）香川物流
（株）加喜屋
菓子工房K．
かじまや
美容室 KAZU
片山 満博
（株）片山食品
片山電気（株）
（有）カツミモータース

（有）カトウ商会
（有）加藤設備
（株）カトーサービス
加ト吉水産（株）
（株）カナエテクノス
（有）かなくま餅
カナマル産業（株）
（有）金子運送
金子海運（有）
（合）カネシン
フレッシュショップ カネチカ
（有）叶屋タンス店
cafe COCORO
カフェレストオリーブ
カマ喜 ri
観音寺市上市商店街振興組合
髪屋 Deco
kamiyuidokonin
亀野鉄工（有）
美容室 かりん
川上工芸社
川上整骨院
川崎化工（株）
（有）カワサキ商事
（有）河田建材店
（医）社団耕寿会河田歯科医院
河田商事（株）
（株）川田設備
（株）河田タクシー
川鶴酒造（株）
（有）川西呉服店
（株）川原メッキ工業所
（有）寛永製作所
かんぽの宿観音寺
観音寺信用金庫港支店
観音寺信用金庫南支店
観音寺信用金庫国道支店
観音寺信用金庫本店
観音寺信用金庫茂木支店
観音寺犬猫病院
観音寺衛生（企）
観音寺海産（株）
観音寺観光開発（株）
（有）観音寺急配社

観音寺漁業（協）
観音寺グランドホテル
観音寺ゴルフセンター
（株）観音寺サービスセンター
観音寺市柳町通商店街（振）
観音寺商店街（振）
かんおんじ整体院“佳”
（株）観音寺地方卸売市場
（福）観音寺福祉会老人保健施設はがみ苑
（公益社）観音寺法人会
観音寺法律事務所
（株）観音寺ボデー工作所
（株）環境デザイン
（株）カンケン
（株）カンショク
がん太鮨
冠野（株）
（株）喜井組
キーセンターくわな
（株）希光
（有）岸上ファーム
岸上洋装店
（有）キシデンキ
（株）キシモク
（株）岸本組
（株）紀州屋
紀州屋商事（有）
希昇ヘルスプラザ
北四国インテック（株）
（株）北四国グラビア印刷
（有）北四国消防設備保守センター
（有）喜多商店
（株）木谷仏壇観音寺支店
北野鉄工（有）
喫茶春日
割烹料理 旬味 吉左右
（株）ギフト館ふじむら
（有）キャスト
（株）求人タイムス社
共栄サービス
共栄冷凍水産（株）
（株）行天食品
業天電器
協道標識（株）

共楽湯
協和開発（株）
旭宝GROUP（株）
（株）吉良清商店
（有）桐野安全硝子観音寺
きりの洋装店
（株）喜和味
（株）空撮技研
（株）Quest
くすりの西原
くすりのレデイ観音寺店
（株）Goodメンハローズ大野原店
久保建設（株）
久保研磨機工（株）
（有）久保商店
（有）久保石油店
（有）久保田組
久保田自動車工業
クボタスタジオ
（株）久保電機
隈川鋼材（株）
倉田建設（株）
（有）クラフトなかつか
クリーニングショップふじた
（有）クリーン丸和
（株）クルール
黒川マリン商会（合）
黒島塗装
ファッションハウス・クロダ
寿司割烹くろだ（有）
（有）圭誠物流
（株）K-tec・ホールディングス・カンパニー 四国営業所
啓電社
ケイ内装
（有）ケーアンドケーカンパニー
ケーオーモータース
（株）ケーズデンキ観音寺店
KTプロデュース
（株）原起苑
現代設計
建築企画 wizBonn
（株）幸建
合田運送（有）
合田工機（株）

（株）合田工務店観音寺営業所
（有）合田住宅設備
合田商店
合田食料品店
（有）合田石材
合田農機（株）
（株）合田不動産観音寺営業所
（合）讃岐輪業
（有）光陽
（有）光洋設備
（株）KOGU
国土塗装
コジマ看板
（株）五星観音寺営業所
小僧寿司栄町店
五代会計事務所
スナック琴
（有）琴平蒲鉾製造所
寿屋商店
（株）小西
（有）小西組
（株）小西興発
（株）小西商店
（株）小西鉄工所
小西不動産（株）
（有）こまつ薬局
（株）五味興産
五味紙業
（株）五味設備
コモダ鉄工所
コヤ
（有）こやなぎ商店
小山音楽事務所
（有）コヤマデンキシステム
金剛禅総本山少林寺琴弾道院
コンセプト
（株）コンテック
（有）近藤モータース
近藤元茂商店
菜園おおのはら
（有）斎賀建築設計事務所
彩食健美 Hachi Bako
（有）さいとう
齋藤孵卵場

サイトー（株）
サイトリー（有）
サイプレスワークス（株）
サカイ部品
栄自動車
（株）坂口屋
坂本建設
佐川急便（株）
佐川食品（株）
ザグザグ観音寺店
Hair Produce さくら
佐々木 英之
（株）指寅タンス店
（株）定池組
（有）佐藤文具商会
讃岐蒲鉾（株）
さぬき管財（株）
讃岐金属（有）
讃岐設備工業
サヌキ畜産フーズ（株）観音寺工場
（有）さぬき鳥本舗
讃岐らんちゅう園
讃岐煉瓦（株）
讃岐煉瓦（株）観音寺自動車学校
（株）さぬきワールド
（株）サポート・アン
（株）サムソン
（株）サムソン四国中央メンテナンス
（株）サムソンテック
salon EMINAL
salon.a.o
salon 38
（有）サン
（有）三栄産業
（株）三輝
（株）讃久農園
（株）三協
三協衣料（株）
（公益財）産業雇用安定センター香川事務所
三協商事（株）三輪車
（株）三幸水商
讃州プラン
（株）三創
（有）サンテツ

（有）三徳堂
（有）三本松鉄工所
（有）サンマック機販
（株）サンラック
（株）三和
三和機械（株）
三和物流（株）
（株）シーアンドエム
CEサロン eight
（株）CAエンジニアーズ
（合）シーティエス
CB SHOP AOKI アオキホンダ
（株）ＪＡ香川県フードサービス
（有）ジェム
（有）汐沢製菓
シキシマ美容院
（株）四国大川
（株）四国銀行観音寺支店
四国鶏畜機材（有）
（株）四国自動車部品商会観音寺営業所
四国倉庫（株）
（株）四国中央レポート
四国電力（株）香川支店 営業部 観音寺営業所
四国電力送配電（株）高松支社観音寺事業所
四国人形（有）
（株）しこく美装
（有）四国ファーム
四国フクスケ（株）
（株）四国服装
四国物産（株）
四国山地食品（株）
システムプレビュー
（有）至誠堂
（有）七福
七宝紙器（株）
（有）七宝重機
（有）篠原工業
（有）篠原紙器工業所
（有）シノハラスポーツ
（株）しのはら時計店
シノブフーズ（株）四国工場
（株）CIVILE
ジブラルタ生命保険（株）高松支社 丸亀第二営業所
島産業（株）

（株）志満秀
志満秀本店
（株）しまむら
（有）清水銘木店
（有）清水モータース
社会保険労務士法人平井事務所
鷲永総建
宗教法人観音寺
シュクレシュクレ
（有）庄栄不動産
（有）正電管工
（株）将八
食堂グルーメ
（有）志らい
（株）白井組
（有）白井水道
（有）白梅旅館
白川指圧療術所
写真のシラカワ
白川水産（有）
カフェレスト城本
信栄（株）
SINX（株）
（有）シンタク
（有）シンタク技研
新タック化成（株）メディカル事業本部
新谷モータープール
（有）新日本テクノス
（株）瑞光
割烹 寿賀
（株）菅組観音寺営業所
（株）すぎむら
すし松
スターワート（有）
STEP．by STEP．
美容室 ステラ
ストレッチサービス（株）
住化農業資材（株）香川肥料工場
（株）住友電機工業
生活協同組合コープかがわコープ観音寺
（株）フェイスフル
セイコービル 黒川悦夫
（株）西讃赤松
西讃観光（株）

西讃観光サービス（株）
（有）西讃自動車
西讃ダイハツ（株）
（株）西部ファーマシー
瀬戸内興商（株）
瀬戸内塗装（有）
（株）せとうち福祉サービス
瀬戸うどん
瀬戸管材（株）
（株）瀬戸水産
（株）瀬戸製作所
銭形住宅産業（株）
銭形マルシェ（合）
ぜにや
SEVEN COLOR
（株）総合開発冷蔵事業部
（株）総合開発インフラ本部
（株）総合開発リネンサプライ事業部
創作工房どい
（株）双歩会
（株）ソーコ
十川 幸子
（株）曽川建設
（株）曽根工務店
損保ジャパン日本興亜（株）丸亀支社
（株）第一会館
第一生命保険（株）観音寺第一営業オフィス
ダイエークリーニング
ダイエレ
（株）ダイエレクトロニクス
（株）大建白蟻
大黒屋製菓（有）
大樹生命保険（株）観音寺営業部
（有）大障警備
大誠水産
（株）大創
（株）大地の響
大宝建設（株）
（有）だいや食品
大安
タイヤセンター（株）観音寺営業所
ダイレックス観音寺店
（株）大和商會
田岡法律事務所

髙井材木店
（有）タカオカ
（株）高岡冷機
高木薬品（株）
（株）高建巧房
髙嶋 唯裕
タカシマ計装
高城合同事務所
（株）たかせん ドコモショップ観音寺店
（株）タカタ
高田海産（株）
高田工業（有）
（株）高谷冷機
高野屋本店
（有）タカハシ
（有）高橋
高橋教育社
高橋啓二税理士事務所
高橋工業
（有）高橋弘文堂
（有）高橋銃砲火薬店
（有）高橋種苗園
高橋商店
（株）高橋総合不動産
高橋畜産（株）
高橋輪業
高畠建設（株）
高松信用金庫観音寺支店
（株）高松三越三越観音寺
寶田 憲弘（プルデンシャル生命保険㈱）
宝田電産（株）
多喜端建築設計事務所
（株）TAKUMA
（有）詫間海運
詫陸クレーン（有）
（有）田代商店
田代不動産（株）
（有）多田組
（株）多田物流
（有）タテイシ建設
たどつ屋商店
田中 観音寺店
（株）田中呉服店
田中整体

田中電設
田中時計店
（株）田辺会計事務所
（有）タニーズ
谷理容所
田渕左官
メガネ・宝石のタミヤ
為五郎
多もん
（株）樽本電気商会
ビューティサロン千花
ちぬた餅
（有）中央塗料
中央モータース
中華そば源平
（株）中国銀行観音寺支店
（株）超越商貿
（福）長寿の郷
（株）ツーアンドフォー
築山電気工事
津久茂醗酵所
（株）ツチダコーポレーション
土田電気商会
筒井工務店
筒井鉄工所
TNPK福田
テーブルマーク（株）四国事業所
デサロ・ジャパン（株）
寺田数学英語塾
（合）TERANGA
（有）デリ・ファクトリー
（有）デリカとんとん
（有）電興社
（有）土井鉄工
土井農園（株）
（株）土井農機商会
（株）東京海上日動パートナーズ中国四国高松支店 丸亀支社
（有）東豊開発
道楽の宇賀
十日屋商事（有）
十日屋本店
トーヨースギウエ（株）観音寺営業所
常磐建設（株）
（有）トキワ美粧院

（株）ときわモータース
特定非営利法人北四国スポーツクラブ
戸城商運
Dog salon Gypso
（合）ドットベース
トップス広告
（有）鳶正
（株）富商
トミダ建設
ヘアーサロン トモ
ともフラワースクール
豊岡接骨院
豊田水産（有）
豊田孝子税理士事務所
（株）トヨタ宝冠堂
Try EVO．company
（有）トラスト
ドラッグコスモス観音寺店
ドラッグコスモス坂本町店
（有）とらや
（株）ドリームホンダ
鶏つよし
（有）トレイジャー
toromocafe
とろも美容室
（有）とんかつの山岡
中川建設
中甚かまぼこ
（有）永田自動車
（有）中田ボデー工作所
長門屋
（株）中西設計
中村蒲鉾商事（株）
（有）中村土建
（株）中村板金
（株）中村ふとん店
理容 ナカヤマ
（株）中山
中山俊事務所
（株）ナンバー工芸
仁尾興産（株）
（株）仁加屋
（有）西岡家具店
西岡耳鼻咽喉科クリニック

（有）錦屋電気商会
西工業（株）
（有）西田オート
（株）西日本事務機
西野金陵（株）観音寺物流センター
西原染料紙店
西村ジョイ（株）観音寺店
（有）にしやま
（有）西山商店
西山内装
（株）日協堂医療器
日新製袋（株）
新田石油
新田鮮魚店
（株）日東自動車
日本通運（株）四国支店観音寺事業所
（株）日本総業
new birth
ネッツトヨタ高松（株）まつの木店
野口建築
希望インテリア
（有）野原時計店
（有）のぼり屋
パークドライ
（株）パークメディコム
（有）バイオクリーン四国
（合）ハイブリッジ
WEIMA JAPAN（株）
ハウス・イメージ
ハウゼン
（有）白栄堂
（医）壽愛会羽崎病院
（有）橋本農機商会
ハッピーワールド（協）
（株）バッファロー IT・ソリューションズ九州営業所松山出張所
（有）花梅
花水仙
（株）花嫁衣裳ことぶき
（株）パブリック
浜板金工業所
早川木型製作所
（有）バラエティマルタカ
原木型店
（株）原食肉店

（有）原田商店
（有）はりまや
特定非営利活動法人はるかぜ
ハレオハナ
（株）ハローズ
パンゲア（株）
（有）晩翠
（一般財）阪大微生物病研究会観音寺研究所
B－ironwork
ギャラリー雛
（有）美栄堂
東谷理容所
光工業（株）
久本家具店
ビジネスホテル観音寺
（株）日野薬局
特定非営利活動法人ひまわり
（有）ひめや計器商会
（株）百十四銀行観音寺支店
美容室 ぴゅあ
ビューティみえ
（有）ビューティサロントキワ
ヒューマンオート
美容室せら美
美容室 Noel
ひらお美容室
（有）平口竹材店
HIRAYAMA
ファーマシィ薬局観音寺
FineStyle 環境事業部
（株）フードレック
（株）FORUKA
（株）フォルムハウス
（有）福井鉄工
（株）福十
（株）福笑舎
福庄水産（株）
福田整体院
（株）福田薬局
福弥蒲鉾（株）
福弥本舗（株）
（株）フクヨー
藤井組
（有）藤井鉄工所

（株）富士印刷
藤岡設備（株）
フジガード（株）観音寺営業所
藤川旅館
藤急商運（株）
富士建設（株）観音寺営業所
富士事務所
富士車体
（有）藤石油店
藤田（株）
（有）ふじた
フジタ機器（株）
（有）藤田組
（株）藤田工務店
（株）藤田商店
（株）富士電算センター
藤村運輸（有）
藤村工具（株）
フジムラ商会
（株）藤村鐵工所
（株）フジムラフーズ
（有）藤村保険事務所
ふじや薬品（株）
藤原英語塾
藤原畳店
藤原文具（有）
（有）藤原米穀
藤原理容院
（有）ブチック人形館
ブライト英会話教室
プライム保険サービス
（有）プラスフーズ
（株）ブラン
ブリジェビューティーサポート
（株）Full Throttle
フレッシュハウス なかむら
フレッシュ・ショップトマトチェーン（株）観音寺店
（株）ふろーら
（株）フロンティア
ヘアーサロン.M.M合田
ヘアーサロン・センス
ヘア・サロン道
Hair Resort  KUBOYAMA PLUS
（有）平和土建

BAKERY COBBLE
（株）べっこや婦人用品店
（株）ヘルス
ベル美容室
（有）ベルワールドヤナギヤ
報国機工（株）
豊和工業（有）
（株）ホーコク製粉
ポーラ化粧品観音寺営業所
（株）北伸建設工業
（有）細川安心堂
（株）細川食品
細川佳男税理士事務所
ボタン木工所
（株）ホテルサニーイン
骨付鳥 参蔵
HORIZON
堀川鉄工所
portier
ほるもん屋とも八
本格手打ちうどんうまじ家
（有）本場かなくま餅福田
本間自転車
前川住宅（株）
前川満税理士事務所
前田工業
牧サッシ
（有）マキノ
牧野工務店
マキノ産業（株）
まきや
（有）満久屋
（株）政岡
正岡輪業商会
ます梅
（有）マスカワステン
増田海運（株）
松岡自動車工業
（有）松木建具店
マックスバリュー観音寺駅南店
松下住設
松葉屋
まつもと
松本建設（株）

松本鮮魚店
松本米穀店
まつり鉄工
真鍋（有）
マナベ進物店
真鍋石材店
（有）マナベ洋装店
マノ白衣店
まめ珈房
まるかめ商店
（株）丸観塗装
（有）マルク商店
丸島商事
（有）丸高製帽所
まるたく
（株）マルチュウペイント
（有）丸冨商会
（株）マルナカ観音寺店
（株）マルナカ八幡店
（株）マルナカ柞田店
マルニヤクリーニング
丸正クリーニング店
（株）マルモ印刷
まるや
（有）丸山防災
（株）マルヨシセンター観音寺店
（有）帝総建
みかわ工務店（株）
（株）實木
（有）三木屋商事
三田海運（有）
三谷 正義
三谷電機（株）
（株）みとよ
（株）三豊印刷
三豊運送（株）
（有）三豊衛生社
三豊ケーブルテレビ放送（株）
三豊建設（株）
（株）三豊自動車学校
三豊証券（株）
三豊造花装飾
（有）三豊中央観光バス
（株）ミトヨテクニカル

（株）南屋
（医）社団三野小児科医院
（有）三原汽船
三宅産業（株）
三宅石油（株）
（株）三宅設備
（株）宮武工業
（株）宮脇書店観音寺店
おしゃれハウスMew
三好建材店
三好重利商店
三好美容室
味楽留
美和建設（株）
きもの処むかい
向井製袋所
村上税理士事務所
（株）室本マリーナー
明治宅配センター藤原
（株）メディアコム
（有）芽実花
（株）メロンハウス
（有）毛利商店
毛利飼料（有）
もみほぐし すまいる
（有）森一誠堂
（株）森卯平商店
（株）森岡不動産
（株）モリカワ
森川ガーデン（株）
（株）森川商店
（株）森川ステンレス工芸
（株）森川釣具店
（株）もりしげ
森内科医院
森永牛乳昭和販売店
森のくまさん 2nd
（株）森の経営コンサルタント
（有）モリヒロ園芸
（有）森山電機
モリ理数塾
紋正堂
ビューティーサロン モン・レーブ
焼肉kitchenmatu

焼肉じゅじゅ庵
（株）弥久茂商事
（株）やこや
泰佳
（株）柳川製麺所
矢野 香子
矢野 泰久
（有）矢野硝子店
矢野製菓
矢野設備工業
（有）八幡タイヤ
ヤハタ美容室
（有）山内産業
（株）やまさエンジニアリング
山崎司法書士事務所
（有）山地会計事務所
（株）山下建設
（株）山商
（株）ヤマダ工芸
山地蒲鉾（株）
ヤマト衣料
（株）山徳
大和建設工業（株）
（有）ヤマニ薬局
山原庭苑
（有）山丸
山本 たま子
（有）山本ステンレス
（有）山本塗装
（株）山屋
YAMAYA steel coffee
ユーアイ経営
悠栄建設工業
（有）ユーキシステム
（株）ユーシー
（株）遊食房屋
遊々椿（株）
ユナイテッド（株）
（有）ヨコウチ
（有）横内食品
横山商店
（株）横山商店
横山商店
（株）横山商店

横山製作所
（有）ヨコヤマソーイング
横山芳雄石材
（株）ヨコレイ
（有）好川会計
（有）好川商運
好川電気設備
吉田住建
（有）吉田製菓
吉田米穀店
吉本武芳社会保険労務士事務所
割烹よしや
（株）四電工観音寺営業所
lounge愛
（株）RAKU
（株）楽宴
楽住
LAPUTA Motor Cycle Factory
（株）Regal Life
Reest hair ＆spa
リヴィエール
ricca
（有）リバティーハウス
（有）リフォーム三宅
隆栄商事（有）
（株）リュストレ
（株）RINGUEデザイン事務所
（有）ルネス
ローザ美容院
ワイエムマシン（株）
（株）ワイケーエス・オギタ
YKパッケージング（株）
若松家別館
若松家本館ワカマツヤ
脇建築
わくわくパソコン教室
メガネの和光
和田商店
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Arcs
（株）R・Life
I．K．ダクト
（有）アイテム
アイリス美容室
アオイ電子（株）観音寺工場
美顔メディカル青い鳥
赤帽（有）観音寺軽運送
（株）秋澤好行
（株）秋山会計
秋山メンテナンス
アクサ生命保険（株）高松営業所観音寺分室
（株）アクティスガ
（有）アグリ
（有）亜光
（株）旭サッシ工業
（有）アサヒホーム
（株）味のちぬや
安宅 美穂
（株）accha
（有）アップルミント
（有）アドバンス農産
アミューズメントスペーステネシー
アモリ機工（株）
（有）綾鉄工所
荒木自動車
（株）アラクス
有明鶏肉店
（有）有明高速印刷
有明商店
有明設備
有明電化（株）
（株）ARFIS
（有）あんしん自動車
あんどう化粧品店
（株）安藤工業
（株）安藤工務店
（有）安藤商会
（株）アンファーム
あんま屋 かわはら
イーエルイー
（株）伊井工務店
いかづち
イケダ

池田さんさん教室
居酒屋  壹
IZAKAYA  わ心
居酒屋萬月
イシイ・建築設計事務所
（有）石井工作所
石井酒食品店
石川機工
石川金属工業（株）
（株）石川組
石川建築設計事務所
（有）イシカワ建販
（有）石川電気商会
（有）石川デンタルラボラトリ
（株）石川土建
石川美容室
石川博保
（有）いずみや調剤薬局
伊勢丸食品㈱
（有）礒野商店
礒野製袋加工所
（有）一京
いつくさ商事（株）
（株）イナダ
犬のびようしつ TAN・TAN
（有）井之川洋品店
ヘアーサロン イノシタ
（有）井下住環境企画
イノシタ理容所
（有）井元電気商会
伊吹漁業（協）
伊吹食品（株）
今井印刷所
（株）今井電気商会
（有）今西製菓
（資）今屋静香園
（有）今屋老舗
（株）伊予銀行観音寺支店
（合）入江こうじ製造所
入江鮮魚店
イロハタクシー（有）
（株）岩倉彩雲堂
岩倉勉司法書士事務所
岩倉由幸司法書士事務所

（有）岩田機工
岩田食料品店
ENGLISH NETWORK 21
（株）インテリア宮本
（株）植木回漕店
植木鮮魚店
植田食品
（有）魚繁
（有）魚為本店【百秀武道具店】
（有）ヴォックス
（株）宇賀
（有）宇賀印房
（株）宇賀幸
（株）宇賀商店
（有）宇賀寿一商店
（株）請川窯業
（有）内海紙工業所
うどん虎龍
うみべのかふぇ露
浦安商事（株）観音寺営業所
AIG 損害保険（株）中国四国地域事業部 高松支店
APEX国際（株）
（有）エコテック
（株）エコマスター
エスケーサービス（株）
（株）エスコート
N－Style Garden
戎海運（有）
エビス自動車修理工場
エビス食品（企）
エビス紙料（株）四国工場
（株）FUP
恵美美容院
（株）Mig
（株）MSC
エムティワイ森川（有）
（株）エリーゼント
エリ美容室
エル商事
尾池そろばん教室
大石 和代
大紀商事（株）観音寺工場
大喜多うどん
大喜多自動車

大喜多製綿所
（株）大阪屋
（有）大崎電機製作所
（株）オータニ
大谷水産
大谷包装（株）
大塚工務店
（株）大塚鉄工所
オート クラフト
（福）大豊福祉会
（有）大西会計事務所
フィッシングショップ オオニシ
（有）大西エンジニアリング
（株）大西グリーン
（有）おおにし酒みせ
（株）大西自動車工作所
大西手芸品店
大西珠算塾
（有）大西石油
大西接骨院
（株）大西設備工業
大西ソーイング
大西唯夫税理士事務所
大西鉄工所
（有）大西テント商会
おおにし塗装
大西不動産
大西モータース
（有）大畑忠久商店
大畑為治郎人形店
大平　薫
（有）大平プロダクション
（株）大船運輸
大矢鈑金塗装工業
大山グリーンガーデン
（株）大山工業
（有）岡崎オートサービス
（株）岡崎製作所
岡崎正義商店
岡崎嘉孝製綿所
岡食品
岡田石油（株）
岡田文具店
（有）荻田

（株）おぎた
荻田工務店
（株）荻田商店
荻田青果店
（株）荻田製菓
（有）荻田花店
Okibi
奥田印刷（有）
お食事処すずらん
事務機の小野
小野 容子
小畑タイヤ
オフィス レイズ
喫茶オリーブの木
オリエント通商（株）
（株）織鶴
（株）オリノ板金工業所
（株）カーオフィス タカシロ
CAR SHOP K’s
カーメイク フジムラ
（有）カーリンクエムズ
（有）開建築設計室
（株）快生堂
（株）KEIM
香川荒物店
香川アロー（株）
（株）香川銀行観音寺支店
香川県信用組合観音寺支店
香川建設工業
香川県農業協同組合 常磐支店
香川証券（株）観音寺支店
（株）香川ダイハツモータース観音寺店
（株）香川鉄工所
香川日産自動車（株）観音寺店
（株）香川フードサービス
（株）香川物流
（株）加喜屋
菓子工房K．
かじまや
美容室 KAZU
片山 満博
（株）片山食品
片山電気（株）
（有）カツミモータース

（有）カトウ商会
（有）加藤設備
（株）カトーサービス
加ト吉水産（株）
（株）カナエテクノス
（有）かなくま餅
カナマル産業（株）
（有）金子運送
金子海運（有）
（合）カネシン
フレッシュショップ カネチカ
（有）叶屋タンス店
cafe COCORO
カフェレストオリーブ
カマ喜 ri
観音寺市上市商店街振興組合
髪屋 Deco
kamiyuidokonin
亀野鉄工（有）
美容室 かりん
川上工芸社
川上整骨院
川崎化工（株）
（有）カワサキ商事
（有）河田建材店
（医）社団耕寿会河田歯科医院
河田商事（株）
（株）川田設備
（株）河田タクシー
川鶴酒造（株）
（有）川西呉服店
（株）川原メッキ工業所
（有）寛永製作所
かんぽの宿観音寺
観音寺信用金庫港支店
観音寺信用金庫南支店
観音寺信用金庫国道支店
観音寺信用金庫本店
観音寺信用金庫茂木支店
観音寺犬猫病院
観音寺衛生（企）
観音寺海産（株）
観音寺観光開発（株）
（有）観音寺急配社

観音寺漁業（協）
観音寺グランドホテル
観音寺ゴルフセンター
（株）観音寺サービスセンター
観音寺市柳町通商店街（振）
観音寺商店街（振）
かんおんじ整体院“佳”
（株）観音寺地方卸売市場
（福）観音寺福祉会老人保健施設はがみ苑
（公益社）観音寺法人会
観音寺法律事務所
（株）観音寺ボデー工作所
（株）環境デザイン
（株）カンケン
（株）カンショク
がん太鮨
冠野（株）
（株）喜井組
キーセンターくわな
（株）希光
（有）岸上ファーム
岸上洋装店
（有）キシデンキ
（株）キシモク
（株）岸本組
（株）紀州屋
紀州屋商事（有）
希昇ヘルスプラザ
北四国インテック（株）
（株）北四国グラビア印刷
（有）北四国消防設備保守センター
（有）喜多商店
（株）木谷仏壇観音寺支店
北野鉄工（有）
喫茶春日
割烹料理 旬味 吉左右
（株）ギフト館ふじむら
（有）キャスト
（株）求人タイムス社
共栄サービス
共栄冷凍水産（株）
（株）行天食品
業天電器
協道標識（株）

共楽湯
協和開発（株）
旭宝GROUP（株）
（株）吉良清商店
（有）桐野安全硝子観音寺
きりの洋装店
（株）喜和味
（株）空撮技研
（株）Quest
くすりの西原
くすりのレデイ観音寺店
（株）Goodメンハローズ大野原店
久保建設（株）
久保研磨機工（株）
（有）久保商店
（有）久保石油店
（有）久保田組
久保田自動車工業
クボタスタジオ
（株）久保電機
隈川鋼材（株）
倉田建設（株）
（有）クラフトなかつか
クリーニングショップふじた
（有）クリーン丸和
（株）クルール
黒川マリン商会（合）
黒島塗装
ファッションハウス・クロダ
寿司割烹くろだ（有）
（有）圭誠物流
（株）K-tec・ホールディングス・カンパニー 四国営業所
啓電社
ケイ内装
（有）ケーアンドケーカンパニー
ケーオーモータース
（株）ケーズデンキ観音寺店
KTプロデュース
（株）原起苑
現代設計
建築企画 wizBonn
（株）幸建
合田運送（有）
合田工機（株）

（株）合田工務店観音寺営業所
（有）合田住宅設備
合田商店
合田食料品店
（有）合田石材
合田農機（株）
（株）合田不動産観音寺営業所
（合）讃岐輪業
（有）光陽
（有）光洋設備
（株）KOGU
国土塗装
コジマ看板
（株）五星観音寺営業所
小僧寿司栄町店
五代会計事務所
スナック琴
（有）琴平蒲鉾製造所
寿屋商店
（株）小西
（有）小西組
（株）小西興発
（株）小西商店
（株）小西鉄工所
小西不動産（株）
（有）こまつ薬局
（株）五味興産
五味紙業
（株）五味設備
コモダ鉄工所
コヤ
（有）こやなぎ商店
小山音楽事務所
（有）コヤマデンキシステム
金剛禅総本山少林寺琴弾道院
コンセプト
（株）コンテック
（有）近藤モータース
近藤元茂商店
菜園おおのはら
（有）斎賀建築設計事務所
彩食健美 Hachi Bako
（有）さいとう
齋藤孵卵場

サイトー（株）
サイトリー（有）
サイプレスワークス（株）
サカイ部品
栄自動車
（株）坂口屋
坂本建設
佐川急便（株）
佐川食品（株）
ザグザグ観音寺店
Hair Produce さくら
佐々木 英之
（株）指寅タンス店
（株）定池組
（有）佐藤文具商会
讃岐蒲鉾（株）
さぬき管財（株）
讃岐金属（有）
讃岐設備工業
サヌキ畜産フーズ（株）観音寺工場
（有）さぬき鳥本舗
讃岐らんちゅう園
讃岐煉瓦（株）
讃岐煉瓦（株）観音寺自動車学校
（株）さぬきワールド
（株）サポート・アン
（株）サムソン
（株）サムソン四国中央メンテナンス
（株）サムソンテック
salon EMINAL
salon.a.o
salon 38
（有）サン
（有）三栄産業
（株）三輝
（株）讃久農園
（株）三協
三協衣料（株）
（公益財）産業雇用安定センター香川事務所
三協商事（株）三輪車
（株）三幸水商
讃州プラン
（株）三創
（有）サンテツ

（有）三徳堂
（有）三本松鉄工所
（有）サンマック機販
（株）サンラック
（株）三和
三和機械（株）
三和物流（株）
（株）シーアンドエム
CEサロン eight
（株）CAエンジニアーズ
（合）シーティエス
CB SHOP AOKI アオキホンダ
（株）ＪＡ香川県フードサービス
（有）ジェム
（有）汐沢製菓
シキシマ美容院
（株）四国大川
（株）四国銀行観音寺支店
四国鶏畜機材（有）
（株）四国自動車部品商会観音寺営業所
四国倉庫（株）
（株）四国中央レポート
四国電力（株）香川支店 営業部 観音寺営業所
四国電力送配電（株）高松支社観音寺事業所
四国人形（有）
（株）しこく美装
（有）四国ファーム
四国フクスケ（株）
（株）四国服装
四国物産（株）
四国山地食品（株）
システムプレビュー
（有）至誠堂
（有）七福
七宝紙器（株）
（有）七宝重機
（有）篠原工業
（有）篠原紙器工業所
（有）シノハラスポーツ
（株）しのはら時計店
シノブフーズ（株）四国工場
（株）CIVILE
ジブラルタ生命保険（株）高松支社 丸亀第二営業所
島産業（株）

（株）志満秀
志満秀本店
（株）しまむら
（有）清水銘木店
（有）清水モータース
社会保険労務士法人平井事務所
鷲永総建
宗教法人観音寺
シュクレシュクレ
（有）庄栄不動産
（有）正電管工
（株）将八
食堂グルーメ
（有）志らい
（株）白井組
（有）白井水道
（有）白梅旅館
白川指圧療術所
写真のシラカワ
白川水産（有）
カフェレスト城本
信栄（株）
SINX（株）
（有）シンタク
（有）シンタク技研
新タック化成（株）メディカル事業本部
新谷モータープール
（有）新日本テクノス
（株）瑞光
割烹 寿賀
（株）菅組観音寺営業所
（株）すぎむら
すし松
スターワート（有）
STEP．by STEP．
美容室 ステラ
ストレッチサービス（株）
住化農業資材（株）香川肥料工場
（株）住友電機工業
生活協同組合コープかがわコープ観音寺
（株）フェイスフル
セイコービル 黒川悦夫
（株）西讃赤松
西讃観光（株）

西讃観光サービス（株）
（有）西讃自動車
西讃ダイハツ（株）
（株）西部ファーマシー
瀬戸内興商（株）
瀬戸内塗装（有）
（株）せとうち福祉サービス
瀬戸うどん
瀬戸管材（株）
（株）瀬戸水産
（株）瀬戸製作所
銭形住宅産業（株）
銭形マルシェ（合）
ぜにや
SEVEN COLOR
（株）総合開発冷蔵事業部
（株）総合開発インフラ本部
（株）総合開発リネンサプライ事業部
創作工房どい
（株）双歩会
（株）ソーコ
十川 幸子
（株）曽川建設
（株）曽根工務店
損保ジャパン日本興亜（株）丸亀支社
（株）第一会館
第一生命保険（株）観音寺第一営業オフィス
ダイエークリーニング
ダイエレ
（株）ダイエレクトロニクス
（株）大建白蟻
大黒屋製菓（有）
大樹生命保険（株）観音寺営業部
（有）大障警備
大誠水産
（株）大創
（株）大地の響
大宝建設（株）
（有）だいや食品
大安
タイヤセンター（株）観音寺営業所
ダイレックス観音寺店
（株）大和商會
田岡法律事務所

髙井材木店
（有）タカオカ
（株）高岡冷機
高木薬品（株）
（株）高建巧房
髙嶋 唯裕
タカシマ計装
高城合同事務所
（株）たかせん ドコモショップ観音寺店
（株）タカタ
高田海産（株）
高田工業（有）
（株）高谷冷機
高野屋本店
（有）タカハシ
（有）高橋
高橋教育社
高橋啓二税理士事務所
高橋工業
（有）高橋弘文堂
（有）高橋銃砲火薬店
（有）高橋種苗園
高橋商店
（株）高橋総合不動産
高橋畜産（株）
高橋輪業
高畠建設（株）
高松信用金庫観音寺支店
（株）高松三越三越観音寺
寶田 憲弘（プルデンシャル生命保険㈱）
宝田電産（株）
多喜端建築設計事務所
（株）TAKUMA
（有）詫間海運
詫陸クレーン（有）
（有）田代商店
田代不動産（株）
（有）多田組
（株）多田物流
（有）タテイシ建設
たどつ屋商店
田中 観音寺店
（株）田中呉服店
田中整体

田中電設
田中時計店
（株）田辺会計事務所
（有）タニーズ
谷理容所
田渕左官
メガネ・宝石のタミヤ
為五郎
多もん
（株）樽本電気商会
ビューティサロン千花
ちぬた餅
（有）中央塗料
中央モータース
中華そば源平
（株）中国銀行観音寺支店
（株）超越商貿
（福）長寿の郷
（株）ツーアンドフォー
築山電気工事
津久茂醗酵所
（株）ツチダコーポレーション
土田電気商会
筒井工務店
筒井鉄工所
TNPK福田
テーブルマーク（株）四国事業所
デサロ・ジャパン（株）
寺田数学英語塾
（合）TERANGA
（有）デリ・ファクトリー
（有）デリカとんとん
（有）電興社
（有）土井鉄工
土井農園（株）
（株）土井農機商会
（株）東京海上日動パートナーズ中国四国高松支店 丸亀支社
（有）東豊開発
道楽の宇賀
十日屋商事（有）
十日屋本店
トーヨースギウエ（株）観音寺営業所
常磐建設（株）
（有）トキワ美粧院

（株）ときわモータース
特定非営利法人北四国スポーツクラブ
戸城商運
Dog salon Gypso
（合）ドットベース
トップス広告
（有）鳶正
（株）富商
トミダ建設
ヘアーサロン トモ
ともフラワースクール
豊岡接骨院
豊田水産（有）
豊田孝子税理士事務所
（株）トヨタ宝冠堂
Try EVO．company
（有）トラスト
ドラッグコスモス観音寺店
ドラッグコスモス坂本町店
（有）とらや
（株）ドリームホンダ
鶏つよし
（有）トレイジャー
toromocafe
とろも美容室
（有）とんかつの山岡
中川建設
中甚かまぼこ
（有）永田自動車
（有）中田ボデー工作所
長門屋
（株）中西設計
中村蒲鉾商事（株）
（有）中村土建
（株）中村板金
（株）中村ふとん店
理容 ナカヤマ
（株）中山
中山俊事務所
（株）ナンバー工芸
仁尾興産（株）
（株）仁加屋
（有）西岡家具店
西岡耳鼻咽喉科クリニック

（有）錦屋電気商会
西工業（株）
（有）西田オート
（株）西日本事務機
西野金陵（株）観音寺物流センター
西原染料紙店
西村ジョイ（株）観音寺店
（有）にしやま
（有）西山商店
西山内装
（株）日協堂医療器
日新製袋（株）
新田石油
新田鮮魚店
（株）日東自動車
日本通運（株）四国支店観音寺事業所
（株）日本総業
new birth
ネッツトヨタ高松（株）まつの木店
野口建築
希望インテリア
（有）野原時計店
（有）のぼり屋
パークドライ
（株）パークメディコム
（有）バイオクリーン四国
（合）ハイブリッジ
WEIMA JAPAN（株）
ハウス・イメージ
ハウゼン
（有）白栄堂
（医）壽愛会羽崎病院
（有）橋本農機商会
ハッピーワールド（協）
（株）バッファロー IT・ソリューションズ九州営業所松山出張所
（有）花梅
花水仙
（株）花嫁衣裳ことぶき
（株）パブリック
浜板金工業所
早川木型製作所
（有）バラエティマルタカ
原木型店
（株）原食肉店

（有）原田商店
（有）はりまや
特定非営利活動法人はるかぜ
ハレオハナ
（株）ハローズ
パンゲア（株）
（有）晩翠
（一般財）阪大微生物病研究会観音寺研究所
B－ironwork
ギャラリー雛
（有）美栄堂
東谷理容所
光工業（株）
久本家具店
ビジネスホテル観音寺
（株）日野薬局
特定非営利活動法人ひまわり
（有）ひめや計器商会
（株）百十四銀行観音寺支店
美容室 ぴゅあ
ビューティみえ
（有）ビューティサロントキワ
ヒューマンオート
美容室せら美
美容室 Noel
ひらお美容室
（有）平口竹材店
HIRAYAMA
ファーマシィ薬局観音寺
FineStyle 環境事業部
（株）フードレック
（株）FORUKA
（株）フォルムハウス
（有）福井鉄工
（株）福十
（株）福笑舎
福庄水産（株）
福田整体院
（株）福田薬局
福弥蒲鉾（株）
福弥本舗（株）
（株）フクヨー
藤井組
（有）藤井鉄工所

（株）富士印刷
藤岡設備（株）
フジガード（株）観音寺営業所
藤川旅館
藤急商運（株）
富士建設（株）観音寺営業所
富士事務所
富士車体
（有）藤石油店
藤田（株）
（有）ふじた
フジタ機器（株）
（有）藤田組
（株）藤田工務店
（株）藤田商店
（株）富士電算センター
藤村運輸（有）
藤村工具（株）
フジムラ商会
（株）藤村鐵工所
（株）フジムラフーズ
（有）藤村保険事務所
ふじや薬品（株）
藤原英語塾
藤原畳店
藤原文具（有）
（有）藤原米穀
藤原理容院
（有）ブチック人形館
ブライト英会話教室
プライム保険サービス
（有）プラスフーズ
（株）ブラン
ブリジェビューティーサポート
（株）Full Throttle
フレッシュハウス なかむら
フレッシュ・ショップトマトチェーン（株）観音寺店
（株）ふろーら
（株）フロンティア
ヘアーサロン.M.M合田
ヘアーサロン・センス
ヘア・サロン道
Hair Resort  KUBOYAMA PLUS
（有）平和土建

BAKERY COBBLE
（株）べっこや婦人用品店
（株）ヘルス
ベル美容室
（有）ベルワールドヤナギヤ
報国機工（株）
豊和工業（有）
（株）ホーコク製粉
ポーラ化粧品観音寺営業所
（株）北伸建設工業
（有）細川安心堂
（株）細川食品
細川佳男税理士事務所
ボタン木工所
（株）ホテルサニーイン
骨付鳥 参蔵
HORIZON
堀川鉄工所
portier
ほるもん屋とも八
本格手打ちうどんうまじ家
（有）本場かなくま餅福田
本間自転車
前川住宅（株）
前川満税理士事務所
前田工業
牧サッシ
（有）マキノ
牧野工務店
マキノ産業（株）
まきや
（有）満久屋
（株）政岡
正岡輪業商会
ます梅
（有）マスカワステン
増田海運（株）
松岡自動車工業
（有）松木建具店
マックスバリュー観音寺駅南店
松下住設
松葉屋
まつもと
松本建設（株）

松本鮮魚店
松本米穀店
まつり鉄工
真鍋（有）
マナベ進物店
真鍋石材店
（有）マナベ洋装店
マノ白衣店
まめ珈房
まるかめ商店
（株）丸観塗装
（有）マルク商店
丸島商事
（有）丸高製帽所
まるたく
（株）マルチュウペイント
（有）丸冨商会
（株）マルナカ観音寺店
（株）マルナカ八幡店
（株）マルナカ柞田店
マルニヤクリーニング
丸正クリーニング店
（株）マルモ印刷
まるや
（有）丸山防災
（株）マルヨシセンター観音寺店
（有）帝総建
みかわ工務店（株）
（株）實木
（有）三木屋商事
三田海運（有）
三谷 正義
三谷電機（株）
（株）みとよ
（株）三豊印刷
三豊運送（株）
（有）三豊衛生社
三豊ケーブルテレビ放送（株）
三豊建設（株）
（株）三豊自動車学校
三豊証券（株）
三豊造花装飾
（有）三豊中央観光バス
（株）ミトヨテクニカル

（株）南屋
（医）社団三野小児科医院
（有）三原汽船
三宅産業（株）
三宅石油（株）
（株）三宅設備
（株）宮武工業
（株）宮脇書店観音寺店
おしゃれハウスMew
三好建材店
三好重利商店
三好美容室
味楽留
美和建設（株）
きもの処むかい
向井製袋所
村上税理士事務所
（株）室本マリーナー
明治宅配センター藤原
（株）メディアコム
（有）芽実花
（株）メロンハウス
（有）毛利商店
毛利飼料（有）
もみほぐし すまいる
（有）森一誠堂
（株）森卯平商店
（株）森岡不動産
（株）モリカワ
森川ガーデン（株）
（株）森川商店
（株）森川ステンレス工芸
（株）森川釣具店
（株）もりしげ
森内科医院
森永牛乳昭和販売店
森のくまさん 2nd
（株）森の経営コンサルタント
（有）モリヒロ園芸
（有）森山電機
モリ理数塾
紋正堂
ビューティーサロン モン・レーブ
焼肉kitchenmatu

焼肉じゅじゅ庵
（株）弥久茂商事
（株）やこや
泰佳
（株）柳川製麺所
矢野 香子
矢野 泰久
（有）矢野硝子店
矢野製菓
矢野設備工業
（有）八幡タイヤ
ヤハタ美容室
（有）山内産業
（株）やまさエンジニアリング
山崎司法書士事務所
（有）山地会計事務所
（株）山下建設
（株）山商
（株）ヤマダ工芸
山地蒲鉾（株）
ヤマト衣料
（株）山徳
大和建設工業（株）
（有）ヤマニ薬局
山原庭苑
（有）山丸
山本 たま子
（有）山本ステンレス
（有）山本塗装
（株）山屋
YAMAYA steel coffee
ユーアイ経営
悠栄建設工業
（有）ユーキシステム
（株）ユーシー
（株）遊食房屋
遊々椿（株）
ユナイテッド（株）
（有）ヨコウチ
（有）横内食品
横山商店
（株）横山商店
横山商店
（株）横山商店

横山製作所
（有）ヨコヤマソーイング
横山芳雄石材
（株）ヨコレイ
（有）好川会計
（有）好川商運
好川電気設備
吉田住建
（有）吉田製菓
吉田米穀店
吉本武芳社会保険労務士事務所
割烹よしや
（株）四電工観音寺営業所
lounge愛
（株）RAKU
（株）楽宴
楽住
LAPUTA Motor Cycle Factory
（株）Regal Life
Reest hair ＆spa
リヴィエール
ricca
（有）リバティーハウス
（有）リフォーム三宅
隆栄商事（有）
（株）リュストレ
（株）RINGUEデザイン事務所
（有）ルネス
ローザ美容院
ワイエムマシン（株）
（株）ワイケーエス・オギタ
YKパッケージング（株）
若松家別館
若松家本館ワカマツヤ
脇建築
わくわくパソコン教室
メガネの和光
和田商店
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Arcs
（株）R・Life
I．K．ダクト
（有）アイテム
アイリス美容室
アオイ電子（株）観音寺工場
美顔メディカル青い鳥
赤帽（有）観音寺軽運送
（株）秋澤好行
（株）秋山会計
秋山メンテナンス
アクサ生命保険（株）高松営業所観音寺分室
（株）アクティスガ
（有）アグリ
（有）亜光
（株）旭サッシ工業
（有）アサヒホーム
（株）味のちぬや
安宅 美穂
（株）accha
（有）アップルミント
（有）アドバンス農産
アミューズメントスペーステネシー
アモリ機工（株）
（有）綾鉄工所
荒木自動車
（株）アラクス
有明鶏肉店
（有）有明高速印刷
有明商店
有明設備
有明電化（株）
（株）ARFIS
（有）あんしん自動車
あんどう化粧品店
（株）安藤工業
（株）安藤工務店
（有）安藤商会
（株）アンファーム
あんま屋 かわはら
イーエルイー
（株）伊井工務店
いかづち
イケダ

池田さんさん教室
居酒屋  壹
IZAKAYA  わ心
居酒屋萬月
イシイ・建築設計事務所
（有）石井工作所
石井酒食品店
石川機工
石川金属工業（株）
（株）石川組
石川建築設計事務所
（有）イシカワ建販
（有）石川電気商会
（有）石川デンタルラボラトリ
（株）石川土建
石川美容室
石川博保
（有）いずみや調剤薬局
伊勢丸食品㈱
（有）礒野商店
礒野製袋加工所
（有）一京
いつくさ商事（株）
（株）イナダ
犬のびようしつ TAN・TAN
（有）井之川洋品店
ヘアーサロン イノシタ
（有）井下住環境企画
イノシタ理容所
（有）井元電気商会
伊吹漁業（協）
伊吹食品（株）
今井印刷所
（株）今井電気商会
（有）今西製菓
（資）今屋静香園
（有）今屋老舗
（株）伊予銀行観音寺支店
（合）入江こうじ製造所
入江鮮魚店
イロハタクシー（有）
（株）岩倉彩雲堂
岩倉勉司法書士事務所
岩倉由幸司法書士事務所

（有）岩田機工
岩田食料品店
ENGLISH NETWORK 21
（株）インテリア宮本
（株）植木回漕店
植木鮮魚店
植田食品
（有）魚繁
（有）魚為本店【百秀武道具店】
（有）ヴォックス
（株）宇賀
（有）宇賀印房
（株）宇賀幸
（株）宇賀商店
（有）宇賀寿一商店
（株）請川窯業
（有）内海紙工業所
うどん虎龍
うみべのかふぇ露
浦安商事（株）観音寺営業所
AIG 損害保険（株）中国四国地域事業部 高松支店
APEX国際（株）
（有）エコテック
（株）エコマスター
エスケーサービス（株）
（株）エスコート
N－Style Garden
戎海運（有）
エビス自動車修理工場
エビス食品（企）
エビス紙料（株）四国工場
（株）FUP
恵美美容院
（株）Mig
（株）MSC
エムティワイ森川（有）
（株）エリーゼント
エリ美容室
エル商事
尾池そろばん教室
大石 和代
大紀商事（株）観音寺工場
大喜多うどん
大喜多自動車

大喜多製綿所
（株）大阪屋
（有）大崎電機製作所
（株）オータニ
大谷水産
大谷包装（株）
大塚工務店
（株）大塚鉄工所
オート クラフト
（福）大豊福祉会
（有）大西会計事務所
フィッシングショップ オオニシ
（有）大西エンジニアリング
（株）大西グリーン
（有）おおにし酒みせ
（株）大西自動車工作所
大西手芸品店
大西珠算塾
（有）大西石油
大西接骨院
（株）大西設備工業
大西ソーイング
大西唯夫税理士事務所
大西鉄工所
（有）大西テント商会
おおにし塗装
大西不動産
大西モータース
（有）大畑忠久商店
大畑為治郎人形店
大平　薫
（有）大平プロダクション
（株）大船運輸
大矢鈑金塗装工業
大山グリーンガーデン
（株）大山工業
（有）岡崎オートサービス
（株）岡崎製作所
岡崎正義商店
岡崎嘉孝製綿所
岡食品
岡田石油（株）
岡田文具店
（有）荻田

（株）おぎた
荻田工務店
（株）荻田商店
荻田青果店
（株）荻田製菓
（有）荻田花店
Okibi
奥田印刷（有）
お食事処すずらん
事務機の小野
小野 容子
小畑タイヤ
オフィス レイズ
喫茶オリーブの木
オリエント通商（株）
（株）織鶴
（株）オリノ板金工業所
（株）カーオフィス タカシロ
CAR SHOP K’s
カーメイク フジムラ
（有）カーリンクエムズ
（有）開建築設計室
（株）快生堂
（株）KEIM
香川荒物店
香川アロー（株）
（株）香川銀行観音寺支店
香川県信用組合観音寺支店
香川建設工業
香川県農業協同組合 常磐支店
香川証券（株）観音寺支店
（株）香川ダイハツモータース観音寺店
（株）香川鉄工所
香川日産自動車（株）観音寺店
（株）香川フードサービス
（株）香川物流
（株）加喜屋
菓子工房K．
かじまや
美容室 KAZU
片山 満博
（株）片山食品
片山電気（株）
（有）カツミモータース

（有）カトウ商会
（有）加藤設備
（株）カトーサービス
加ト吉水産（株）
（株）カナエテクノス
（有）かなくま餅
カナマル産業（株）
（有）金子運送
金子海運（有）
（合）カネシン
フレッシュショップ カネチカ
（有）叶屋タンス店
cafe COCORO
カフェレストオリーブ
カマ喜 ri
観音寺市上市商店街振興組合
髪屋 Deco
kamiyuidokonin
亀野鉄工（有）
美容室 かりん
川上工芸社
川上整骨院
川崎化工（株）
（有）カワサキ商事
（有）河田建材店
（医）社団耕寿会河田歯科医院
河田商事（株）
（株）川田設備
（株）河田タクシー
川鶴酒造（株）
（有）川西呉服店
（株）川原メッキ工業所
（有）寛永製作所
かんぽの宿観音寺
観音寺信用金庫港支店
観音寺信用金庫南支店
観音寺信用金庫国道支店
観音寺信用金庫本店
観音寺信用金庫茂木支店
観音寺犬猫病院
観音寺衛生（企）
観音寺海産（株）
観音寺観光開発（株）
（有）観音寺急配社

観音寺漁業（協）
観音寺グランドホテル
観音寺ゴルフセンター
（株）観音寺サービスセンター
観音寺市柳町通商店街（振）
観音寺商店街（振）
かんおんじ整体院“佳”
（株）観音寺地方卸売市場
（福）観音寺福祉会老人保健施設はがみ苑
（公益社）観音寺法人会
観音寺法律事務所
（株）観音寺ボデー工作所
（株）環境デザイン
（株）カンケン
（株）カンショク
がん太鮨
冠野（株）
（株）喜井組
キーセンターくわな
（株）希光
（有）岸上ファーム
岸上洋装店
（有）キシデンキ
（株）キシモク
（株）岸本組
（株）紀州屋
紀州屋商事（有）
希昇ヘルスプラザ
北四国インテック（株）
（株）北四国グラビア印刷
（有）北四国消防設備保守センター
（有）喜多商店
（株）木谷仏壇観音寺支店
北野鉄工（有）
喫茶春日
割烹料理 旬味 吉左右
（株）ギフト館ふじむら
（有）キャスト
（株）求人タイムス社
共栄サービス
共栄冷凍水産（株）
（株）行天食品
業天電器
協道標識（株）

共楽湯
協和開発（株）
旭宝GROUP（株）
（株）吉良清商店
（有）桐野安全硝子観音寺
きりの洋装店
（株）喜和味
（株）空撮技研
（株）Quest
くすりの西原
くすりのレデイ観音寺店
（株）Goodメンハローズ大野原店
久保建設（株）
久保研磨機工（株）
（有）久保商店
（有）久保石油店
（有）久保田組
久保田自動車工業
クボタスタジオ
（株）久保電機
隈川鋼材（株）
倉田建設（株）
（有）クラフトなかつか
クリーニングショップふじた
（有）クリーン丸和
（株）クルール
黒川マリン商会（合）
黒島塗装
ファッションハウス・クロダ
寿司割烹くろだ（有）
（有）圭誠物流
（株）K-tec・ホールディングス・カンパニー 四国営業所
啓電社
ケイ内装
（有）ケーアンドケーカンパニー
ケーオーモータース
（株）ケーズデンキ観音寺店
KTプロデュース
（株）原起苑
現代設計
建築企画 wizBonn
（株）幸建
合田運送（有）
合田工機（株）

（株）合田工務店観音寺営業所
（有）合田住宅設備
合田商店
合田食料品店
（有）合田石材
合田農機（株）
（株）合田不動産観音寺営業所
（合）讃岐輪業
（有）光陽
（有）光洋設備
（株）KOGU
国土塗装
コジマ看板
（株）五星観音寺営業所
小僧寿司栄町店
五代会計事務所
スナック琴
（有）琴平蒲鉾製造所
寿屋商店
（株）小西
（有）小西組
（株）小西興発
（株）小西商店
（株）小西鉄工所
小西不動産（株）
（有）こまつ薬局
（株）五味興産
五味紙業
（株）五味設備
コモダ鉄工所
コヤ
（有）こやなぎ商店
小山音楽事務所
（有）コヤマデンキシステム
金剛禅総本山少林寺琴弾道院
コンセプト
（株）コンテック
（有）近藤モータース
近藤元茂商店
菜園おおのはら
（有）斎賀建築設計事務所
彩食健美 Hachi Bako
（有）さいとう
齋藤孵卵場

サイトー（株）
サイトリー（有）
サイプレスワークス（株）
サカイ部品
栄自動車
（株）坂口屋
坂本建設
佐川急便（株）
佐川食品（株）
ザグザグ観音寺店
Hair Produce さくら
佐々木 英之
（株）指寅タンス店
（株）定池組
（有）佐藤文具商会
讃岐蒲鉾（株）
さぬき管財（株）
讃岐金属（有）
讃岐設備工業
サヌキ畜産フーズ（株）観音寺工場
（有）さぬき鳥本舗
讃岐らんちゅう園
讃岐煉瓦（株）
讃岐煉瓦（株）観音寺自動車学校
（株）さぬきワールド
（株）サポート・アン
（株）サムソン
（株）サムソン四国中央メンテナンス
（株）サムソンテック
salon EMINAL
salon.a.o
salon 38
（有）サン
（有）三栄産業
（株）三輝
（株）讃久農園
（株）三協
三協衣料（株）
（公益財）産業雇用安定センター香川事務所
三協商事（株）三輪車
（株）三幸水商
讃州プラン
（株）三創
（有）サンテツ

（有）三徳堂
（有）三本松鉄工所
（有）サンマック機販
（株）サンラック
（株）三和
三和機械（株）
三和物流（株）
（株）シーアンドエム
CEサロン eight
（株）CAエンジニアーズ
（合）シーティエス
CB SHOP AOKI アオキホンダ
（株）ＪＡ香川県フードサービス
（有）ジェム
（有）汐沢製菓
シキシマ美容院
（株）四国大川
（株）四国銀行観音寺支店
四国鶏畜機材（有）
（株）四国自動車部品商会観音寺営業所
四国倉庫（株）
（株）四国中央レポート
四国電力（株）香川支店 営業部 観音寺営業所
四国電力送配電（株）高松支社観音寺事業所
四国人形（有）
（株）しこく美装
（有）四国ファーム
四国フクスケ（株）
（株）四国服装
四国物産（株）
四国山地食品（株）
システムプレビュー
（有）至誠堂
（有）七福
七宝紙器（株）
（有）七宝重機
（有）篠原工業
（有）篠原紙器工業所
（有）シノハラスポーツ
（株）しのはら時計店
シノブフーズ（株）四国工場
（株）CIVILE
ジブラルタ生命保険（株）高松支社 丸亀第二営業所
島産業（株）

（株）志満秀
志満秀本店
（株）しまむら
（有）清水銘木店
（有）清水モータース
社会保険労務士法人平井事務所
鷲永総建
宗教法人観音寺
シュクレシュクレ
（有）庄栄不動産
（有）正電管工
（株）将八
食堂グルーメ
（有）志らい
（株）白井組
（有）白井水道
（有）白梅旅館
白川指圧療術所
写真のシラカワ
白川水産（有）
カフェレスト城本
信栄（株）
SINX（株）
（有）シンタク
（有）シンタク技研
新タック化成（株）メディカル事業本部
新谷モータープール
（有）新日本テクノス
（株）瑞光
割烹 寿賀
（株）菅組観音寺営業所
（株）すぎむら
すし松
スターワート（有）
STEP．by STEP．
美容室 ステラ
ストレッチサービス（株）
住化農業資材（株）香川肥料工場
（株）住友電機工業
生活協同組合コープかがわコープ観音寺
（株）フェイスフル
セイコービル 黒川悦夫
（株）西讃赤松
西讃観光（株）

西讃観光サービス（株）
（有）西讃自動車
西讃ダイハツ（株）
（株）西部ファーマシー
瀬戸内興商（株）
瀬戸内塗装（有）
（株）せとうち福祉サービス
瀬戸うどん
瀬戸管材（株）
（株）瀬戸水産
（株）瀬戸製作所
銭形住宅産業（株）
銭形マルシェ（合）
ぜにや
SEVEN COLOR
（株）総合開発冷蔵事業部
（株）総合開発インフラ本部
（株）総合開発リネンサプライ事業部
創作工房どい
（株）双歩会
（株）ソーコ
十川 幸子
（株）曽川建設
（株）曽根工務店
損保ジャパン日本興亜（株）丸亀支社
（株）第一会館
第一生命保険（株）観音寺第一営業オフィス
ダイエークリーニング
ダイエレ
（株）ダイエレクトロニクス
（株）大建白蟻
大黒屋製菓（有）
大樹生命保険（株）観音寺営業部
（有）大障警備
大誠水産
（株）大創
（株）大地の響
大宝建設（株）
（有）だいや食品
大安
タイヤセンター（株）観音寺営業所
ダイレックス観音寺店
（株）大和商會
田岡法律事務所

髙井材木店
（有）タカオカ
（株）高岡冷機
高木薬品（株）
（株）高建巧房
髙嶋 唯裕
タカシマ計装
高城合同事務所
（株）たかせん ドコモショップ観音寺店
（株）タカタ
高田海産（株）
高田工業（有）
（株）高谷冷機
高野屋本店
（有）タカハシ
（有）高橋
高橋教育社
高橋啓二税理士事務所
高橋工業
（有）高橋弘文堂
（有）高橋銃砲火薬店
（有）高橋種苗園
高橋商店
（株）高橋総合不動産
高橋畜産（株）
高橋輪業
高畠建設（株）
高松信用金庫観音寺支店
（株）高松三越三越観音寺
寶田 憲弘（プルデンシャル生命保険㈱）
宝田電産（株）
多喜端建築設計事務所
（株）TAKUMA
（有）詫間海運
詫陸クレーン（有）
（有）田代商店
田代不動産（株）
（有）多田組
（株）多田物流
（有）タテイシ建設
たどつ屋商店
田中 観音寺店
（株）田中呉服店
田中整体

田中電設
田中時計店
（株）田辺会計事務所
（有）タニーズ
谷理容所
田渕左官
メガネ・宝石のタミヤ
為五郎
多もん
（株）樽本電気商会
ビューティサロン千花
ちぬた餅
（有）中央塗料
中央モータース
中華そば源平
（株）中国銀行観音寺支店
（株）超越商貿
（福）長寿の郷
（株）ツーアンドフォー
築山電気工事
津久茂醗酵所
（株）ツチダコーポレーション
土田電気商会
筒井工務店
筒井鉄工所
TNPK福田
テーブルマーク（株）四国事業所
デサロ・ジャパン（株）
寺田数学英語塾
（合）TERANGA
（有）デリ・ファクトリー
（有）デリカとんとん
（有）電興社
（有）土井鉄工
土井農園（株）
（株）土井農機商会
（株）東京海上日動パートナーズ中国四国高松支店 丸亀支社
（有）東豊開発
道楽の宇賀
十日屋商事（有）
十日屋本店
トーヨースギウエ（株）観音寺営業所
常磐建設（株）
（有）トキワ美粧院

（株）ときわモータース
特定非営利法人北四国スポーツクラブ
戸城商運
Dog salon Gypso
（合）ドットベース
トップス広告
（有）鳶正
（株）富商
トミダ建設
ヘアーサロン トモ
ともフラワースクール
豊岡接骨院
豊田水産（有）
豊田孝子税理士事務所
（株）トヨタ宝冠堂
Try EVO．company
（有）トラスト
ドラッグコスモス観音寺店
ドラッグコスモス坂本町店
（有）とらや
（株）ドリームホンダ
鶏つよし
（有）トレイジャー
toromocafe
とろも美容室
（有）とんかつの山岡
中川建設
中甚かまぼこ
（有）永田自動車
（有）中田ボデー工作所
長門屋
（株）中西設計
中村蒲鉾商事（株）
（有）中村土建
（株）中村板金
（株）中村ふとん店
理容 ナカヤマ
（株）中山
中山俊事務所
（株）ナンバー工芸
仁尾興産（株）
（株）仁加屋
（有）西岡家具店
西岡耳鼻咽喉科クリニック

（有）錦屋電気商会
西工業（株）
（有）西田オート
（株）西日本事務機
西野金陵（株）観音寺物流センター
西原染料紙店
西村ジョイ（株）観音寺店
（有）にしやま
（有）西山商店
西山内装
（株）日協堂医療器
日新製袋（株）
新田石油
新田鮮魚店
（株）日東自動車
日本通運（株）四国支店観音寺事業所
（株）日本総業
new birth
ネッツトヨタ高松（株）まつの木店
野口建築
希望インテリア
（有）野原時計店
（有）のぼり屋
パークドライ
（株）パークメディコム
（有）バイオクリーン四国
（合）ハイブリッジ
WEIMA JAPAN（株）
ハウス・イメージ
ハウゼン
（有）白栄堂
（医）壽愛会羽崎病院
（有）橋本農機商会
ハッピーワールド（協）
（株）バッファロー IT・ソリューションズ九州営業所松山出張所
（有）花梅
花水仙
（株）花嫁衣裳ことぶき
（株）パブリック
浜板金工業所
早川木型製作所
（有）バラエティマルタカ
原木型店
（株）原食肉店

（有）原田商店
（有）はりまや
特定非営利活動法人はるかぜ
ハレオハナ
（株）ハローズ
パンゲア（株）
（有）晩翠
（一般財）阪大微生物病研究会観音寺研究所
B－ironwork
ギャラリー雛
（有）美栄堂
東谷理容所
光工業（株）
久本家具店
ビジネスホテル観音寺
（株）日野薬局
特定非営利活動法人ひまわり
（有）ひめや計器商会
（株）百十四銀行観音寺支店
美容室 ぴゅあ
ビューティみえ
（有）ビューティサロントキワ
ヒューマンオート
美容室せら美
美容室 Noel
ひらお美容室
（有）平口竹材店
HIRAYAMA
ファーマシィ薬局観音寺
FineStyle 環境事業部
（株）フードレック
（株）FORUKA
（株）フォルムハウス
（有）福井鉄工
（株）福十
（株）福笑舎
福庄水産（株）
福田整体院
（株）福田薬局
福弥蒲鉾（株）
福弥本舗（株）
（株）フクヨー
藤井組
（有）藤井鉄工所

（株）富士印刷
藤岡設備（株）
フジガード（株）観音寺営業所
藤川旅館
藤急商運（株）
富士建設（株）観音寺営業所
富士事務所
富士車体
（有）藤石油店
藤田（株）
（有）ふじた
フジタ機器（株）
（有）藤田組
（株）藤田工務店
（株）藤田商店
（株）富士電算センター
藤村運輸（有）
藤村工具（株）
フジムラ商会
（株）藤村鐵工所
（株）フジムラフーズ
（有）藤村保険事務所
ふじや薬品（株）
藤原英語塾
藤原畳店
藤原文具（有）
（有）藤原米穀
藤原理容院
（有）ブチック人形館
ブライト英会話教室
プライム保険サービス
（有）プラスフーズ
（株）ブラン
ブリジェビューティーサポート
（株）Full Throttle
フレッシュハウス なかむら
フレッシュ・ショップトマトチェーン（株）観音寺店
（株）ふろーら
（株）フロンティア
ヘアーサロン.M.M合田
ヘアーサロン・センス
ヘア・サロン道
Hair Resort  KUBOYAMA PLUS
（有）平和土建

BAKERY COBBLE
（株）べっこや婦人用品店
（株）ヘルス
ベル美容室
（有）ベルワールドヤナギヤ
報国機工（株）
豊和工業（有）
（株）ホーコク製粉
ポーラ化粧品観音寺営業所
（株）北伸建設工業
（有）細川安心堂
（株）細川食品
細川佳男税理士事務所
ボタン木工所
（株）ホテルサニーイン
骨付鳥 参蔵
HORIZON
堀川鉄工所
portier
ほるもん屋とも八
本格手打ちうどんうまじ家
（有）本場かなくま餅福田
本間自転車
前川住宅（株）
前川満税理士事務所
前田工業
牧サッシ
（有）マキノ
牧野工務店
マキノ産業（株）
まきや
（有）満久屋
（株）政岡
正岡輪業商会
ます梅
（有）マスカワステン
増田海運（株）
松岡自動車工業
（有）松木建具店
マックスバリュー観音寺駅南店
松下住設
松葉屋
まつもと
松本建設（株）

松本鮮魚店
松本米穀店
まつり鉄工
真鍋（有）
マナベ進物店
真鍋石材店
（有）マナベ洋装店
マノ白衣店
まめ珈房
まるかめ商店
（株）丸観塗装
（有）マルク商店
丸島商事
（有）丸高製帽所
まるたく
（株）マルチュウペイント
（有）丸冨商会
（株）マルナカ観音寺店
（株）マルナカ八幡店
（株）マルナカ柞田店
マルニヤクリーニング
丸正クリーニング店
（株）マルモ印刷
まるや
（有）丸山防災
（株）マルヨシセンター観音寺店
（有）帝総建
みかわ工務店（株）
（株）實木
（有）三木屋商事
三田海運（有）
三谷 正義
三谷電機（株）
（株）みとよ
（株）三豊印刷
三豊運送（株）
（有）三豊衛生社
三豊ケーブルテレビ放送（株）
三豊建設（株）
（株）三豊自動車学校
三豊証券（株）
三豊造花装飾
（有）三豊中央観光バス
（株）ミトヨテクニカル

（株）南屋
（医）社団三野小児科医院
（有）三原汽船
三宅産業（株）
三宅石油（株）
（株）三宅設備
（株）宮武工業
（株）宮脇書店観音寺店
おしゃれハウスMew
三好建材店
三好重利商店
三好美容室
味楽留
美和建設（株）
きもの処むかい
向井製袋所
村上税理士事務所
（株）室本マリーナー
明治宅配センター藤原
（株）メディアコム
（有）芽実花
（株）メロンハウス
（有）毛利商店
毛利飼料（有）
もみほぐし すまいる
（有）森一誠堂
（株）森卯平商店
（株）森岡不動産
（株）モリカワ
森川ガーデン（株）
（株）森川商店
（株）森川ステンレス工芸
（株）森川釣具店
（株）もりしげ
森内科医院
森永牛乳昭和販売店
森のくまさん 2nd
（株）森の経営コンサルタント
（有）モリヒロ園芸
（有）森山電機
モリ理数塾
紋正堂
ビューティーサロン モン・レーブ
焼肉kitchenmatu

焼肉じゅじゅ庵
（株）弥久茂商事
（株）やこや
泰佳
（株）柳川製麺所
矢野 香子
矢野 泰久
（有）矢野硝子店
矢野製菓
矢野設備工業
（有）八幡タイヤ
ヤハタ美容室
（有）山内産業
（株）やまさエンジニアリング
山崎司法書士事務所
（有）山地会計事務所
（株）山下建設
（株）山商
（株）ヤマダ工芸
山地蒲鉾（株）
ヤマト衣料
（株）山徳
大和建設工業（株）
（有）ヤマニ薬局
山原庭苑
（有）山丸
山本 たま子
（有）山本ステンレス
（有）山本塗装
（株）山屋
YAMAYA steel coffee
ユーアイ経営
悠栄建設工業
（有）ユーキシステム
（株）ユーシー
（株）遊食房屋
遊々椿（株）
ユナイテッド（株）
（有）ヨコウチ
（有）横内食品
横山商店
（株）横山商店
横山商店
（株）横山商店

横山製作所
（有）ヨコヤマソーイング
横山芳雄石材
（株）ヨコレイ
（有）好川会計
（有）好川商運
好川電気設備
吉田住建
（有）吉田製菓
吉田米穀店
吉本武芳社会保険労務士事務所
割烹よしや
（株）四電工観音寺営業所
lounge愛
（株）RAKU
（株）楽宴
楽住
LAPUTA Motor Cycle Factory
（株）Regal Life
Reest hair ＆spa
リヴィエール
ricca
（有）リバティーハウス
（有）リフォーム三宅
隆栄商事（有）
（株）リュストレ
（株）RINGUEデザイン事務所
（有）ルネス
ローザ美容院
ワイエムマシン（株）
（株）ワイケーエス・オギタ
YKパッケージング（株）
若松家別館
若松家本館ワカマツヤ
脇建築
わくわくパソコン教室
メガネの和光
和田商店
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Arcs
（株）R・Life
I．K．ダクト
（有）アイテム
アイリス美容室
アオイ電子（株）観音寺工場
美顔メディカル青い鳥
赤帽（有）観音寺軽運送
（株）秋澤好行
（株）秋山会計
秋山メンテナンス
アクサ生命保険（株）高松営業所観音寺分室
（株）アクティスガ
（有）アグリ
（有）亜光
（株）旭サッシ工業
（有）アサヒホーム
（株）味のちぬや
安宅 美穂
（株）accha
（有）アップルミント
（有）アドバンス農産
アミューズメントスペーステネシー
アモリ機工（株）
（有）綾鉄工所
荒木自動車
（株）アラクス
有明鶏肉店
（有）有明高速印刷
有明商店
有明設備
有明電化（株）
（株）ARFIS
（有）あんしん自動車
あんどう化粧品店
（株）安藤工業
（株）安藤工務店
（有）安藤商会
（株）アンファーム
あんま屋 かわはら
イーエルイー
（株）伊井工務店
いかづち
イケダ

池田さんさん教室
居酒屋  壹
IZAKAYA  わ心
居酒屋萬月
イシイ・建築設計事務所
（有）石井工作所
石井酒食品店
石川機工
石川金属工業（株）
（株）石川組
石川建築設計事務所
（有）イシカワ建販
（有）石川電気商会
（有）石川デンタルラボラトリ
（株）石川土建
石川美容室
石川博保
（有）いずみや調剤薬局
伊勢丸食品㈱
（有）礒野商店
礒野製袋加工所
（有）一京
いつくさ商事（株）
（株）イナダ
犬のびようしつ TAN・TAN
（有）井之川洋品店
ヘアーサロン イノシタ
（有）井下住環境企画
イノシタ理容所
（有）井元電気商会
伊吹漁業（協）
伊吹食品（株）
今井印刷所
（株）今井電気商会
（有）今西製菓
（資）今屋静香園
（有）今屋老舗
（株）伊予銀行観音寺支店
（合）入江こうじ製造所
入江鮮魚店
イロハタクシー（有）
（株）岩倉彩雲堂
岩倉勉司法書士事務所
岩倉由幸司法書士事務所

（有）岩田機工
岩田食料品店
ENGLISH NETWORK 21
（株）インテリア宮本
（株）植木回漕店
植木鮮魚店
植田食品
（有）魚繁
（有）魚為本店【百秀武道具店】
（有）ヴォックス
（株）宇賀
（有）宇賀印房
（株）宇賀幸
（株）宇賀商店
（有）宇賀寿一商店
（株）請川窯業
（有）内海紙工業所
うどん虎龍
うみべのかふぇ露
浦安商事（株）観音寺営業所
AIG 損害保険（株）中国四国地域事業部 高松支店
APEX国際（株）
（有）エコテック
（株）エコマスター
エスケーサービス（株）
（株）エスコート
N－Style Garden
戎海運（有）
エビス自動車修理工場
エビス食品（企）
エビス紙料（株）四国工場
（株）FUP
恵美美容院
（株）Mig
（株）MSC
エムティワイ森川（有）
（株）エリーゼント
エリ美容室
エル商事
尾池そろばん教室
大石 和代
大紀商事（株）観音寺工場
大喜多うどん
大喜多自動車

大喜多製綿所
（株）大阪屋
（有）大崎電機製作所
（株）オータニ
大谷水産
大谷包装（株）
大塚工務店
（株）大塚鉄工所
オート クラフト
（福）大豊福祉会
（有）大西会計事務所
フィッシングショップ オオニシ
（有）大西エンジニアリング
（株）大西グリーン
（有）おおにし酒みせ
（株）大西自動車工作所
大西手芸品店
大西珠算塾
（有）大西石油
大西接骨院
（株）大西設備工業
大西ソーイング
大西唯夫税理士事務所
大西鉄工所
（有）大西テント商会
おおにし塗装
大西不動産
大西モータース
（有）大畑忠久商店
大畑為治郎人形店
大平　薫
（有）大平プロダクション
（株）大船運輸
大矢鈑金塗装工業
大山グリーンガーデン
（株）大山工業
（有）岡崎オートサービス
（株）岡崎製作所
岡崎正義商店
岡崎嘉孝製綿所
岡食品
岡田石油（株）
岡田文具店
（有）荻田

（株）おぎた
荻田工務店
（株）荻田商店
荻田青果店
（株）荻田製菓
（有）荻田花店
Okibi
奥田印刷（有）
お食事処すずらん
事務機の小野
小野 容子
小畑タイヤ
オフィス レイズ
喫茶オリーブの木
オリエント通商（株）
（株）織鶴
（株）オリノ板金工業所
（株）カーオフィス タカシロ
CAR SHOP K’s
カーメイク フジムラ
（有）カーリンクエムズ
（有）開建築設計室
（株）快生堂
（株）KEIM
香川荒物店
香川アロー（株）
（株）香川銀行観音寺支店
香川県信用組合観音寺支店
香川建設工業
香川県農業協同組合 常磐支店
香川証券（株）観音寺支店
（株）香川ダイハツモータース観音寺店
（株）香川鉄工所
香川日産自動車（株）観音寺店
（株）香川フードサービス
（株）香川物流
（株）加喜屋
菓子工房K．
かじまや
美容室 KAZU
片山 満博
（株）片山食品
片山電気（株）
（有）カツミモータース

（有）カトウ商会
（有）加藤設備
（株）カトーサービス
加ト吉水産（株）
（株）カナエテクノス
（有）かなくま餅
カナマル産業（株）
（有）金子運送
金子海運（有）
（合）カネシン
フレッシュショップ カネチカ
（有）叶屋タンス店
cafe COCORO
カフェレストオリーブ
カマ喜 ri
観音寺市上市商店街振興組合
髪屋 Deco
kamiyuidokonin
亀野鉄工（有）
美容室 かりん
川上工芸社
川上整骨院
川崎化工（株）
（有）カワサキ商事
（有）河田建材店
（医）社団耕寿会河田歯科医院
河田商事（株）
（株）川田設備
（株）河田タクシー
川鶴酒造（株）
（有）川西呉服店
（株）川原メッキ工業所
（有）寛永製作所
かんぽの宿観音寺
観音寺信用金庫港支店
観音寺信用金庫南支店
観音寺信用金庫国道支店
観音寺信用金庫本店
観音寺信用金庫茂木支店
観音寺犬猫病院
観音寺衛生（企）
観音寺海産（株）
観音寺観光開発（株）
（有）観音寺急配社

観音寺漁業（協）
観音寺グランドホテル
観音寺ゴルフセンター
（株）観音寺サービスセンター
観音寺市柳町通商店街（振）
観音寺商店街（振）
かんおんじ整体院“佳”
（株）観音寺地方卸売市場
（福）観音寺福祉会老人保健施設はがみ苑
（公益社）観音寺法人会
観音寺法律事務所
（株）観音寺ボデー工作所
（株）環境デザイン
（株）カンケン
（株）カンショク
がん太鮨
冠野（株）
（株）喜井組
キーセンターくわな
（株）希光
（有）岸上ファーム
岸上洋装店
（有）キシデンキ
（株）キシモク
（株）岸本組
（株）紀州屋
紀州屋商事（有）
希昇ヘルスプラザ
北四国インテック（株）
（株）北四国グラビア印刷
（有）北四国消防設備保守センター
（有）喜多商店
（株）木谷仏壇観音寺支店
北野鉄工（有）
喫茶春日
割烹料理 旬味 吉左右
（株）ギフト館ふじむら
（有）キャスト
（株）求人タイムス社
共栄サービス
共栄冷凍水産（株）
（株）行天食品
業天電器
協道標識（株）

共楽湯
協和開発（株）
旭宝GROUP（株）
（株）吉良清商店
（有）桐野安全硝子観音寺
きりの洋装店
（株）喜和味
（株）空撮技研
（株）Quest
くすりの西原
くすりのレデイ観音寺店
（株）Goodメンハローズ大野原店
久保建設（株）
久保研磨機工（株）
（有）久保商店
（有）久保石油店
（有）久保田組
久保田自動車工業
クボタスタジオ
（株）久保電機
隈川鋼材（株）
倉田建設（株）
（有）クラフトなかつか
クリーニングショップふじた
（有）クリーン丸和
（株）クルール
黒川マリン商会（合）
黒島塗装
ファッションハウス・クロダ
寿司割烹くろだ（有）
（有）圭誠物流
（株）K-tec・ホールディングス・カンパニー 四国営業所
啓電社
ケイ内装
（有）ケーアンドケーカンパニー
ケーオーモータース
（株）ケーズデンキ観音寺店
KTプロデュース
（株）原起苑
現代設計
建築企画 wizBonn
（株）幸建
合田運送（有）
合田工機（株）

（株）合田工務店観音寺営業所
（有）合田住宅設備
合田商店
合田食料品店
（有）合田石材
合田農機（株）
（株）合田不動産観音寺営業所
（合）讃岐輪業
（有）光陽
（有）光洋設備
（株）KOGU
国土塗装
コジマ看板
（株）五星観音寺営業所
小僧寿司栄町店
五代会計事務所
スナック琴
（有）琴平蒲鉾製造所
寿屋商店
（株）小西
（有）小西組
（株）小西興発
（株）小西商店
（株）小西鉄工所
小西不動産（株）
（有）こまつ薬局
（株）五味興産
五味紙業
（株）五味設備
コモダ鉄工所
コヤ
（有）こやなぎ商店
小山音楽事務所
（有）コヤマデンキシステム
金剛禅総本山少林寺琴弾道院
コンセプト
（株）コンテック
（有）近藤モータース
近藤元茂商店
菜園おおのはら
（有）斎賀建築設計事務所
彩食健美 Hachi Bako
（有）さいとう
齋藤孵卵場

サイトー（株）
サイトリー（有）
サイプレスワークス（株）
サカイ部品
栄自動車
（株）坂口屋
坂本建設
佐川急便（株）
佐川食品（株）
ザグザグ観音寺店
Hair Produce さくら
佐々木 英之
（株）指寅タンス店
（株）定池組
（有）佐藤文具商会
讃岐蒲鉾（株）
さぬき管財（株）
讃岐金属（有）
讃岐設備工業
サヌキ畜産フーズ（株）観音寺工場
（有）さぬき鳥本舗
讃岐らんちゅう園
讃岐煉瓦（株）
讃岐煉瓦（株）観音寺自動車学校
（株）さぬきワールド
（株）サポート・アン
（株）サムソン
（株）サムソン四国中央メンテナンス
（株）サムソンテック
salon EMINAL
salon.a.o
salon 38
（有）サン
（有）三栄産業
（株）三輝
（株）讃久農園
（株）三協
三協衣料（株）
（公益財）産業雇用安定センター香川事務所
三協商事（株）三輪車
（株）三幸水商
讃州プラン
（株）三創
（有）サンテツ

（有）三徳堂
（有）三本松鉄工所
（有）サンマック機販
（株）サンラック
（株）三和
三和機械（株）
三和物流（株）
（株）シーアンドエム
CEサロン eight
（株）CAエンジニアーズ
（合）シーティエス
CB SHOP AOKI アオキホンダ
（株）ＪＡ香川県フードサービス
（有）ジェム
（有）汐沢製菓
シキシマ美容院
（株）四国大川
（株）四国銀行観音寺支店
四国鶏畜機材（有）
（株）四国自動車部品商会観音寺営業所
四国倉庫（株）
（株）四国中央レポート
四国電力（株）香川支店 営業部 観音寺営業所
四国電力送配電（株）高松支社観音寺事業所
四国人形（有）
（株）しこく美装
（有）四国ファーム
四国フクスケ（株）
（株）四国服装
四国物産（株）
四国山地食品（株）
システムプレビュー
（有）至誠堂
（有）七福
七宝紙器（株）
（有）七宝重機
（有）篠原工業
（有）篠原紙器工業所
（有）シノハラスポーツ
（株）しのはら時計店
シノブフーズ（株）四国工場
（株）CIVILE
ジブラルタ生命保険（株）高松支社 丸亀第二営業所
島産業（株）

（株）志満秀
志満秀本店
（株）しまむら
（有）清水銘木店
（有）清水モータース
社会保険労務士法人平井事務所
鷲永総建
宗教法人観音寺
シュクレシュクレ
（有）庄栄不動産
（有）正電管工
（株）将八
食堂グルーメ
（有）志らい
（株）白井組
（有）白井水道
（有）白梅旅館
白川指圧療術所
写真のシラカワ
白川水産（有）
カフェレスト城本
信栄（株）
SINX（株）
（有）シンタク
（有）シンタク技研
新タック化成（株）メディカル事業本部
新谷モータープール
（有）新日本テクノス
（株）瑞光
割烹 寿賀
（株）菅組観音寺営業所
（株）すぎむら
すし松
スターワート（有）
STEP．by STEP．
美容室 ステラ
ストレッチサービス（株）
住化農業資材（株）香川肥料工場
（株）住友電機工業
生活協同組合コープかがわコープ観音寺
（株）フェイスフル
セイコービル 黒川悦夫
（株）西讃赤松
西讃観光（株）

西讃観光サービス（株）
（有）西讃自動車
西讃ダイハツ（株）
（株）西部ファーマシー
瀬戸内興商（株）
瀬戸内塗装（有）
（株）せとうち福祉サービス
瀬戸うどん
瀬戸管材（株）
（株）瀬戸水産
（株）瀬戸製作所
銭形住宅産業（株）
銭形マルシェ（合）
ぜにや
SEVEN COLOR
（株）総合開発冷蔵事業部
（株）総合開発インフラ本部
（株）総合開発リネンサプライ事業部
創作工房どい
（株）双歩会
（株）ソーコ
十川 幸子
（株）曽川建設
（株）曽根工務店
損保ジャパン日本興亜（株）丸亀支社
（株）第一会館
第一生命保険（株）観音寺第一営業オフィス
ダイエークリーニング
ダイエレ
（株）ダイエレクトロニクス
（株）大建白蟻
大黒屋製菓（有）
大樹生命保険（株）観音寺営業部
（有）大障警備
大誠水産
（株）大創
（株）大地の響
大宝建設（株）
（有）だいや食品
大安
タイヤセンター（株）観音寺営業所
ダイレックス観音寺店
（株）大和商會
田岡法律事務所

髙井材木店
（有）タカオカ
（株）高岡冷機
高木薬品（株）
（株）高建巧房
髙嶋 唯裕
タカシマ計装
高城合同事務所
（株）たかせん ドコモショップ観音寺店
（株）タカタ
高田海産（株）
高田工業（有）
（株）高谷冷機
高野屋本店
（有）タカハシ
（有）高橋
高橋教育社
高橋啓二税理士事務所
高橋工業
（有）高橋弘文堂
（有）高橋銃砲火薬店
（有）高橋種苗園
高橋商店
（株）高橋総合不動産
高橋畜産（株）
高橋輪業
高畠建設（株）
高松信用金庫観音寺支店
（株）高松三越三越観音寺
寶田 憲弘（プルデンシャル生命保険㈱）
宝田電産（株）
多喜端建築設計事務所
（株）TAKUMA
（有）詫間海運
詫陸クレーン（有）
（有）田代商店
田代不動産（株）
（有）多田組
（株）多田物流
（有）タテイシ建設
たどつ屋商店
田中 観音寺店
（株）田中呉服店
田中整体

田中電設
田中時計店
（株）田辺会計事務所
（有）タニーズ
谷理容所
田渕左官
メガネ・宝石のタミヤ
為五郎
多もん
（株）樽本電気商会
ビューティサロン千花
ちぬた餅
（有）中央塗料
中央モータース
中華そば源平
（株）中国銀行観音寺支店
（株）超越商貿
（福）長寿の郷
（株）ツーアンドフォー
築山電気工事
津久茂醗酵所
（株）ツチダコーポレーション
土田電気商会
筒井工務店
筒井鉄工所
TNPK福田
テーブルマーク（株）四国事業所
デサロ・ジャパン（株）
寺田数学英語塾
（合）TERANGA
（有）デリ・ファクトリー
（有）デリカとんとん
（有）電興社
（有）土井鉄工
土井農園（株）
（株）土井農機商会
（株）東京海上日動パートナーズ中国四国高松支店 丸亀支社
（有）東豊開発
道楽の宇賀
十日屋商事（有）
十日屋本店
トーヨースギウエ（株）観音寺営業所
常磐建設（株）
（有）トキワ美粧院

（株）ときわモータース
特定非営利法人北四国スポーツクラブ
戸城商運
Dog salon Gypso
（合）ドットベース
トップス広告
（有）鳶正
（株）富商
トミダ建設
ヘアーサロン トモ
ともフラワースクール
豊岡接骨院
豊田水産（有）
豊田孝子税理士事務所
（株）トヨタ宝冠堂
Try EVO．company
（有）トラスト
ドラッグコスモス観音寺店
ドラッグコスモス坂本町店
（有）とらや
（株）ドリームホンダ
鶏つよし
（有）トレイジャー
toromocafe
とろも美容室
（有）とんかつの山岡
中川建設
中甚かまぼこ
（有）永田自動車
（有）中田ボデー工作所
長門屋
（株）中西設計
中村蒲鉾商事（株）
（有）中村土建
（株）中村板金
（株）中村ふとん店
理容 ナカヤマ
（株）中山
中山俊事務所
（株）ナンバー工芸
仁尾興産（株）
（株）仁加屋
（有）西岡家具店
西岡耳鼻咽喉科クリニック

（有）錦屋電気商会
西工業（株）
（有）西田オート
（株）西日本事務機
西野金陵（株）観音寺物流センター
西原染料紙店
西村ジョイ（株）観音寺店
（有）にしやま
（有）西山商店
西山内装
（株）日協堂医療器
日新製袋（株）
新田石油
新田鮮魚店
（株）日東自動車
日本通運（株）四国支店観音寺事業所
（株）日本総業
new birth
ネッツトヨタ高松（株）まつの木店
野口建築
希望インテリア
（有）野原時計店
（有）のぼり屋
パークドライ
（株）パークメディコム
（有）バイオクリーン四国
（合）ハイブリッジ
WEIMA JAPAN（株）
ハウス・イメージ
ハウゼン
（有）白栄堂
（医）壽愛会羽崎病院
（有）橋本農機商会
ハッピーワールド（協）
（株）バッファロー IT・ソリューションズ九州営業所松山出張所
（有）花梅
花水仙
（株）花嫁衣裳ことぶき
（株）パブリック
浜板金工業所
早川木型製作所
（有）バラエティマルタカ
原木型店
（株）原食肉店

（有）原田商店
（有）はりまや
特定非営利活動法人はるかぜ
ハレオハナ
（株）ハローズ
パンゲア（株）
（有）晩翠
（一般財）阪大微生物病研究会観音寺研究所
B－ironwork
ギャラリー雛
（有）美栄堂
東谷理容所
光工業（株）
久本家具店
ビジネスホテル観音寺
（株）日野薬局
特定非営利活動法人ひまわり
（有）ひめや計器商会
（株）百十四銀行観音寺支店
美容室 ぴゅあ
ビューティみえ
（有）ビューティサロントキワ
ヒューマンオート
美容室せら美
美容室 Noel
ひらお美容室
（有）平口竹材店
HIRAYAMA
ファーマシィ薬局観音寺
FineStyle 環境事業部
（株）フードレック
（株）FORUKA
（株）フォルムハウス
（有）福井鉄工
（株）福十
（株）福笑舎
福庄水産（株）
福田整体院
（株）福田薬局
福弥蒲鉾（株）
福弥本舗（株）
（株）フクヨー
藤井組
（有）藤井鉄工所

（株）富士印刷
藤岡設備（株）
フジガード（株）観音寺営業所
藤川旅館
藤急商運（株）
富士建設（株）観音寺営業所
富士事務所
富士車体
（有）藤石油店
藤田（株）
（有）ふじた
フジタ機器（株）
（有）藤田組
（株）藤田工務店
（株）藤田商店
（株）富士電算センター
藤村運輸（有）
藤村工具（株）
フジムラ商会
（株）藤村鐵工所
（株）フジムラフーズ
（有）藤村保険事務所
ふじや薬品（株）
藤原英語塾
藤原畳店
藤原文具（有）
（有）藤原米穀
藤原理容院
（有）ブチック人形館
ブライト英会話教室
プライム保険サービス
（有）プラスフーズ
（株）ブラン
ブリジェビューティーサポート
（株）Full Throttle
フレッシュハウス なかむら
フレッシュ・ショップトマトチェーン（株）観音寺店
（株）ふろーら
（株）フロンティア
ヘアーサロン.M.M合田
ヘアーサロン・センス
ヘア・サロン道
Hair Resort  KUBOYAMA PLUS
（有）平和土建

BAKERY COBBLE
（株）べっこや婦人用品店
（株）ヘルス
ベル美容室
（有）ベルワールドヤナギヤ
報国機工（株）
豊和工業（有）
（株）ホーコク製粉
ポーラ化粧品観音寺営業所
（株）北伸建設工業
（有）細川安心堂
（株）細川食品
細川佳男税理士事務所
ボタン木工所
（株）ホテルサニーイン
骨付鳥 参蔵
HORIZON
堀川鉄工所
portier
ほるもん屋とも八
本格手打ちうどんうまじ家
（有）本場かなくま餅福田
本間自転車
前川住宅（株）
前川満税理士事務所
前田工業
牧サッシ
（有）マキノ
牧野工務店
マキノ産業（株）
まきや
（有）満久屋
（株）政岡
正岡輪業商会
ます梅
（有）マスカワステン
増田海運（株）
松岡自動車工業
（有）松木建具店
マックスバリュー観音寺駅南店
松下住設
松葉屋
まつもと
松本建設（株）

松本鮮魚店
松本米穀店
まつり鉄工
真鍋（有）
マナベ進物店
真鍋石材店
（有）マナベ洋装店
マノ白衣店
まめ珈房
まるかめ商店
（株）丸観塗装
（有）マルク商店
丸島商事
（有）丸高製帽所
まるたく
（株）マルチュウペイント
（有）丸冨商会
（株）マルナカ観音寺店
（株）マルナカ八幡店
（株）マルナカ柞田店
マルニヤクリーニング
丸正クリーニング店
（株）マルモ印刷
まるや
（有）丸山防災
（株）マルヨシセンター観音寺店
（有）帝総建
みかわ工務店（株）
（株）實木
（有）三木屋商事
三田海運（有）
三谷 正義
三谷電機（株）
（株）みとよ
（株）三豊印刷
三豊運送（株）
（有）三豊衛生社
三豊ケーブルテレビ放送（株）
三豊建設（株）
（株）三豊自動車学校
三豊証券（株）
三豊造花装飾
（有）三豊中央観光バス
（株）ミトヨテクニカル

（株）南屋
（医）社団三野小児科医院
（有）三原汽船
三宅産業（株）
三宅石油（株）
（株）三宅設備
（株）宮武工業
（株）宮脇書店観音寺店
おしゃれハウスMew
三好建材店
三好重利商店
三好美容室
味楽留
美和建設（株）
きもの処むかい
向井製袋所
村上税理士事務所
（株）室本マリーナー
明治宅配センター藤原
（株）メディアコム
（有）芽実花
（株）メロンハウス
（有）毛利商店
毛利飼料（有）
もみほぐし すまいる
（有）森一誠堂
（株）森卯平商店
（株）森岡不動産
（株）モリカワ
森川ガーデン（株）
（株）森川商店
（株）森川ステンレス工芸
（株）森川釣具店
（株）もりしげ
森内科医院
森永牛乳昭和販売店
森のくまさん 2nd
（株）森の経営コンサルタント
（有）モリヒロ園芸
（有）森山電機
モリ理数塾
紋正堂
ビューティーサロン モン・レーブ
焼肉kitchenmatu

焼肉じゅじゅ庵
（株）弥久茂商事
（株）やこや
泰佳
（株）柳川製麺所
矢野 香子
矢野 泰久
（有）矢野硝子店
矢野製菓
矢野設備工業
（有）八幡タイヤ
ヤハタ美容室
（有）山内産業
（株）やまさエンジニアリング
山崎司法書士事務所
（有）山地会計事務所
（株）山下建設
（株）山商
（株）ヤマダ工芸
山地蒲鉾（株）
ヤマト衣料
（株）山徳
大和建設工業（株）
（有）ヤマニ薬局
山原庭苑
（有）山丸
山本 たま子
（有）山本ステンレス
（有）山本塗装
（株）山屋
YAMAYA steel coffee
ユーアイ経営
悠栄建設工業
（有）ユーキシステム
（株）ユーシー
（株）遊食房屋
遊々椿（株）
ユナイテッド（株）
（有）ヨコウチ
（有）横内食品
横山商店
（株）横山商店
横山商店
（株）横山商店

横山製作所
（有）ヨコヤマソーイング
横山芳雄石材
（株）ヨコレイ
（有）好川会計
（有）好川商運
好川電気設備
吉田住建
（有）吉田製菓
吉田米穀店
吉本武芳社会保険労務士事務所
割烹よしや
（株）四電工観音寺営業所
lounge愛
（株）RAKU
（株）楽宴
楽住
LAPUTA Motor Cycle Factory
（株）Regal Life
Reest hair ＆spa
リヴィエール
ricca
（有）リバティーハウス
（有）リフォーム三宅
隆栄商事（有）
（株）リュストレ
（株）RINGUEデザイン事務所
（有）ルネス
ローザ美容院
ワイエムマシン（株）
（株）ワイケーエス・オギタ
YKパッケージング（株）
若松家別館
若松家本館ワカマツヤ
脇建築
わくわくパソコン教室
メガネの和光
和田商店
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Arcs
（株）R・Life
I．K．ダクト
（有）アイテム
アイリス美容室
アオイ電子（株）観音寺工場
美顔メディカル青い鳥
赤帽（有）観音寺軽運送
（株）秋澤好行
（株）秋山会計
秋山メンテナンス
アクサ生命保険（株）高松営業所観音寺分室
（株）アクティスガ
（有）アグリ
（有）亜光
（株）旭サッシ工業
（有）アサヒホーム
（株）味のちぬや
安宅 美穂
（株）accha
（有）アップルミント
（有）アドバンス農産
アミューズメントスペーステネシー
アモリ機工（株）
（有）綾鉄工所
荒木自動車
（株）アラクス
有明鶏肉店
（有）有明高速印刷
有明商店
有明設備
有明電化（株）
（株）ARFIS
（有）あんしん自動車
あんどう化粧品店
（株）安藤工業
（株）安藤工務店
（有）安藤商会
（株）アンファーム
あんま屋 かわはら
イーエルイー
（株）伊井工務店
いかづち
イケダ

池田さんさん教室
居酒屋  壹
IZAKAYA  わ心
居酒屋萬月
イシイ・建築設計事務所
（有）石井工作所
石井酒食品店
石川機工
石川金属工業（株）
（株）石川組
石川建築設計事務所
（有）イシカワ建販
（有）石川電気商会
（有）石川デンタルラボラトリ
（株）石川土建
石川美容室
石川博保
（有）いずみや調剤薬局
伊勢丸食品㈱
（有）礒野商店
礒野製袋加工所
（有）一京
いつくさ商事（株）
（株）イナダ
犬のびようしつ TAN・TAN
（有）井之川洋品店
ヘアーサロン イノシタ
（有）井下住環境企画
イノシタ理容所
（有）井元電気商会
伊吹漁業（協）
伊吹食品（株）
今井印刷所
（株）今井電気商会
（有）今西製菓
（資）今屋静香園
（有）今屋老舗
（株）伊予銀行観音寺支店
（合）入江こうじ製造所
入江鮮魚店
イロハタクシー（有）
（株）岩倉彩雲堂
岩倉勉司法書士事務所
岩倉由幸司法書士事務所

（有）岩田機工
岩田食料品店
ENGLISH NETWORK 21
（株）インテリア宮本
（株）植木回漕店
植木鮮魚店
植田食品
（有）魚繁
（有）魚為本店【百秀武道具店】
（有）ヴォックス
（株）宇賀
（有）宇賀印房
（株）宇賀幸
（株）宇賀商店
（有）宇賀寿一商店
（株）請川窯業
（有）内海紙工業所
うどん虎龍
うみべのかふぇ露
浦安商事（株）観音寺営業所
AIG 損害保険（株）中国四国地域事業部 高松支店
APEX国際（株）
（有）エコテック
（株）エコマスター
エスケーサービス（株）
（株）エスコート
N－Style Garden
戎海運（有）
エビス自動車修理工場
エビス食品（企）
エビス紙料（株）四国工場
（株）FUP
恵美美容院
（株）Mig
（株）MSC
エムティワイ森川（有）
（株）エリーゼント
エリ美容室
エル商事
尾池そろばん教室
大石 和代
大紀商事（株）観音寺工場
大喜多うどん
大喜多自動車

大喜多製綿所
（株）大阪屋
（有）大崎電機製作所
（株）オータニ
大谷水産
大谷包装（株）
大塚工務店
（株）大塚鉄工所
オート クラフト
（福）大豊福祉会
（有）大西会計事務所
フィッシングショップ オオニシ
（有）大西エンジニアリング
（株）大西グリーン
（有）おおにし酒みせ
（株）大西自動車工作所
大西手芸品店
大西珠算塾
（有）大西石油
大西接骨院
（株）大西設備工業
大西ソーイング
大西唯夫税理士事務所
大西鉄工所
（有）大西テント商会
おおにし塗装
大西不動産
大西モータース
（有）大畑忠久商店
大畑為治郎人形店
大平　薫
（有）大平プロダクション
（株）大船運輸
大矢鈑金塗装工業
大山グリーンガーデン
（株）大山工業
（有）岡崎オートサービス
（株）岡崎製作所
岡崎正義商店
岡崎嘉孝製綿所
岡食品
岡田石油（株）
岡田文具店
（有）荻田

（株）おぎた
荻田工務店
（株）荻田商店
荻田青果店
（株）荻田製菓
（有）荻田花店
Okibi
奥田印刷（有）
お食事処すずらん
事務機の小野
小野 容子
小畑タイヤ
オフィス レイズ
喫茶オリーブの木
オリエント通商（株）
（株）織鶴
（株）オリノ板金工業所
（株）カーオフィス タカシロ
CAR SHOP K’s
カーメイク フジムラ
（有）カーリンクエムズ
（有）開建築設計室
（株）快生堂
（株）KEIM
香川荒物店
香川アロー（株）
（株）香川銀行観音寺支店
香川県信用組合観音寺支店
香川建設工業
香川県農業協同組合 常磐支店
香川証券（株）観音寺支店
（株）香川ダイハツモータース観音寺店
（株）香川鉄工所
香川日産自動車（株）観音寺店
（株）香川フードサービス
（株）香川物流
（株）加喜屋
菓子工房K．
かじまや
美容室 KAZU
片山 満博
（株）片山食品
片山電気（株）
（有）カツミモータース

（有）カトウ商会
（有）加藤設備
（株）カトーサービス
加ト吉水産（株）
（株）カナエテクノス
（有）かなくま餅
カナマル産業（株）
（有）金子運送
金子海運（有）
（合）カネシン
フレッシュショップ カネチカ
（有）叶屋タンス店
cafe COCORO
カフェレストオリーブ
カマ喜 ri
観音寺市上市商店街振興組合
髪屋 Deco
kamiyuidokonin
亀野鉄工（有）
美容室 かりん
川上工芸社
川上整骨院
川崎化工（株）
（有）カワサキ商事
（有）河田建材店
（医）社団耕寿会河田歯科医院
河田商事（株）
（株）川田設備
（株）河田タクシー
川鶴酒造（株）
（有）川西呉服店
（株）川原メッキ工業所
（有）寛永製作所
かんぽの宿観音寺
観音寺信用金庫港支店
観音寺信用金庫南支店
観音寺信用金庫国道支店
観音寺信用金庫本店
観音寺信用金庫茂木支店
観音寺犬猫病院
観音寺衛生（企）
観音寺海産（株）
観音寺観光開発（株）
（有）観音寺急配社

観音寺漁業（協）
観音寺グランドホテル
観音寺ゴルフセンター
（株）観音寺サービスセンター
観音寺市柳町通商店街（振）
観音寺商店街（振）
かんおんじ整体院“佳”
（株）観音寺地方卸売市場
（福）観音寺福祉会老人保健施設はがみ苑
（公益社）観音寺法人会
観音寺法律事務所
（株）観音寺ボデー工作所
（株）環境デザイン
（株）カンケン
（株）カンショク
がん太鮨
冠野（株）
（株）喜井組
キーセンターくわな
（株）希光
（有）岸上ファーム
岸上洋装店
（有）キシデンキ
（株）キシモク
（株）岸本組
（株）紀州屋
紀州屋商事（有）
希昇ヘルスプラザ
北四国インテック（株）
（株）北四国グラビア印刷
（有）北四国消防設備保守センター
（有）喜多商店
（株）木谷仏壇観音寺支店
北野鉄工（有）
喫茶春日
割烹料理 旬味 吉左右
（株）ギフト館ふじむら
（有）キャスト
（株）求人タイムス社
共栄サービス
共栄冷凍水産（株）
（株）行天食品
業天電器
協道標識（株）

共楽湯
協和開発（株）
旭宝GROUP（株）
（株）吉良清商店
（有）桐野安全硝子観音寺
きりの洋装店
（株）喜和味
（株）空撮技研
（株）Quest
くすりの西原
くすりのレデイ観音寺店
（株）Goodメンハローズ大野原店
久保建設（株）
久保研磨機工（株）
（有）久保商店
（有）久保石油店
（有）久保田組
久保田自動車工業
クボタスタジオ
（株）久保電機
隈川鋼材（株）
倉田建設（株）
（有）クラフトなかつか
クリーニングショップふじた
（有）クリーン丸和
（株）クルール
黒川マリン商会（合）
黒島塗装
ファッションハウス・クロダ
寿司割烹くろだ（有）
（有）圭誠物流
（株）K-tec・ホールディングス・カンパニー 四国営業所
啓電社
ケイ内装
（有）ケーアンドケーカンパニー
ケーオーモータース
（株）ケーズデンキ観音寺店
KTプロデュース
（株）原起苑
現代設計
建築企画 wizBonn
（株）幸建
合田運送（有）
合田工機（株）

（株）合田工務店観音寺営業所
（有）合田住宅設備
合田商店
合田食料品店
（有）合田石材
合田農機（株）
（株）合田不動産観音寺営業所
（合）讃岐輪業
（有）光陽
（有）光洋設備
（株）KOGU
国土塗装
コジマ看板
（株）五星観音寺営業所
小僧寿司栄町店
五代会計事務所
スナック琴
（有）琴平蒲鉾製造所
寿屋商店
（株）小西
（有）小西組
（株）小西興発
（株）小西商店
（株）小西鉄工所
小西不動産（株）
（有）こまつ薬局
（株）五味興産
五味紙業
（株）五味設備
コモダ鉄工所
コヤ
（有）こやなぎ商店
小山音楽事務所
（有）コヤマデンキシステム
金剛禅総本山少林寺琴弾道院
コンセプト
（株）コンテック
（有）近藤モータース
近藤元茂商店
菜園おおのはら
（有）斎賀建築設計事務所
彩食健美 Hachi Bako
（有）さいとう
齋藤孵卵場

サイトー（株）
サイトリー（有）
サイプレスワークス（株）
サカイ部品
栄自動車
（株）坂口屋
坂本建設
佐川急便（株）
佐川食品（株）
ザグザグ観音寺店
Hair Produce さくら
佐々木 英之
（株）指寅タンス店
（株）定池組
（有）佐藤文具商会
讃岐蒲鉾（株）
さぬき管財（株）
讃岐金属（有）
讃岐設備工業
サヌキ畜産フーズ（株）観音寺工場
（有）さぬき鳥本舗
讃岐らんちゅう園
讃岐煉瓦（株）
讃岐煉瓦（株）観音寺自動車学校
（株）さぬきワールド
（株）サポート・アン
（株）サムソン
（株）サムソン四国中央メンテナンス
（株）サムソンテック
salon EMINAL
salon.a.o
salon 38
（有）サン
（有）三栄産業
（株）三輝
（株）讃久農園
（株）三協
三協衣料（株）
（公益財）産業雇用安定センター香川事務所
三協商事（株）三輪車
（株）三幸水商
讃州プラン
（株）三創
（有）サンテツ

（有）三徳堂
（有）三本松鉄工所
（有）サンマック機販
（株）サンラック
（株）三和
三和機械（株）
三和物流（株）
（株）シーアンドエム
CEサロン eight
（株）CAエンジニアーズ
（合）シーティエス
CB SHOP AOKI アオキホンダ
（株）ＪＡ香川県フードサービス
（有）ジェム
（有）汐沢製菓
シキシマ美容院
（株）四国大川
（株）四国銀行観音寺支店
四国鶏畜機材（有）
（株）四国自動車部品商会観音寺営業所
四国倉庫（株）
（株）四国中央レポート
四国電力（株）香川支店 営業部 観音寺営業所
四国電力送配電（株）高松支社観音寺事業所
四国人形（有）
（株）しこく美装
（有）四国ファーム
四国フクスケ（株）
（株）四国服装
四国物産（株）
四国山地食品（株）
システムプレビュー
（有）至誠堂
（有）七福
七宝紙器（株）
（有）七宝重機
（有）篠原工業
（有）篠原紙器工業所
（有）シノハラスポーツ
（株）しのはら時計店
シノブフーズ（株）四国工場
（株）CIVILE
ジブラルタ生命保険（株）高松支社 丸亀第二営業所
島産業（株）

（株）志満秀
志満秀本店
（株）しまむら
（有）清水銘木店
（有）清水モータース
社会保険労務士法人平井事務所
鷲永総建
宗教法人観音寺
シュクレシュクレ
（有）庄栄不動産
（有）正電管工
（株）将八
食堂グルーメ
（有）志らい
（株）白井組
（有）白井水道
（有）白梅旅館
白川指圧療術所
写真のシラカワ
白川水産（有）
カフェレスト城本
信栄（株）
SINX（株）
（有）シンタク
（有）シンタク技研
新タック化成（株）メディカル事業本部
新谷モータープール
（有）新日本テクノス
（株）瑞光
割烹 寿賀
（株）菅組観音寺営業所
（株）すぎむら
すし松
スターワート（有）
STEP．by STEP．
美容室 ステラ
ストレッチサービス（株）
住化農業資材（株）香川肥料工場
（株）住友電機工業
生活協同組合コープかがわコープ観音寺
（株）フェイスフル
セイコービル 黒川悦夫
（株）西讃赤松
西讃観光（株）

西讃観光サービス（株）
（有）西讃自動車
西讃ダイハツ（株）
（株）西部ファーマシー
瀬戸内興商（株）
瀬戸内塗装（有）
（株）せとうち福祉サービス
瀬戸うどん
瀬戸管材（株）
（株）瀬戸水産
（株）瀬戸製作所
銭形住宅産業（株）
銭形マルシェ（合）
ぜにや
SEVEN COLOR
（株）総合開発冷蔵事業部
（株）総合開発インフラ本部
（株）総合開発リネンサプライ事業部
創作工房どい
（株）双歩会
（株）ソーコ
十川 幸子
（株）曽川建設
（株）曽根工務店
損保ジャパン日本興亜（株）丸亀支社
（株）第一会館
第一生命保険（株）観音寺第一営業オフィス
ダイエークリーニング
ダイエレ
（株）ダイエレクトロニクス
（株）大建白蟻
大黒屋製菓（有）
大樹生命保険（株）観音寺営業部
（有）大障警備
大誠水産
（株）大創
（株）大地の響
大宝建設（株）
（有）だいや食品
大安
タイヤセンター（株）観音寺営業所
ダイレックス観音寺店
（株）大和商會
田岡法律事務所

髙井材木店
（有）タカオカ
（株）高岡冷機
高木薬品（株）
（株）高建巧房
髙嶋 唯裕
タカシマ計装
高城合同事務所
（株）たかせん ドコモショップ観音寺店
（株）タカタ
高田海産（株）
高田工業（有）
（株）高谷冷機
高野屋本店
（有）タカハシ
（有）高橋
高橋教育社
高橋啓二税理士事務所
高橋工業
（有）高橋弘文堂
（有）高橋銃砲火薬店
（有）高橋種苗園
高橋商店
（株）高橋総合不動産
高橋畜産（株）
高橋輪業
高畠建設（株）
高松信用金庫観音寺支店
（株）高松三越三越観音寺
寶田 憲弘（プルデンシャル生命保険㈱）
宝田電産（株）
多喜端建築設計事務所
（株）TAKUMA
（有）詫間海運
詫陸クレーン（有）
（有）田代商店
田代不動産（株）
（有）多田組
（株）多田物流
（有）タテイシ建設
たどつ屋商店
田中 観音寺店
（株）田中呉服店
田中整体

田中電設
田中時計店
（株）田辺会計事務所
（有）タニーズ
谷理容所
田渕左官
メガネ・宝石のタミヤ
為五郎
多もん
（株）樽本電気商会
ビューティサロン千花
ちぬた餅
（有）中央塗料
中央モータース
中華そば源平
（株）中国銀行観音寺支店
（株）超越商貿
（福）長寿の郷
（株）ツーアンドフォー
築山電気工事
津久茂醗酵所
（株）ツチダコーポレーション
土田電気商会
筒井工務店
筒井鉄工所
TNPK福田
テーブルマーク（株）四国事業所
デサロ・ジャパン（株）
寺田数学英語塾
（合）TERANGA
（有）デリ・ファクトリー
（有）デリカとんとん
（有）電興社
（有）土井鉄工
土井農園（株）
（株）土井農機商会
（株）東京海上日動パートナーズ中国四国高松支店 丸亀支社
（有）東豊開発
道楽の宇賀
十日屋商事（有）
十日屋本店
トーヨースギウエ（株）観音寺営業所
常磐建設（株）
（有）トキワ美粧院

（株）ときわモータース
特定非営利法人北四国スポーツクラブ
戸城商運
Dog salon Gypso
（合）ドットベース
トップス広告
（有）鳶正
（株）富商
トミダ建設
ヘアーサロン トモ
ともフラワースクール
豊岡接骨院
豊田水産（有）
豊田孝子税理士事務所
（株）トヨタ宝冠堂
Try EVO．company
（有）トラスト
ドラッグコスモス観音寺店
ドラッグコスモス坂本町店
（有）とらや
（株）ドリームホンダ
鶏つよし
（有）トレイジャー
toromocafe
とろも美容室
（有）とんかつの山岡
中川建設
中甚かまぼこ
（有）永田自動車
（有）中田ボデー工作所
長門屋
（株）中西設計
中村蒲鉾商事（株）
（有）中村土建
（株）中村板金
（株）中村ふとん店
理容 ナカヤマ
（株）中山
中山俊事務所
（株）ナンバー工芸
仁尾興産（株）
（株）仁加屋
（有）西岡家具店
西岡耳鼻咽喉科クリニック

（有）錦屋電気商会
西工業（株）
（有）西田オート
（株）西日本事務機
西野金陵（株）観音寺物流センター
西原染料紙店
西村ジョイ（株）観音寺店
（有）にしやま
（有）西山商店
西山内装
（株）日協堂医療器
日新製袋（株）
新田石油
新田鮮魚店
（株）日東自動車
日本通運（株）四国支店観音寺事業所
（株）日本総業
new birth
ネッツトヨタ高松（株）まつの木店
野口建築
希望インテリア
（有）野原時計店
（有）のぼり屋
パークドライ
（株）パークメディコム
（有）バイオクリーン四国
（合）ハイブリッジ
WEIMA JAPAN（株）
ハウス・イメージ
ハウゼン
（有）白栄堂
（医）壽愛会羽崎病院
（有）橋本農機商会
ハッピーワールド（協）
（株）バッファロー IT・ソリューションズ九州営業所松山出張所
（有）花梅
花水仙
（株）花嫁衣裳ことぶき
（株）パブリック
浜板金工業所
早川木型製作所
（有）バラエティマルタカ
原木型店
（株）原食肉店

（有）原田商店
（有）はりまや
特定非営利活動法人はるかぜ
ハレオハナ
（株）ハローズ
パンゲア（株）
（有）晩翠
（一般財）阪大微生物病研究会観音寺研究所
B－ironwork
ギャラリー雛
（有）美栄堂
東谷理容所
光工業（株）
久本家具店
ビジネスホテル観音寺
（株）日野薬局
特定非営利活動法人ひまわり
（有）ひめや計器商会
（株）百十四銀行観音寺支店
美容室 ぴゅあ
ビューティみえ
（有）ビューティサロントキワ
ヒューマンオート
美容室せら美
美容室 Noel
ひらお美容室
（有）平口竹材店
HIRAYAMA
ファーマシィ薬局観音寺
FineStyle 環境事業部
（株）フードレック
（株）FORUKA
（株）フォルムハウス
（有）福井鉄工
（株）福十
（株）福笑舎
福庄水産（株）
福田整体院
（株）福田薬局
福弥蒲鉾（株）
福弥本舗（株）
（株）フクヨー
藤井組
（有）藤井鉄工所

（株）富士印刷
藤岡設備（株）
フジガード（株）観音寺営業所
藤川旅館
藤急商運（株）
富士建設（株）観音寺営業所
富士事務所
富士車体
（有）藤石油店
藤田（株）
（有）ふじた
フジタ機器（株）
（有）藤田組
（株）藤田工務店
（株）藤田商店
（株）富士電算センター
藤村運輸（有）
藤村工具（株）
フジムラ商会
（株）藤村鐵工所
（株）フジムラフーズ
（有）藤村保険事務所
ふじや薬品（株）
藤原英語塾
藤原畳店
藤原文具（有）
（有）藤原米穀
藤原理容院
（有）ブチック人形館
ブライト英会話教室
プライム保険サービス
（有）プラスフーズ
（株）ブラン
ブリジェビューティーサポート
（株）Full Throttle
フレッシュハウス なかむら
フレッシュ・ショップトマトチェーン（株）観音寺店
（株）ふろーら
（株）フロンティア
ヘアーサロン.M.M合田
ヘアーサロン・センス
ヘア・サロン道
Hair Resort  KUBOYAMA PLUS
（有）平和土建

BAKERY COBBLE
（株）べっこや婦人用品店
（株）ヘルス
ベル美容室
（有）ベルワールドヤナギヤ
報国機工（株）
豊和工業（有）
（株）ホーコク製粉
ポーラ化粧品観音寺営業所
（株）北伸建設工業
（有）細川安心堂
（株）細川食品
細川佳男税理士事務所
ボタン木工所
（株）ホテルサニーイン
骨付鳥 参蔵
HORIZON
堀川鉄工所
portier
ほるもん屋とも八
本格手打ちうどんうまじ家
（有）本場かなくま餅福田
本間自転車
前川住宅（株）
前川満税理士事務所
前田工業
牧サッシ
（有）マキノ
牧野工務店
マキノ産業（株）
まきや
（有）満久屋
（株）政岡
正岡輪業商会
ます梅
（有）マスカワステン
増田海運（株）
松岡自動車工業
（有）松木建具店
マックスバリュー観音寺駅南店
松下住設
松葉屋
まつもと
松本建設（株）

松本鮮魚店
松本米穀店
まつり鉄工
真鍋（有）
マナベ進物店
真鍋石材店
（有）マナベ洋装店
マノ白衣店
まめ珈房
まるかめ商店
（株）丸観塗装
（有）マルク商店
丸島商事
（有）丸高製帽所
まるたく
（株）マルチュウペイント
（有）丸冨商会
（株）マルナカ観音寺店
（株）マルナカ八幡店
（株）マルナカ柞田店
マルニヤクリーニング
丸正クリーニング店
（株）マルモ印刷
まるや
（有）丸山防災
（株）マルヨシセンター観音寺店
（有）帝総建
みかわ工務店（株）
（株）實木
（有）三木屋商事
三田海運（有）
三谷 正義
三谷電機（株）
（株）みとよ
（株）三豊印刷
三豊運送（株）
（有）三豊衛生社
三豊ケーブルテレビ放送（株）
三豊建設（株）
（株）三豊自動車学校
三豊証券（株）
三豊造花装飾
（有）三豊中央観光バス
（株）ミトヨテクニカル

（株）南屋
（医）社団三野小児科医院
（有）三原汽船
三宅産業（株）
三宅石油（株）
（株）三宅設備
（株）宮武工業
（株）宮脇書店観音寺店
おしゃれハウスMew
三好建材店
三好重利商店
三好美容室
味楽留
美和建設（株）
きもの処むかい
向井製袋所
村上税理士事務所
（株）室本マリーナー
明治宅配センター藤原
（株）メディアコム
（有）芽実花
（株）メロンハウス
（有）毛利商店
毛利飼料（有）
もみほぐし すまいる
（有）森一誠堂
（株）森卯平商店
（株）森岡不動産
（株）モリカワ
森川ガーデン（株）
（株）森川商店
（株）森川ステンレス工芸
（株）森川釣具店
（株）もりしげ
森内科医院
森永牛乳昭和販売店
森のくまさん 2nd
（株）森の経営コンサルタント
（有）モリヒロ園芸
（有）森山電機
モリ理数塾
紋正堂
ビューティーサロン モン・レーブ
焼肉kitchenmatu

焼肉じゅじゅ庵
（株）弥久茂商事
（株）やこや
泰佳
（株）柳川製麺所
矢野 香子
矢野 泰久
（有）矢野硝子店
矢野製菓
矢野設備工業
（有）八幡タイヤ
ヤハタ美容室
（有）山内産業
（株）やまさエンジニアリング
山崎司法書士事務所
（有）山地会計事務所
（株）山下建設
（株）山商
（株）ヤマダ工芸
山地蒲鉾（株）
ヤマト衣料
（株）山徳
大和建設工業（株）
（有）ヤマニ薬局
山原庭苑
（有）山丸
山本 たま子
（有）山本ステンレス
（有）山本塗装
（株）山屋
YAMAYA steel coffee
ユーアイ経営
悠栄建設工業
（有）ユーキシステム
（株）ユーシー
（株）遊食房屋
遊々椿（株）
ユナイテッド（株）
（有）ヨコウチ
（有）横内食品
横山商店
（株）横山商店
横山商店
（株）横山商店

横山製作所
（有）ヨコヤマソーイング
横山芳雄石材
（株）ヨコレイ
（有）好川会計
（有）好川商運
好川電気設備
吉田住建
（有）吉田製菓
吉田米穀店
吉本武芳社会保険労務士事務所
割烹よしや
（株）四電工観音寺営業所
lounge愛
（株）RAKU
（株）楽宴
楽住
LAPUTA Motor Cycle Factory
（株）Regal Life
Reest hair ＆spa
リヴィエール
ricca
（有）リバティーハウス
（有）リフォーム三宅
隆栄商事（有）
（株）リュストレ
（株）RINGUEデザイン事務所
（有）ルネス
ローザ美容院
ワイエムマシン（株）
（株）ワイケーエス・オギタ
YKパッケージング（株）
若松家別館
若松家本館ワカマツヤ
脇建築
わくわくパソコン教室
メガネの和光
和田商店
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Arcs
（株）R・Life
I．K．ダクト
（有）アイテム
アイリス美容室
アオイ電子（株）観音寺工場
美顔メディカル青い鳥
赤帽（有）観音寺軽運送
（株）秋澤好行
（株）秋山会計
秋山メンテナンス
アクサ生命保険（株）高松営業所観音寺分室
（株）アクティスガ
（有）アグリ
（有）亜光
（株）旭サッシ工業
（有）アサヒホーム
（株）味のちぬや
安宅 美穂
（株）accha
（有）アップルミント
（有）アドバンス農産
アミューズメントスペーステネシー
アモリ機工（株）
（有）綾鉄工所
荒木自動車
（株）アラクス
有明鶏肉店
（有）有明高速印刷
有明商店
有明設備
有明電化（株）
（株）ARFIS
（有）あんしん自動車
あんどう化粧品店
（株）安藤工業
（株）安藤工務店
（有）安藤商会
（株）アンファーム
あんま屋 かわはら
イーエルイー
（株）伊井工務店
いかづち
イケダ

池田さんさん教室
居酒屋  壹
IZAKAYA  わ心
居酒屋萬月
イシイ・建築設計事務所
（有）石井工作所
石井酒食品店
石川機工
石川金属工業（株）
（株）石川組
石川建築設計事務所
（有）イシカワ建販
（有）石川電気商会
（有）石川デンタルラボラトリ
（株）石川土建
石川美容室
石川博保
（有）いずみや調剤薬局
伊勢丸食品㈱
（有）礒野商店
礒野製袋加工所
（有）一京
いつくさ商事（株）
（株）イナダ
犬のびようしつ TAN・TAN
（有）井之川洋品店
ヘアーサロン イノシタ
（有）井下住環境企画
イノシタ理容所
（有）井元電気商会
伊吹漁業（協）
伊吹食品（株）
今井印刷所
（株）今井電気商会
（有）今西製菓
（資）今屋静香園
（有）今屋老舗
（株）伊予銀行観音寺支店
（合）入江こうじ製造所
入江鮮魚店
イロハタクシー（有）
（株）岩倉彩雲堂
岩倉勉司法書士事務所
岩倉由幸司法書士事務所

（有）岩田機工
岩田食料品店
ENGLISH NETWORK 21
（株）インテリア宮本
（株）植木回漕店
植木鮮魚店
植田食品
（有）魚繁
（有）魚為本店【百秀武道具店】
（有）ヴォックス
（株）宇賀
（有）宇賀印房
（株）宇賀幸
（株）宇賀商店
（有）宇賀寿一商店
（株）請川窯業
（有）内海紙工業所
うどん虎龍
うみべのかふぇ露
浦安商事（株）観音寺営業所
AIG 損害保険（株）中国四国地域事業部 高松支店
APEX国際（株）
（有）エコテック
（株）エコマスター
エスケーサービス（株）
（株）エスコート
N－Style Garden
戎海運（有）
エビス自動車修理工場
エビス食品（企）
エビス紙料（株）四国工場
（株）FUP
恵美美容院
（株）Mig
（株）MSC
エムティワイ森川（有）
（株）エリーゼント
エリ美容室
エル商事
尾池そろばん教室
大石 和代
大紀商事（株）観音寺工場
大喜多うどん
大喜多自動車

大喜多製綿所
（株）大阪屋
（有）大崎電機製作所
（株）オータニ
大谷水産
大谷包装（株）
大塚工務店
（株）大塚鉄工所
オート クラフト
（福）大豊福祉会
（有）大西会計事務所
フィッシングショップ オオニシ
（有）大西エンジニアリング
（株）大西グリーン
（有）おおにし酒みせ
（株）大西自動車工作所
大西手芸品店
大西珠算塾
（有）大西石油
大西接骨院
（株）大西設備工業
大西ソーイング
大西唯夫税理士事務所
大西鉄工所
（有）大西テント商会
おおにし塗装
大西不動産
大西モータース
（有）大畑忠久商店
大畑為治郎人形店
大平　薫
（有）大平プロダクション
（株）大船運輸
大矢鈑金塗装工業
大山グリーンガーデン
（株）大山工業
（有）岡崎オートサービス
（株）岡崎製作所
岡崎正義商店
岡崎嘉孝製綿所
岡食品
岡田石油（株）
岡田文具店
（有）荻田

（株）おぎた
荻田工務店
（株）荻田商店
荻田青果店
（株）荻田製菓
（有）荻田花店
Okibi
奥田印刷（有）
お食事処すずらん
事務機の小野
小野 容子
小畑タイヤ
オフィス レイズ
喫茶オリーブの木
オリエント通商（株）
（株）織鶴
（株）オリノ板金工業所
（株）カーオフィス タカシロ
CAR SHOP K’s
カーメイク フジムラ
（有）カーリンクエムズ
（有）開建築設計室
（株）快生堂
（株）KEIM
香川荒物店
香川アロー（株）
（株）香川銀行観音寺支店
香川県信用組合観音寺支店
香川建設工業
香川県農業協同組合 常磐支店
香川証券（株）観音寺支店
（株）香川ダイハツモータース観音寺店
（株）香川鉄工所
香川日産自動車（株）観音寺店
（株）香川フードサービス
（株）香川物流
（株）加喜屋
菓子工房K．
かじまや
美容室 KAZU
片山 満博
（株）片山食品
片山電気（株）
（有）カツミモータース

（有）カトウ商会
（有）加藤設備
（株）カトーサービス
加ト吉水産（株）
（株）カナエテクノス
（有）かなくま餅
カナマル産業（株）
（有）金子運送
金子海運（有）
（合）カネシン
フレッシュショップ カネチカ
（有）叶屋タンス店
cafe COCORO
カフェレストオリーブ
カマ喜 ri
観音寺市上市商店街振興組合
髪屋 Deco
kamiyuidokonin
亀野鉄工（有）
美容室 かりん
川上工芸社
川上整骨院
川崎化工（株）
（有）カワサキ商事
（有）河田建材店
（医）社団耕寿会河田歯科医院
河田商事（株）
（株）川田設備
（株）河田タクシー
川鶴酒造（株）
（有）川西呉服店
（株）川原メッキ工業所
（有）寛永製作所
かんぽの宿観音寺
観音寺信用金庫港支店
観音寺信用金庫南支店
観音寺信用金庫国道支店
観音寺信用金庫本店
観音寺信用金庫茂木支店
観音寺犬猫病院
観音寺衛生（企）
観音寺海産（株）
観音寺観光開発（株）
（有）観音寺急配社

観音寺漁業（協）
観音寺グランドホテル
観音寺ゴルフセンター
（株）観音寺サービスセンター
観音寺市柳町通商店街（振）
観音寺商店街（振）
かんおんじ整体院“佳”
（株）観音寺地方卸売市場
（福）観音寺福祉会老人保健施設はがみ苑
（公益社）観音寺法人会
観音寺法律事務所
（株）観音寺ボデー工作所
（株）環境デザイン
（株）カンケン
（株）カンショク
がん太鮨
冠野（株）
（株）喜井組
キーセンターくわな
（株）希光
（有）岸上ファーム
岸上洋装店
（有）キシデンキ
（株）キシモク
（株）岸本組
（株）紀州屋
紀州屋商事（有）
希昇ヘルスプラザ
北四国インテック（株）
（株）北四国グラビア印刷
（有）北四国消防設備保守センター
（有）喜多商店
（株）木谷仏壇観音寺支店
北野鉄工（有）
喫茶春日
割烹料理 旬味 吉左右
（株）ギフト館ふじむら
（有）キャスト
（株）求人タイムス社
共栄サービス
共栄冷凍水産（株）
（株）行天食品
業天電器
協道標識（株）

共楽湯
協和開発（株）
旭宝GROUP（株）
（株）吉良清商店
（有）桐野安全硝子観音寺
きりの洋装店
（株）喜和味
（株）空撮技研
（株）Quest
くすりの西原
くすりのレデイ観音寺店
（株）Goodメンハローズ大野原店
久保建設（株）
久保研磨機工（株）
（有）久保商店
（有）久保石油店
（有）久保田組
久保田自動車工業
クボタスタジオ
（株）久保電機
隈川鋼材（株）
倉田建設（株）
（有）クラフトなかつか
クリーニングショップふじた
（有）クリーン丸和
（株）クルール
黒川マリン商会（合）
黒島塗装
ファッションハウス・クロダ
寿司割烹くろだ（有）
（有）圭誠物流
（株）K-tec・ホールディングス・カンパニー 四国営業所
啓電社
ケイ内装
（有）ケーアンドケーカンパニー
ケーオーモータース
（株）ケーズデンキ観音寺店
KTプロデュース
（株）原起苑
現代設計
建築企画 wizBonn
（株）幸建
合田運送（有）
合田工機（株）

（株）合田工務店観音寺営業所
（有）合田住宅設備
合田商店
合田食料品店
（有）合田石材
合田農機（株）
（株）合田不動産観音寺営業所
（合）讃岐輪業
（有）光陽
（有）光洋設備
（株）KOGU
国土塗装
コジマ看板
（株）五星観音寺営業所
小僧寿司栄町店
五代会計事務所
スナック琴
（有）琴平蒲鉾製造所
寿屋商店
（株）小西
（有）小西組
（株）小西興発
（株）小西商店
（株）小西鉄工所
小西不動産（株）
（有）こまつ薬局
（株）五味興産
五味紙業
（株）五味設備
コモダ鉄工所
コヤ
（有）こやなぎ商店
小山音楽事務所
（有）コヤマデンキシステム
金剛禅総本山少林寺琴弾道院
コンセプト
（株）コンテック
（有）近藤モータース
近藤元茂商店
菜園おおのはら
（有）斎賀建築設計事務所
彩食健美 Hachi Bako
（有）さいとう
齋藤孵卵場

サイトー（株）
サイトリー（有）
サイプレスワークス（株）
サカイ部品
栄自動車
（株）坂口屋
坂本建設
佐川急便（株）
佐川食品（株）
ザグザグ観音寺店
Hair Produce さくら
佐々木 英之
（株）指寅タンス店
（株）定池組
（有）佐藤文具商会
讃岐蒲鉾（株）
さぬき管財（株）
讃岐金属（有）
讃岐設備工業
サヌキ畜産フーズ（株）観音寺工場
（有）さぬき鳥本舗
讃岐らんちゅう園
讃岐煉瓦（株）
讃岐煉瓦（株）観音寺自動車学校
（株）さぬきワールド
（株）サポート・アン
（株）サムソン
（株）サムソン四国中央メンテナンス
（株）サムソンテック
salon EMINAL
salon.a.o
salon 38
（有）サン
（有）三栄産業
（株）三輝
（株）讃久農園
（株）三協
三協衣料（株）
（公益財）産業雇用安定センター香川事務所
三協商事（株）三輪車
（株）三幸水商
讃州プラン
（株）三創
（有）サンテツ

（有）三徳堂
（有）三本松鉄工所
（有）サンマック機販
（株）サンラック
（株）三和
三和機械（株）
三和物流（株）
（株）シーアンドエム
CEサロン eight
（株）CAエンジニアーズ
（合）シーティエス
CB SHOP AOKI アオキホンダ
（株）ＪＡ香川県フードサービス
（有）ジェム
（有）汐沢製菓
シキシマ美容院
（株）四国大川
（株）四国銀行観音寺支店
四国鶏畜機材（有）
（株）四国自動車部品商会観音寺営業所
四国倉庫（株）
（株）四国中央レポート
四国電力（株）香川支店 営業部 観音寺営業所
四国電力送配電（株）高松支社観音寺事業所
四国人形（有）
（株）しこく美装
（有）四国ファーム
四国フクスケ（株）
（株）四国服装
四国物産（株）
四国山地食品（株）
システムプレビュー
（有）至誠堂
（有）七福
七宝紙器（株）
（有）七宝重機
（有）篠原工業
（有）篠原紙器工業所
（有）シノハラスポーツ
（株）しのはら時計店
シノブフーズ（株）四国工場
（株）CIVILE
ジブラルタ生命保険（株）高松支社 丸亀第二営業所
島産業（株）

（株）志満秀
志満秀本店
（株）しまむら
（有）清水銘木店
（有）清水モータース
社会保険労務士法人平井事務所
鷲永総建
宗教法人観音寺
シュクレシュクレ
（有）庄栄不動産
（有）正電管工
（株）将八
食堂グルーメ
（有）志らい
（株）白井組
（有）白井水道
（有）白梅旅館
白川指圧療術所
写真のシラカワ
白川水産（有）
カフェレスト城本
信栄（株）
SINX（株）
（有）シンタク
（有）シンタク技研
新タック化成（株）メディカル事業本部
新谷モータープール
（有）新日本テクノス
（株）瑞光
割烹 寿賀
（株）菅組観音寺営業所
（株）すぎむら
すし松
スターワート（有）
STEP．by STEP．
美容室 ステラ
ストレッチサービス（株）
住化農業資材（株）香川肥料工場
（株）住友電機工業
生活協同組合コープかがわコープ観音寺
（株）フェイスフル
セイコービル 黒川悦夫
（株）西讃赤松
西讃観光（株）

西讃観光サービス（株）
（有）西讃自動車
西讃ダイハツ（株）
（株）西部ファーマシー
瀬戸内興商（株）
瀬戸内塗装（有）
（株）せとうち福祉サービス
瀬戸うどん
瀬戸管材（株）
（株）瀬戸水産
（株）瀬戸製作所
銭形住宅産業（株）
銭形マルシェ（合）
ぜにや
SEVEN COLOR
（株）総合開発冷蔵事業部
（株）総合開発インフラ本部
（株）総合開発リネンサプライ事業部
創作工房どい
（株）双歩会
（株）ソーコ
十川 幸子
（株）曽川建設
（株）曽根工務店
損保ジャパン日本興亜（株）丸亀支社
（株）第一会館
第一生命保険（株）観音寺第一営業オフィス
ダイエークリーニング
ダイエレ
（株）ダイエレクトロニクス
（株）大建白蟻
大黒屋製菓（有）
大樹生命保険（株）観音寺営業部
（有）大障警備
大誠水産
（株）大創
（株）大地の響
大宝建設（株）
（有）だいや食品
大安
タイヤセンター（株）観音寺営業所
ダイレックス観音寺店
（株）大和商會
田岡法律事務所

髙井材木店
（有）タカオカ
（株）高岡冷機
高木薬品（株）
（株）高建巧房
髙嶋 唯裕
タカシマ計装
高城合同事務所
（株）たかせん ドコモショップ観音寺店
（株）タカタ
高田海産（株）
高田工業（有）
（株）高谷冷機
高野屋本店
（有）タカハシ
（有）高橋
高橋教育社
高橋啓二税理士事務所
高橋工業
（有）高橋弘文堂
（有）高橋銃砲火薬店
（有）高橋種苗園
高橋商店
（株）高橋総合不動産
高橋畜産（株）
高橋輪業
高畠建設（株）
高松信用金庫観音寺支店
（株）高松三越三越観音寺
寶田 憲弘（プルデンシャル生命保険㈱）
宝田電産（株）
多喜端建築設計事務所
（株）TAKUMA
（有）詫間海運
詫陸クレーン（有）
（有）田代商店
田代不動産（株）
（有）多田組
（株）多田物流
（有）タテイシ建設
たどつ屋商店
田中 観音寺店
（株）田中呉服店
田中整体

田中電設
田中時計店
（株）田辺会計事務所
（有）タニーズ
谷理容所
田渕左官
メガネ・宝石のタミヤ
為五郎
多もん
（株）樽本電気商会
ビューティサロン千花
ちぬた餅
（有）中央塗料
中央モータース
中華そば源平
（株）中国銀行観音寺支店
（株）超越商貿
（福）長寿の郷
（株）ツーアンドフォー
築山電気工事
津久茂醗酵所
（株）ツチダコーポレーション
土田電気商会
筒井工務店
筒井鉄工所
TNPK福田
テーブルマーク（株）四国事業所
デサロ・ジャパン（株）
寺田数学英語塾
（合）TERANGA
（有）デリ・ファクトリー
（有）デリカとんとん
（有）電興社
（有）土井鉄工
土井農園（株）
（株）土井農機商会
（株）東京海上日動パートナーズ中国四国高松支店 丸亀支社
（有）東豊開発
道楽の宇賀
十日屋商事（有）
十日屋本店
トーヨースギウエ（株）観音寺営業所
常磐建設（株）
（有）トキワ美粧院

（株）ときわモータース
特定非営利法人北四国スポーツクラブ
戸城商運
Dog salon Gypso
（合）ドットベース
トップス広告
（有）鳶正
（株）富商
トミダ建設
ヘアーサロン トモ
ともフラワースクール
豊岡接骨院
豊田水産（有）
豊田孝子税理士事務所
（株）トヨタ宝冠堂
Try EVO．company
（有）トラスト
ドラッグコスモス観音寺店
ドラッグコスモス坂本町店
（有）とらや
（株）ドリームホンダ
鶏つよし
（有）トレイジャー
toromocafe
とろも美容室
（有）とんかつの山岡
中川建設
中甚かまぼこ
（有）永田自動車
（有）中田ボデー工作所
長門屋
（株）中西設計
中村蒲鉾商事（株）
（有）中村土建
（株）中村板金
（株）中村ふとん店
理容 ナカヤマ
（株）中山
中山俊事務所
（株）ナンバー工芸
仁尾興産（株）
（株）仁加屋
（有）西岡家具店
西岡耳鼻咽喉科クリニック

（有）錦屋電気商会
西工業（株）
（有）西田オート
（株）西日本事務機
西野金陵（株）観音寺物流センター
西原染料紙店
西村ジョイ（株）観音寺店
（有）にしやま
（有）西山商店
西山内装
（株）日協堂医療器
日新製袋（株）
新田石油
新田鮮魚店
（株）日東自動車
日本通運（株）四国支店観音寺事業所
（株）日本総業
new birth
ネッツトヨタ高松（株）まつの木店
野口建築
希望インテリア
（有）野原時計店
（有）のぼり屋
パークドライ
（株）パークメディコム
（有）バイオクリーン四国
（合）ハイブリッジ
WEIMA JAPAN（株）
ハウス・イメージ
ハウゼン
（有）白栄堂
（医）壽愛会羽崎病院
（有）橋本農機商会
ハッピーワールド（協）
（株）バッファロー IT・ソリューションズ九州営業所松山出張所
（有）花梅
花水仙
（株）花嫁衣裳ことぶき
（株）パブリック
浜板金工業所
早川木型製作所
（有）バラエティマルタカ
原木型店
（株）原食肉店

（有）原田商店
（有）はりまや
特定非営利活動法人はるかぜ
ハレオハナ
（株）ハローズ
パンゲア（株）
（有）晩翠
（一般財）阪大微生物病研究会観音寺研究所
B－ironwork
ギャラリー雛
（有）美栄堂
東谷理容所
光工業（株）
久本家具店
ビジネスホテル観音寺
（株）日野薬局
特定非営利活動法人ひまわり
（有）ひめや計器商会
（株）百十四銀行観音寺支店
美容室 ぴゅあ
ビューティみえ
（有）ビューティサロントキワ
ヒューマンオート
美容室せら美
美容室 Noel
ひらお美容室
（有）平口竹材店
HIRAYAMA
ファーマシィ薬局観音寺
FineStyle 環境事業部
（株）フードレック
（株）FORUKA
（株）フォルムハウス
（有）福井鉄工
（株）福十
（株）福笑舎
福庄水産（株）
福田整体院
（株）福田薬局
福弥蒲鉾（株）
福弥本舗（株）
（株）フクヨー
藤井組
（有）藤井鉄工所

（株）富士印刷
藤岡設備（株）
フジガード（株）観音寺営業所
藤川旅館
藤急商運（株）
富士建設（株）観音寺営業所
富士事務所
富士車体
（有）藤石油店
藤田（株）
（有）ふじた
フジタ機器（株）
（有）藤田組
（株）藤田工務店
（株）藤田商店
（株）富士電算センター
藤村運輸（有）
藤村工具（株）
フジムラ商会
（株）藤村鐵工所
（株）フジムラフーズ
（有）藤村保険事務所
ふじや薬品（株）
藤原英語塾
藤原畳店
藤原文具（有）
（有）藤原米穀
藤原理容院
（有）ブチック人形館
ブライト英会話教室
プライム保険サービス
（有）プラスフーズ
（株）ブラン
ブリジェビューティーサポート
（株）Full Throttle
フレッシュハウス なかむら
フレッシュ・ショップトマトチェーン（株）観音寺店
（株）ふろーら
（株）フロンティア
ヘアーサロン.M.M合田
ヘアーサロン・センス
ヘア・サロン道
Hair Resort  KUBOYAMA PLUS
（有）平和土建

BAKERY COBBLE
（株）べっこや婦人用品店
（株）ヘルス
ベル美容室
（有）ベルワールドヤナギヤ
報国機工（株）
豊和工業（有）
（株）ホーコク製粉
ポーラ化粧品観音寺営業所
（株）北伸建設工業
（有）細川安心堂
（株）細川食品
細川佳男税理士事務所
ボタン木工所
（株）ホテルサニーイン
骨付鳥 参蔵
HORIZON
堀川鉄工所
portier
ほるもん屋とも八
本格手打ちうどんうまじ家
（有）本場かなくま餅福田
本間自転車
前川住宅（株）
前川満税理士事務所
前田工業
牧サッシ
（有）マキノ
牧野工務店
マキノ産業（株）
まきや
（有）満久屋
（株）政岡
正岡輪業商会
ます梅
（有）マスカワステン
増田海運（株）
松岡自動車工業
（有）松木建具店
マックスバリュー観音寺駅南店
松下住設
松葉屋
まつもと
松本建設（株）

松本鮮魚店
松本米穀店
まつり鉄工
真鍋（有）
マナベ進物店
真鍋石材店
（有）マナベ洋装店
マノ白衣店
まめ珈房
まるかめ商店
（株）丸観塗装
（有）マルク商店
丸島商事
（有）丸高製帽所
まるたく
（株）マルチュウペイント
（有）丸冨商会
（株）マルナカ観音寺店
（株）マルナカ八幡店
（株）マルナカ柞田店
マルニヤクリーニング
丸正クリーニング店
（株）マルモ印刷
まるや
（有）丸山防災
（株）マルヨシセンター観音寺店
（有）帝総建
みかわ工務店（株）
（株）實木
（有）三木屋商事
三田海運（有）
三谷 正義
三谷電機（株）
（株）みとよ
（株）三豊印刷
三豊運送（株）
（有）三豊衛生社
三豊ケーブルテレビ放送（株）
三豊建設（株）
（株）三豊自動車学校
三豊証券（株）
三豊造花装飾
（有）三豊中央観光バス
（株）ミトヨテクニカル

（株）南屋
（医）社団三野小児科医院
（有）三原汽船
三宅産業（株）
三宅石油（株）
（株）三宅設備
（株）宮武工業
（株）宮脇書店観音寺店
おしゃれハウスMew
三好建材店
三好重利商店
三好美容室
味楽留
美和建設（株）
きもの処むかい
向井製袋所
村上税理士事務所
（株）室本マリーナー
明治宅配センター藤原
（株）メディアコム
（有）芽実花
（株）メロンハウス
（有）毛利商店
毛利飼料（有）
もみほぐし すまいる
（有）森一誠堂
（株）森卯平商店
（株）森岡不動産
（株）モリカワ
森川ガーデン（株）
（株）森川商店
（株）森川ステンレス工芸
（株）森川釣具店
（株）もりしげ
森内科医院
森永牛乳昭和販売店
森のくまさん 2nd
（株）森の経営コンサルタント
（有）モリヒロ園芸
（有）森山電機
モリ理数塾
紋正堂
ビューティーサロン モン・レーブ
焼肉kitchenmatu

焼肉じゅじゅ庵
（株）弥久茂商事
（株）やこや
泰佳
（株）柳川製麺所
矢野 香子
矢野 泰久
（有）矢野硝子店
矢野製菓
矢野設備工業
（有）八幡タイヤ
ヤハタ美容室
（有）山内産業
（株）やまさエンジニアリング
山崎司法書士事務所
（有）山地会計事務所
（株）山下建設
（株）山商
（株）ヤマダ工芸
山地蒲鉾（株）
ヤマト衣料
（株）山徳
大和建設工業（株）
（有）ヤマニ薬局
山原庭苑
（有）山丸
山本 たま子
（有）山本ステンレス
（有）山本塗装
（株）山屋
YAMAYA steel coffee
ユーアイ経営
悠栄建設工業
（有）ユーキシステム
（株）ユーシー
（株）遊食房屋
遊々椿（株）
ユナイテッド（株）
（有）ヨコウチ
（有）横内食品
横山商店
（株）横山商店
横山商店
（株）横山商店

横山製作所
（有）ヨコヤマソーイング
横山芳雄石材
（株）ヨコレイ
（有）好川会計
（有）好川商運
好川電気設備
吉田住建
（有）吉田製菓
吉田米穀店
吉本武芳社会保険労務士事務所
割烹よしや
（株）四電工観音寺営業所
lounge愛
（株）RAKU
（株）楽宴
楽住
LAPUTA Motor Cycle Factory
（株）Regal Life
Reest hair ＆spa
リヴィエール
ricca
（有）リバティーハウス
（有）リフォーム三宅
隆栄商事（有）
（株）リュストレ
（株）RINGUEデザイン事務所
（有）ルネス
ローザ美容院
ワイエムマシン（株）
（株）ワイケーエス・オギタ
YKパッケージング（株）
若松家別館
若松家本館ワカマツヤ
脇建築
わくわくパソコン教室
メガネの和光
和田商店

令和 4 年（2022年）10月20日現在
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編集後記

歴史を学ぶ目的は、未来の指針を得るということです。
そこでこの記念誌の制作にあたり、観音寺商工会議所直近 10 年の振り返りに加えて、昭和 17
年（1942 年）の創立当初のこと、また 100 年前の大正 11 年（1922 年）に誕生した日本商工会議
所のことについても調べてみました。

近代日本の歴史的盛衰には 40 年周期があると言われています。 はじまりを 1865 年、幕末の
大混乱から明治維新の時代とすると、40 年後の明治 38 年（1905 年）、日露戦争の勝利により列
強に仲間入りし絶頂を迎えます。 それから 40 年後の昭和 20 年（1945 年）、敗戦によりどん底
を経験します。 そして次の昭和 60 年（1985 年）のプラザ合意までの 40 年間に戦後復興、高度
経済成長を経験し、日本は世界有数の経済大国に登りつめました。 その後バブル崩壊から始
まった次の 40 年は、この周期説に従えば今から 3年後の令和 7年（2025 年）までは、令和 2年
（2020 年）から 3年近く続くコロナ禍や、急激なインフレや円安も加わり一層苦しい時代が続
くのかもしれません。

物質的には決して豊かな時代ではなかったにもかかわらず 80 年前の創立当初の文書からは
挑戦意欲や創意工夫の熱い意気込みを感じます。 この観音寺商工会議所スピリッツは諸先輩
方の努力によって 80 年間連綿と受け継がれてきました。 この精神が当会議所 90 周年、100
周年を迎えるころにも引き継がれ、地域の皆さんが心豊かに幸せに経済活動や生活を営める
ことを願っています。 80 周年記念誌を通じて歴史を学び、未来への思いを募らせるきっかけ
になれば幸いです。

最後になりましたが、この記念誌の発刊にあたりご祝辞やご協力を賜りました皆さま、そして
記念誌委員会の皆さま、商工会議所事務局の皆さまに心より感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記念誌委員会　委員長　奥田拓己
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